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あ   い さ つ

仙台市教育委員会は,かねてから仙台城跡自然環境総合調査会 (代

表 東北大学名誉教授 カロ藤陸奥雄)に委嘱して仙台城址の自然環境

総合調査を進めてまいりましたが,こ のほどその調査結果がまとまり,

発刊の運びとなりました。

申すまでもなく,仙台城は藩祖伊達政宗の築城によるもので,仙台

藩62万石の居城として,全国にその名を知られる天下の名叛でありま

したが,明治維新や火災,さ らには仙台空襲など度重なる被災により,

壮麗を誇った建築群は全て失われ,今 日にいたっています。

しかしながら,仙台城の御裏林として人手が加えられることなく保

護され,昭和47年に国指定天然記念物となった青葉山を中心とするこ

の地域は,都市の中心部にあって貴重な緑地空間や豊かな生態系を保

持し「杜の都仙台」の顔として,ま た,仙台の景観を決定づけるもの

として,その今日的価値はかけがえのないものとなっています。

仙台城に関する文献としては昭和42年に出された「仙台城」など多

数ありますが,今回の調査は地質や動植物など自然科学系の初めての

本格的な総合調査であり, しかも竜の日渓谷まで範囲にふくめた大規

模なもので,研究者のみならず郷土を愛する市民にとって大ぃに意義

のあるものと思われます。

本書の刊行にあたり,本務のご多忙にもかかわらず熱心に調査,研

究にあたられた諸先生はじめ,快 く調査にご協力いただいた土地所有

者の方々等に対し,深く感謝するとともに,′ 本書が広く活用されるこ

とを心から願ってやみません。

仙台市教育委員会

教育長 藤 井  黎



仙台城址とその周辺の青葉山地域



竜 の 口 漢 谷

御裏林のモミ林 (東北大学理学部附属植物園)



仙 台 城 址 の 自 然
― 仙台城跡自然環境総合調査報告―

仙台市文化財保護委員会委員

仙台市文化財保護委員会委員

仙台市文化財保護委員会委員
東北大学理学部附属植物園長

東北大学名誉教授

加  藤  陸 奥 雄
・東 北 大 学 教 授

中  川  久  夫
東 北 大 学 教 授

大 橋 広 好

仙台城は慶長 5年 (1600年 )藩祖伊達政宗によって構築が開始され,同 15年本丸が

完成,寛永15年 (1638年 )二代藩主忠宗による二の九の造営によって,近世城郭とし

ての完成をみるに至った。

仙台城の特長は城郭として最大級の規模を誇るだけに止まらず,青葉山のもつ自然

地形を巧みに利用し,平城的性格に加えて山城的性格を強くもっており,それが城郭

としての価値を更に高めていることにある。

仙台城址が国指定の史蹟として将来に向けて保全され,その整備活用をはかること

は緊急を要することであるが,こ の城のもつ性格からみて,構築物やその遺構を含む

地域だけに止まらず,その周辺の自然環境を含めてとらえることが肝要であることは

論を倹たない。「天然の堀」と言われる竜の口峡谷がそれであ り,御裏林と呼ばれる

一帯は,すでにモミを主とする自然林として,天然記念物「青葉山」として国指定を

うけている。今なお良好な状態で自然環境が維持されていることは喜ばしいことであ

る。

我々は仙台市の委託をうけ,平成元年度において,仙台城l■並びにその周辺地域の

地質・植物・動物等仙台城l■の自然環境の総合調査を行った。調査区域は図に示すよ

うに当面史蹟 として考えられる範囲とその周辺地域も含めて行うことにした。

調査は多 くの研究者の参加によって行われたが,それぞれの研究者により執筆され

たものを我々の責任で編集し,「仙台城址の自然」としてまとめることにした。

1年に満たない調査であるので,その内容には不十分な点が多いが,こ の調査が仙

台城の史蹟指定ならびにその後の整備と活用に当っての資料として役立てば幸である。
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仙台城址およびその周辺地域の地質

中 川 久 夫
*

(ま じめ に

仙台城址付近には第三系鮮新統の仙台層群と第四系中部更新統の青葉山層,上部更

新統の愛島火山灰・永野火山灰が分布している。

仙台層群は,下位から順に,亀岡層・竜の回層・向山層 ,大年寺層を含む。“層"|ま

地層区分の基本単元であって,分布地で実際の地層中の層準を指定して区分・命令さ

れている。この区分法が整備されてきたのは1950年代になってからで,仙台付近のよ

うに古くから地層の調査・研究が行なわれている地域では,地層区分や命名は現代の

方法に従っているとは限らず,それ以前から,む しろそれとは異なった方式で区分・

命名されていた (HANZAWA et al.,1953)。 また地名も, とくに仙台市付近では,大

幅に改変されて,古い地層名に使われた地名も,現在,抹消された り,範囲が変った

りしているものが多い。しかし地層区分と地層名は地質学のためだけにあるのではな

く,各種の応用分野でも使われて,多 くの書物や地図類にも記入されていて,地名が

変わったからといって,簡単に古い書物に記入されている層名を変更するわけにはゆ

かない。そのため,地層区分では,なるべく伝統を重んずる方針が世界中で認められ

ている。一般に用いられている層名は地域名を付することになっている。その際,広

い地域の名を付すよりは狭い地域の名を付した方が,その地層を表現し易い。例えば

宮城層や仙台層という名では宮城県や仙台市に分布しているどの地層か判断しにくい。

この点から言えば,広瀬川凝灰岩は長い広瀬川の沿岸のうち,凝灰岩が露出してい

る部分は広く,ま たその岩質も多様で,そのうち, どの凝灰岩を呼ぶ名なのかはわか

らない。このように,あ まり適当ではないが,古 くから使われてきた名を軽々しく改

めることには不都合が多いため,仙台の旧市街地の近 くの広瀬川沿岸の凝灰岩という,

命名時の事情を察し,伝統的に用いられてきた名称を現在に受けついでいるのである。

*東
北大学理学部 地質学古生物学教室

-1-



仙台城4Lお よびその周辺地域の地質

同一層はその形成年代が同期であることが望ましい。そのために地層の年代を決定

する方法は幾通 りもあるが,地層のどの部分にも適用できる方法はない。例えば化石

はそれを含んでいる部分では有効であるが,化石を含まぬ地層の年代を決めるのには

役に立たない。また放射性物質の壊変を用いる方法も,地層中にそのような物質が含

まれていてはじめて適用される。このように,単一の方法で地層の年代が決定される

ことは,む しろ稀で,多数の方法の組合せが最も有効である。仙台付近の地層の年代

を決定するために用いられてきた方法は,火山岩のための K一Ar法 ,海成層の合化

石層には化石層序学的方法,第四系には花粉層序学的方法,火山灰にはフィッション

・トラック (FT)法 ,熱ル ミネセンス (TL)法など,また, これらを通じて用いられ

る地磁気層序法などである。これらによれば,仙台層群は鮮新世,三滝層は後期中新

世,青葉山層は中期更新世,愛島・永野火山灰は後期更新世である。

地層の区分 と地形

仙台付近に分布する地層は新生界であって,特に仙台城址の周辺には鮮新統以上が

分布している。鮮新統は,下位から順に,亀岡層・竜の口層・向山層 。大年寺層であ

る。これら4層は仙台層群を構成している (HANZAWA et al。 ,1953,中川・石田,

1985,ゴヒ村ほか 3, 1986)。

このうち,亀岡層・向山層は陸成層で,竜の日層 。大年寺層は海成層である。仙台

層群の下位には上部中新統の三滝層,その下位に自沢層があるが,いずれも陸成層で

ある。東北地方は中期中新世に阿武隈・北上山地などを除いて,ほぼ全域にわたって

海域となったが,後期中新世には東側から次第に陸化し,鮮新世～前期更新世には海

域は日本海沿岸地方に残るに至った。しかし,鮮新世に,現在の北上川・阿武隈川の

沿岸の低地帯には突然海が侵入した。その時の海底堆積物が竜の口層である。竜の口

層は,阿武隈川沿岸には分布していないが,阿武隈山地の東側の相馬・双葉地方から,

仙台付近を経て,岩手県の北上市付近まで分布している。その推積物中には火山灰が

大量に含まれるが,同 じ傾向は仙台層群の全層を通じて認められ,当時の近隣地域の

火山活動がきわめて活発であったことを示している。竜の口層堆積後,仙台付近では

一時陸化して,向山層が堆積したが,その主体は火山灰である。向山層の上位に重な

る大年寺層は再び浅海底の堆積物であるが,その中にも多量の火山灰が混入している。
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仙台城址およびその周辺地域の地質

大年寺層堆積後は海は退き,陸地は侵蝕・削剥され,定高性の丘陵地を生じた。削剥

が続 く間に,大量の河川堆積物が背後から供給され,青葉山層の礫層となった。火山

活動は下火にはなったが継続し,越路火山灰をもたらした。その後は断続的に海面は

低下し台の原・上町 。中町の諸段丘が形成された。この間にも火山灰は供給されてい

る。海面の低下は約 2万年前まで続き,こ の間に河川は下亥Jを続けた。その後海面は

上昇に転 じ,約 7千年前に現位置に達した。

青葉山層堆積時は約20万年前であるが,人類は当時の扇状地上で既に活躍をはじめ

ていた。同じ頃,宮城県の江合川流域などでも人類の活動の痕跡が確かめられている。

仙台市付近ではその後も数万～数千年おきに人類の遺 したあとが発見されている。

青葉山層以上の地層はまた現地形とも密接な関係をもっている。青葉山は定高性の

丘陵の外縁部に当たるが,こ の定高性丘陵は竜の口層から大年寺層までの鮮新統の最

終的堆積面と,それに連続する削剥面が原形である。海退が起こり,海面低下に伴っ

て河川は下亥Jを続けたが,青葉山層堆積時にはまだ河谷はそれほど深くなく,河川の

堆積物が作った扇状地は,定高性丘陵地を蔽って形成された。海面低下が進むと,河

谷は次第に深くなったが,青葉山層の堆積面は削剥され蓋 くさず,今 日に至っている。

河川の侵蝕は本流が早く,支流はおくれる。竜の口。三居沢などの支谷は広瀬川の下

刻におくれて,おそらく,急傾斜の谷底をもって本流に合流していたであろう。仙台

市中心街をのせる仙台上町 。中町段丘の分布域から考えると,広瀬川本流は現在より

もかなり北東方にあったであろう。従って,竜の口。三居沢ともさらに下流部が長か

った。三居沢の下流の位置は現在の地形からは判断し難いが,竜の日の下流は向山を

経て南東方へ流れ,広瀬川に合流していたものと考えられる。竜の日渓谷の谷壁の緩

斜部と,経が峰・愛宕山の南西側の青葉山本体との間の谷とその谷壁の緩斜部とを ,

投影して断面図を作ってみると,よ く連続する (図 1)。 現在,こ の連続する谷と谷

壁緩斜面は広瀬川本流の谷によって中断されている。これは本流によって支流が中断

され,支流の上流部が本流によって争奪されたものと判断される (田山,1933,奥津 ,

1977)。 経が峰・愛宕山の間でも,こ の谷は本流の側方侵蝕によって北東谷壁を失っ

ている。竜の口の中流は上流側の中断部で本流に注ぎ,遥か下流で合流していたとき

の上流が,直接本流に注ぐことになって,谷頭侵蝕が急速に進み,竜の日渓谷が出現

するに至ったのであろう (図 2)。
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仙台城址およびその周辺地域の地質
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図 1 竜の回潔谷の投影縦断面図
1.万 助沢合流点から広瀬川本流との合流点までの竜の口澳谷
2  竜の口澳谷合流点から宮沢橋までの広瀬川本流
3. 向山一丁目から宮沢橋までの旧竜の口下流の谷底
1～ 3の縦断面に沿岸の丘陵とその中腹の緩斜面を投影してある.基線は 1と 3の 中心線 .
A.愛宕山,D。 大年寺山,H.仙台城本丸,K 経が峰,M.万助沢合流点,Y.八木山橋 .

図 21 竜の口漠流の広瀬川木流による争奪
竜の日澳流は仙台中町段丘の形成期までは広瀬川の支流で,竜の日澳谷から向山一丁目・二丁目・四
丁目を通って,宮沢橋の少し上流で本流と合流していた。瑞鳳殿のある経が峰と愛宕山とは当時の竜
の口支流と広瀬川本流との間にあった丘陵である。仙台中町段丘に相当する河岸段丘はこの支流ぞい
にも分布している。

図 2-2 竜の回漠流の広瀬川本流による争奪
中町段丘ができてから,広瀬川は曲流を強め,仙台城天主台跡の南東端の松が崎と向山一丁目の間を
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仙台城址およびその周辺地域の地質

側方浸蝕し,竜の口支流は浸蝕によってできた河崖から,滝をつくって広瀬川本流に注ぎこみ,それ
より下流の竜の口支流は流量が減り, もはや谷を深く刻みこむことはできなくなった。広瀬川本流は

向山二丁目付近でも曲流を強め,松が崎から経が峰を経て愛宕山へ続いていた丘陵を側方浸蝕して,
けずりとってしまった 残っていた竜の口支流の水はここからも広瀬川に入ったが,その水流はすで
に上流で広瀬川本流に注ぐようになっていたため,少 ししかなく,下方浸蝕をする力はなかった

図 2-3 竜の口漠流の広瀬川本流による争奪
広瀬川本流の曲流はさらに強まり,曲流部の外側を攻撃して,経が峯と愛宕山は孤立丘陵として残っ
た。一方,広瀬川へ直接流入するようになった竜の口支流は合流点から上流へ向かって頭部浸蝕を続
け,合流点にできた滝はしだいに上流へ移り,深い澳谷をつくった

図 2J 竜の口漠流の広瀬川本流による争奪
明治38年の測量による2万分の 1の地形図から作図したブロック・ダイヤグラム

三居沢は下流部が三滝層の玄武岩上にあり,岩質の侵蝕に対する強さから,頭方侵

蝕が急速には進まず,本流に対して懸谷状に合流しているのであろう。大深沢・本沢

・裏沢などには硬岩の障得はなく,懸谷状部はなく,広瀬川に合流している。
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仙台城址およびその周辺地域の地質

各層の層相・層厚

上位層から順に,記述する。各層を細分して,大年寺層はD,向山層はM,竜の口

層はT,亀岡層はKの文字を付して,それぞれ上位から番号を与えた。この番号は柱

状図中のものと共通である (図 3,図 4)。

図併1 仙台層群柱状図 (その一)
愛宕橋・宮沢橋間の広瀬川沿岸    (D)竜 の日澳谷下流沿岸
霊屋橋・愛宕橋間の広瀬川沿岸    (E)竜 の口澳谷中流沿岸
評定河原付近の広瀬川沿岸
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大

年

寺

層

向

　

山

　

層

亀

　

岡

　

層

図 3-2 仙台層群柱状図 (その二)
(F)牛越橋 大橋間の広瀬川沿岸    (I)郷 六付近
(G)三居沢沿岸・亀岡・桜ヶ丘     (J)牛 越橋上流・八幡町付近
(H)牛越橋上流の広瀬川沿岸・桜ヶ丘  (K)国見峠付近

Ml～ Klは図4と共通
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図4(A) 愛宕橋・宮沢橋間の広瀬川沿岸
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霊屋橋・愛宕橋間の広瀬川沿岸
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竜の回渓谷下流沿岸
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図4(E) 竜の口渓谷中流沿岸
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牛越橋 。大橋間の広瀬川沿岸
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三居沢沿岸・亀岡・桜ケ丘
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図4(H)牛 越橋上流の広瀬川沿岸・桜ケ丘
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図4(I) 郷六付近
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図4(J) 牛越橋上流・八幡町付近
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仙台城址およびその周辺地域の地質

I・ 1).永野火山灰 (模式地 :官城県蔵王町永野),厚 さ50cm.茶褐色未固結火山灰。下

部に暗青色砂状火山灰 (0～ 5cm)が あって,川崎スコリアの通称があるが ,

部分的に薄失する。噴出年代は26,000～32,000年前。下位層と不整合,青葉

山一帯で下底から石器が発見されている。

2).愛島火山灰 (模式地 :名取市愛島十三塚),厚さ70～ 100cm.茶褐色未固結粘土

質火山灰。下部に黄色浮石層 (5～ 80clll)が ある。噴出源は宮城県川崎町安

達付近。噴出年代 6万～ 8万年前。石英粒・砂鉄粒を多く含み,緑色凝灰岩

・花嵩岩の岩片を含む。下位層と不整合。

2.青葉山層 (模式地 :仙台市青葉区～太白区の青葉山一帯),越路火山灰 。ニツ沢

深層の 2部層に細分される。

1)越路火山灰部層 (模式地 :仙台市太白区八木山越路動物公園付近),暗褐色粘

土質火山灰。厚さ 3m。 下部に黄色浮石。暗青色砂状火山灰の集中するとこ

ろもある。下部は下位のニツ沢礫層とともに赤色土化して,粘土化がいちじ

るしい。赤色土化の下限は越路火山灰下部からニツ沢礫層の上部に及ぶとこ

ろもあ り,赤色粘土と白色粘土がいりまじって,いわゆる網状斑をなしてい

る。噴出年代約18～20万年前 (TL).下位のニツ沢礫部層と整合。

2)ニツ沢礫層部層 (模式地 :仙台市太白区八木山～ニツ沢,旧ニツ沢沿岸),弱

固結円礫層,安山岩の中～大円礫を主とし,基質は下部で媛灰質砂,上部で

火山灰質粘土。砂・粘上の薄層をはさみ,亜炭薄層を伴 うところがある。厚

さ20m。 上位層とともに上部は赤色土化を受け,粘土化した部分の礫はスコ

ップで容易に切れ,ま た露頭では,基質とともに自形を保たず崩れる。越路

火山灰との境界付近から石器が発見されている (OGAWA et al.,1985,東北

大埋文委,1986;鎌田ほか 2,1989)。 下位の大年寺層と不整合。

3.仙 台層群

1)大年寺層 (模式地 :仙台市太白区茂ヶ崎大年寺山一帯)

Dl.未固結成層砂岩。下部にシル ト岩薄層をはさむところがある。厚さ 1～ 2

clllご とに成層。層厚12m以内。

D2.暗緑色シル トまじり砂岩 (lm),米粒状の浮石粒を多く合む。風化面に黄

色被膜を生ずることがある。貝化石を多量に含み,密集して 1～ 3層の貝化石
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層になるところがある。

D3.シル トまじり砂岩 (3.5m).米粒状浮石粒を多く含む。貝化石痕跡を含む。

D4.凝灰岩質シル ト岩 (8 cm)。

D5.シル トまじり凝灰岩質砂岩 (15m)。

D6.凝灰岩質シル ト岩 (1.5m).下位の亜灰採掘趾付近では赤 く汚れているこ

とが多い。

D7.凝灰岩質砂岩～砂質シル ト岩 (0.5～ 2m),下底に粗粒砂～細礫を含むと

ころがある。

2)向山層 (模式地 :仙台市太白区向山)1960年頃までは向山層は広瀬川凝灰岩と

その上位の八木山層,下位の北山層の 3層に区分されていた。現在は広瀬川凝

灰岩は向山層の部層となっている。

Ml.亜炭。所により中央部に白色粘土質凝灰岩層 (10～ 20clll)を はさむ (1～

3m)。 仙台層群中最も厚い亜灰層で,亜炭は昭和30年代まではこの地方で一

般的に使われた主要燃料であった。当時,亜炭は盛んに採掘され,仙台付近は

仙台亜炭田と呼ばれていたが,本層はその本鎚であって, この亜炭層は仙台市

向山・青葉山・八木山 。大年寺山の一帯でほとんど採掘され蓋 くし,現在残っ

ている部分はむしろ少ない。イ山台城天守台跡や霊屋一帯の地下でも採掘された。

その旧帳道が陥没して地表部にも被害を及ぼしたことがある。

M2.砂質ンル ト岩及び砂岩 (2m)。

M3.亜灰 (20～30clll).樹 幹・枝を多く含み,その断面は偏平になっている。

M4.亜炭質・凝灰岩質粘土～シル ト岩 (40clll).

M5.やや亜灰質暗色シル ト岩 (40cm).下部は現灰岩質砂岩質となる部分がある。

M6.白 色凝灰岩質粘土岩 (2m～ 2.5m).ほ ば中央部に層理を示すところがあ

る。不規則な割目が多く,吸水性が強く,乾いた岩片を瓢めると,舌に吸いつ

く。層理・割目にそって青灰色となっているところがある。露頭では表面は淡

赤褐色となっている。

M7.凝灰岩質シル ト岩 (70clll).

M8.黄色浮石凝灰岩 (100～ 110cm).鹿落観音堂南口の石段の下に露出があり,

鹿落凝灰岩と呼ばれることがある。浮石の粒径は 2 cm内外。自然露頭では丸味

-21-



仙台城址およびその周辺地域の地質

をもって突出している。上面は削ったように平である。

M9.やや硬い凝灰岩質シル ト岩 (95～ 100clll)。 所により中央部に硬質瘤塊が並

ぶ。また, 2～ 3層準に細粒火山岩片の薄層がある。下部に草本植物の痕跡を

含む所がある。自然露頭ではほぼ垂直な断面をもち,下位層はさらに窪んでい

るため,下限は明瞭である。上位の鹿落凝灰岩 (M8)は 凸出しているので ,

この組合せによって,遠方からよく認めることができる。

M10.亜炭質凝灰岩質ンル ト～粘土岩 (30伽).風化面は細紛状となる。

Mll.凝灰岩質シル ト岩 (40clll).

M12.白色浮石質凝灰岩～凝灰岩質シル ト岩 (80clll).

M13。 凝灰岩質シル ト岩 (80clll).

M14.砂岩～礫岩 (2～ 4m)。 斜交層理・層内異常・小侵蝕面などを伴い,層

理・層厚とも局所的変化が著しい。仙台城天守台 。霊屋の西・霊屋橋 。愛宕橋

間の各広瀬川右岸の崖でその状態はよく観察される。

M15。 凝灰岩・砂質凝灰岩・凝灰岩質シル ト岩互層・亜灰薄層を伴う(2～ 4m).

亜炭以外は大部分が下位の凝灰岩の再堆積物のようである。亜灰には背斜部が

鋭角状の小紹曲を示すものがある。

M16。 白色浮石凝灰岩 (6～ 7m)。 広瀬川凝灰岩,向山層の部層として命名さ

れている。澱橋から愛宕橋までの間の広瀬川沿岸にはほば連続的に露出してい

る。浮石流凝灰岩で,下底から 1～ 2m付近に,と くに粗粒浮石と火山岩片の

集中部がある。天然木炭・灰化樹幹を含む。激化した樹幹の根は下位の亜灰層

(M18)から直立したまま埋没している。下底部に流下時の下方噴射によるベー

ス・サージ相を示すところがある。また,中～上部にガスの吹きぬけ跡 も認め

られる。

M17.白色細粒凝灰岩 (60～ 70clll)。 降下火山灰相の凝灰岩で,火山豆石を含む。

仙台城付近・竜の口渓谷内で,部分的に欠けている所がある。

M18.亜炭層 (10～ 20clll)。 この亜炭層も部分的に薄失している。上記の直立樹

根はこの亜炭層中にあり,霊屋橋の下流で広瀬川の河床に露出し,仙台市の天

然記念物となっている。

M19,凝灰岩質シル ト岩 (2～ 3m)。 上部は亜灰質粘土 。下部は砂質となる。
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竜の口渓谷入口では中央部に 3～ 5 clllの 亜灰を 1層はさむ。三居沢入日付近で

は上部に凝灰岩 (10cm)を はさみ,その中に黒燿石片を含んでいる。

M20。 礫岩 (3～ 4m)。 安山岩質の中円礫が多い。中～上部は砂が多い。砂岩

は斜交層理を示し,安山岩のほか凝灰岩・シル ト岩などの円～偏平礫を伴 う。

上位へ砂～シル ト岩と漸移するところもある。M20は向山層の基底礫岩である。

3)竜の日層 (模式地 :仙台市青葉区・太白区境界の竜の口渓谷,ただし最下部は

渓谷内には露出しない)。

Tl.無層理シル ト岩 (1,3m).風化部は黄褐色,新鮮部は青灰色を呈し,砂層

と貝化石痕跡・植物化石痕跡を含む。

T2.成層凝灰岩質シル ト岩 (5.5m).下部には斜交層理をもつ吸灰質砂岩の薄

層をはさむ。植物化石 。貝化石の痕跡を含む。風化部の節理にそって石膏の細

結晶が晶出している。

T3.凝灰岩質シル トまじり砂岩 (90cm)。 合弁の貝化石を含む。

T4.貝化石層 (40clll)。 貝化石は離弁・破損しているものが多く,死後波によっ

てはきよせられたものである。基質は火山灰質の砂である。

T5:凝灰岩と凝灰質シル ト～粘土岩の混合層 (3m).混合状態はシル ト底に凝

灰岩が流下堆積し,未固結時に地震動を受けて混合～変形 したことをしめして

いる。シル ト岩中に招曲した凝灰岩が含まれている部分 (竜の口渓谷八木山橋

の下流),シ ル ト岩中に凝灰岩 レンパが乱雑に含まれている部分 (八木山橋の

上流),シ ル ト岩の上位に浮石流凝灰岩がのっている部分 (大橋 。中ノ瀬橋間

の広瀬川沿岸)な どがある。シル ト岩は流動したまま固結していて,その際の

歪のため,風化すると不規則な割目を生ずる。また上位に凝灰岩がのる所では,

吸灰岩の下底からシル ト岩中に砂管がのびている。大橋の上流の広瀬川沿岸で

は浮石流凝灰岩は 2層が区別され,上位層は炭化樹幹を含んでいる。

T6.凝灰岩質シル ト岩 (70cm).合弁の貝化石を含む。

T7.只化石層 (30～70cm).只化石は離弁・破片が密集し,基質は火山岩片の多

い砂である。

T8.浮石流凝灰岩 (2～ 2.5m)。 浮石・火山岩片と灰化樹幹を含む。竜の口渓

_谷 八木山橋直下で河床に露出し,上流方へ凝灰岩質砂岩～シル ト岩中に混入し,
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不明瞭となる。

T9.凝灰岩質砂質シル ト岩 (40clll).貝化石層 (10～ 60clll).

T10.細粒凝灰岩・薄成層凝灰岩質粘土岩～凝灰岩 (計 60～ 80cm)。

TH.凝 灰岩質ンル ト岩 (4～ 6m),上部は砂質となる。

T12.凝灰岩質シル ト岩 (1～ 2m)。 やや硬質で貝化石痕跡を多く含む。とく

に大型のFbγttπ″%勉 α々力αdん力が多い。仙台市青葉区東勝山でこの層準から

センダイブウ υ功妙力θ力%Sιη力ん2s)の歯の化石が発見されたことがある。

竜の口渓谷内でも,こ の層準からウマの歯の化石が発見されたことがあるとい

う。鯨類の脊椎は竜の口層から数例の採取報告があるが,こ の層準付近に多い

ようである。

T13.凝灰岩質砂岩 (2～ 3m).

T14.凝灰岩質シルト質砂岩 (3～ 5m).貝化石の痕跡と灰化木片を含む。三

居沢沿岸から広瀬川沿岸澱橋付近までの間ではT12～ T14付近に貝化石層が 1

～ 3層ある。竜の口渓谷では万助沢合流点の下流に貝化石層がある。貝殻がよ

く残っているところはややシルト質である。

T15.黄色粘土層をはさむ凝灰岩質砂岩 (2～ 3m).竜の口渓谷万助沢合流点

では粘土層の表面から鳥類の足跡が報告されたことがある。粘土層は 5～ 20clll

で, 2～ 3層ある。砂岩は,きわめて,凝灰岩質で,浮石粒を多く含み,斜交

層理を示すところもある。広瀬川沿岸では観音渕で河床に露出し,粘土層が瀬

を作る。三居沢の入口の少し上流では小滝を作っている。竜の口渓谷内に露出

する竜の口層はT15以上である。

T16.凝灰岩質砂岩 (6m)。 貝化石痕跡を含む。下部はとくに凝灰岩質で灰化

木片を含む。

4)亀岡層 (模式地 :仙台市青葉区亀岡,ただし現在,亀岡の地名は青葉区亀岡町

に残っているが,そ こには亀岡層は分布していない。その近くでは牛越橋の少

し下流の広瀬川右岸に亀岡層の上部が露出している)。

Kl.亜炭 (20～ 30clll).

K2.凝灰岩質ンルト岩・砂岩 (150～ 250clll)。 斜交層理を示す石英粒の多い砂岩

と亜灰質シルト～粘土岩で,一部は凝灰岩.砂は凝灰岩に由来する。
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K3.成層凝灰岩質砂岩 (5～ 6m).′まとんど固結 していない。

亀岡層の主部は仙台市青葉区桜 ヶ丘から泉区長命ヶ丘付近に分布 し, 5層の

浮石質火山灰流凝灰岩とその間の礫岩・粘土岩より成 り,層厚35mに達する。

下底は三滝層と不整合関係である。

牛越橋付近では亀岡層はKl～ 3よ り成 り,三滝層の成層玄武岩質火山礫凝灰

岩を不整合に蔽う。亀岡層以上が白色～淡黄～褐色を呈しているのに対して,

三滝層は暗紫色～暗褐色の部分が多い。青葉山一帯では青葉台から折立に通ず

る道路の下 り口付近に三滝層の暗色火山礫灰岩が青葉山層に不整合に蔽われて

いる。

地層の透水性

地下水の透水・包蔵を考えるために,前記の地層ごとに,透水性のよいものから順

にA,B,C,D,Eと 級わけして示す。透水係数では,ほば,10-3,10-4,10-5,1

0-6,10-7,に 相当するであろう。ただし,これらは全くの概算であって,相対的

に良・不良を比較しながら級わけしたものに過ぎない。地層の透水性は粒度と割れ目

の状態に支配される。

永野火山灰 B

愛島火山灰 B(最 上部は C)

越路火山灰 B(最 上部は C)

二つ沢礫岩 Aa (上 位はC,下位層の表面は C)

大年寺層 Dl～ A～ B

D2 B

D3 C

D4 C

D5 B

D6 C
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D7 B～ Ca

Ml (本 鍾) B

M2 B～ C(下底部 C～D)

M3 C～ D

M4 D

M5 C～ E

M6 D

M7 D

M8 (鹿 落凝灰岩) B

M9 D

M10 D

Mll D

M12 C～ D

M13 C～ D

M14 B～ C

M15 B～ D

M16 (広瀬川凝灰岩) B

M17 C～ Da

M18 C～ D

M19 D(下 部 B～ C)

M20 A～ Ba

Tl  C

T2 C

T3 D

T4 C

T5 Ba(シ ル ト～粘土質部 D)

T6 D

T7 B

T8 B
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T9 C～ D

T10 C

Tn C～ D

T12 C

T13 B～ C

T14 C～ D

T15 Da(砂 質部 B～ C)

T16 Ca(下 位層表面 D)

亀 岡 層 Kl C

K2 D

K3 B

aは露頭で湧水～滲出水がある層準

仙台城 の水利用について

仙台城では湧水と井戸から採水していたというので,それらの水源は地下水であっ

た。記録のある湧水には「御清水」 。「三の九湧泉」があり,井戸は「本丸」に 2井 ,

「二の九」に13井 ,「西屋敷」に 3井があったという。また池の類では「中島池」・

「五色沼」
。「長沼」 。「裏池」 。「首洗い池」の記録がある。このうち,「首洗い

池」は「大手門」外の北側の石垣の下にあったという。

このほかに,東北大学図書館増設工事に先だつ発掘調査の際に,池のあとが認めら

れた (東北大埋文委,1985)。 これは「裏池」のすぐ近くに当たる。また,享和 2年

の「仙台城二の丸」の図中には「御座之間」の前庭に当たる所に「瓢箪池」があ り,

「二の丸」の西縁に堀があったことが記録されている。

仙台城の範囲に排水する水系は「深沢」 (「大深沢」)。 「本沢」・「裏沢」の 3水

系がある。「深沢」は「本丸」の西側にあって,上流には「御清水」があり,はかの

小湧水とともに主水源となっている。「本沢」は現在の東北大学植物園内にあ り,上

流は 3～ 5条の沢となっている。主な水源はこれらの沢の上流にある湧水である。「裏
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沢」は「本沢」の西側の小沢を指しているようであるが,その北西には観在の青葉橋

のまたぐ沢がある。さらに北西方には亀岡八幡官の南東側北西側にそれぞれ小沢があ

り,仙台城の水利用に関係のあった水系にはこれらも加えてよいであろう。仙台城の

南側には竜の口渓谷,北西側には三居沢渓谷,東側に広瀬川があるが,これらの水系

は水利用の点では仙台城とは無関係であったと考えられる。

「仙台城本丸」の用水は「御清水」から採水 していたようである。「二の丸」では

浅井戸,「三の九」では「三の九湧泉」から水を得ていた。「二の丸」の井戸は深さ 5

～ 7m以内の浅井戸であったと思われるので,浅部の地下水を汲み上げていたのであ

ろう。

上記の水源は,「三の丸湧泉」のほかは,すべて青葉山層の二つ沢礫岩 (部層)の

基底部からの湧水を主とし,「本丸」ではそれを直接利用し,「二の九」では段丘構成

層中に浸透 した地下水を汲み上げて用いたものと思われる。「三の丸湧泉」は広瀬川

凝灰岩の下底付近に位置し,酒造用水ともなっていたようであるので,おそらく広瀬

川吸灰岩からの湧出水であったと考えられるが,「中島池」に近 く,その下方にあっ

たので,増水時には「中島池」・「深沢」からの浸透水も混入したかもしれない。

「二の丸」の基盤の段丘構成層に浸透する水は西方の後背地から流出する河川の水

である。段丘構成層の下位には,広瀬川ぞいには竜の口層T5が露出し,「二の九」の

西側の斜面下部には広瀬川凝灰岩M16が分布している。また「二の丸」の北西側では

段丘構成層とほぼ同高に向山層の基底礫岩M20が分布している。これらは仙台城の範

囲の基盤のうち,最下位の透水層であるので, この層準以下の地層は水利用という見

地からは仙台城とは関係がなかったものと考えてよいであろう。 (図 5)

「本九」の用水は「御清水」で,その湧出地点は海抜HOm,青 葉山層の基底であ

る。「御清水」を水源をする「深沢」の北西側の「本沢」の上流にも同層準に湧水が

あ り,それらの水を集めて「本沢」の水流となっている。「本沢」上流の湧水地点は

昭和62年 8月 の大雨の際に青葉山層基底面を主すべ り面とするスランプ型崩壊を起こ

した。それ以前にも同地点は崩壊歴があり,その修復あとの擁壁にも変形が認められ

る。なお昭和62年の崩壊によって生じた土石流は植物園入口付近にまで達した。その

到達地点は旧「中島池」の上流端に近かった。このほかにも数か所の湧水地があって ,

「本沢」・「深沢」の水源となっている。その主なものは青葉山層基底からの湧水で
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図 5 仙台城址付近の水理地質断面図
仙台城の水利用に関係深い透水層・帯水層を投影断面図に示した。沢・池・城の区画などの高さは
( )内に海抜高度 (m)で示した.

解

狩

（召
こ
く

柊

引
引聰

卿

Ｅ

硼

凹
口
Ｑ
棚

理
や
せ
≪

―- 29 -―
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あるが,大年時層D2,D5,D7,向 山層Ml,M8,M16,か らの湧水もある。「深沢」
。「本沢」の流域における青葉山層の分布面積は,上記の諸湧水点の後背地に限って

みて ,

本沢上流域   32,550ピ

深沢上流域  122,050r

裏沢上流域  281,850ぽ

仙台の年間降水量は1,2191wll(1951～ 1980年 の平均)である。この降水量がすべて蓄

積されるとすれば,「本沢」・「深沢」流域では154,6004f X l,21911ull=188,457.4m3,

「深沢」流域をも含めると532,032.55m3と な り, 1日 あた りでは,それぞれ,516.32

443,1,457.62m3と なる。奥津 (1965)の「深沢」・「本沢」の流量実測値は129m3/日

である。降水量516.32m3/日に対して流出量 129ぽ /日 であるから概算として降水量の25

%が流出量となる。奥津 (1965)の H月 lヶ 月間の流出量実測値は,降水量62.311ull

/月に対して129m3/日 であつた (奥津,1965,1975)。 この場合,降水量の約40%が直

後の湧出～流出量となっている。

一般に降水量の20%は地表流出,10%が地下へ浸透,70～ 80%は蒸発するものと見

積もられているが,仙台城付近の水を考える場合,集水域と採水地域が接近し, とく

に採水層は集水域の水を包蔵しやすい構造をもっていて,一般の陸地への降水量に対

する上記の割合とは異なり,地表流出および蒸発量は小さく見積ってよいであろう。

降水直後の湧出～流出量は主として青葉山層の二つ沢礫岩を経由したものと見られ

るが,蒸発して失われるもののほかの水量のうちのいくらかはさらに下位層に浸透 し,

広瀬川凝灰岩以上を経由したものは「二の丸」の基盤の段丘礫層中に流出・包蔵され

ると思われる。「深沢」 。「本沢」に湧出するのと同様に,「裏沢」からも段丘礫層ヘ

流出すると考えれば,その水量は235,325m3/日 である。「深沢」と「本沢」は合流し

て「中島池」に流入し,「中島池」の余水は「五色沼」 。「長沼」に流下し一部は「首

荒い池」へ流れたという。「五色沼」・「長沼」は「三の丸」のあった段丘上にある。

現在の追廻住宅にあった「侍屋敷」 。「馬屋敷」 。「馬屋」の区域にも井戸はあった

と思われるので,「五色沼」 。「長沼」の水は,その井戸の水を涵養していたのかも

しれない。「首荒い池」の水は,おそらく,広瀬川へ放流されていたであろう。

「二の丸」とほぼ同じ段丘上にあった「中島池」 。「瓢箪池」 。「裏池」の水面は
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段丘構成層中の地下水面に支えられていたものと思われる。「二の九」の井戸を涵養

していたのは段丘構成層中の地下水である。その水量は,前記の「深沢」 。「本沢」

・「裏沢」の総量で約460m3/日 であつたと考えられる。当時の「二の丸」の水使用量

は不明であるが,奥津 (1975)は大番±3,600人に対して86m3/日を要したと見ている。

このほかの雑用水を考えても,460m3/日 の水源は「仙台城二の丸」の用水をまかなう

ために十分であったと考えられる。

一般的用水のほかに,「三の九湧泉」の水は酒造用に供されたという。現在,市立

博物館の裏に記念碑があって,湧水があるが,その湧水は広瀬川凝灰岩の下底付近に

位置している。この凝灰岩は厚さ 6～ 7mの浮石流凝灰岩で,下位に厚さ60～ 70clllの

降下相の細粒凝岩を伴 う。この種の凝灰岩は,花開岩と類似した櫨過効果をもつので ,

酒造用の水としては最適の湧水であったと思われる。「三の丸湧泉」は奥津 (1975)

の実測値によると,湧出量8.52/分 ,最高は 9月 上旬 102/分 ,最低は 6月 上旬

8,42/分で安定 した湧出量を示すという。奥津 (1975)は「御清水」と「三の九湧泉」

の実測値を比較 している。記述と図示内容とにやや不分明な点があるが,「三の丸湧

泉」が「深沢」の浸透水に由来すると見ている。その位置から「深沢」 。「中島池」

の影響は考えられるが,降水量が少ない時には,それらの影響は小さかったものと考

えられる。将来,水源をさらに詳細に調査する場合,「仙台の酒造 りの元祖」とされ

ている湧泉であるので,慎重な検討が望まれる。

酒造用水とともに,特別の水を選んで使ったのではないかと考えられるものに,茶

の湯の水がある。仙台藩主は茶の湯を好んだようであるので,おそらく水質にも関心

を寄せたものと思われる。伊達政宗の茶室は後の「三の丸」にあったというので,「三

の九湧泉」または「深沢」の水が使われた可能性がある。これも将来の検討事項であ

るう。
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附1 竜の口層と大年寺層の貝類化石

小笠原 憲四郎
*・

根 本  潤
*

青葉城l■の南を東西に流れる竜の口渓谷には,ほば70mに達する天然の崖が連続し,

城を外敵から守る天然の堀を連想させる。この竜の口渓谷に露出している地層は,鮮

新統の竜の口層,向山層と大年寺層である。これらの地層はゆるく東に傾斜して仙台

市街地域にも広 く分布 している。向山層は非海成層でブウの化石 (日歯)が報告され

ているが (Shikama,1963),海 成の貝化石の産出はない。竜の口層と大年寺層から

は比較的多くの貝類化石を産出している。この竜の口層の貝類化石は,Nomura(1938)

の郷六の崖からの貝類化石の研究報告以来,本邦鮮新世の寒冷系浅海動物群集を代表

する化石群集として,「竜の口動物群」と命令された (Otuka,1940,1941)。 また竜

の口層からは貝類化石だけでなく, ブウ, ウマ, クジラ,イ ルカ類など多くの化石が

発見されてお り,多岐にわたる地質・古生物の研究がなされてきている。大年寺層の

貝類化石は殻が溶けた状態で産出する事が多いためか,その化石の内容が充分把握さ

れていなかった。しかし,最近になって土木工事に伴 う切 り割から,貝類化石が大量

に採集され,その研究報告が出されている (Ogasaw‐ara,Sasaki and Chiba,1988)。

『竜の口層の貝類化石』

竜の口層からは約50種の貝類化石が報告されているが,その主要な産地は現在の青

葉山 トンネル西入口付近の郷六をはじめ,広瀬川の澱橋下,宮沢橋下などである。ま

た,竜の口渓谷沿いにも8層の化石密集層が認められる他,竜の口層全体に散在的に

化石が含まれている。

これらの貝類化石はその主要な種を表として示すが,Fο灯妙ιεチιηチα力α力αsカカ,

4%α沈ル 励チ%%ο力″力%sん など,一般に殻が厚く大きなサイズの二枚貝が多く,産出

種数が少なく種ごとの産出個体が多い特徴が認められている。これは一般に寒冷貝の

貝類相の特徴でもあると考えられる。

*東
北大学理学部 地質学古生物学教室
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竜の口層下部から中部は20-30m以浅の海底に生息していた種が卓越 し,上部では

50mを越える深度に生息していた貝類が認められる。

『大年寺層の貝類化石』

大年寺層の貝類化石は仙台市ニツ沢の大年寺山東斜面からまとまった産出があった

が (東北工大の新築工事中),東北大学植物園内でみられるカキ礁などを除くと,一

般的に殻が溶けた標本である。また,青葉区芋沢からカキ礁と共に比較的保存のよい

貝類化石が得られている。それら大年寺層の化石を表に示す。

これらの只類には鮮新世から更新世初期に繁栄した大桑・万願寺動物群の特徴種で

ある 4ηα力陶 α%ガεπ肋 激Ⅵ印勉 などを含み,全体的に冷温な浅海の砂底に生息し

ていた群集であると考えられる。

大年寺層はその化石から,下部は潟的環境に始まり,徐 々に2030m程度の浅海に

至 り,更に上部では潟的環境に変化していった事がうかがえる。この大年寺層の化石

を竜の日層の貝類と比較すると,大年寺層の方が絶滅種が少なく, より温暖な海に生

息する種が多いことが認められる。
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Anadara tatunokudensis(Nomura ct Hatai)

Glycコmetts gorokuensis Nomura

Chlamys sendatensis Masuda

Fortipecten takahash五 (Yokoyama)

Crassostrea gigas lThunberg)

Lucinoma annulata(Reeve)

Fela�ena usta(Gould)

Clinocardium pacudofastosum(Nomura)

Trachycard�m gorokuensis(Nomura)

Mactromeris polynympha(Stimpson)

Rexthaerus sectior(Oyama)

Iヽacoma tokyoensis Makiyama

Solen kumsensterni Schrenck

Ezocallista bre� siphonata(Carpenter)

Pseudamianiantis sendaica(Nomura)

Meretr�  parameretrix Nomura

Tapes philipphamm(Adams et Reeve)

Dosinia tattokutiensis Nomura

Mya iapo� ca Jay

Cryptomya busoensis Yokoyama

Panopea japonica lA.Adams)

Zttfaca hata� WIasuda et Noda

Chlorostoma yabei(Nomura)

Littorina brevicula(Ph�ippi)

Neverita gorokuensis lNomura)

Battillaria shataii Nomura

Ceratostoma adimcum(SOWerby)

仙台城址およびその周辺地域の地質
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大年寺層の貝類化石

Anadara lAnadaral a� cula elongata Noda

lMizuhOpecten yessoensis lJayl

Cyclocardia feHuginea(Clessinj

Callithaca(PrOtoCalithaca adamd Reeve

Macoma tOkyoensls Makkyama

Mya ttponica A.Adans

Tectonatica s,.

Turrit噸 ,sp.

Crassostrea glgasl(ThunbeFgl

Felaniella usta(Gould)

Dosinia japonaca(Reeve)

Tapes �ittpinarum lAdansは Reevel

Nuttallia olivacea(Jay)

Solen gordonis Dunker

Battillaria ndtⅡ∝� s lLischke)

U�bonim monilifemm(Lamarck)

仙台城址およびその周辺地域の地濱

ニツ沢

*

*

芋 沢
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図版 I

謹
巖
謹
簸
脆
政
鑢

竜の口層の貝化石

1径も Fοオカヮσ力η力肋力ぉカカ(Yokoyama)



図版工

竜の回層の貝化石

l Dοsカカ カ励″ο々%力¢ηdλ Nomura  5a一 b.4″α,彦紹 カルηοカタカο″sゐ (Nomura et Hatai)
2a―b.ハ杉ν万力 送″℃力″ο%s港 (Nomura)6.4'力 (Tヮ″骸

'力
)ゲ″d秒港 (Gould)

3.Gかりη¢知Sp℃カクっ%sA Nomura   7 Psι ″力物力″焼 d効カゲια (Nomura)
4 attb F杉肋″″′肋 が力 (Gould)



図版Ⅲ

大年寺層の貝化石

1, 2, 3a―b と蛉 ιS´万とめ t″α吻物 (Adams et Reeve)
4,7 DOGゲη頻クア妙0″ゲ磁 (Reeve)
5.Cα筋諺,働 (P℃力∽JJケ励,2)α力物sケ Reeve
6.4η ,Lrpttα 似 %,L7p拓2)αηゲじク肋 ¢んηttη tt Noda
8.N″力′′ゲαο″υαθ,,(Jay)

9 Cttddοs″♂,コ駆s(Thunberg)
10,H.B,″′肋万α物%力ヵ η%港 (Lischke)
12. 〃拷クカ9クつθル″ 勉SSοι″sん (Jay)
13. Sοルη ttα″

'た

Dunker
14.F,励″力′カ クs力 (Gould)



附2 仙台城l■およびその周辺地域の植物化石

竹 内 貞 子
*・

船 山 敬 子
**

1.仙台付近の新第二系から産する大型植物化石

仙台城址付近には,竜の口層より上位の新第三系・第四系が分布しているが,こ

れらの地層は城址付近一帯に広がっている。竜の口層,向山層,大年寺層はそれぞ

れ 表 に 示 す よ う な 大 型 化 石 を 産 す る (HANZAWA et al。 ,1953;OKUTU,1955,

MANABE,1980)(表 1)。

竜の日層は主にブナの仲間,コ ナラの仲間,ハ ンノキの仲間,ク マシデの仲間,

カエデの仲間, クルミの仲間,ニ レの仲間などを産する。

向山層の北山部層は主にセコイア,ス イショウの仲間,ブナの仲間,ハ ンノキの

仲間, クマシデの仲間,カ エデの仲間, クルミの仲間などを産する。

向山層の八木山部層は主にセコイア,ス イショウの仲間,ブナの仲間,ハ ンノキ

の仲間,ク マンデの仲間,カ エデの仲間, クルミの仲間などを産する。

大年寺層に含まれるのは主に,メ タセコイア,スイショウの仲間, ブナの仲間,

コナラの仲間,ク マンデの仲間,フ ウの仲間,ヌ マミズキの仲間などである。

2.仙台城址の新第二系から産する花粉化石

東北大学理学部付属植物園内 (図 1・ Loc.1)と 竜の口澳谷入日 (図 1・ Loc,2)

の 2個所から採集した試料の花粉分析によると,各層の花粉組成上の特徴は次のよ

うにまとめられる (図 2)。

竜の口層はセコイア属,ス イショウ属を主とし,ヌ マスギ属,ブナ属,マ ツ属 ,

コナラ属,ハ ンノキ属などを伴 う。

向山層の北山部層は層準によって花粉組成に若千の違いがあるが,大まかにみて

セコイア属,ス イショウ属,ブナ属,ハ ンノキ属を主とし, ヌマスギ属,マ ツ属 ,

フウ属, ヌマミズキ属などを伴 う組成で特徴づけられる。

大年寺層は,下位の亜灰層と上位のそれでは花粉組成に若干の違いがみられる。
*斎
藤報恩会自然史博物館

**官
城県立古川養護学校
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0           1 km

図 1 花粉化石試料採集地点を示す図

前者はフウ属, ヌマミズキ属が多く,後者はハンノキ属が多い。そのほかのタクサ

についてはほぼ類似の傾向を示し,ブナ属,セ コイア属,スイショウ属を主とした

花粉組成をしめす。

3.仙台城址周辺の新第二系から産する花粉化石

仙台城址の近く (図 1・ Loc.3,Loc,4)に分布する向山層と大年寺層の花粉分析

の結果 (SoHMA,1956,1957)(図 3)は次のようにまとめられる。

向山層の】ヒ山部層はブナ属,ハ ンノキ属を主とし,マ ツ属,セ コイア属を伴う。

仙台城址の北山部層の花粉組成と類似している。

向山層の八木山部層はセコイア属,ブナ属,ハ ンノキ属を主とし, ヌマスギ属 ,
コナラ属,マ ツ属を伴う花粉組成で特徴づけられる。

大年寺層はハンノキ属が優勢で,ブナ属, ヌマミズキ属がこれについでいる。仙

台城址の大年寺層の花粉組成と比べて,ハ ンノキ属が多く,セ コイア属,ブナ属の

割合が少ないという違いが認められる。

山
E舛巧/1,1山釧址
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'S¢

■に現ゎ上方 V01. 25, p. 1-50.

MANABE, K。 (1980) MagnetOstratigraphy of the Yamato Group and the Sendai GrOup,Northeast

Honshu,Japan.F″ 力熔力が切,し物力,Sθtt R砂 .′弦aE伽∽.,no.30,p.49-71.

OKUTSU, II。 (1955) On the stratigraphy and paleobotany of the Cenozoic plant beds of the Sen―

dai area. 7b力οカタ し吻ゲ2, 磁 、 ム杉ク., 2″′蹴 _ k3ρο沈九 V01. 26, p. 1-114.

SOHMA, K,(1956) Pollenanalytische Untersuchungen der Phozanen Braunkohlen der Sen‐

dai Gruppe,Iも bersichthches.E∞上只♂ク.,vol 14,no.2,p.121-132.

SOHMA, K.(1957)Pollenanalytische Untersuchungen der Pliozanen Braunkohlen der Sen―

daitruppe,II Daineni■ Formation.Eω ′資ου,vol.14,no.3,p.23卜 243.

―-39-一



仙台城址およびその周辺地域の地質

表 1 仙台城址及びその周遊地域の新第三系産大型植物化石 リス ト(HANZAMIA et al.1953;OKUTU 1955;
MANABE 1980に よる)

植 物 石 名 琶の日雇

向 山 層

(年寺雇
Iイ III蔀 塵八木山部層

Abies sp.

Picea sp.

Sequoia ,apOnica Endo

S,     sempemrens Endl.
S,    sp.
WIetasequoia sp.

Glyptostrobus ewopaeus Heer

Fagus crenata Bl.

F.    ■licrocarpa Miki

Fo    ob10ngus Suzuki

Quercus crispula Bl.

Castanea pubinervis Schneid.

Alnus japonica Sieb. et Zucc.

A.  sp.
Carpinus betulus L.

C.      laxif10ra Bl.

C.       yedoensis Maxim.
C,     sp.
Juglans cinerea L.

J.      sp.
Salx sp.

Ulmus Davidiana Planch.var.japonica Nakai
Populus sp.

WIagnoha obovata Thunb.

Ste、Tartia pseudocamenia ⅢIax.

Cinnamomum Scheuchzerl Heer
Liquidambar sp.

Hydrangea sendaiensis Okutu

Nyssa sylvatica Marsh.

Sapium sebiferHュ  Roxb var. pleistoceaca A/1iki

Acer diaboicum Bl.

A. euseptemlobum(Gr.v.Schm.)Koidz.
A.   Nordenski01di Nath.

A.  pictum Thunb
llex cornuta Lindl.  et Pax.

Paliwus nipponicus Miki

Tユia japonica Silnakura

Cornus sp.

Tripetaleia paniculata Sieb.  et Zucc, P

Rhododendron sp.

Wisteria naxibunda Dc, P

Pseudosasa purpurascens �rakin。

Trachycarpus sp.

Brasenia schreberi J F. Gmel.

Lygodium sp.

◎

◎

◎

　

◎

◎

◎

　

◎

　

◎

◎

　

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎
◎

◎

◎

◎

　

◎

◎

◎

◎

　

　

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

　

◎

◎

◎

◎

　

◎

　

◎

◎

◎

◎

◎
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図版 I

仙台城址およびその周辺地域の大型植物化石

l Иttsη %ο力 sp.大年寺層 ×3/5
2.コ怒″s胞″,力 BL  大年寺層 ×3/5
3.Я昭″s陸 ″α力 BL  竜 の 口層  × 3/5
4.F,どフsοうん″♂駿s SuzuKI

大年寺層 ×3/5

5.4物熔 sp  向山層北山部層 ×3/5
6.L″″励ηう,″ Sp.大年寺層 ×3/5
7 働物 クs sp.大年寺層 ×3/5
8 42″ ゲ́ι″物 THuNB
向山層八木山部層 ×3/5



図版 I

8.fテ傷 モチノキ属 ×950
9 働ゆゲ″%d クマンデ属 ×950
10.Oク部磁S コナラ属  ×950
H.力励ο盟 ケヤキ属 ×950
12 L力″力″うα/ フウ属  ×950
13 N)ss, ヌマ ミズキ属 ×950
14.Gramineae イネ科  ×950

大年寺層産の花粉化石

1.2″クs マツ属 ×630
2.偽坐甲 ツガ属 ×500
3 秒?%ο力iype セコイア属型  ×950
4 働σクο力iype セコイア属型  ×950
5_nT熔  ブナ属 ×950
6.4肋クs ハンノキ属  ×950
7 4肋πd ハンノキ属 ×950



花 粉 化 石 (電顕写真)
宮澤綾乃 (岡谷市,官澤秀治建築空間研究所)提供
1 4励於 ハンノキ属  向山層北山部層 竜の口峡谷入口
2.とを″力吻う″ フウ属 向山層北山部層 竜の日峡谷入口
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仙台城址およびその周辺地域の植物

緒  口

大 橋 広 好
*

仙台城址およびその周辺地域 (竜の口渓谷を含む)の植物を1989年 4月 から1990年

2月 にかけて調査した。

この地域は,1600年以前の様子については不朔であるが,1600年に仙台城の築城が

始められて以来今日までの長い年月の間に様々の程度に人為的な改変が加えられてき

ている。その中で,仙台城の御裏林と呼ばれ,築城以来一般人の立ち入りが禁じられ

ていた青葉山の森林は明治以後ほゞ旧来のまま陸軍,さ らには進駐軍に引き継がれ,

1958(昭和33)年以来東北大学の管理下におかれ,理学部附属植物園となった。この

ため,今 日も1600年当時の自然の面影を残していると考えられ,1972(昭和47)年に

は地域ごと国の天然記念物「青葉山」に指定された。今日では大都市の中心地に残る

天然林として大切に保護されると共に,大学の研究と教育に活かされ,あわせて広く

市民に公開されている。竜の口渓谷は天然記念物地域に含まれていないが,仙台城の

重要な構成部分を成した場所であり,植物園の南側に接していて,今 日でも人為的な

改変の跡が少なく自然状態がほ 保ゞたれているように見える。これら以外は仙台城と

その関連の施設のあった場所で,今 日では護国神社,東北大学文系四学部のキャンパ

ス,仙台市立博物館,宮城県スポーツセンター,公園,二般住宅などとなっており,

既に著しく人為的な環境に変わっている。

この地域の植物について,東北大学理学部附属植物園では開園当時の1958年に園内

に生育する高等植物 (シ ダおよび種子植物)の種類相 (フ ロラ)を青棄山植物園植物

目録としてまとめ,1963年には改訂第 3版を発表している。同園内のコケ植物と植生

は1963年に東北大学理科報告第 4輯 (生物学)29巻に発表されている。これらをまと

めて仙台市教育委員会から昭和42(1967)年 3月 31日 に発行された「仙台城」の中に

「御裏林の植物」が発表されている。一方,本地域内の植物園外の植物についてはこ

辛
東北大学理学部生物学教室
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れまでに広瀬川流域植生調査報告書 (仙台市広瀬川清流保全審議会 1975)お よび青

葉山保存緑地調査報告書 (青棄山保存緑地調査臨時専門委員会 1979)の中に一部が

含められているが、全体的な種類相についても植生についても植物園内のように本格

的な調査が行われなかった。

そこで,今回の調査では,植物園内の植物に関しては従来の調査結果を再検討する

と共に,従来行われなかった調査方法,新 しいデータゃ新知見などをも加えて新しく

歴史的な視点を加えた研究結果をまとめることを試みた。園外の植物に関しては種類

相,種の分布および植生について調べ,基礎的な植物環境の調査結果をまとめること

を目標とした。

調査の実施に際し,まず,仙台城址およびその周辺地域に生育しているコケ植物と

高等植物の種類相を調べ直した。綿密な実地調査を行って生育記録の証拠となる標本

を作ると共に,1958年東北大学理学部附属植物園の開園以来同園内で収集されていた

標本をも併せて全種類について再検討した。同時に,限られた地域での近縁種間の住
み分けの関係,植物の種類の分布からみた人為的環境への変化の程度,動物と植物の

分布域の関連,な どを調べるために,い くつかの種類を選び出して,それらの調査地

域内での詳細な分布を調べた。また,本地域を中心として植物季節をまとめた。植物

群落については,本地域から群落を抽出し,そゐ分布を植生図にまとめることとした。

植生の発達を立地としての微地形との関連で調べた。さらに,植物園内における植生
の歴史的な変遷の一面を明らかにするため園内樹木の樹齢と動態を検討した。

上の述べた趣旨に従い,調査の結果は次の 8項目に分けてそれぞれの執筆者によっ

て叙述されている。

1.仙台城址およびその周辺地域の植物相

2.仙台城址およびその周辺地域の植物分布

3.仙台城l■ ・東北大学植物園を中心とする地域の植物季節

4.仙台城址およびその周辺地域の植生

5。 仙台城址およびその周辺地域の地形と植生の立地

6。 東北大学理学部附属植物園内樹木の樹齢

7.東北大学理学部附属植物園のモミ林の動態

8.仙台城址およびその周辺地域の植物調査の概要
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このため,植物分類学,植物生態学,自然地理学の分野で多くの研究者に調査協力

と執筆とをお願いした。この機会に心からお礼申し上げたい。また,植物園職員の斎

藤 清,佐藤良雄,大友敬雄,森  弘,矢島光雄,佐藤一子,佐藤寿子,菅野タキ

子の方々にお礼申し上げたい。園内をできるだけ自然のままに保護しながら注意深く

維持・管理してきた経験を生かして今回の調査に協力し,資料や情報を提供していた

だいた。終わりに,今回の調査とまとめ全体にわたって協力いただいた遠田 宏,立

石庸一両博士に感謝する。
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Ｔ
上 仙台城址およびその周辺地域の植物相

大橋広好
*・

立石庸一
*

黒沢高秀
*・

梶田 忠
*・

横山正弘
**

は じめに

仙台城址およびその周辺地域 (竜の口峡谷を含む)に どのような種類の植物が生育

しているのか, これまでこの地域の植物相 (フ ロラ)が発表されたことはなかった。

しかし,こ の地域の一部を占める東北大学理学部附属植物園では,開園当時の1958

(昭和33)年に園内の高等植物 (シ ダおよび種子植物)が調査され,青葉山植物園植

物目録が同年■月15日 に発行された。この目録は当時,理学部生物学科の木村有香 (園

長),菅谷貞男,相馬寛吉によってまとめられ,後に改訂が続けられ,1963年には同

第 3版 (昭和38年 3月 31日 )が発表されている。同時に,同園内のコケ植物が服部植

物研究所の水谷正美によって調査され,1963年にその目録が東北大学理科報告第 4軒

(生物学)29巻に発表されている。さらに,コ ケと高等植物の目録が「御裏林の植物」

(木村有香1967)と して,仙台市文化財保護委員会によってまとめられ仙台市教育委

員会から昭和42年 3月 31日 に発行された「仙台城」の中に発表されている。植物園を

除いた仙台城址およびその周辺地域の植物相は植物園と共通の種類が多いであろうと

当然予想される。

しかし,約30年前の植物園開園当時に比べると,今 日では園内の森林が全般的に発

達し,植生の変化がみられる。本丸と三の九の跡地および川内・追廻地区は人為的に

著しく改変されているため,こ のような環境下には植物園内にはみられない植物が生

育している。また,竜の口渓谷は植物園に接しながら複雑な地形で,人為的な改変の

影響も少なく,植物園にはない種類もみられる。

今回の仙台城址およびその周辺地域の実地調査は1989年 4月 から1990年 2月 にかけ

* 
東北大学理学部生物学教室
料 東北農政局

―- 47-



仙台城址およびその周辺地域の植物

て実施された。植物園内の植物相に関しては1958年以来の調査による標本の大部分が

東北大学理学部生物学教室あるいは植物園の標本室に残されていたので, これらの再

検討結果をも加えて植物目録を作製した。

この目録の中には植物園で栽培中の植物や東北大学川内キャンパス,ス ポーツセン

ター,川内・追廻の住宅地で植えられている栽培植物 (た とえばメタセコイア, ヒマ

ラヤスギ,ユ リノキ,サザンカなど多数がある)は除かれている。植物園ではヤナギ

科植物の系統保存と研究,栽培が行われており,1980年にはヤナギ園で栽培されてい

る130種類約1000株のヤナギ類の目録が出版されている。その他苗圃, ロックガーデ

ン等に多くの日本産あるいは外国産の植物が栽培されている。

調査に当って,東北大学理学部生物学教室の根本智行,星比呂志,大宮徹,池津純

子,小林肇,西之園徹,横田陽生の諸氏に協力していただいた。東北大学名誉教授木

村有香博士にヤナギ科の一部,白石市立福岡小学校上野雄規氏にスミレ科の一部とタ

ケ・ササ類を同定していただいた。広島大学理学部教授岩月善之助博士にコケ植物の

原稿をみていただいた。以上の方々に深く感謝の意を表する。

今回の調査により採集された標本は証拠としてまた将来の研究資料として東北大学

理学部生物学教室標本室 (TUS)あるいは同理学部附属植物園標本室 (TUSG)に保

存されている。

調査地域の植物相の概要

調査地域を図 1に示す。調査の都合上,こ れを 4地区,すなわち東北大学理学部附

属植物園,仙台城本丸・三の丸跡,川内・追廻,お よび竜の口渓谷に分けた。後の植

物目録の中ではこれらの地区をB,C,K,Tの 略号で示した (図 1)。

1.東北大学理学部附属植物園

青葉山の北斜面と竜の口側南斜面からなる。北斜面ではモミ林が本沢の中流周辺に

よく発達しており,ま た竜の日側の斜面にも,林冠はややすいてはいるが,尾根付近

を除いたはば全域にわたって広がっている。尾根上には所々にアカマツ林が見られ,

それより下方のやや乾いた斜面にはコナラ林がよく発達している。このように園内は

1/aと んどがモミやアカマツの自然林とコナラの二次林で,これにブナやイヌブナが混
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図1 調査地域 (太線内)の 4地区 (1区画は100m× 100m)

在する。モミ・イヌブナ林にはアカガシ,シ ラカシ, ウラジロガシ,ア ラカシ等のカ

シ類もよく混じり,暖温帯林から冷温帯林への移行帯の中間温帯林である。沢筋では

サワシバ,ア カシデテイヌンデなども多く混ざる。

これらの森林の一部はこの地が東北大学に移管される以前には薪灰林として間伐さ

れたところもあったようだが,植物園として保護された結果,現在では本来の森林が

よく回復している。カヤラン,マ ツラン,ノ キツノブ, ヒメノキシノブなどの着生植

物が豊富に見られることもこれら森林の発達状態の良さを物語っていると思われる。

ササの発達は比較的悪いが,竜の日側のモミ林の林床にはスズタケがよく繁茂してい

る。また,やや湿った斜面や谷底では下層木としてアオキやイヌノゲが非常によく生

育している。林床にはヒメノヤガラ,ム ヨウラン,ユ ウシュンランやハクウンランな

どの珍しいラン科植物,オ ヤリハグマやセンダイ トウヒレン等がみられる。

アカマツ林やコナラ林等の明るい林床ではヒメシャガがよく見られ,竜の口側では

小規模だがサクラソウの群生地が確認された。また沢筋ではオオケタネツケバナ, ミ
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ズ, ウワバ ミソウ, ニッコウネコノメ,ヤ マネコノメソウ等がみられる。

深沢の周辺と本沢の一部にはスギの小規模な植林地があり,シ ダ類が他所より豊富

に見られる。正門付近,見晴台,望洋台には芝生があり,ま た, ロックガーデンが正

門付近にある。陽地性の草本はこれらのところ以外では現在ではあまり見られない。

本沢の下流はせき止められて池となり, コバノヒルムシロ,ヘ ラオモダカ等の水生植

物がみられる。

コケ植物は地上生の種類も樹幹上を覆 うものも,本沢で種類,量 とも大変に豊富で

ある。樹幹ではモミにケカガミゴケ,サヤゴケなどが,コ ナラにカラヤスデゴケ,ヤ

マ トヨウジョウゴケなどが,ス ギにツシゴケ,ア ラハシラガゴケなどが,ア カマツに

カガミゴケなどが着生し,樹種によって着生する種類に違いがみられる。また,南方

系要素の懸垂性鮮類であるキヨスミイ トゴケやヒメミノリゴケなどが,さ らにマルバ

ヒメクサリゴケ, コクサ リゴケなどのクサリゴケ科の苔類も見られる。しかし,乾燥

する場所や湿度が高くてもササ類などで林床が密に覆われている場所ではヨケ植物の

着生はみられない。腐木上にはヨンバゴケ, クサゴケ,オ タルヤバネゴケ,シ フネル

ゴケ, ヒロハホラゴケモ ドキ, ミドリゼニゴケ,ナ ミガタスジゴケなどが生育してい

る。沢沿いの湿った上の上や腐植土上にはタチゴケ,イ クビゴケ, コホウオウゴケ,

チョウセンハリガネゴケ, ツルチョウチンゴケ,ス ジチョウチンゴケ,タ マゴケ,ヤ

ノネゴケ,マ キノゴケ,ホ ソバ ミズゼニゴケ,ジ ャゴケなどや宮城県では山地帯でみ

られるとノキゴケ, コバノエブシノブゴケ, ヒメウルシゴケ, クモノスゴケなどの種

も旺盛に生育する。遊歩道沿いの地上にはコスギゴケ,ハ ミズゴケ,キ ャラボクゴケ,

ベニエキンシゴケ, コミダイゴケ,ホ ソバオキナゴケ, ミチノクイチイゴケ,ア カイ

チイゴケ,オオサナダゴケモドキ,チ ャボマツバウロコゴケ, コスギバゴケ,ア カウ

ロコゴケなどが,また見晴台の芝生などにはハイゴケ,タ チゴケ,ノ ミハニワゴケ,

ミヤコノツチゴケ,ウ ロコゼニゴケ,ア カウロコゴケ,ニ ワツノゴケなどが生育する。

2.仙台城本丸・三の丸跡

現在護国神社となっている旧青葉城本丸跡は人手がかなり入ってお り,本丸会館裏

の小山にやや自然の景観が残されているにすぎない。この小山は一部スギが植林され

ている他は,ケ ヤキ,イ ヌシデ, コナラ等の主として落棄高木に覆われるが,南斜面

の埋門付近にアカガシやシログモが混ざり,西側はモミやカヤも日だつ。低木層には
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イヌツゲやアオキ,シ ロダモ,林床にはヤブランが目だつがアズマザサやアズマネザ

サも入 り込んでおり,南側の道路沿いにはウランマンウが多い。ここ以外の境内には

アカマツ,モ ミ等の針葉樹とイヌンデ,コ ナラ,イ タヤカエデ等の落葉高木が疎らに

生育している。これらの多くは植えたものであろうが,一部は自然のものをそのまま

残したのであろう。またサクラ類,タ カオカエデ, ヒノキ等の高木のほか,サ ンゴジ

ュ,ネ ズミモチ,ア セビ等の常緑低木がよく植えられている。境内の南側にはコナラ,

イタヤカエデ,ホ オノキ,ク マンデ,エ ノキ,イ ヌツゲ,シ ログモ,ア ズマネザサ,

ャブコウジ,ヤ ブラン,ジ ャノヒゲなどからなる小規模の林がある。また石垣にはノ

キシノブ, ヒメノキシノブ,ユキノシタがよく着生している。

埋門から川内への急斜面をくだる道路沿いにはアカマツ,スギやヒノキがところど

ころに植えられているほか,ケ ヤキやモミも残っている。低木層にシロダモとアオキ

がよく目だつ。夏には淡緑黄色の大きな花を沢山つけたウバユリが林立する。

三の九跡ではこの地域のかなりの部分が博物館の敷地になっており, 自然の植生が

ほとんど残っていない。五色沼の周辺にはアカマツ,ア カシデ,シ ロヤナギ,エ ノキ,

ヤマグワ,オ ニグルミ,シ ロダモ, コナラ,ネ ムノキ,ケ ンポナシ, ミズキ,ヤ ブデ

マリ,オオイタドリ,ヤ ブコウジなどが生育し,ヤマザクラ, ソメイヨンノ, トチノ

キやスギが植えられている。 博物館裏のスギの植林下の斜面にはリョウメンシダが

群生し,オオケタネツケバナもみられる。

コケ植物は天守台や仙台市博物館の敷地内の地上や石垣上に多くみられる。天守台

の石垣にはケギボウシゴケが陽地,陰地を問わず黒緑色の固い塊となった大群落を作

っており,他にはハイゴケ,ハ リガネゴケ,エ ダツヤゴケ,ヤマ トコミミゴケ, ヒメ

トサカゴケも多い。また,ヒ ダゴケ,ヒ ジキゴケ,コ ハイヒモゴケ,ヒ メクサ リゴケ,

イ トコミミゴケなど本調査地域ではこの地区にしか見られないものも生育する。清水

門跡付近はスギ林などに覆われ,陰地となり湿度も高いため,土の上にウマスギゴケ,

ハイゴケ,ア ツシノブゴケ, コホウオウゴケ,ヤ ノネゴケなどが,石垣上にはチャボ

ホウオウゴケモドキ,オオ トラノオゴケ,ハマキゴケ,ヤマトとラゴケ,オ オギボウ

ンゴケモ ドキなどが見られる。また,博物館の敷地は人為的影響が強く,地上にゼニ

ゴケ,ギ ンゴケ,ネ ジクチゴケ,タ チゴケ,ヤ ノネゴケ,ノ ミハニワゴケなどがみら

れる。
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3.川内・追廻

川内地区には東北大学の文系・教養部キャンパスをはじめ,宮城県スポーツセン

ター,仙台商業高等学校,仙台第二高等学校があ り,追廻地区は密集した住宅地とな

っている。建築物,芝生,グ ラウンド,舗装道路の占める割合が大きいが,メ タセコ

イア, ヒマラヤスギ,ユ リノキ,サ クラ類,ポ プラとヤナギ類,ケ ヤキなど多種類の

衡路樹が多数植えられている。また住宅の周囲には多くの園芸植物が栽培されている。

野生の植物としては植え込みや庭先にオオイヌノフグリ, ヒメオ ドリコンウ,オ ラン

ダミミナグサ,ア カミタンポポ,セ イヨウタンポポ, ノボロギクなどの帰化植物やス

ズメノカタビラ,タ チタネツケバナなどの在来種がみられる。また,路傍では,カ モ

ガヤ,イ ヌムギ, ヒメムカシヨモギ,オオアレチノギク, ヒメジョオンなどの帰化植

物が草むらを作っている。川内記念講堂や東北大学キャンパス付近の芝生には,パ ッ

チ状にサギゴケ,ヤ ブタビラコ,オ ニタビラコ,チチヨグサ,ャ マイ,ク サイ, ヒメ

クグなどが生育している。

全体としてこの地区は人為的な環境であるが,川内記念講堂の裏から残飯沢の斜面

にかけては,胸高直径60cmにおよぶモミやケヤキを交えた小規模な林が残っている。

この林には植栽のスギも混ざっているが,シ ラカン,シ ロダモ,カ ヤ,イ ヌツゲ,ア

オキなどが見られ,と ころどころにアズマネザサが入 り込んでいる。またツルマサキ

やキブタなどの樹幹を這上がるつる植物の生育も概 して良い。残飯沢の岸辺にはオ ド

リコンウやタネツケバナ,ネ コノメソウが見られる。

この地区はコケ植物でも人為的影響が強く,自然植生とは違った種がみられる。人

家付近や道端の土壌上にはギンゴケ, ヒョウタンゴケ,ネ ジクチゴケ,ャ ノウエノア

カゴケ,ア カウロコゴヶ,ゼニゴヶなどが多くみられる。シダレヤナギやポプラなど

の樹幹上にはヒナノハイゴケが顕著で,他には量的に少ないがヒロハッャゴヶ,ケ カ

ガミゴケ,イ フイ トゴケ,カ ラヤスデゴケなどが着生しているのが見かけられる。コ

ンクリー トの構築物や石垣上には多少の上を介しヤノウエノアカゴケ,ネ ジクチゴケ,

ハマキゴケ,ギ ンゴケ,ハ リガネゴケ, ツボゴヶなどがみられ,多湿の所ではハネヒ

ツジゴケ,ナ ガヒツジゴケなどが多い。公園の地上にはタチゴケ,ヤ ノネゴケ, コバ

ノチョウチンゴケ,ス ジシノブゴケ,ア ッシノブゴケ,ノ ミハニワゴヶなどが見いだ

される。
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4.竜 の回渓谷

竜の口峡谷とその支流である万助沢からなる。基質は主としてシル ト岩からな り,

万助沢出会いより下流は深さ60mに もおよが深い峡谷となっている。この両岸の急峻

な斜面には地形的極相林であるアカシデ林が帯状に成立し,ま た自然崖にはススキも

見られる。切 り立った崖の壁面にはタヌキランやダイモンジソウが着生し,壁面の中

腹から谷底にかけてはツクシハギやキハギが多く,ま た両者の雑種と思われるものが

数株発見された。川岸では高木はあまり見られず,わずかにクリ,コ ナラ,ア カガシ,

アカンデ,エ ドヒガン等がところどころで見られるが,発育は悪い。また川岸の砂や

砂泥の堆積したところではアズマネザサや ミヤギザサが群落を作 り,やや安定 した日

陰のところではスズタケにおきかわる。ササ類の群落の発達の悪いところでは, タニ

ウツギやアカメガシワやオオイタドリ,シ ラネセンキュウ等が見られ,やや安定 した

台地上ではシロダモ,ア オキ,イ ヌツゲ等の常緑低木が疎らに生える。やや乾いた岩

上にはンロヤナギ,イ ヌコリヤナギ,タ チヤナギ等が散生している。

コケ植物では水辺の自然崖上にマイマイツボミゴケ,ホ ソバ ミズゼニゴケ,マ キノ

ゴヶ,ジ ャゴケ, ヒメジャゴケなどの苔類が最も普通にみられる。自然観察路沿いの

乾いた岩上にはタチゴケ,ハ イゴケ,ス スキゴケ,チ ャボヒシャクゴケ,ハイツボミ

ゴケ,オオホウキゴケ,ア カウロコゴケなどが多くみられる。また,岩から水の滴 り

落ちる場所にはコ′ミノエゾンノブゴケ,ホ ソバ ミズゼニゴケ,ク モノスゴケ, ウスバ

ゼニゴケなどが生育する。

高 等 植 物

(大橋広好・立石庸―・黒沢高秀・梶田 忠)

高等植物目録

伊↓

本目録中の学名はシダ植物 :中池敏之 (1982);種 子植物 :佐竹 他 (1981-82),佐竹 他

(1989)に よったが,一部は最近発表された新知見を採用した。

科の配列は,原則としてシダ植物 :Taga、va,M.and K.Iwatsuki(1972),裸 子植物 :Pil―

ger,R,von and Ho Melchior(1954);被 子植物 :Melchior,H。 (1964);佐竹 他 (1981-

82,1989)に従った。

目録は今回の調査で採集した標本に加えて東北大学理学部附属植物園標本室 (TUSG)お

１
　
凡

１

3.
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よび生物学教室標本室 (TUS)に保管されている標本に基づいて作られた。このうち東北

大学理学部附属青葉山植物園目録第 3版 (1963)に記録されていないものは学名の前に*
印を付した。

4.産地は植物園をB,本丸・三の丸跡をC,川内・追廻をK,竜の口渓谷をTと 各々略号で
示した (図 1)。

5.帰化植物を (帰),栽培植物を (栽),逸出した外来種を (外逸),逸出した在来種を (在
逸),移入した在来種を (移)と して示した。

PTERIDOPHYTA シダ植物
Lycopodiaceae ヒカゲノカズラ科

Lycopod�m clavatum L.                 ヒヵゲノカズラ     B

Lycopod�m seratum Thttb.ex Muray        ホ ンバ トウゲシ′ミ   B

Equisetaceae  トクニ狂科

Equisetum arvense L.                スギナ        B KT

Ophioglossaceae ハナヤス リ科

Botrych� m ternatum(Thunb.ex Murray)Sw.     フユノハナワラビ   B
*Botrych�m virginianum L.                  ナツノハナ フラビ    B

Osmundaceae ゼ ンマイ科

Osmttda japOnica Thunb.ex Murray         ゼンマイ       BC T
*Osmunda lancea Thunb.ex Murray          ャシャゼンマイ    B

Dennstaedtね ceae コバノイツカグマ科

Dennstaedtia Hrsuta(Swう Mett.          イヌツダ       B

Dennstaedtia wilfordii(VIoore)chriSt ex C.Chr.    ォゥレンシダ     B  T

Ptettdium aqu工�um(L.)Kuhn

var.lat�scuhm(Desv。 )Und.ex Heuer         ヮラビ             T

Parkeriaceae ミズフラビ科

Adianthum pedatum L.               クジャクシダ     B

As,leniaceae チャセンシダ科

Asplen� m incisu� Thunb.              トラノオンダ     B K

Blechnaceae シンガシラ科

Struthiopteris nlponica(Kunze)Nakai          シシガッラ      B  T

Dryopteridaceac ォンダ科

Arachniodes standishii(Moore)Ohwi          ,ョ ウメンツダ    BC T

CrtOm�m fOrtunei J.Sm.               ャブソテッ       Bc
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* var.d�icola(MakinO)Tagawa

*Dryoptens chhensis(Bak.)Koidz.

Dryopteris crassirhizoma Nakai

Dryopteris lacera(Thunb.ex Muray)0。 Ktze.

Dryopteris sabaei(Fr.et Sav.)C, Chr.

Dryopteris tokyoensis(Matsun. ex Makino)C. Chr.

Dryopteris miformis(MakinO)MakhO

*Dryopteris vana(L.)O.Ktze.

var. setosa〔 Γhunb. ex h/1urray)Ohwi

Leptortmchra miqueliana(Maxim.ex Fr.et Sav。 )H.

Polystichum ovatoPaleaceum(Kodama)Kurata

var. coraiense(Christ)Kurata

Polystichum rettoso‐ ptteaceum(Kodama)TagaWa

Polystichu■l tripteron(Kunze)Pr.

Thelyptettdaceae

Phegoptens decursive‐ pinnata lvan Ha■ )Fё e

Stegnogramma pozoi(Lags.)K.Iwats.

subsp.mo■issima(Fisch.ex Kunze)K.Iwats.

Thelypteris iaponiCa(Bak。 )Ching

Athyriaceae メンダ科

*Athyr�m ch�cola Tagawa

Athyrium「 eltOidOfrons Makino

Attyr�m �po�cum(Mett.)Hance

Athyr�m vidah(Fr.et Sav.)Nak五

Athyr�m yokoscense(Fr.et Sav.)Christ

Depatta conil五 (Fr. et Sav)A/1. Kato

Deparia japonica(Thunb.)M.Kato

*Deparia okuboa盟 (MakinO)M.Kato

Deparia pycnosora (ChriSt)M. Kato

var. =nuc■ agina W【 . Kato

Diplazium squamigerum(Me比 .)Matsum.

Matteuccia orientalis(Hook.)TreV.

Matteucda struhiopteis(L。 )TodarO

Onoclea sensibilis L.

var. interrupta WIaxiln.

*WVoodsia polystichoides Eaton

ヤマヤブソテツ    BC T

ミサキカグマ     B

オンダ        B

クマワラビ      B K

ミヤマイタチツダ   B

タニヘゴ       B

オクマ ワラビ     BCK

ヤマイタチシダ

Ito ナラインダ

イ ワシロイノデ

サカゲイノデ

ジュウモ ンジシダ

ヒメンダ科

C

BCKT

BCKT

B

B

ゲジゲジツダ     B

ミブツダ       B  T

ハ ,ガネ ワラビ    B  T

カラクサイ ヌワラビ  B

サ トメンダ      B

イヌワラビ      BCK

ヤマイヌフラビ    BC T

ヘ ビノネ ゴザ     B  T

ホツバ ツケシダ    B  T

シケツダ       BC

オオ ヒメフラビ    BC

ミヤマンケシダ    BC

キヨタキツダ     B  T

イヌガンソク     B  T

クサ ソテツ     B

コウヤワラビ     BCK

イワデンダ      B
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Polypodiaceae ウラボツ科

Crypsinus hastatus(Thunb。 )Copel.          ミツデウラボツ    B  T
Lepisorus onoei(Fr.et Sav.)Ching          ヒメノキシノブ    BC
Lepisorus thmbergianus(Kaulfう Ching        ノキシノブ      BC

SPERMATOPHYTA 種子植物
GYMNOSPERMAE 裸子植物
Pinaceae マツ科

Abies Arma Sieb.et Zucc.              モミ          BcKT
Pinus densiflora Sieb. et Zucc. アカマツ       BCKT

Taxodiaceae スギ科

Cryptome�a japonica(L.fil。 )D.Don             スギ            B  K (栽 )

Cupressaceae ヒノキ科

Chamaecyparis obtusa(Sieb.et Zucc.)Endl,       ヒノキ          B  K 彿完)
Taxaceae イチイ科

Torreya nucifera(L。 )Sieb.et zucc          ヵャ         BcK

ANGIOSPERMAE 被子植物
DICOTYLEDONEAE 双子葉植物
ARCHICHLAMYDEAE離 弁花類
Juglandaceae ク″レミ科

Juglans mandshurica Maxim.

var.sachalinensis(Miyabe et Kudo)Kitamura     ォニグルミ       BCKT(K:栽 )

*PterOcarya rhoifoha Sieb. et Zucc.                  」トヮグル ミ           B

Salicaceae ャナギ科

Populus sieboldii Miq.               ャマナラン      B
Sal� bakko Kilnura                             

をご与1」Lデ子1挙手       BCK
Salx gilgiana Seemen                               ヵヮャナギ           B

S江� gracttistyla Miq.                ネコヤナギ      B
Sal� integra Thunb.ex Muray           ィヌコリヤナギ    B KT
Sal� jessOensis Seemen                シロャナギ      BCKT
Sal� sachalhensis Fr.Schm.            ォノエヤナギ     B KT
Sal� ×sendttca Kimば a               センダイヤナギ    B K
Sal� subfragilis Andersson              タチャナギ      B KT
Sal� vulpina Andersson               キッネヤナギ     BC T
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Betulaceae カバノキ科

Ainus hirsuta Turcz.

var. sibirica(Fischer)C. K. Schn.

Alnus ,apOnica(Thunb.)Steud.

*Betula grossa Sieb. et Zucc.

*Betula maximowicttiana Regel

*Betula platyphyua Sukatchev

Var.iapOnica(Miq。 )Hara

Carpinus cordata Blume

Carpinus iapOnica Bhme

Carpinus laxinora(sieb. et Zucc.)Blume

Carpinus tschonosk�  AIIaxim.

Corylus sieboldiana Blume

Ostrya iaponiCa sargent

Fagaceae ブナ科

Castanea crenata Sieb. et Zucc.

Fagus crenata Blume

Fagus japonica Maxim.

QuerCus acuta Thunb.ex Muray

*QuerCus acutissima Caruthers

QuerCus glauca Thunb.ex Murray

QuerCus mOngohca Fischer

varo crispula(Blume)Ohashi

QuerCus myrshaefolia Blume

QuerCus salicma Blume

Quercus serrata Thunb. exヽ こurray

Uhaceac ニレ科

*Celtis iesSOensis Koidz.

Celtis sinensls Pers.

var. japonica(Planch。 )Nakai

Zekova serrata(Thunb.)Makin0

VIoraceae  クワ科

Broussonetia kazinoki Sieb.

Fatoua �■osa(Thunb。 )Nakai

Humulus iapOnicus Sieb. et Zucc.

Humulus lupulus L.

ケヤマハ ンノキ

ヤマハ ンノキ

ハンノキ

ミズメ

ウダイカンバ

ツラカンバ

サ ワンバ

クマシデ

アカシデ

イヌンデ

ツノハンバ ミ

アサダ

クリ

ブナ

イ ヌブナ

アカガツ

クヌギ

アラカシ

ミズナラ

ツラカシ

ウラジロガシ

ヨナラ

エ デエノキ

エノキ

ケヤキ

ヒメコウデ

クワクサ

カナムグラ

BC T

B

B

B K

B

T(在逸 )

B

BC

BC T

BCKT

B K

B

B KT

B  T

BCKT

BCKT

K

BCKT

B

BCK

B

BC T

B

BCK

B K

BCKT

BCK

BCKT
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var.cordifol� s(Miq.)Maxim.

Morus australis Poir.

Urticaceae イラクサ科

Boehmeria longispica Steud.

var. robusta Satake

Boehmeria sieb01diana Blume

Boehmeria spicata(Thunb. ex Murray)Thttb.

Bochmeria tttcuspis(Hance)MakinO

Elatostema umbenatum Blume

var.mttus MaXim.

Laportea bulbifera(Sieb. et zucc。 )Wedd.

Nanocnide iapO�Ca Bhme

Pilea hamaoi Makino

Pilea mongolica Vedd.

Santalaceae ビャクダン科

Bucmeya lanceolata(Sieb.et Zucc.)Miq.

Theslum ch� ense Turcz.

Polygonaceac タデ科

Antenoron nhforme(Thunb。 )Roberty et Vautier

*FagOpyrum cymosuna A/1eisn.

Persicaria lapathifo五 五(L.)S. F. Gray

Persicaria longiseta(De Bmyn)Kitag

Persicaria nepЛ ensis(Mёisn.)H.Gross

Persicaria nipponensis(WIakinO)H. Gross

Persicaria pubescens(Bhme)Hara

*Persicaria senticosa(Franch.et Savat.)H.Gross

Persicaria sieboldii(Meis■ .)Ohki

Persicaria thunberg� (Sieb. et Zucc.)H. Gross

キPersicaria vulgaris Webb et MOq.

Persicaria yokusaiana(Makino)Nakai

Polygonum aviculare L.

Reynoutria japo� ca Houtt.

Reynoutria sachalinensis(Fr.Schm.)Nak江

*Rumex acetosa L.

Rumex acetosella L.

*Rumex cOnglomeratus Murr.

カラハナ ソウ

ヤマグワ

マルバ ヤブマオ

ナガバヤ ブマオ

コアカ ソ

アカ ソ

ゥヮ′ミミツウ

ムカゴイ ラクサ

カテ ンソウ

ミズ

アオ ミズ

ツクハ不

カナ ビキ ツウ

ミズヒキ

、ンャクチ リンノミ

オオイヌタデ

イヌタデ

タニソバ

ヤノネグサ

ボン トクタデ

ママコノシ リヌグイ

アキノウナギツカ ミ

ミブンバ

ハルタデ

ハナタデ

ミチヤナギ

イタ ドリ

オオイタ ドリ

スイバ

ヒメスイバ

ア レチギツギシ

B K

BCKT

BCK

B

B  T

BCKT

BCKT

BCKT

B

B

BCKT

BC T

B   T

BCKT

K (帰 )

BCKT

BCKT

B   T

B

B K

CK

B KT

BCKT

KT

BCKT

B K

BCKT

BCKT

CK

B K (帰 )

K (帰 )
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*Rumex crispus L.

Rumex obtusifohus L.

*Phytolacca americana L.

*Ⅲlo■ugo pentaphyna L.

*Portdaca oleracea L.

*Ambrina ambrosioides(L。 )SpaCh

Chenopodium album L.

Achyranthes bidentata Bhme

var.japo�ca Miq,

仙台城址およびその周辺地域の植物

ナガバギシギシ K(帰 )

エゾノギツギシ    BCKT(帰 )

Phytolaccaceac ヤマゴボウ科

ヨウンュヤマゴボウ  BCKT(帰 )

Mollughaceac ザクロソウ科

ザクロツウ     B

Pottulacaceae スベ リヒユ科

スベ リヒユ

Caryophyllaceae ナデンコ科

Chenopodiaceae アカザ科

Amaranthaceae ヒユ科

オオヤマフスマ

ウシハ コベ

ツメクサ

サ ワハ コベ

ハ コ ベ

ア リタ ソウ

ン宦ザ

B K

K

BCKT

BCK

K

BC T

B K (帰 )

BCK(帰 )

Cerast� m glomeratum Thui■ .

Cerasti五
=n hOlosteoides Fttes

var.hallaisanense(Nakai)MiZushima

Cucubalus baccifer L.

Var. iaponicus WIiq.

Dianthus superbus L.

var.longicttyclnus(MaXim.)W■ liams

Lychmis mlqudiana Rohrb.

Moehringia latettnora(L.)Fenzl

Myosoton aquaticum(L.)MoenCh

Sagina,aponiCa(Sw.)Ohwi

*Sllene armeria L.

*Silene dichotoma Ehrh.

Silene Arma Sieb. et Zucc.

f. pubescens(ヽCakinO)3アIiZushhna

stenaria alsine Grilnm

var. undulata(Thunb. ex Muray)Ohwi

stenaria diversiflora �【axim.

Stellaria media(L。 )Vinars

Stellaria neglecta Weihe

Stellaria sessilinora Yabe

オランダミミナグサ  BCKT(帰 )

ミミナグサ BCKT

ナンハ ンハコベ     B

カワラナデシヨ    B

フシグロセンノウ   B

ムツトリナデンコ     K(帰 )

ホザキマンテマ    B   (帰 )

ケフシグロ      B

ノミノフスマ     BCKT

ミドリハ コベ      B KT

ミヤマハコベ     B
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var.tomentosa(HOnda)Hara              ヒナタイノコズチ   BCKT
キA■laranthus lividus L.

var.ascendens(Lois.)Theu.              ィヌビユ          K (帰 )

*Amaranthus patuhs Bertoloni             ホソァォダィ トウ     K (帰 )

Aィnaranthus �ridis L. アオビユ       B   (帰 )

Magnoliaceae モクレン科

Magn01a obovata Thunb.             ホォノキ       B

Schisandraceae マツブサ科

*Kadsura japonica lThunb。 )Dunal            サネカズラ        K (栽 )

Schisandra nlgra Ma�m.                            マツブサ             B

Lauraceae クスノキ科

Lindera umbellata Thunb.

var.membranacea(Maxim.)Momiyama       ォォバクロモジ    B  T
Machilus thunbergi Sieb. et Zucc.                  タブノキ            B

Neolitsea sericea(Bl.)Koidz.              シロダモ       BcKT

Cercidiphyllaceae カツラ科

Cercidiphy■um japonicum Sieb. et Zucc.            ヵッラ             BC

Ranunculaceae キンポウゲ科

*Anemone hupehensis Lemo� e

var.japonica(Thunb.ex Murray)Bowles et Stearn   シュウメイギク       C   (帰 )
Cimicifuga acerina(Sieb.et Zucc.)C.Tanaka     ォォ′ミショゥマ    B
Clematis apiifolia DC.                ボタンプル        K
Clematis patens Mor.et Decne.               ヵザグルマ        B  K
Clematis tel■inora DC. センニツンウ    B
Clematis tOsaensis Makino               舟

リガタハンショウヅ B  T
Coptis japonica(Thunb.)Mak� o

var.dissecta(Yatabe)Nakai              セリバオウレン    BCKT
*Ranuncuhs cantoniensis DC.              ヶキッネノボタン   B K
Ranunculus iaponicus Thunb.             ゥマノアシガタ    B K
Ranunculus s■ e�folius Lёv.              キッネノボタン    BCKT
Thahctrum minus L.

var.hypOleucum(Sieb.et Zucc.)Miq.        アキヵラマツ     BCK

Berberldaceae  メギ科

Berbeis thunbergtt DC.                        メこギ              B
*Caulophy■ um robustum Maxim.            ルイヨウボタン    B

Epimed�m grandinorum Morr.
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var. thunbergianum(Miq.)Nakai                 イカ リソウ

LardizabЛ aceae アケビ科

Akebia quinata(Thunb.)Decaisne                 アケビ

Akebia trifoliata(Thunb.)Koidz.                  ミツノミアケと

Houttuynia cordata Thunb.

Saururaceae  ドクダ ミ科

ドクダ ミ

Chloranhaceae セ ンリョウ科

Chloranthus serratus(Thunb。 )Roem. et Schuh.        フタリシズカ

Aristolochiaceae ウマノスズクサ科

*Asiasamm sieboldii(Miq.)F,Maek           ウスバサイシン

Actinidiaceae マタタビ科

Actinidia arguta(Sieb.et Zucc,)Planch.ex Miq.   サルナシ

Acthidia polygama(Sieb.et Zucc.)Planch.ex Maxim.  マタタビ

Theaceae ツ′ミキ科

ヤマハタザオ

イワハタザオ

ハルザキヤマガラシ

ナズナ

オオケタネツケ′ミナ

タチタネツケバナ

タネツケハナ

コンロンソウ

オオバタネツケバナ

B

BCK

B KT

BCKT

B

T

B K

B   T

B K

B

B  T

BC T

B K

BCKT

BCKT

B  T

BCK

B

B  T(帰 )

BCK

BC T

B   T

BCKT

B

BC T

camenia iapOnica L.

Eurya iaponica Thunb.

Guttiferae

Hypericum erectum Thunb. ex Murray

Hypericum pseudopetiolatunュ  R. 】くener

Sarothra laxa(Bhme)Y.Kimば a

ャブツ′ミキ

ヒサカキ

オ トギ リソウ科

オ トギ リツウ

サ ワオ トギ リ

コケオ トギ リ

Papaveraceae ケシ科

クサ ノオ ウ

ムラサキケマン

タケニグサ

Cruciferae アブラナ科

Chelidonium maiuS L.

var. asiaticum(Hara)OhWi

Corydalis incisa lThunb。 )PerS

*Ⅲlacleaya cordata(W■ ld。)R. Br.

Arabis hrsuta(L.)Scop01i

*Arabis serrata Franch. et Savat.

Var.iapOnica Ohvi

*Barbarea vulgatts R.Br.

Capse■ a bursa‐ pastoris(L。 )VIediCus

Cardattline dentipetala WIatsum.

Cardamine fanax Nakai

CardaHine ユexuosa コnth.

*Cardamine leucantha(Tausch)O.E. Schulz

Cardattine regehana Miq.
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Draba nemorosa L.                              ィヌナズナ          B

Lepid�m �rginicum L.                マメグンバイナズナ  BCK (帰 )

*Orychophragmus violaceus(L。 )O.Eo Schdz      ハナダイコン     B  (帰 )

Rorippa �dica(L.)Hiern                ィヌガラシ      BCKT
Rorippa isiandica(Oeder)Borltts             スヵンタゴポウ    B KT

Hamamdidaceae マンサク科

Hamamelis japonica Sieb.et Zucc.          マツサク        B KT

Crassulaceae ベンケイソウ科

*Sedum bubiferum Makino              コモチマンネングサ  B K
*Sedum makinoi VIaxim.               マルバマンネングサ    C

Saxifragaceae ユキノシタ科

Astilbe microphylla Knoll              チダヶサシ      B
*Astibe thunbergii(Sieb.et zucc。

)ヽIiq.         アヵショゥマ     B
var.congesta H.Boiss.               トリアツショウマ      T
Chrysosplen� m grayanum Ma� m。                 ネコノメソウ        BC  T
Chrysosplenium japonicum(Maxim.)Makino      ヤマネコノメソウ   BC T
Chrysosplenium macrostemon Cヽaxim.

var, snobarense(Franch.)Hara                  ニッコゥネコノメ     B
Deutzia crenata Sieb. et Zucc.                     ゥッ=F             B    T

Hydrangea paniculata Sieb. et Zucc.                  ノ リ ウツ多f           B    T

Hydrangea petiolans Sieb.et Zucc.              ッルアジサイ       B   T
Hydrangea serrata(Thunb.ex Mmay)Ser.

var.megacarpa(OhwD Ho Ohba           ェゾァジサィ     B
*Penhorum chinensc Pursh                       タコノアツ          B

Rodgersia podophylla A.Gray             ャグルマツウ     B
Saxifraga fortunei Hook. 重1.

var.incisolobata(Engl.et lrmsch。 )Nakai        ダィモンジソウ     B  T
*Saxifraga stO10nifera Meerb.             ュキノシタ      BCK (B:在 逸 )

Schizophragma hydrangeoides Sieb. et Zucc.           ィ ヮカドラ ミ            B

Rasaceae ′ミラ科

Agrimonね nipponica Koidz.             ヒメキンミズヒキ   B  T
Agrirnonia p■ osa Ledeb.

var.japOnica(Miq.)Nakai             キンミズヒキ     BcK
Amelanchier asiatica(Sieb.et Zucc。 )Endl.ex Walp.  ザイフリボク      B
Aruncus dioicus(WЛ t.)Fern.

var.tenuifolius(Nakai)Hara             ャマブキショウマ   B  T
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Duchesnea chrysantha(ZO■ . et WIor.)ふア[iq.

*Duchesnea indica(Andr.)Focke

Geum japonicum Thunb.ex MuFay

Kerria iaponiCa(L。 )DC.

Malus toingo(Sieb.)Sieb.ex Vttese

Malus tsdlonoskii(Maxim.)C.K.Schn.

Potentilla centigrana Maxim.

Potentilla fragarioides L.

var.maior MaXim.

Potentina freyniana Bornm.

Pourthiaea villosa(Thunb.)Decne.

var.zouingeri(Decne.)Nakai

Prunus apetala(Sieb. et Zucc.)Franch. et Savat.

*Prunus buergeriana Miq.

Prunus grayana Maxirn.

*Pruntls,amasakura Sieb.ex Koidz.

Prunus pendula ⅢCaxim.

f.ascendens(VIakinO)OhM/1

Prunus speciosa(Koidz.)Nak江

Pmnus verecunda(Koidz.)Koehne

Pyrus pyrifolia(Burm.fil.)Nakai

Rosa multinora Thunb. ex Muray

Rubus crataegifollus Bunge

Rubus microphy■ us L.fil.

Rubus pЛ matus Thunb.ex Murray

var.coptophyllus A.Gray

*Rubus parvifoLus L.

Rubus phoenicolasius WIaxim.

Sanguisorba officinalis L.

Sorbus alnifolia(Sieb. et Zucc.)C. Koch

Sorbus co■un�ta Hedlund

Sorbus japonica(Decne.)Hedlund

Stephanandra incisa(Thunb.)Zabel

Albizia iulibrissin Durazz.

*Amorpha fruticosa L.

Leguminosac マメ科

ヘビイチ ゴ

ヤブヘ ビイチ ゴ

ダイコンソウ

ヤマブキ

ズ ミ

オオウラジ Fノ キ

ヒメヘ ピイチ ゴ

キジムシロ

ミツバ ツチ グリ

カマツカ

ケカマツカ

チ ョウジザ クラ

イヌザ クラ

ウワミズザ クラ

ヤマザ クラ

エ ドヒガシ

オオシマザ クラ

カス ミザ クラ

ヤマナツ

ノイバ ラ

クマイチゴ

ニガイチゴ

モ ミジイチ ゴ

ナワシロイチ ゴ

ウラジロイチ ゴ

(エ ビガライチゴ)

ワレモコウ

アズキナツ

ナナカマ ド

ウラジロノキ

ヨゴメウンギ

ネムノキ

イタチハギ

BC T

BCK

BCKT

BCK

B

B

BCK

B

B KT

B   T

B

B KT

B K

BCKT

B

B KT

C  (栽 )

B KT

K (栽 ?)

B K

CKT

B K

B KT

B K

B

B K

B   T

B

BC T

BCKT

B K

B   (帰 )
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Amphicarpaea bracteata(L.)Fernald

subsp. edgeworth五 (Benh.)OhaShi

var.japonica(01iVer)Ohashi

Apios fortunei Maxim.

Astragalus sinicus L.

Desmod� m podocarpum DC.

subsp.oxyphyllum(DC.)OhaShi

*    var rnandshuricuna WIaxim.

Dumasia truncata Sieb. et Zucc.

Glycine max(L。 )Merr.

subsp.soia(Sieb.et zucc.)Ohashi

lndigofera pseudotinctoria Matsum.

*Kummerowia stipulacea(Maxim.)Mak� O

Kummerowia striata(Thunb.ex WIurray)Schindl.

Lespedeza buergeri Miq.

Lespedeza buergeri �[iq.× L. homoloba Nakai

Lespedeza cuneata(Dum.Cours。 )G.Don
* var.serpens(Nakai)Ohwi

Lespedeza homoloba Nakai

Lespedeza pilosa(Thunb。 )Sieb. et Zucc.

*Lespedeza virgata(Thunb. ex wlurray)DC.

Lctus corniculatus L.

var. japonicus Regel

Pueraria lobata(Wind.)ohwi

*Robinia pseud9acacia L.

*Trifohum dubium Sibth.

Trifonum pratense L.

Trifollum repens L.

*Vicia amoena Fisch.

*Vicia angustifoha L.

*Vicia hirsuta(L.)S,F Gray

*Vicia tetrasperma(L。 )Schreb.

Vicia unttuga A.Br.

*Vigna angularis(Willd.)Ohwi et ohashi

var.nippOnensis(Ohwi)Ohwi et Ohashi

Wistetta floribunda(Willd.)DC.

ヤブマメ

ホ ドイモ

ゲンゲ

ヌスビ トハキ

ャブハギ

ノササゲ

ミヤ コグサ

クズ

ニセアカシア

コメツブツメクサ

アカツメクサ

ンロツメクサ

ツル フジノミカマ

ヤハズエ ン ドウ

スズメノエ ン ドウ

カスマ グサ

ナ ンテ ンハギ

ヤブツルアズキ

フジ

BCKT

B  T

K (外逸 )

BCK

B K

B

B KT

B K

B K

B

B  T

T

B K

B K

BC T

B

K

B

B K

K(栽 ,外逸 )

B K (帰 )

BCK(帰 )

BCK(帰 )

K

BCKT

K

K

BCK

B K

BCKT
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Oxahdaceac カタバ ミ科

Oxalis corniculata L.                     力芽バ ミ         BCK

*Oxalis corymbosa DC.                ムラサキカタバ ミ   B   (帰 )

*OX31iS fOntana Bunge                         エゾタラトヵ夕′ミミ     BC

Geraniaceae フウロソウ科

Geran�m nepalense Sveet

subsp. thunberg� (Sieb. et Zucc.)Hara             ゲンノショウコ       BCK

Linaceae アマ科

*L�um �rginianum L。                     キバナノマツバニツジン B K (帰 )

Euphorbiaceae トウダイグサ科

Acalypha australs L.                  エノキグサ       BC KT

Euphorbia pekinensis Rupr.                         タカ トウダイ         B

var.siHanensis(Hurusa、 va)Hurusawa         シナノタイゲキ    B  T

Euphorbia sieboldiana h/1orr. et Decne.               サーツ トウダイ         B

I Euphorbia supina Rafin.                コニシキソウ     B K (帰 )

Ma■otus iapOnicus(L.fil.)A/1uell.Arg.        アカメガツワ     B KT

Sapium iaponiCum(Sieb.et Zucc.)Pax et K.Hoffm.  シラキ          BC

Daphniphyuaceae ュズリハ科

Daphniphyllum macropodum Miq,           ユズリハ       B

Rutaceae ミカン科

Orixa iaponiCa Thunb.               コクサギ        CK

*Skimmia iapOnica Thunb.

var. intemedia Komatsu

f.repens(Nakai)Hara               ッル ミヤマツキ ミ   B

Zanhoxュ um ailanthoides Sieb.et Zucc.       カラスザンショウ   B K

Zan血oxyhm piperitum(L。 )DC.             サンショウ       B KT

Zanhoxylum schinifohum Sieb. et Zucc.             イヌどガンショウ       B

Simaroubaceac ニガキ科

Picrasma quassioides(D,Don)Benn.         ニガキ           K

Anacardiaceae ウルシ科

Rhus ambigua Lavall.ex Dipp.                 ツ方ウルシ        B

Rhus iaVanica L.

var.roxbughii(DC.)Rchder et Wils.           ヌルデ           B  K

Rhus trichocarpa Miq.                ヤマウルシ      B K

*Rhus vernicinua Stokes                   ゥルシ          B    (外 逸 ?)

Aceraceac カエデ科

―- 65 -一



仙台城址およびその周辺地域の植物

Mehosma myriantha Sieb. et Zucc.                 アワブキ

Balsaminaceae ツリフネソウ科

Acer amoenum Carr.

Acer carpinifohum Sieb. et Zucc.

Acer cissifol�m(Sieb et Zucc.)K.Koch

Acer diabohcum Blume ex Koch

Acer distylum Sieb.et Zucc.

Acer,apOnicum Thunb.ex Murray

Acer mono A/1axiln.

var.ambiguum(Pax)Rehder

* var.con■ �ens(Nichols.)Hara

* var.glabrum(Lё v.et Van′ t。)Hara

var.marmoratum(NIchols,)Hara

f.dissectum(Vesmaell Rchder

* var mayrii(Schverin)Sugimoto

Acer nikoense WIaxim.

Acer rufinerve Sieb. et Zucc.

Acer sieboldianuna Miq.

Sabiaceae

Impatiens no■‐tangere L.

Impatiens textori �liq.

1lex crenata Thunb. ex Ⅲluray

llex integra Thunb. ex Muray

*Ilex latifoha Thunb. ex WIurray

llex macropoda WIiq.

Ilex serrata Thunb. ex h/1uray

オオモ ミジ

チ ドリノキ

ミツデカエデ

カジカエデ

ヒ トツノミカエデ

ハウチ ワカエァ

オニイタヤ

ウラゲエ ンコウカエデ

エ ブイタヤ

イタヤカエデ

アカイタヤ

メグス リノキ

ウリハダカエデ

コハウチ ワカエデ

アフブキ科

オニツル ウメモ ドキ

オオ ツル ウメモ ドキ

ニツキギ

コマユ ミ

ツルマサキ

ツ リ′ミナ

マユ ミ

BCKT

B

B

B

B   T

B   T

BCKT

B

CK

B KT

B

B KT

B   T

BC T

B

BC

B

B K

B

B   (移 )

BC

B   T

B

B

C

BCK

BC

C

キツリフネ

ツリフネ ンウ

Aquifoliaceae モチノキ科

イスツゲ

モチノキ

タラヨウ

アオハダ

ウメモ ドキ

Celastraceae ニツキギ科

Celastrus orbiculatus Thunb.

var.strigllosus(Nakai)MattnO

Celastrus stephanotifonus(vlakino)WIakinO

Euonymus alatus(Thunb.ex Muray)Sieb.

fo striatuざ 〔Γhunb. ex WIurray)WIakinO

Euonymus formnei(Turcz.)Hand‐Mazz.

Euonymus oxtthyllus Miq.

*Euonymus sieboldianus Blume

T
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Staphyleaceae  ミツ′ミゥッギ科

*Sttphylea bumЛ da(Thunb.ex Murray)DC.       ミツノミゥッギ       c

Buxaceae ツゲ科

*Pachysandra terminЛ is Sieb. et Zucc.              フッキソウ          B

Rhamnaceae クロウメモ ドキ科

Berche■ lia racemosa Sieb. et Zucc.                 クマヤナギ          B    T

Hovenia dulcis Thunb.                ヶンポナシ      BC

Rhamnus japonica Max� .

var.decipiens Maxim.              クロウメモ ドキ    B K

Vitaceae ブドウ科

Ampelopsis brevipedtnculata(Maxim.)Trautv.     ノブドウ        BCKT

Cayratia iapOnica(Thunb.ex WIuray)Gagn.     ヤブカラツ      BCK

*Parthenocissus tricuspidata(Sieb. et Zucc.)PlanCh.     ツタ               B  K

Vitis nexuosa Thunb.                    サンカクヅル      B

Tiliaceae ツナノキ科

キTilia japonica(Miq.)SimOnkai             ツナノキ          K

Elaeagnaceae グミ科

Elaeagnus multinora Thunb.ex Murray

var.hortensis(Ma� m。)Servettaz             トウグミ         B K

Elaeagnus umbenata Thunb, ex Muray

var,coreana(Lёv。)Lёv.              費てユタゲ募キグミ) B K
Flacourtiaceaeイ イギリ科

Idesia polycarpa Ma� m.                   イイギリ         BC

Violaceae スミレ科

*Viola confusa Champ. ex Bentham

subsp.nagasakiensis w.Becker)F.Maek,et Hashimoto   ヒメス ミレ       B K

Viola eizanensis Mamno                ェィザンス ミレ    BC

Viola grypoceras A.Gray               タチッボス ミレ    BC T

f.pubescens(Nakai)MiZushma            ヶタチツボスミレ   BCKT

*Viola hondoensis W.Becker et H.Boiss.       アォイスミレ     BC T

Viola mandshunca w.Becker                   スミレ            B

Viola obtusa(MttinO)MakinO              ニォィタチツボス ミレ B

Viola rossii Hemsl.                 アヶボノス ミレ    B

Viola rostrata Pursh

var.japonica(W.Becker et H.Boiss.)Ohwi     ナガハンス ミレ    BC T
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Viola takedana h/1akino

Viola vaginata A/1axim.

Viola verecunda A. Gray

Viola violacea Makino

ヒナス ミレ

ス ミレサイシン

ツボス ミレ

シュウカイ ドウ

アマチャブル

スズメウリ

アレチウリ

キカラスウリ

タニタデ

ミズタマソウ

アカバナ

メマツヨイグサ

オオマツヨイグサ

トウグサ科

ア リノ トウグサ

アオキ

ヤマボウシ

ハナイカダ

ミズキ

クマノミズキ

ウ ド

タラノキ

コシアブラ

ヤマウコギ

タカノツメ

ヤツデ

B

B

BCKT

B KT

T(外 逸 )

CK

B KT

KT(帰 )

BC

B   T

BC

B

B KT(帰 )

K(帰 )

B

BCKT

B K

B

BCKT

B K

B   T

B

B

B K

B  T

B KT

var.makinoi(H.Boiss.)Hiyama           マキノスミレ

Stachyuraceae キブシ科

Stachyurus praecox Sieb. et Zucc. キブシ

Begoniaceac  シュウカイ ドウ不斗

*Begonla evanslana Andr.

Cucurbitaceac ウリ男軒

Gynostemma pentaphylla(Thunb.ex Murray)Makino

Melohria japonica(Thunb.ex Murray)Maxim.ex Cogn,

*Sicyos angulatus L.

*Trichosanthes kir■ ovli WIa� m.

var.japonica(Miq.)Kitam.

Onagraceae アカバナ科

Circaca erubescens Franch. et Savat.

Cとcaea monis sieb. et Zucc.

Epilobium pyrricholophum Franch. et Savat.

*Oenottera biennls L.

*Oenothera erythrosepala Borbtts

Haloragaceae  ア リ ノ

Haloragis micrantha(Thunb。 )R.Br.

Cornaceac ミズキ科

Aucuba iaponiCa Thunb.

Benthamidia iaponiCa(Sieb. et Zucc.)Hara

Helwingia japonica(Thunb.ex Murray)F,G.Dietrich

S�da controversa(Hemsl.)SOittk

S�da macrophylla(Wan。 )sojttk

Arahaceae ウコギ科

Araha cordata Thunb.

ArЛia elata(Miq.)Seemann

Eleutherococcus sciadophy■ oides(Fr. et Sav.)Ohashi

Eleuherococcus sphosus(L.Al.)S.Y.Hu

Evodiopanax innovas(Sieb et Zucc.)Nakai

Fatsia japonica(Thunb. ex ⅢIurray)Decne. et Planch.

T
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Hedera rhombea(Miq.)BCan

Kttopanax pictus(Thunb.ex Murray)Nakai

Panax japonicus C.A.Meyer

Umbelliferae セ リ科

Angelica polymorpha Ma� m.

Chamaele decumbens(Thunb。 )MaHnO

Cryptotaenia japonica Hassk.

*IIydrocotyle maritima Honda

Hydrocotyle raminora Maxim.

*Hydrocotyle yabei Makino

Oenanhe iavanica DC.

Osmorhiza aristata(Thunb.ex Muray)Rydb.

Sanicula chinensis Bunge

Spu�opimpine■ a calycha(lMaXim。 )Kitag.

*Torilis,apO� Ca(Houtt.)DC.

*Torユis scabra(Thunb.ex Murray)DC.

キヅタ

ハ リギ リ

トチバニンジン

シラネセ ンキ ュウ

セン トウソウ

ミツノミ

ノチ ドメ

オオチ ドメ

ヒメチ ドメ

セ ツ

ヤブニンジン

ウマノ ミツタミ

カノツメソウ

ヤブジラ ミ

オヤブジラ ミ

BCK

B K

B

BC T

BC

BCKT

B

B KT

BC

BC

BCKT

BCK

B

BCKT

BCKT

METACHLAMYDEAE合 弁花類
Diapensiaceac イ ワウメ科

Shortia uni■ora(VIaxiln.)ヽIaxim.

var. kantoensis Yamazaki イワウチ ワ

Clethraceae リョウブ科

Clethra barvinervis Sieb. et Zucc.                  リ ョウブ

Pyrolaceae イチヤクソウ科

B

鋭 imaphila iaponica Miq.

Monotropa hypopitys L.

Monotropastmm humile(D.Don)Hara

Pyrola japonica Klenze

Ericaceae ツツジ科

EIiottia paniculata(Sieb. et Zucc.)Benth. et Hook.

Enkianthus campanulatus(Miq.)Nicholson

Enkianthus subsessi■s(Miq。 )WIakino

Lyonia ovalifolia(W』 1.)Drude

var. eniptica(sieb. et Zucc.)Hand.‐ lMazz.

Rhododendron iaponiCum(A.Gray)Sur� gar

Rhododendron obtusum(Lindl.)PlanChOn

ウメガサ ソウ

シャクジ ョウソウ

ギンリョウンウ

イチヤクソウ

ホツツジ

サラサ ドウダン

アブラツツジ

ネジキ

レンゲツツジ

B

B

B

B

B

B

B

B

Ｔ

　

Ｔ

T
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var.kaempferi(Planchon)WilSOn

Rhododendron qu� quefohuna Bisset et Moore

Rhododendron se■�barbatum Iヽaxi=n.

Rhododendron wadanum Mattno

Vaccinium hirtum Thunb. ex Murray

Vacdn�m iapOnicum Miq.

Vaccin�m oldham�  Miq.

ヤマツツジ

ゴヨウツツジ

バイカツツジ

トウゴクミツバ ツツジ

ヨウスノキ

アクシバ

ナツハゼ

B KT

B

BCKT

B   T

B

B

B

BCK

Myrsinaceae ヤブヨウジ科

Ardisia japonica(Thunb。)Blume           ャブコゥジ

Primulaceae サクラツウ科

Lysinachia clethroides Duby

Lysimachia fortunel Maxim.

*Lysimacha japonica Thunb.ex Murray

*Lysimachia ×pilophora(Honda)Honda

Lysimachia wdgaris L.

var.davurica(Ledeb.)R.Knuth

Primula siebold�  E. Ⅲlo■ .

オカ トラノオ     B  T

ヌマ トラノオ     B K

コナスビ       B KT

イスヌマ トラノオ   B

クサ レダマ      B

サクランウ      B

Styracaceae ェゴノキ科

Styrax iaponiCa sieb.et Zucc.           ェゴノキ

Styrax obassia Sieb. et Zucc.                       ハクゥンボク

Symplocaceae ハイノキ科

SymplocOs chinensis(Lour.)Druce

var.leucocarpa(Nakai)Ohwi

f,pilosa(Nakai)Ohwi

Oleaceae

リンドウ

コケリンドウ

フデ リンドウ

et Thoms. アヶボノソウ

センブリ
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サ ワフタギ       B K

モ クセイ科

B

BC

Fraxinus siebomiana Bhme               マルバアオダモ

Lgustmm iapOnicum Thunb.             ネズ ミモチ

Ligustrum obtusifol�m Sieb.et Zucc.          ィボタノキ

Osmanthus heterophyllus(G.Don)P,S.Green       とィラギ

Gentianaceae リンドウ科

Gentiana scabra Bunge

var.buergeri(Miq.)Maxim.

Gentiana squarrosa Ledeb.

Gentiana zo■ ingeri Fawcett

Swertia bimaculata(Sieb.et Zucc.)HOOk,

Svertia japOnica(Schult。 )Makho

BCKT

BCK(移 )

B

B KT(移 )

B

B

B

B

B
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Tripterospermum iapo� Cum(sieb.et Zucc.)Maxim.  ッル リンドウ      B   T

Asclepiadaceae ガガイモ科

Cynanchum caudatum(Miq。 )Mttim.          ィケマ        B

Metaplexis japo� ca lThunb.)Makino          ガガイモ       B K

Tylophora aristolochioides Miq.             オオカモメブル    B

Rubiaceae アカネ科

G江�m gracilens(A.Gray)MakinO             ヒメヨツ′ミムグラ      K

Galium kikumugura Oh�                      キクムグラ        BCK

*Gal�m pogonanthum Franch.et Savat.         ヤマムグラ      B

Ganum pseudoasprellum h/1akino            オオ′ミノヤエムグラ  BC

Gahum spunum L.

var.echinospermon(Wallr。 )Hayek          ヤエムグラ      BCKT

*Galium verum L.

var.trachycarpum DC.                     エゾノカワラマツバ   B

Hedyotis lindleyana Hook.

* var.glabra(Honda)Hara               ォォハシカグサ    B

var.hirsuta(L,■1.)Hara                ハンカグサ      BC

Paederia scandens(Lour。 )W[errin                     ★It),方 ヌごラ)      B  KT
Rubia argyi(Lё v。)Hara                   アカネ         B K

Convolvulaceae ヒルガオ科

*Calystegia hederacea Wall.                        コヒルガオ              K

*Calystegia iaponiCa choisy               ヒルガオ         K

*Ipomoea purpurea(L.)Roth              マルバアサガオ      K (帰 )

Boraghaceae ムラサキ科

Bothriospermum tenellum(Homem.)Fisch.et C.A,Mey,ハ ナイバナ         KT

*Lithospermum zo■ ingeri DC.                ホタルカズラ      B K

Omphalodes krameri Franch. et Savat.              アレリツウ            B

*Symphytum officinale L.                  ヒレハ リソウ      B K (外 逸 )

T�gonons pedmcdaris(Tre� rぅ Benth.      
表〉き多ζI    BCK

Verbenaceae クマツブラ科

Callicarpa japonica Thunb.ex Murray         ムラサキツキブ    BCKT

Callicarpa molls Sieb.et Zucc.           ヤブムラサキ     B

Clerodendrum trichotomum Thunb. ex VIurray        クサギ             BCKT

Calltrichaceae アフゴケ科

*Cttlitriche palustris L.                  ミズハコベ       B

Labiatac シツ科
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Aiuga deCumbens Thunb. ex Murray

Ajuga shikotanensis Miyabe et Tatew.

Aiuga yezoensis Maxim.

ChnopodiuHェ diinense(Benth。 )O. Kuntze

subsp.grandinorum(Maxim.)Hara

*   var,par�norum(Kudo)Hara

var. shibetchense Koidz.

Clhopodium micranthum(Regel)Hara

*Cl� opod�m muhicaule(Mttim.)O.Kuntze

* var.latifollum Hara

Elsholtzia cniata(Thunb.)Hylander

Glechoma hederacea L.

subsp.grandis(A.Grayl Hara

Lamium album L.

var.barbatum(Sieb.et Zucc。 )Franch.et Savat

*LaHllum purpureum L.

*Leonurus iapOnicus Houtt.

Leucosceptrum iapOnicum(Miq。 )Kitam.et Murata

Lycopus maackianus(Maxim.)MaHnO

Lycopus ramosissimus Ⅲlakino

var.japonicus(Matsum.et Kudo)Kitam.

*Meehania urticifoha(Miq.)MakinO

*Menha spicata L.

var. crispa Benth.

Mosla dianhera(Hami■.)Maxim.

*Mosia hirta(Hara)Hara

Mosia punctulata(J.F.Cmel.)Nak五

*Pen■ a frutescens(L。 )BrittOn

var,crispa(Thunb.)Deane

*Prunella vulgaris L.

subsp.asiatica(Nakai)Hara

Rabdosia inユ exa(Thunb.)Hara

Salvia lutescens Koidz.

var. crenata(MakinO)wlurata

* varo intermedia(MakinO)Murata

Salvia nipponica W【 iq.

キランソウ

ツルカコソウ

ニツキ ゴロモ

クルマノミナ

ヤマクルマバナ

イ ス トウバナ

ヤマ トウバナ

ヒロハヤマ トウバナ

ナギナタコウジュ

カキ ドオツ

オ ドリコソウ

ヒメオ ドリコンウ

メハジキ

テンニンソウ

ヒメシロネ

コンロネ

ラショウモンカズラ

オランダハ ッカ

ヒメジソ

ンラゲヒメジツ

イヌコウジュ

ラ/ソ

セイ ヨウウツボグサ

ウツボグサ

ヤマハ ッカ

ケナ ツノタムランウ

ナツノタムラツウ

キバナアキギ リ

B K

B

B  T

K

BC T

BC

T

C

B KT

BCKT

K

BCKT(帰 )

B

BC T

B

B

K

K (帰 )

B KT

B

BCK

KT(在逸 )

B   (外 逸 )

B

B

B

B

BC
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*Stachys riederi Chamisso

var.�termedia(Kudo)Kitam.             イヌゴマ        BCK

Teucrium iapOnicum Houtt.            ニガクサ       B  T

Solttaceae ナス科

*Datura stramonium L.                
最子孝昇

チヨウセツ    K (帰 )

*Physahastrum iapOnicum(Franch.et Savat。 )HOnda   イガホオズキ      C

I Solanum nlgrum L.                  イスホオズキ     B KT(帰 )

Buddleiaceae フジゥツギ科

*Buddleja davidii Franch.              フサフジウツギ    B   (外 逸 )

Scrophulariaceae ゴマノハグサ科

*Lindernia procumbens(Krock.)PhilCOX              アゼナ             B

Mazus miquehi Mak� o                 k蚕ブ争キサギゴヶ) BCK
Mazus pumihs(Bum.fil.)van Steenis           トキ ワハゼ       B K

Melampyrum laxual Miq.

var.nikkoense Beauv.               ミヤマママヨナ    B

WIelampttm roseum WIaxim.

var.japonicum Franch.et Savat.          ママコナ       B

*Paulownia tomentosa(Thunb.)Steud.             キリ             B  K (裁 )

*Pttheirospemlum iaponiCum(Thunbう Kanitz      コンオガマ      B

*Scrophularia duplicato‐ serrata(Miq。)hllakinO      ヒナノウスツボ      K

*Verbascum hapsus L.                ビロー ドモウズイカ    K (帰 )

Veronica awensis L.                がチイヌノフグリ   BCKT(帰 )

Veronica persica Poir.                オオイヌノフグリ   BCKT(帰 )

Orobanchaceae ハマウツボ科

Aeginetia sinensis G.Beck               オオナン′ミンギセル  B

Phrymaceae ハエ ドクソウ科

Phryma leptostachya L.

var.asiatica Eara                    ハエ ドクンウ      BCKT

Plantaginaceac オオバコ科

Plantago asiatica L.                 オオバコ       BCK

Plantago lanceolata L.                ヘラオオバコ     B KT(帰 )

Caprifoliaceae スイカズラ科

Abeha spathulata Sieb. et Zucc.

var.stenophyla Honda                ウゴツクノミネウツギ  B KT

Lonicera gracihpes WIiq.

var.glandulosa Maxim.                ミヤマウグイスカグラ BC T
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Lonicera iapOnica Thunb. ex Murray

Sambucus racemosa L.

subsp. sieboldiana(Miq。 )]Iara

Viburnum dilatatuHュ  Thunb. ex Wfuray

Vibumum phlebotrichun Sieb. et Zucc.

Viburnum plicatunl Thunb.

var.tomentosum(Thnb.ex Murray)Miq.

Viburnum wrighttt Miq.

Weigela hortensis(Sieb.et zicc.)K.Koch

f, an)inora(sieb. et zucc。 )Rehder

スイカズラ

ニフ トコ

ガマズ ミ

オ トコヨウデメ

ヤブデマ ツ

ミヤマガマズ ミ

歩ニウツギ

ツロバナウツギ

オ トコエ シ

ツル カノコ ソウ

ツリガネニンジツ

ホタルブクロ

ヤマホタルブクロ

ツルニンジン

ミゾカクシ

タニギキ ョウ

キキ ョウ

ノブキ

オクモ ミジハグマ

キ ッヨウハ グマ

ブタクサ

クフモ ドキ

イヌヨモギ

ヨモギ

シ Pヨ メナ

ノコンギ ク

B

BCKT

B K

B  T

BCKT

B  T

BC T

T

B K

B

B

B

K

BC

B KT(帰 )

K (帰 )

B

BCKT

B

BCKT

VЛerlanaceae ォミナエツ科

Patrinia villosa(Thunb. ex Ⅲ[u“ay)Juss.

*Valeriana naccidissima [ヽaxim.

Campanulaceae キキ ョゥ科

AdenophOra ttiphylla(Thunb.ex Murray)A.DC,

var.japonica(Regel)Hara

Campanula punctata Lam.

var.hondoensis(Kitarn,)Ohwi

Codonopsis lanceolata(Sieb. et zucc.)Trautv.

*Lobeha chhensis Lour.

Peracarpa carnosa Wall.)Hook.■ 1.et Thomson

var. circacoides(Fr. Schm.)Mak� o

*Platycodon grandiflomm lJaCq。 )A.DC.

Compositac キク科

Adenocaulon hi=nalaicum Edgew.

Ainsliaea acettfoha Sch.Bip.

var. subapoda Nakai

Ainshaca apiculata Sch. Bip.

Ambrosia artemisねefoha L.

var.elatior(L.)Descurtilz

*Ambrosia trifida L.

Arte■lisia keiskeana Miq.

Artemisね  princeps Pamp.

Aster ageratoides Turcz.

subsp.leiophy4us(Franch. et Savat.)Kitam.

subsp. ovatus(Franch. et Savat.)Kitam.

Ｔ
　

Ｔ

Ｂ
　
Ｂ
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Aster glehni Fr.Schm.

var. hondoensis Kitam.

Aster scaber Thunb. ex WIurray

Atractylodes iapo� Ca Koidz.ex Kitam.

I Bidens bipinnata L.

Bidens frondosa L.

Cacalia delphhiifolia Sieb.et Zucc.

Cacaha farfaraefoLa Sieb. et Zucc.

var.bubifera(MaXim。 )Kitam.

CacЛia nikomontana Matsum.

Carpesium abrotanoides L.

Carpes■ぇ
=n divancatum Sieb。

(光 Zucc.

var.abrotanoides(Koidz.)Kitam.

Carpesium glossophbrllum Maxim.

Centipeda minima(L.)A.Br.et Ascherson

Cirsium iapOnicum DC.

Ctts�m nippo� cum(Maxim.)Mak� 0

*Cirsium oligOphy■ um(Franch.et Savat,)Matsum.

*Conyza sumatrensis(Retz。 )Wttker

Erechtites hieracifolia(L.)Raf.

Erigeron canadensis L.

*Erigeron phttadelphicus L.

Erigeron thunbergtt A. Gray

Eupatorium chinense L.

subsp.sachalinense(Fr.Schm。 )Kitam.

キEupator�m iapO�Cum Thunb.ex Murray

*Eupator� m l� dleyanum DC.

*GЛhsoga c� ata(Raf.)Blake

Gnaphal�m affine D.Don

Gnaphalium iapOnicum Thunb.ex Murray

*IIieracium aurantiacum L.

Ixeds debi■sA. Gray

lxens denta協 (Thunb。 )Nakai

var.albinora(MattnO)Nakai

lxeris stolonifera A. Cttay

Kalmeris pinnatinda(MaXim.)K■ am.

ゴマナ

シラヤマギク

オケラ

コバ ノセンダングサ

アメリカセ ンダングサ

モ ミジガサ

タマブキ

オオカニコウモ リ

ヤブタノミコ

ガンクビツウ

ホ ソ′ミガンクビツウ

サジガンクピソウ

トキンソウ

ノアザ ミ

ナ ンブアザ ミ

ノハラアザ ミ

オオア レチノギク

ダン ドボ Fギ ク

ヒメムカシヨモギ

ハルジオ ン

アズマギク

ヒヨ ドリバナ

ョッバ ヒョ ドッ

フジバカマ

サ ワヒヨ ドリ

ハキダメギク

ハハコグサ

チチヨグサ

コウリンタンポポ

オオジツバ リ

ツロバナニガナ

(ハ ナニガナ)

イフニガナ

ユウガギ ク

C KT

B   T

B

K (帰 )

BC KT(帰 )

B

BCKT

B

BCKT

B

T

B

B

B

BCKT

K

B KT(帰 )

BC T(帰 )

B K (帰 )

BCKT(帰 )

B

BCKT

B

K (移 )

B

B K (帰 )

BCKT

B K

B   (帰 )

BCK

BCKT

B KT

BCK
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巨gulatta stenocephala(Maxim.)Matsum.et Koidz.   メタカ ラコウ      B

Kalmeris pseudoyomena Kitam.

Lactuca indica L.

Lactuca raddeana �laxim.

var.elata(Eemsl.)Kitam.

Lapsana huHlils(Thunb.)WIakinO

Leib�tzia anand� a(L.)Turcz.

*Leucanhemum vulgare Lamarck

Ligularia dentata(A.Gray)Hara

*Mlyamayomena savatieri(MaHnO)Kitam.

Pertya grabrescens Sch. Bip.

Pertya tttloba(MakinO)W【 akinO

Petasites iaponicus(Sieb.et Zucc。)Ma�m.

Picris hieradoides L.

カン トウヨメナ    B K

アキノノゲ シ     BCK

ヤマニガナ       B

ヤブタビラコ     BCKT

センボンヤ リ     B

フランスギク       K (帰 )

マルバ ダケブキ    B

ミヤマヨメナ      CK(帰 )

ナガ′ミノコウヤボウキ B

オヤリハグマ     B

フ キ

オオハンゴンソウ   B K (帰 )

センダイ トウヒレン  B

ノボロギク       BCK (帰 )

B KT

subsp.iaponiCa lThunb.ex Murray)Krylov      コウブリナ       B KT

*Rudbeckia lachiata L.

Saussurea nipponica Iヽiq.

subsp. sendaica(Franch。)Kitam.

Seneclo w■lgaris L.

Siegesbeckia orientals L.

subsp.glabrescens(MakinO)Kitam。

subsp. pubescens(MaHno)Kitam.

*Solidago altissima L.

Sohdago gigantea Ait,

var.leiophylla Fernald

Sottdago �rgaurea L.

subsp. asiatica Kitam.

Sonchus asper(L.)Hin

Sonchus Oleraceus L.

Stenactis annuus(L.)CasS,

Syneilesis pЛ mata(Thnb.)Maxim.

Taraxacum hondoense H. I(oldz.

*Taraxacum laevigatum DC.

Taraxacum officinale Weber

*Taraxacum platycarpum Damst,

*Taraxacum shinanense H. Koldz.

コメナモ く

メナモ ミ

B   T

BCKT

セイタカアワダチツウ   K (帰 )

オオアワダチッウ   B K (帰 )

アキノキリンソウ   BC T

オニノゲシ      B KT(帰 )

ノグシ           K

ヒメジョオン     BCKT(帰 )

ヤブレガサ      B

エゾバンポポ     BCKT

アカミタンポポ      KT(帰 )

セイヨウタンポポ   BCKT(帰 )

カントウタンポポ     K (移 )

ウスギタンポポ    B
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Youngia denticulata(Houttuyn)Kitam.

Youngia iaponiCa(L.)DC.

Xanthium strumarium L.

Amaryllidaceae ヒガンバナ科

ヤ クシ ソウ

オニタ ビラコ

オナモ ミ

コ′ミノヒルムシF

ノビル

ウズユ リ

ホウチャクソウ

チゴユ リ

カタクリ

ショウジ ョウバカマ

ゼ ンテイカ

ヤブカンブウ

コバギボウシ

ヤマユ リ

ヒメヤブラン

ヤブラン

マイブル ソウ

ノギラン

ジャノヒゲ

オオバジャノヒゲ

ミヤマナルコユ リ

オモ ト

サル トリイ′ミラ

タチシオデ

ヤマジノホ トトギス

エ ンレイ ソウ

MONOCOTYLEDONEAE 単子葉植物
Alismataceae オモダカ科

*AIsma canahculatu■ l A. Br. et Bouchё ヘラオモダカ

Potamogetonaceae ヒ″レムシロ科

*Potamogeton cristatus Regel et hllaaCk

Liliaceae ユ リ科

*A■�m grayi Regel

Cardiocr� um cordatum(Thunb.)MaHnO

Disporun sessile Don

Disporum smilacinum A.Gray

Erythronium iapo�Cum Decne.

Heloniopsis odentalis(Thunb.)C.Tanaka

Hemerocanis dumortieri Morr.

var.esculenta(Koidz.)Kitam.

Hemerocal� s fulva L.

var.kwanso Regd

Hosta abo― marginata(HOOk.)OhWi

Lilium auratum Lindley

Liriope minor(Ma� m.)Makin0

*Lriope platyphylla Wang et Tang

Mttanthemum dユ atatum(WoOd)Nels.et Macbr.

VIetanarthecium luteo‐ vinde Maxiin.

Ophiopogon iapOniCus(L.fil。 )Ker‐Gavl.

Ophiopogon planiscapus Nakai

Polygonatum lasianhum Maxim.

Rohdea iaponiCa(Thunb.ex Murrayl Ro血

S■lilax china L.

Smilax nipponica Miq.

Tricyrtis affinis Makino     ´

Trユ五uHl sman五 �laxim.

BC T

BCKT

B

B

K

BCK

B

B  T

B   T

B  T

B

K

BC

B   T

B K

BCK

B  T

B  T

BCK

BCK

B

B

B  T

B

B   T

BCK

K (帰 )*Lycoris squamigera lヽaxim.
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Dioscoreaceae ヤマノイモ科

Dioscorea iapOnica Thunb. ex Murray

Dioscorea tokoro Makino

lridaceae

lns ensata Thunb.

varo spOntanea(MakinO)Nakai

lris gracilipes A.Gray

lriS iaponica Thunb.

*Sisyttnchiuln adanticum Bickne■

*Tritonia crocosmacaora Lemoine

ヤマノイモ

オニ ドコロ

アヤメ科

ノハナ シ ョウブ

ヒメシャガ

ラ/ャ ガ

ニ ワゼキ シ ョウ

ヒメヒオウギズイセ ン

ハナ ビゼキショウ

イグサ (イ )

コウガイゼキシ ョウ

ホソイ

クサイ

スズメノヤ リ

アオカモジグサ

カモジグサ

コヌカグサ

ヌカボ

ノハラスズメノテッポウ

オオスズメノテ ッポウ

ハルガヤ

コブナグサ

BC

BCKT

B

BCKT

BCK

K (帰 )

T(帰 )

B

BCKT

B

B

BCKT

B K

BCKT

BCKT

B

BCK

B K (帰 )

B K

BCK

B K (外 逸 )

BCKT(帰 )

B K

JunCuS Лatus Franch.et Savat.

JunCus effusus L.

var. decipiens Buchen.

*JunCus leschenau比 � Gay

*JunCus setchuensis Buchen.

var. effusoldes Buchen.

Juncus tenuis Winden.

Luzula capitata(Miq.)Miq.

Luzula phunosa Eo Meyer

var.macrocarpa(Buchen。 )OhWi

Conl=nettna conununis L.

JmCaCeac ィグサ科

ヌカボツソウ

Commelinaceae ツユクサ科

ツユクサ

Poaceae イネ科

Agropyron cillare(Tttn。 )Franch.

var.minus(Miq.)Oh�

Agropyron tsukushiense(Honda)Ohwi

var.transiens(Hack.)Ohwi

Agrostis alba L.

Agrostis ciavata Tttn.

var. nukabo Ohwi

Alopecurus acqualis Sobol.

Alopecurus pratensis L.

*Anthoxanhum odoratum L.

Arthraxon hispidus(Thunb.ex Muttay)MakinO

Arundinena hirta(Thunb.ex MuraylC.Tanaka
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var. ciliata Koidz.

*Brachyelytmm japonicum Hack.

Bromus catharticus Vahl

Bromus paucinorus(Thunb.ex lMurray)HaCk.

Brylkinia caudata(MunrO)Fro Schm.

Calamagrostis arundinacea(L.)Roth

var. brachytricha(Steud.)HaCk.

Calamagrostis epigeios(L.)Roth

Calamagrostis hakonensis Franch. et Savat.

Dactylis glomerata L.

Digitaria c� iaris(Retz。 )Koel.

Digitaria ischaemum(Schreb.)WIumenb.

Digita� a �olascens Link

*Ecco■ opus cotuhfer(Thunb. ex Murray)A. Camus

Echinochioa cms― gatti(L.)Beauv.

var.caudata(Roshev。 )Kitag.

Eragrostis ferruginea(Thunb. ex WIurray)BeauV.

*Festuca arundinacea Schreb.

Festuca parvigluma Steud.

*Glyceria depauperata Oh�

var.infirma(Ohwi)OhWi

*Hemarttria sibirica(Gandog。 )Ohwi

*IIierochioe odorata(L.)BeauV.

var, pubescens Krylov

*Holcus lanatus L.

*Imperata cylindttca(L.)BeauV.

*Leersia sayanuka Ohwi

Lol�m multiflorum Lam.

*Lolium perenne L.

WIehca nutans L.

Microstegium iapO�Cum(Miq.)Koidz.

Microstegium vimineum(Trin.)A,Camus

MiscantlHs sa∝ harinoms(Mttim.)Benh.

Miscanthus sinensis Anderss.

Oplsmenus undulatifolius lArduino)Roemer et Schultes

Var. iaponicus(Steud.)Koidz.

ウスゲ トダンバ

コウヤザサ

イヌムギ

キツネガヤ

ホガエ リガヤ

ノガ リヤス

ヤマア ワ

ヒメノガ リヤス

カモガヤ

メヒシバ

キタメヒシバ

アキメヒシバ

アブラススキ

イヌビエ

カゼ クサ

オニウシノケグサ

トボシガラ

ウキガヤ

ウツノシッペイ

コウボウ

シラゲガヤ

チガヤ

サヤヌカグサ

ネズ ミムギ

ホソムギ

コメガヤ

ササガヤ

アシボ ソ

オギ

ススキ

ケチヂ ミザサ

コチヂ ミザサ

B K

B

BCK(帰 )

BCK

B

B   T

B

B   T

BCK(帰 )

BCKT

B

BCK

K

B KT

BCKT

BCKT(帰 )

CK

B

K

K

B  T(帰 )

K

BC T

BCK(帰 )

BC (帰 )

B

BC T

BC

B

B KT

BCKT

B
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Panicum bisulcatum Thunb.

*Panicum dichotomif10rum h/1ichx.

Paspalum thunbergtt Kunth

Pennisetum a10pecuroides(L。 )Spreng.

Phalaris amndinacea L.

*Phalaris canarlensis L.

Phleum pratense L.

Phragmites comlnunis Trin.

*Phragnlites iapOnica Steud.

*Phy■ostachys bambusoides Sieb. et Zucc.

Pleioblastus chinc(Franch. et Savat.)MakinO

Poa acroleuca Steud.

Poa annua L.

*Poa hisauchtt HOnda

*Poa pratensis L.

Poa sphOndy10des T� n.

*Poa tr�ialis L.

*Pseudosasa japonica(Sieb. et Zucc. ex Steud.)Nakai

Sasa chartacea(ヽlakino)Nakai

*Sasa kurilensis(Rupr,)Makino et Shibata

Sasa veitch� (Carr。 )Rehder

Sasaena hidaensis(MakinO)MakinO

var. rnura五 (Wrakino et Uchida)S. Suzuki

Sasaella ramOsa(Makino)Makho

* var.latifolia(Nakai)S,Suzuki

varo suwekoana(MakinO)S. Suzuki

SasamOrpha borealis(HaCk.)Nakai

*Sasamorpha monis Nakai

Setarね fabed Herm.

setana glauca(L.)Bcauv.

Setaria viridis(L。 )Beauv.

*SpodiOpogon sibiricus Trin,

キSporObOlus iaponiCus(Steud.)ふアIaxi=n.

Tnsetum bindum(Thunb.)Oh�

Zoysia iaponiCa steud.

ヌカキ ビ

オオ クサキ ビ

スズメノとエ

チカラシ′ミ

クサ ヨシ

カナ リークサ ヨシ

オオア フガエ リ

ヨン

ツル ヨン

マダケ

アズマネザサ

ミデイチゴツナギ

スズメノカケビラ

ヤマ ミブイチゴツナギ

ナガハ グサ

イチゴツナギ

オオスズメノカタビラ

ヤダヶ

オオクマザサ

チツマザサ

クマザサ

ミヤギザサ

アズマザサ

オオバアズマザサ
(ア オ′ミヤマザサ )

スエ コザサ

スズタヶ

ケスズ

アキノエノコログサ

キンエノコロ

エノコログサ

オオアブラススキ

ヒゲシノミ

カニツリグサ

シ′ミ

BCKT

B KT(帰 )

BCKT

B K

BC

K (帰 )

K (帰 )

B

KT

T(在逸 )

BCKT

B KT

BCKT

BCKT

BC (帰 )

K

BCKT(帰 )

B K (栽 )

B

B

B   (栽 )

BCKT

BCKT

B

BCK

BC T

B

B K

BCK

K

B

B

B

B   (栽 )

Araceaeサイトモ科
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Arisaema ovale Nakai

varo sadoense(Nak�)J.Mmrata            ヒロハテンナンショウ B

Arisaema seratum(Thunb.)SchOtt           マムングサ      BCKT

Arisaema thunberg� Bhぇ
=ne

subsp.urashima(Hara)Ohashi et J.Murata      ウラシマツウ     BC

Typhaceae ガマ科

Typha latifoha L.                    ガマ          B

Cyperaceae カヤツリグサ科

Carex albata Boott                ミノボロスゲ      CK

*Carex aphanolepis Franch. et Savat,                ニナシヒゴクサ       BCK

Carex blepharicarpa Franch.                       ショウジョウスゲ     B

Carex breviculmis R.Br.              アォスゲ       BCK

Carex cap■lacea Boott                ハリガネスゲ     B

Carex conica Boott                   ヒメカンスゲ     BC T

Carex dispalata Boott                        力→ナスゲ          B

Carex dolichostachya Hayata

var.glaberrima(OhWi)T.Koyama          ミヤマカンスゲ    BCKT

Carex fedia Nees

var.miyabei(Franch.)T.Koyama           ビロー ドスゲ     BCKT

Carex foracula Franch. et Savat.                   タニラげワスゲ        B

Carex gibba Wahlenb.                マスクサ       B K

Carex hcisa Boott                 ヵフラスゲ(タ ニスゲ)B K

Carex ischnostachya Steud.              ジュズスゲ      B

Carex japonica Thunb.ex Murray           ヒゴクサ       BCKT

Carex lanceolata Boott                 ヒカゲスゲ      B

Carex lasiolepis Franch.                          アズマスゲ          B

Carex ma�mowiczil Miq.                ゴウッ         B

Carex mol■ cula Boott               とメシラスゲ     B  T

*Carex nervata Franch. et Savat.                   シノミスゲ            B

Carex oHvacea Boott

var.angustior Kiikenh.              ミヤマシラスゲ    BC T

Carex otaruensis Franch.                        ォタルスゲ         B    T

Carex pardユora Boott

var.macrog4ossa(Franch.et Savat.)OhWi      コジュズスゲ     B

Carex podogyna Franch. et Savat.                  タヌエ十ラン          B    T

Carex rehii Franch.et Savat,             コカンスゲ         T
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Carex rhizOpoda Maxim.

Carex rOchebrun�  Franch. et Savat

Carex rugata Ohwi

Carex sachainensis Fr, Schm.

var.aheminora(Franch。 )Ohwi

Carex shilnldzensls Franch.

Carex siderosticta Hance

*Carex hunberg�  Steud.

Cyperus bre� folius(Rottb.)Hassk.

var.lelolepis(Franch.et Savat.)T.Koyama

Cypenls ttia L.

Cyperus ■licroiFia Steud.

*Cyperus orthostachyus Franch. et Savat.

Cyperus pacificus(Ohwi)Ohwi

*Cyperus sanguinolentus Vahl

*Fimbristylis complanata(Retz.)Link

Fimbristylis diphylloides VIakino

Fimbristylis subbispicata Nees et WIey.

Lipocarpha microceph』a(R.Br.)Kun血

Schoenus apogon Roem. et Schu比 .

*SCirpus triqueter L.

Scirpus wichurae Bocklr.

Zingiberaceae ショウガ科

Zingber mioga(Thunb.ex WIuray)Roscoe

Orchidaceae フン科

Cephalanthera erecta(Thunb.ex �rurray)Blume

subsp.subaphylla Oh�

Cephalanthera longibracteata Blume

Cremastra appendiculata(D.Don)Mak� o

Cttbid�m goeringn(Reichb.fil.)Reichb.五 1.

Epipactis papillosa Franch. et Savat.

Epipactis thunberg�  A. Gray

Goodyera schlechtendahana Reichb。  ■1.

Hetaetta sikokiana(MakinO et F,Maek.)Tuyama

Lecanorchis iaponiCa Blume

Liparis kumokiri F,Mack.

シラコスゲ

ヤブスゲ

クサスゲ

オオイ トスゲ

アズマナル コ

タガネ ツウ

アゼスゲ

ヒメクグ

コゴメガヤツ リ

カヤツリグサ

ウツクグ

シロガヤツリ

カワラスガナ

ノテンツキ

クロテンツキ

ヤマイ

ヒンジガヤツ リ

ノグサ

サ ンカクイ

アブラガヤ(アイパソウ)

ミョウガ

ギンラン

ユウシュンラン

ササハギンラン

サイハイラン

シュンラン

エ デスズラン

カキラン

ミヤマウズラ

ヒメノヤガラ

ムヨウラン

クモキ リソウ

B

B CKT

BC T

B K

BCKT

B K

B K

B   T

B  す

B   T

B

B

B K

B

B

B

BC

K(外 逸 )

BC

B

B

B

BC

B

B

B

B

B

B
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Listera iaponiCa Blume

Oreorchis patens(Lindl.)Lindl.

Saccolabium matsuran Makino

*  f. epunctatus F. Maek.

Sarcochhs,aponicus(Reichb.五 1.)Miq.

Spiranthes sinensis(Pers.)Ames

var,amoena(〕亜.Bieberson)Hara

Tdotis ussunensis(Regel)Hara

*Vexl■abium nakalanum F. A/1aek.

2.調査地域の高等植物種類数
今回の調査で確認された種類数を表 1に示す。

ヒメフタハ フン    B

コケイラン         T

マツラン       B

ホシナシベニカヤラン B

カヤラン       B

ネジバナ

トンボツウ

ハクウンラン

BCKT

B

B

表 1 仙台城址およびその周辺地域で確認されたシダ植物・種子植物の種類数

ンダ植物

種子植物 裸子植物
被子植物 双子葉植物

単子棄植物

亜種 変種 品種 (雑種)合 計

0     1     0     0      47

0000 5
4    16     3     3     556

1      3      1      0      181

種

４６

５

５３０

‐７６

合 757

帰化植物と逸出した外来植物の自生種数に対する割合を表 2に示す。

表 2 仙台城址およびその周辺地域における帰化植物の割合

磁
⑪

帰化種数
**

(易等1紘 )

計

植  物  園
本丸 。三の九

川 内 ・追廻

竜 の 口渓 谷

つ
０
　
一ｂ

　
氏
υ
　
耳
ｒ

8.4%
10.6%
18.6%
10.6%

調査地 全体 737 11.1%

* 
総種数から栽培種数、移入種数および逸出した在来種数を引いた数
**帰
化種数に逸出した外来種数を加えた数
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3.保護上重要な植物の現状

1989年に我が国における保護上重要な植物種及び群落に関する研究委員会 種分科

会によって,我が国における保護上重要な植物種の現状,いわゆるレッドデータブッ

クが発表された。これは日本の高等植物だけを対象にしたものであるが, 日本に産す

る約5300種の全野生種のうち17%にあたる894種が絶滅の危機にさらされているとい

う。本地域に生育するサクラソウ, ヒメシャガ, コバノヒルムシロ, タコノアシ, フ

ジバカマが危急種としてこの中に含まれている。これらの絶滅の恐れのある植物の本

地域内での生育状態について述べる。

1.コ バノヒルムシロЯ城物管解減 εttS力紘S Regel et Maack

池沼の改修や埋立てによって生育地が減ってお り既に絶滅した り,今後絶滅の危険

があるとして危急種に指定された。宮城県内では稀に生育し,今後保護 しなければ絶

滅する可能性が高い。植物園内のロックガーデン下の池にミズハコベと共に生育して

いるのが,今回初めて確認された。

2.ヒ メシャガカム ξttεガ炒 sA.Gray

全国に広く分布する日本固有種であるが,地方によっては開発や園芸用の採集によ

って個体数が激減している。しかし,仙台周辺では比較的豊富に生育してお り,本調

査地域でもかなり広い範囲にわたってやや乾いた林内によくみられ,生育状態も良好

である (I.仙台城jIお よびその周辺地域の植物分布を参照)。

3。  がコノアシヨ%脚%夕ηιタタ, じカゲηι%sι PurSh

河川敷や谷間の湿地に生えるユキノシタ科の多年草であるが,河川の改修工事や湿

地の埋立てによって, 日本各地で絶滅の危機にあるといわれている。植物園目録第 3

版の出版後,1973年に植物園内では初めて発見された (F.Kimura,29 Sep.1973,

TUSG)。 当時は火薬庫跡入口の東側 (現在の津田記念館の裏)に豊富に見られたよ

うだが,現在ではすっか り絶え, ロックガーデンにわずかに見られるのみである。

4.サ クランウ P伴� ク物 s虎う房″ゲEo A/1orr,

国内に広く分布していたが,土地開発や園芸用の採集によって急速に姿を消してき

ている。宮城県内でも絶滅の危険がある。今回植物園の竜の日側で生育が確認された

が,群落は小さなものであ り,消滅の危険がある。

5.フ ジバカマ E切物力万π%ylttθ %ゲ協陶 Thunb.ex Murray
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植物園標本室の未整理標本の中に川内で採集されたもの (I.Sato,8 Jul.1980,

TUSG)があった。 1978年から 5年程の間すみ櫓付近で見られた とい う。工事用の上

砂などに混入 して来たものかも知れない。

4.分類学上問題のある種子植物

1.オ オバクロモジ Lゲ%虎陶 %物 bιチ肋力 Thunb.var ηι物う陶ηαχα(Maxim。 )

A/1onliyama

オオバクロモジは植物体全体が大型になり,葉 も大きいクロモジの地方形である。

本州の日本海側,東ゴヒ地方および北海道渡島半島に分布するが,関東および中部地方

ではクロモジとの間に葉の大きさの中間的な個体がみられ,こ のためにクロモジとオ

オバクロモジは連続してしまうとする意見もある。今回本調査地域で得られた標本に

ついて葉を測定したところ,葉身の長さ 8 13clll,幅 3.56.5clll,葉柄の長さ1.舒2.5

cmであり,ク ロモジよりも大型で,典型的なオオパクロモジにほぼ一致 した。

2.マ ンサク Я励膀%ιチλ″クθttεα Sieb.et Zucc。

関東地方中部および東北地方の太平洋側にはマンサクに比べて,葉が大きく (長 さ

7-14clll,幅 6 1lcm),花弁が長い (15 181ntll)オ オバマンサクsubsp.吻婉 秒協

(Koidz.)Murataが分布しマンサクは生育していないとされている (山崎 1989)。 葉

がマンサクの葉に比べて大きいことは傾向として認められるが,両者は明瞭には区別

しにくい。植物園に生育する個体では葉は長さ 6 14cm,幅 5 12cm,花弁は長さ 9 181nlll

と変異が非常に大きくかつ連続していた。このため今回は本地域の個体を全てマンサ

クとしたが,オ オバマンサクとの関係について今後の研究が必要である。

3.シ ナ ノ タ イ ゲ キ β 勿タカοん ゲα ク″ 滅 %SケS Rupr.var.sゲ ηαηι%SゲS(Hurusawa)

Hurusawa

東北大学工学部の敷地内にあるコナラ林の林床で本種の生育が認められた。Huru‐

sawa(1954)は杯状花序がより小さく葉が紙質であるという特徴で,宮城県産のも

のを長野・山梨県に分布するシナノタイゲキ Gαチαγ力οtts Jα sゲοεα%J2s(Boiss。 )

Hurusawa var.s力 αηゼηdλ (Hurusawa)Hurusawaの 品種 f.%柳炉ι%Sλ として区男1

した。今回,両者を比較 したが杯状花序の大きさや葉の厚さに違いはみられなかった。

また,他の形質でも両者を区別することはできなかった。なお,地方の植物誌等にお
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いては時折,f。 物ウ兜力%dλ はミヤギタカトウダイあるいはケナンタカトウダイと呼

ばれ,タ カトウダイの無毛型であるとされている。しかし,f.物初厚ιηsλ のタイプ

標本には葉の裏に密毛があるので,これは誤認である。

シナノタイゲキは現在のところ,タ カトウダイE´カカιηSλの変種 (古沢1982)あ

るいは品種 (原 1954)と されている。しかし両者の間にはかなり大きな違いがある。

シナノタイゲキは東北地方にも比較的広く分布し,仙台近郊でも丘陵地に普通にみ

られる。しかし,ノ ウルシやケカトウダイ等と誤認され,f.物妙α」9%sλ の原記載以

来,宮城県はもちろん東北地方からも報告がなかった。植物園目録第 3版でノウルシ

ユ αttηθじカカ紹 Morr.et Decne,と されていた植物もこれの誤認と思われる。

4.ケ タチツボスミレフ70肋 ♂切″αtt A.Gray f.´ %う奮乾%S(Nakai)Mizushima

タチツボスミレの有毛形。タチツボスミレの変種とする意見が多いが,毛の多いこ

と以外に大きな違いはないので品種説を採用した。植物園目録第 3版でオオタチツボ

スミレИ力劣sαηοα%α Makinoと されていたものはこれの誤認と思われる (cf.上野

1985)。 本調査地域ではケタチツボスミレが多く,タ チツボスミンはむしろ珍しい。

5.ク ルマバナ C′ゲ%ψθ′ゲ%η σカカι%sθ (Benth.)0.Kuntze subsp.♂η%,柳θ物物

(Maxim。 )Hara var.´α効柄み効%(Kudo)Haraと ャマクルマバナ varo sカゲbヮた力
"dι

Kbidz.

ヤマクルマバナは従来より本調査地域内で知 られていたが,それに加えて, クルマ

バナも今回初めて見出された。 クルマバナは追廻地区のやや粥るいが湿 りがちの道端

や林縁に生えていたが,ヤ マクルマバナは植物園,川内渚よび竜の口渓谷の落葉樹林

の中から林縁にかけてのやや暗い湿ったところで見られた。

従来ヤマクルマノミナは茎が斜上し,奉は紅紫色を帯びることなくて毛が多く,花冠

が淡紅紫色でやや小さい等の点でクルマバナから区別されていた。今回の採集品をも

とに比較した結果,葉や花の形等でも違いのあることが分かった。本調査地域のクル

マバナとヤマクルマバナの区別点をまとめると表 3の ようになる。ヤマクルマバナは

クルマバナから独立種として区別すべきかも知れない。今後,各々の分布域全体にわ

たって変異を調べ,その上でこの両者の関係を再検討する必要がある。

6.カ ン トウ タ ン ポ ポ a解ク磁磁 物 ´肋ウ防 物 η  Dahlst.

関東地方と中部地方東部に分布する。東北大学文系食堂前の口どタリー付近で発見
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表 3 本調査地域のクルマバナとヤマクルマバナの比較

クルマ′ミナ ヤマ クルマバナ

葉   狭卵状橋円形～狭卵形       菱状楕円形
裏面脈上に開出毛が散生～     裏面脈上に短屈毛が散生
やや密生、時に屈毛がある

芭   長開出毛散生
零   紫色を帯びる

長開出毛が散生

長開出毛が多い

紫色を帯びない

長開出毛がやや密生

下考裂片は狭三角形～被針形,鋭  下零裂片は被針形,針状に尖る
尖頭

花冠   紅紫色 白～淡紅紫色

長さ8 9mm,寺より明らかに長い 長さ6-7mm,薯 より僅かに長い
下唇の中裂片は側裂片より大きい  下唇の中裂片は側裂片と同大

された。カントウタンポポは,総芭内片・外片の上部に顕著な小角状突起があること

で,仙台周辺に多いエブタンポポ助
"aじ
筋物 力ο%あ9%sι H.Koidz。 と明瞭に区別で

きる。東北大学のキャンパス移転にともない,関東地方の業者によって文系食堂付近

に芝や植木が植えられたが,その際,芝や植木と一緒に持ち込まれて, この場所に定

着した可能性がある。

コ ケ 植 物
(横山正弘)

1.コ ケ植物目録

凡 例

1.本 日録中の学名は鮮類 :岩月善之助・野口 彰 (1964,1973),苔 類 :水谷正美 (1984)に
ょらたが,一部は最近発表された新知見を採用した。

2.科の配列は,岩月善之助・水谷工美 (1972)によった。な始,科内の属および種の配列は ,

学名のアルファベット順とした。

3,日 録の大部分は今回採集した標本にもとづくが,一部は東北大学理学部附属植物園の標本

による。同園の標本庫あるいはMiZutani(1963)に ない種類は本地域新産として学名の前

に*印を付した。

4.産地は植物園がB,本丸・三の丸跡がC,川 内・追廻がK,竜の口渓谷がTと略号で記し

た (図 1)。
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BRYOPHYTA コケ植物
MUSCI 群 類

Tetraphdaceae ヨンバ ゴケ科

Tetraphis pe■ ucida Hedv. ョッバ ゴヶ

Buxbaumiaceae キセルゴケ科

Buxbaumia rninakatae Okam.                  クマノチ ョウジゴケ

Diphysciaceae イクビゴケ科

Dゎhyscium fulvifo工um Mitt.              ィクビゴケ
Polytrichaceae スギゴケ科

Atichuttl crispulum Schmp. ex Besch.

Atrichum undulatum(Hedw.)P.Beaぃ /.

Pogonatuin innexum(Lindb.)Lac.

Pogonatm spinulosum Cヽitt.

Polytrichum commune L.ex Hedw.

Fissidentaceae ホウオウゴケ科

B

B

Archidiaceae ツチ ゴヶ科

Archidium ohioense Schilnp. ex C, Mue■ .             ミヤコノツチゴケ

Fissidens adelphinus Besch.

*Fissidens bryoides Hedw.

* var.laterals(BrOth.)Z.Iwatsuki et To SuzuH

*Fissidens closteri Aust.

subsp.kiusiuensis(Sakば ai)Z.IwatsuH

*Fissidens cristttus Wils. ex Mitt.

Fissidens taxifo■ us Hedw.

Ditrichaceae キ ンシゴケ科

Ceratodon purpureus(Hedw.)Bttd.

Ditrichum panidum(Hedw。 )Hampe

*Ditrichum rhynchostegium Kindb.

Dicranaceae シッポゴヶ科

Brothera leana(Su■ .)C. Muel.

Dicranella heteromЛ la(Hedw。 )Schimp.

Dicranena pahsttts(Dicks,)Cmndw.ex Warb,

*Dicranena vatta(Hedw.)SChimp.

Dicranum caesium Mitt.

*Dicranum mayrii Broth.

Dicranum nipponense Besch.

チデ レタチゴケ

タチゴケ

コスギゴケ

ハ ミズゴケ

ウマスギゴケ

コホウオウゴケ

エ ゾホウォウゴヶ

チャボホウオウゴヶモドキ

キュウシュウホウオウゴケ

トサカホウオウゴヶ

キャラボクゴケ

ヤノウエノアカゴケ

キ ツシゴケ

ベ ニエキンシゴケ

ツシゴケ

ススキゴケ

ヒロハノススキゴケ

ナガスジススキゴヶ

アオンッポゴケ

コカモジゴケ

オオツッポゴケ

B

BCKT

BCKT

B

BC

BC T

BCK

BC

B

BC

BC

B

BCK

B

BC

BC

BC

B

B

B

B

BC
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Dicranum scoparlunl Hedw.

*Trematodon longiconis wlichx.

Leucobryaceae シラガゴケ科

Leucobryum bowringii VIitt.

LeucobBЩ m iunわerOideum(Bnd.)c.Muell.
(L. ne■ gherrense C. Muen,)

Pottiaceae センボンゴケ科

*Barbula unguiculata Hedw.

Hyophila propagdifera Bro血 .

Weissia controversa Hedw.

Grimmiaceae ギボウシゴケ科

Grimmia piHera P.Beauv.

キPtychomitttum fauriei Bes(れ .

*PtychoHitrium linearifohum Reim. et Sakurai

Racomttrium japo�cum Dozy et Mok.

*Schistid� m strictum(Tばn.)Kop.et lsov.

Erpodiaceae ヒナノハイゴケ科

Glyphomitr� m humillimum(Mitt,)Card.

*Venturiena sinensis(Vent.)C.WIuell.

Funariaceae ヒョウタンゴケ科

Funaria hygrometrica Hedw.

*Physcomitttum japo� cum(HedW.)Mitt.

Bryaceac ハリガネゴケ科

Bttm argenteum Hedw.

*BIァum capillare Hedw.

Bryum pseudotriquetrum(HedW。 )Gaer伍 .

*Pohha prdigera(Kindb.)Lindb.ex Am.

Pomia wamenbergii(Veb.et MOhr)Andrews

Mniaceaeチ ョウチンゴケ科

WInium lae� nerve Card.

*Plagiom� um acutum(L� db。 )Kop.

PlaξOmn�m cuspidatum(Hedv.)Kop.

Plagiomnium maximo� czii(L�db.)Kop.

Plagiomn�m■ostratum(SChrad.)Kop.

subsp.vesicamm(Besch,)Noguchi

*Rhizomn� m striatulum(Mitt.)Kop.

カモジゴケ

ユ ミダイゴケ

アラハンラガゴケ   BC T

ホソバオキナゴケ   B

ネジクチゴケ     BCK

ハマキゴケ      BCK

ツチノウユノコゴケ  BC

ケギボウシゴケ     CK

ヒダゴケ         C

インノウエノヒダゴケ  CK

BCK

ホソギボウシゴケ      K

サャゴヶ       BCKT

ヒナノハイゴケ      CK

ヒョウタンゴケ    B K

コツリガネゴケ    BC

ギンゴケ      BCK

ハ リガネゴケ     BC

オオバ リガネゴケ   B

ホ ソエヘチマゴケ   B

チョウセンハリガネゴケ BC T

ナメリチ ョウチ ンゴケ B

コッボゴヶ         K

ッボゴヶ       BCK

ツルチ ョウチンゴケ  B

オオバチ ョウチ ンゴケ B

スジチ ョウチ ンゴケ  B

Ｂ

　

Ｂ
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Rhizomn�m tuo=� koskii Kop.               ヶチョゥチンゴケ    B
Trachycystis flagellaris(Sun.et Lesqう Lindb.     ェゾチョゥチンゴケ  B

Trachycystis microphylla(Dozy et Mok。)Lindb.    コバノチョウチンゴケ BCK

Rhizogoniaceae ヒノキゴケ科

Rhizogonium dozyanum Lac.                    ヒノキゴケ         B

Bartramiaceae タマゴケ科

Bartramia pomiformis Hedv.

var.elongata Tum.                 タマゴケ       B
Philonotis falcata(HoOkう Mitt.             カマサワゴケ     B

Orthotttchaceae タチヒダゴヶ科

Macrocoma sun� antii(c,Muell.)Grout         ホソミノゴケ     B
*Macromitrum cornatum Mitt.              ヶミノゴケ      B

Macromitrum japo� cum Dozy et Molk.         ミノすケ          C
Orthotttchum consobrinum Card.             コダマゴケ        C
Ulo協 japonica(Su4.et Lesq。 )Mitt.          ェゾキンモウゴケ   B

Climaciaceae コウャノマンネングサ科

Chmacium dendroides(Hedw)Web. et Mohr.         フロゥソゥ          BC

Hedwigiaceae ヒジキゴヶ科

Hedwigia cilia協 (Hedw.)Eh� .ex P,Bcauv.     ヒジキゴヶ       c

Cryphaeaceae イ トと′ミゴヶ科

Forsstroemia japonica(Besch.)Par.            ヒティ トゴケ      B
*Forsstroemia neckeroides Broth.             フトスズゴヶ     B
*Forsstroemia trichomittia(Hedw.)Lindb.       スズゴヶ        c

Meteoriaceae ハイヒモゴケ科

*Barbena flagdlifera(Card.)Noguchi           キョスミイ トゴケ   B

Meteorium buchananii(B� d.)BrOh.

subsp.helminthocladuhm(Card。 )Noguchi       コハィヒモゴケ     C

Neckeraceae ヒラゴケ科

*Homaha japo� ca Besch.               ャマ トヒラゴケ     C
Neckera yezoana Besch.                 ェデヒラゴケ     B
*Thamnob_sandei(Besch.)Z,Iwatsuki       ォォ トラノオゴケ   BC

Lembophyllaceae トラノオゴケ科

Dolichomitriopsis diversiformis(Mitt.)Noguchi     ョクサゴヶ     B

Hookettaceae アブラゴケ科

Hookerね acutifolia HoOk.et Grev.           リュウキュウアブラゴケ B

Hypopteryglaceac クジャクゴヶ科
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Hypopterygium fauriei Besch. クジャクゴケ

Thehaceae ヒゲゴヶ科

Fauriella tenuis(Mitt.)Card.             エダウロコゴケモ ドキ

Fabroniaceae コゴメゴケ科

Schvetschkeopsis fabronia(SChWaegr.)BrOth。      キノウエノホ ソゴケ

Leskeaceae ウスグロゴヶ科

Okamuraea brachydictyon(Card.)Noguchi

Thuidiaceae シノブゴケ科

*Anomodon girald�  C.Mue■ .

*Anomodon minor(Hedw.)Lindb.

subsp.integerrimus(Mttt)Z,Iwatsuki

Boulaya mittenii(Broh.)Card.

Haplocladium angustifohum(Hampe et C,Muen,)Br。血 .

Haploclad� m microphyltum(Hedv。 )BrOth.

*Haplodadium strictulum(Card。)Reim.

Haplohymenium triste(Ces。 )Kindb.

Herpetineuron toccoac(Sull. et Lesq.)Card.

Rauiella fuiiSana(Par。)Reim.

Thuid�m erecttm Duby(T,recOgnitum(Hedw)Lindb.)

var.delicatuhm(Hedw.)Warnst.

Thuldium kanedae Sakural

Thuidium plystocttyx(C.Mue■ .)Jaeg.

Thuidium sparsifol� m(Mitt。 )Jaeg.

Brachytheciaceae アォギヌゴケ科

Brachythecium buchananii(H00k.)Jaeg.

*Brachythecium helm� hodadum Broth.et Par,

Brachythec�m kuroishicun Besch.

Brachythec�m moriense Besch.

Brachythecium plumosum(Hedw.)B.S.G.

Brachythecimm populeum(Hedw.)B,S,G.

Brachythecium salebrosuln(Web. et WIohr.)Bo S. G.

*Brachythecium wichurac(Broth.)Par.

Bryhnia novae― angliac(Su■ . et Lesq。)Grout

*Bryhnia sublaevifolia Broth.et Par.ex Card

*Bryhnia tokubuchii(BrOth。 )Par.

*Eurhynch� m hians(Hedv。 )Lac.

コバ ノエ ブツノブゴケ B  T

アツシノブゴケ    BCKT

アオツノブゴケ    B

チャボシノブゴケ   B K

ホ フオカムラゴケ

オオギボウシゴケモ ドキ

ギボウシゴケモ ドキ

チャボスズゴケ

ノ ミハニワゴケ

コメバキヌゴケ

スジシノブゴケ

イワイ トゴケ

ラセ ンゴケ

ハ ンダイゴケ

B

BCK

C

C

C

C

BCKT

BC T

BCK

CK

CK

B

ナガヒツジゴケ

ヒモヒツジゴケ

クロイシヒツジゴケ

ヒツジゴケ

ハネ ヒツジゴケ

アオギヌゴケ

ヒロハフサゴケ

ケヒツジゴケ

ヤノネゴケ

ネジ レヤノネゴケ

エ デヤノネゴケ

ツクシナギゴケモ ドキ

BCK

B

BC

B

BCK

CK

B   T

B

BCKT

B

C

B
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Eurhynchium riparioides(Hedw.)Richs.

Eurhynchium savatieri Schiinp. ex Besch.

*Homa10theciunl laevisetum S, Lac.

*Myuroclada ma� mowiczii(BorOsZ.)Steere et schof.

Rhynchosteg� m pallidlolium(Mitt.)Jaeg,

Entodontaceac ツヤゴケ科

Entodon cha■ enge五 (Par。)Card.

Entodon curvatirameus Card.

Entodon rubicundus(ヽlitt.)Jaego et Sauerb.

Entodon sull� antii(Co Muell.)L� db.

ツキナギゴケ

ヒメナギゴケ

アツブサ ゴヶ

ネズ ミノオゴケ

コカヤゴケ

ヒロハ ツヤゴケ

マガ リツヤゴケ

エダツヤゴケ

ホ ソミツヤゴケ

サナダゴケ

キャラハ ゴケ

カガ ミゴケ

ケカガ ミゴケ

クサ ゴケ

コクシノハ ゴケ

ハイ ゴケ

B

B

B

CK

BC T

CK

B

BC

BCK

B

BCK

B

BC T

B

B

BCK

B

Plagioheciaceae サナダゴケ科

Herzogiena perrObusta(Broh.ex card,)Z.Iwatsuki   ミチノクイチイゴケ  BC

Herzogiena turfacea(Lindb.)Z.Iwatsuki         ックモハイゴケ    B

Isopteryg� m pohhaecarpum(Sull.et Lesq.)Jaeg.    アカイチイゴケ    B

Plagiohecium cavifol� m(Brid.)Z.Iwatsuki       マルフサゴケ      B

Plagiothecium euryphyllum(Card.et ThOr.)Z.Iwatsuki ォォサナダゴケモ ドキ BC

Plagiothecium nemorale(Mttt。 )Jaeg.         ミヤマサナダゴケ   B
* f・ ,apOnicum(Sakurai)Z.Iwatsuki          ヤマサナダゴケ    BC
*Taxiphylhm alternans(Card.)Z.Iwatsuki        コウライイチイゴケ   CK

Sematophyllaceae ナガハシゴケ科

Brotherella henon� (Duby)Fl

Brotherena yokohamae(BrOth.)Broth

*Sematophy■ um subhumile(C,Muell.)Fl.

subsp. japonicum (Broth。 )Seki

Hypnaceae ハイゴヶ科

Calhcladium haldanianum(Grev.)Crum

*Ctenidium hastile(ヽ Iitt.)Lindb.

Hypnum plumaeforme Wils.

Rhytidiaceae フトゴヶ科

*Go■ania ttginosa(Ⅲ littう Broh.             シワラッコゴケ

Hylocomiaceae イフダレゴケ科

*Taxiphy■um aomo�ense(Besch.)Z.Iwatsu題

Taxiphyllum taxirameum(Mitt。 )Fl.

Hylocomium bre�rostre(Brid.)B.S,G.

var.cavifottum(Lac.)Noguchi

ナガハシゴケ     B
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HEPATICAE 苔類
Pseudoleplcdeaceae マツ′ミウロコゴケ科

Blepharostoma tlinus Horikawa チャボマツ′ミウロコゴ打 B

Lepldoziaceae ムチゴケ科

Bazzania tridens(Reinw.et Л.)Trev.         コムチゴケ

Kurzia makinoana(Stephう Grone            コスギバゴ打

Lepidozia vitrea Steph.                 スギバゴケ

Calypogeiaceae ツキヌキゴケ科

Calypogeia arguta Mont.et Nees

Calypogeia tosana(Steph.)Steph.

WIetacalypogeia cordifoha(Steph。 )Inoue

Jungermanniaceae

Jungermannia infusca(Mitt.)Steph.

var.ovalifoha(Amakawa)Amakawa

*Jungerlnannia mbttpunctata(HattOri)Amakawa

*Jungermannia subulata Evans

*Jungermannia torticalyx Steph.

*Jungermannia virgata(Mitt.)Steph.

Nardia assamica(Mitt.)Amakawa

Scapanlaceae

Diplophyllum sermlatum(K,Mue11.)Steph.

*Scapania stephan■  K. 凸ツIue■ .

ヒシャクゴケ科

Lophocdeaceae ウロコゴケ科

Ch■oscyphus polbranthos(L.)Corda

Heteroscyphus beschere■ ei steph.)HattOri

*Lophocolea heterophyna(schrad。 )Dum.

Lophocdea m� or Nees

Geocalycaceae ソコマメゴケ科

*Geocalyx landstわ duS(Steph。)Hattori           ヤマ トソコマメゴケ      T

Plagiochilaceae ハネゴケ科

Pednophyuum truncatum(Steph.)InOue         ハイハネゴケ      C

Cephaloziaceac ヤバネゴケ科

Alobienopsis par� folia(Steph.)SChust.

Cephalozia otaruensis Steph.

Odontos(五isma denudatum(Nees)Dum.

*Schiffneria hyalina Steph.

チ ャボホラゴケモ ドキ B

トサホラゴケモ ドキ   BC

ヒロハホラゴ坊モ ドキ  B

ツボ ミゴケ科

B

B

B

オオホウキゴケ    B K

ハイ ツボ ミゴケ    B  T

アカツボ ミゴケ     C

ツツソロイゴケ        T

マイマイツボ ミゴケ     T

キブ リツボ ミゴケ   B

アカウロコゴケ    BCKT

ノコギリコオイゴケ  B

チャボヒシャクゴケ   C T

フジウ ,コ ゴ分

オオ ウFコ ゴケ

トサカゴケ

ヒメ トサカゴケ

B

C

B

BCK

ツツハナゴケ     B  T

オタルヤバネゴケ   B

クチキゴケ      B

シフネルゴケ     B
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Cephaloziellaceae コャバネゴケ科

Radula oyamensis Steph.

WFacvicatta ulophylla(Steph。 )Hatto�

I Pore■a granddoba Lindb.

Frullaniaceac ヤスデゴケ科

Frullania davurica Hampe

Frulania muscicOla Steph.

*Fru工ania par� stipula Steph.

Frulania tamattsci(L.)Dum.

subsp.obscura(Verd。 )HattOri

Leieuneaceae クサ リゴケ科

Acroleieunea pus■la(Steph.)Grone et Gradst.

Cololeieunea iapOnica(Schiffn.)HattO五

*Cololeieunea 10ngifOha(ヽ Citt。 )Benedix

*Cololeieunea minutissima(Sm。 )sChiffn

Jubula iaponiCa steph.

Leieunea iapOnica lヽitt.

*Leieunea palva(Hattori)Mizutani

Lejeunea ulicina(Tayl.)Gott.et al.

*Trocholeieunea sand� censis(Gott.)Mizutani

*Cephaloziella microphylla(Steph。)Dou�

*Cephaloziena spinicauhs Douin

コバノヤバネ ゴケ   B

ウニヤバネゴケ     C

Radulaceae ケビラゴケ科

ヒメケビラゴケ    B

Porellaceae クラマゴケモ ドキ科

チヂ ミカヤゴケ    B

オオクラマゴケモ ドキ B

アカヤスデゴケ     C

カラヤスデ ゴケ    BcK

ヒメアカヤスデゴヶ   CK

ツダレヤスデゴヶ   B

ヒメ ミノ リゴケ    B

ヤマ トヨウジ ョウゴヶ BcK

ヒメクサ リゴケ      C

マル′ミヒメクサ リゴケ B

ヒメウルシゴケ    B

ヤマ トコ ミミゴケ   BC

イ トコミミゴケ      C

コクサ リゴケ     B K

フルノコゴケ       CK

ウスバゼニゴヶ

シャクンゴケ

Fossombroniaceae ウロコゼニゴヶ科

Fossombronia cristula Aust.              ゥロコゼニゴヶ    B

Blasiaceae ウスノミゼニゴヶ科

Blasia pusilla L.

*Caviculana densa Steph.

Palla� ciniaceae クモノスゴケ科

Pallavicinia subciliata lAust.)Steph.           クモノスゴケ

Makincaceae マキノゴケ科

WIakinoa crispata(Stephう WIiyake            マキノゴケ

Ｔ

　

Ｔ

BC T

BC T

Peniaceae ミズゼニゴヶ科

Pellia endi�ifolia(Dicks.)Dum.            ホソバ ミズゼニゴヶ  Bc T
Pellia neesiana(Gott,)Limpr.             ェデミズゼニゴヶ   B
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Aneuraceae スジゴケ科

Aneura pinguis(L.)Dum.               ミドリゼニゴケ    B

RIccardia chamedryfolia(With。 )GrO■e         ナ ミガタスジゴケ   B

Riccardia miyakeana Schiffn.             ミヤケテングサゴケ  B

Riccardia planinora(steph.)HattOri           ヒメテングサゴケ   B

Metzgeriaceae フタマタゴケ科

Metzgeria japonica(HattOri)Kuwahara          ヤマ トフタマタゴケ  B

VIetzgeria temperata Kuwahara             コモチフタマタゴケ  BC

Aytoniaceae ジンガサゴケ科

*Rebouha hemisphaerica(L.)Raddi           ジンガサゴケ     B

Conocephalaceae ジャゴケ科

Conocephalum conicum(L。 )Lindb.            ジャゴケ       BC T

Conocephalum iapOnicum(Thunbう Grolle         ヒメジャゴケ     B  T

Marchantiaceae ゼニゴケ科

*Marchantia polymorpha L.             ゼニゴケ       BCK

Ricciaceae ウキゴケ科

Riccia huebeneriana Lindenberg                コハタゴケ        B

ANTHOCEROTAE ツ ノゴケ類

Anthocerotaceae ツノゴケ科

Phaeoceros laevis(L。 )ProSk.

subsp.caroLnianus(Michaux)PrOsk.               ニワツノゴケ        B

2.調査地域のコケ植物種類数

今回の調査で確認されたコケ植物の種類数は次の通りである。種類数は亜種,変種 ,

品種も1種類として数えた。

科   種類
鮮   類 … … …… … 37   131
苔   類 25        62

ツノゴケ類 …… … … …  1   1

63科   194種類合   計
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3.分布上注目すべきコケ植物

1.ヒ ダゴヶ P,J力%i筋修物ヵ%%ιゲBesch.

我国では主に関東以西に分布が知られ,東北地方では福島県楢葉町と宮城県白石市

に産する。今回青葉城本丸跡の石垣上で本種を発見できた。北限となる。

2.イ シノウエノヒダゴケ 物 肋ο%う物 物 ∽ 物 Reim.et Sakurai

本種は西南日本に普通の種であるが,その分布の北限は現在のところ宮城県大和町

である。宮城県では数力所産地があるが,山地帯などの火成岩や変成岩が分布する場

所に限られており,堆積岩が主である仙台地方では稀産する。青葉城本九跡と青葉山

公園の石垣に生育していた。

3。 キヨスミイ トゴケ Bα乃房物

"娩

甲吻   (Card.)Noguchi

本種は西南日本の太平洋側に広 く分布し,湿度の高い場所の木の枝から長 く垂れ下

がる糸状のコケ植物で,東北地方では福島県いわき市と楢葉町,宮城県仙台市から報

告されている。今回植物園内の本沢で本種を確認できた。宮城県における確実な産地

として記しておく。ゴヒ限。

4.ア カツボミゴケ ヵ塑♂ηttαη%妨 吻ι夕″%%じヵル (Hattori)Amakawa
道端の土崖上などに生育する小型の種で,西南日本には普通であるが東北地方では

山形県飯豊山からの報告があるのみである。今回清水門跡の土崖上でみいだすことが

できた。宮城県新産で分布の北限となる。

5. ヒメケ ビラゴケ 買班紘肋 りα%ιηsA Steph.

東北地方では福島県いわき市と宮城県仙台市に産することが報告されている。植物

園が現在のところ本種の分布上の北限地である。

6.ヒ メミノリゴケ 4"οttο%%切 夕%sガ肋 (Stephう Grolle et Gradst.

本種は太平洋沿岸にそって宮城県沿岸部まで北上する分布を示すものである。その

封ヒ限は宮城県志津川町の椿島であり,他では松島町や石巻市にも産する。植物園内の

モミの樹幹に着生していた。

7,マルバヒメクサリゴケ CοんJ″πη切 物力劣族廟物α(Sm.)Schiffn.

本種は東アジアにおける】ヒ限として福島県鹿島町が知られていたが,さ らに宮城県

鹿島台町にも発見された。植物園は宮城県第 2番目の産地となる。
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植 物 相 の ま と め

1989年 4月 から1990年 2月 まで仙台城llLお よびその周辺地域 (竜の日渓谷を含む)

に生育するコケ植物, シダ植物,種子植物の種類を実地調査した。また,1958年東北

大学理学部附属植物園の開園以来,同園内で収集されていた標本をも併せて調査した。

この結果コケ植物は63科 194種類,高等植物121科789種類 (シ ダ植物47種類,種子植

物742種類)洵ミ確認された。

最近発表された東北地方の県単位の植物相を見ると,その高等植物の種類数は秋田

県 (1989年 ):165科 2,084種 ,山形県 (1972年 ):154科2,139種類,福島県 (1987年 )165

科2662種類となっている。宮城県全体の種類数は不明であるが,県内の植物相として

白石市を例に挙げて見ると,こ こではコケ植物68科383種類,高等植物150科 1740種類

が記録されている (白石市植物誌 1983)。 これらの地域に比べて本調査地域の面積が

非常に少なく,環境も多様ではないことなどの点を考慮すれば,本地域の高等植物種

類数はかなり豊富である (例えば,白石市の約45%)と いえるであろう。

これらの種類の中で, ヒメノヤガラ (図版 I)はごく稀に発見される特に珍しい日

本特産種の腐生蘭である。植物園内がわが国の唯―の確実な生育地であることは特筆

に値する。さらに園内には,ム ヨウラン,ユ ウシュンラン,ハ クウンラン (今回園内

で初記録)が生育する。これらも日本固有の個体数の少ないラン科植物である。植物

園内の着生蘭カヤランとマツランも貴重種といえる。また,特に保護を必要とする種

として日本のレッドデータブック (1989)に登録されているコバノヒルムシロ, ヒメ

シャガ (図版皿),タ コノアシ,サ クラソウが本地域に生育している。

分布的にみると, コケ植物のヒダゴケ,キ ヨスミイ トゴケ,ア カツボミゴケ, ヒメ

ケビラゴケはいずれも今回本地域で発見され,こ こが北限の生育地である。クマノチ

ョウジゴケは今回再確認できなかったが,植物園が北限の産地である。東北南部や関

東地方の暖地から北上して分布する種子植物にモミ (図版 I), カヤ,ア カガン,ア

ラカシ,シ ラカシ, ウラジロガン,シ Pダモ,ア カメガシワ,カ ラスザンショウ,メ

グス リノキ,カ ジカエデ, ヒメス ミレ,ア ブラツツジ, トウゴクミツバツツジ (図版

Ⅲ),ヤマムグラ,ヤ ブムラサキ,オ トコヨウゾメ,ヤ ブデマ リ,ナガバノコウヤボ

ウキがあ り, またコケ植物ではインノウエノヒダゴケ, ヒメミノリゴケ,マ ルバ ヒメ
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クサ リゴケがある。 これらの種類では本地域が分布の北限に近い。東北地方の固有種

オヤ リハグマは本地域内に豊富に見 られる。また,本地域には日本海要素 として トリ

アンショウマ,ツ ル ミヤマシキ ミ,ス ミレサイシン,ナガハシス ミレ,タ ニウツギ ,

ウゴツクバネウノギ,オ クモ ミジハグマ,オオカニコウモ リ, ヒロハテンナンショウ

がみられる。このように,本地域は太平洋型の植物相を持ちながら, 日本海型の植物

が混ざる点も特徴的であるといえよう。

以上の事実は本地域内でも特に植物園が自然環境に富んでいることを示 している。
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ヒメ ノヤ ガラ (ラ ン科)

日本固有種.東北大学理学部附属植物園は唯―の確実な生育地として知られている.

中央・右上 1979年 8月 5日 撮影 (佐藤 仁).左下 1962年 8月 30日撮影 (遠田 宏).



図版 Ⅱ

�

モ  ミ (マ ツ科)
東北大学理学部附属植物園にて,「天然記a物青葉山」のモミ林は分布の北限.

カ タ ク リ (ユ リ科)

東北大学理学部附属植物園モミ林下の北向き斜面にて, 1989年 4月 撮影.



図版Ⅲ

トウゴク ミツバツツ ジ

東北大学理学部附属植物園にて 1989年 4月 撮影.

(ッ ッジ科)

本地域は分布の北限に近い

ヒ メ シ ャ

東北大学理学部附属植物園にて 1989年 5月 撮影.

ガ (アヤメ科)

我が国における保護上重要な植物の 1つ。



Ⅲ 仙台城l■およびその周辺地域の植物分布

内藤俊彦
*・

黒沢高秀
**・
立石庸一

**

調査地域内の植物の分布の現況を明らかにし,更に将来,こ の地域の植物相の動態

を検討する基礎とするため,以下に 1.分布概況調査, 2.東北大学理学部附属植物

園内におけるササ類の分布, 3.タ ンポポ類の分布について調査を行った。

分布概況調査

調査地域を覆う森林の主要な構成樹種の中からモミ,ア カマツ,

アラカン,ア カガン,ア カンデを,林束植物としてセリ′ミォゥレン,

図 1 分布調査範囲 (太線内)

ブナ,イ ヌブナ ,

オオケタネツケ

*東
北大学理学部附属植物園

**東
北大学理学部生物学教室
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バナ, ヒメシャガを,ま た陽光の草地に生育する草本の中からミミナグサおよびそれ

と近縁で生態的地位を同じくすると思われる帰化植物のオランダミミナグサを調査対

象とした。

調査はメッシュ法を採用し,調査地域全域を100m× 100mの メッシュに区切 り (図

1),各 メッシュについて上記植物の生育の有無を調べた。ただし本丸跡の護国神社

境内の 2メ ッシュと竜の口渓谷の万助沢上流は調査できなかった。本調査では対象植

図2 モミ (上),ア カマツ (下)の分布
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物の個体数,優占度,生育状態,個体の発育程度は間わないこととし,例えば実生 1

本でもあれば当該メッシュ内にその植物が分布することとし,● を印した。

モミ (図 2)は大学キャンパスや住宅地となっている川内・追廻地区の大部分を除

く調査地域全域で生育が認められた。コナラ林やアカマツ林内でも実生や若木が多く

見られ,こ れらの林が遷移途上にあることをうかがわせている。

アカマツ (図 2)は青葉山の尾根にアカマツ林を作っているが,モ ミ林やコナラ林

図 3 ブナ (上 ),イ ヌブナ (下)の分布
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内でもよく実生が見られた。特に裸地では芽生えがモ ミの芽生えとともに密生 してい

ることがしばしばあった。

ブナ (図 3)の分布はイヌブナの分布に較べて範囲がずっと狭く,青葉山の尾根や

竜の口側の南斜面に集まっている傾向がある。またブナはモミ林の中にはほとんど現

れない。一方,イ ヌブナ (図 3)は川内・追廻地区を除くほぼ全域に分布しており,

特に,ブナの現れないモミ林内や青葉山の北斜面にも現れることは興味深い。

図4 アカガシ (上),ア ラカシ (下)の分布
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ここで見られる 4種のカシ類は概して青葉山の北斜面,特に植物園のモミ林内に多

い傾向があった。この類がモミとともに東北の太平洋側を北上する暖地性の植物であ

ることと関係があるのかも知れない。 4種の中でアラカシ (図 4)と ウラジロガンは

最も分布が狭く,北斜面の特にモミ林内に多く,ア カガン (図 4)はこれよりも広 く

分布し,やや乾いた尾根上にも見られた。シラカンは最も分布が広く,やや乾いた南

斜面でもよくみられた。また,川内・追廻地区ではよく植えられている。しかも手入

図5 アカシデ (上),セ リバオウレン (下)の分布
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れの行き届いていない植え込みの中などには,植えられたものに由来すると思われる

実生が高密度で見られる所があった。

アカンデ (図 5)は調査地全域にわたって分布しているが,沢沿いの斜面に多い傾

向がみられた。

セリバオウレン (図 5)は コナラ林の林床やモミ林の林縁のやや暗い所に群生が見

られた。これらの生育地は春先の開花から結実の期間に日光が若干射込むところであ

図 6 オォヶタネツケバナ (止 ),
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るらしい。

オオケタネツケバナ (図 6)は沢沿いのモミ林やコナラ林のやや暗い湿った林床に

多かった。本調査地域内に生育するタネツケバナ属植物は 5種あるが,その中でオオ

バタネツケ′ミナとともに最も陰湿な場所に好んで生育していた。これに対してタネツ

ケバナは草地や路傍,川岸など日当 りのよいしかし水湿の地に多く,か チタネツケバ

ナは,タ ネツケバナより乾燥した陽光地に生えるが,タ ネツケバナと混生しているこ

図 7 ミミナグサ (上),オランダミミナグサ (下)の分布
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ともあった。また, コンロンソウは沢沿いのモミ林やコナラ林の林床でも,比較的日

当りのよい所に多く見られた。

ヒメシャガ (図 6)は川内・追廻地区を除くほば全域で普通に見られた。特にコナ

ラ林内のやや明るい林床に多く見られた。

ミミナグサ (図 7)は川内の特に東北大学キャン′くスに広く分布し,追廻の竜の口

と広瀬川の合流点付近および青葉山の工学部付近でも見られた。概 して植え込みの中

や,路傍でも踏みつけの少ない草むらの中で多い傾向が見られた。一方,帰化種のオ

ランダミミナグサ (図 7)は川内 。追廻地区のほば全域の路傍や公園にごく普通に見

られ,青葉山の尾根の植物園を通 り工学部にいたる市道天守台線沿いにも点々と生育

が確認された。しかもミミナグサの生育地域のほぼ全域に入 り込んでお り,こ れと混

生するところもあった。これがやがてミミナグサと置き替って行くのか,こ のまま現

在の環境が維持されればこの関係が続いて行くのか,今後見守って行きたい。

東北大学理学部附属植物 園 内 におけ るササ類 の分布

1.調査方法

東北大学理学部附属植物園の大部分を範囲として,1989年 12月 から1990年 2月 にか

けてササ類の分布調査を行った。竜の口の絶壁付近は立ち入 りが危険なため調査範囲

から除外した。

2.調査結果

調査地域内で,9種 2変種のササ類の生育が確認された。うち,7種 2変種が自生 ,

2種が移植されたものである。これらは次のように識別できる。なお,植物園植物目

録第 3版にあるコウスバザサ 肋 sα ttι ttυゲ%%s Koidz。 は今回確認ができなかったの

でこの報告に含めない。

A.枝は節から3本以上ずつでる。葉は小型         〈メダケ属〉1.アズマネザサ
A.枝は節から1本 (時に2～ 3本)ずつでるか,ま たは分枝しない。葉tよより大型。
B.秤鞘は節間より長い。葉は厚質で上面は光沢を持つ。
C.枝の先端につく葉は普通 2～ 3枚。枠はかつう高さ1.5～ 2m    〈スズタケ属〉
D.葉の裏は無毛                          2.ス ズタケ

D.葉の裏に軟毛密生                         3.ケ スズ
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図8 調 査 範 囲 (太線内)

C.枝の先端につく葉は 4枚以上。秤はかつう高さ 2～ 5m
〈ヤダケ属〉4.ヤ ダケ (植栽)

B.秤鞘は節間より短い。葉は薄質で上面は光沢を持たない。
C.秤は直立し,上部から基部までの各節で 1本 (時に 2～ 3本)ずつ分枝する

(ア ズマザサ属〉

D.葉鞘,節間,節は無毛。
E.葉は巻かず,な まこ状のしわもなく,上面は無毛,ま たは短毛をやや密生

5.ア ズマザサ

E.葉は片側が軽く裏側に向かって巻き,縦になまこ状のしわがあり,上面に長毛が

散生する

D.葉鞘,節間,節に毛がある。
E.葉鞘の短毛は開出, しばしば 2～ 3本ずつ分枝する
E.葉鞘の短毛は逆向き, 2～ 3本分枝はまれ

6.ス エコザサ

7.オ オバアズマザサ

8.ミ ヤギザサ

C.祷は基部がはう。上部または基部の節で常に 1本ずつ分枝するか,ま たは全く分枝し
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ない                                くササ属〉

D.祷は高さlm以下。分枝はしないか,基部でまばらに分枝する  9。 オオクマザサ

D.秤は lm以上。上部で分枝する。
E.秤鞘に開出する長毛を密に生じる。葉は隈どる     10.ク マザサ (植栽)
E.秤鞘は無毛。葉は隈どらない                 H.チ ツマザサ

1)ア ズマネザサ PJ9カιJpstts肋力θ (Fr.et Sav.)MakinO(ナ ヨダケ var.7クじゲ‐

焼 (MakinO)Nakaiを 含む )

東 日本で普通にみ られる種類で,人手の入った ところでもよく生育する。園

内でも路傍,空き地などによくみられ,林内にある場合でも道路跡やその周辺

に生育が限定されている。

2)ス ズタケ &淑物町砂力αうογθα胎 (Hack。 )Nakai

太平洋岸の温帯落葉広葉樹林,特にブナースズタケ群団の林床の植物として知

られている。園内ではブナが優占する林はなく,ス ズタケは主にモミ林下でよく

みられた。ササ類のうちでは園内の占有面積が最も広いが,人手が入ったと思わ

れる場所では,ア ズマネザサ,ア ズマザサ,あるいは ミヤギザサと置き替わって

ヽヽる。

3)ケ スズ 肱 Sαttοゆ力α ttθ〃ぬ Nakai

スズタケに似ているが,葉の裏の密毛で容易に区別ができる。今回の調査で初

めて園内で確認された。深沢に面した斜面に限って生育がみられる。

4)ヤ ダケ PsιクJοsttα カクο万銹 (Sieb.et Zucc.ex Steud.)Nakai

本州～九州,朝鮮半島に産するが,昔は矢柄に用いるためにしばしば栽培され ,

現在では庭木としてよく栽培される。正門付近と深沢の本丸側斜面にみられるが ,

おそらく植栽されたものと思われる。

5)ア ズ マ ザ サ  肋 sαι′ル 紹 切岱 ,(MakinO)Makino var.筋 吻οsα (ヒ ロ ハ ア ズ マ

ザサ dο肋力%α (MakinO)Makinoを 含む)

東日本で広 く見られる種類である。園内では本丸跡と工学部間の市道沿いを

広く占有するほか,深沢にも見られる。

6)ス エコザサ 肋Mι肋 陶%9sα Var.S閉力
"η
α(MakinO)S,Suzuki

仙台市を基準産地とする種類で (Makin0 1928),仙台市と周辺以外ではほと
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んど知 られていない。園内では林縁に点々と生育 していた。

7)オ オバアズマザサ S,sαιJ′α ttηοsα Var.Jαチ夢θJガα (Nakai)S.Suzuki(S.

M″α筋ゲ(Makino)MakinO var,α θう2αηαηα S,Suzuki アオバヤマザサ )

アオバヤマザサは園内の深沢を基準産地 とし,ハ コネシノの変種 として記載

され (Suzuki 1978),後に,オ オバアズマザサ と同一種類 とされた (Suzuki

1987)。 深沢に生育 していることが再確認 された。

8)ミ ヤギザサ 肋 s滅ル カゲJαι%sλ (MakinO)MakinO var.物 ク紹力(MakinO et

Uchida)S,Suzuki(d砿弯燿物ι%δλ (Makino)MakinO シロヤマザサ)

東 日本に広 く分布する。園内では林縁 とコナラ林やアカマツ林の林床でよく

み られた。アズマネザサほどではないが,人手の入ったところでよく生育する

ようである。

9)オ オクマザサ 肋 sα θ力α崩%切 (MakinO)Nakai(dsゼ %カゲ翻 Nakai センダイ

ザサ )

ミヤコザサと形態がよく似ている。地上部はほとんど分枝せず,毎年更新する。

これは,雪が少なく寒さのきび しい本州封ヒ部～北海道の大平洋岸によく適応 した

生活戦略 とされる (鈴木 1978)。 園内では工学部キャンパスとの境界に点々と

みられた。なお,セ ンダイザサは仙台で採集された標本を基準標本として記載さ

れた種である (Makino 1928)が ,現在はオオクマザサと同種 とされる (鈴木

1978)。

10)ク マザサ 馳 sα %加カゲゲ(Carr.)Rehder

葉が美 しく隈 どるためによく栽培 される。 自生地は京都府であ り,植物園のも

のは植栽である。

H)チ シマザサ 肋 sα 力2万力ηsλ (Rupr。 )Makino et Shibata

園内では今回初めて確認された。本州では日本海側と東北地方北部に生ずる(鈴

木 1978)。 植物園に隣接する亀岡には,チ シマザサが生育し,チ シマザサ節

(Sect.Macrochlamys)の 分布の飛び地の一つとして知られている (Suzuki

1961)。 亀岡や山屋敷では大きな群落がみられるが,園内では,火薬庫跡付近で

数本の秤があるだけの貧弱な群落が見られるにすぎない。

次に,上述のササ類の分布状態を調査した。これらの種類が生育している場所を密
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図 9 ササ類の分布
D:アズマザサ
G:ミ ヤギザサ
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A:アズマネザサ
E:ス エコザサ
H:オオクマザサ

B:スズタケ
F:オオバアズマザサ
I!チシマザサ
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度に関わらず種類ごとに色分けして図に示 した (“ササ類の分布図")。 複数の種類が

同所的に生育している場合には,その場所で最も優勢な種類の分布域に合めた。また ,

分布の傾向をとらえるために,自 生のササ類の種類ごとに,他の植物の分布概況調査

に用いたものと同じメッシュでプロットした分布図を作った (図 9)。

3.考   察

1)園内のササ類の分布状態

路傍や林縁などでは, ミヤギザサとアパマネザサが同所的に生えている場合が多か

った。それに対し,林内ではそれぞれのササはすみわけていて,ほ とんど混生してい

なかった。そのため,各種の分布の境界は比較的はっきりしていた。ただし,植物園

竜の口側のスズタケとアズマザサは両者の分布境界付近で広く混生しているのが観察

された。

深沢以外の沢の周囲は,ス ズタケの生育地か,ササ類非生育地域となっていたのに

対し,深沢の周囲では様々な種が入 り組んで生育していた。ケスズやオオバアズマザ

サは,園内では深沢に面した斜面のみでしか見られなかった。深沢とモミノキ道の間

の斜面や,本沢及びその支流の各沢 (カ タクリ沢,中 ノ沢,東又沢,西又沢,蛎殻沢)

の水源付近にはササ類が見られなかった。また,ス ギ林の林床にはほとんどササ類は

生育していなかった。

2)ス ズタケ,ア ズマザサ, ミヤギザサ,ア ズマネザサのすみわけについて

園内で広く見られたのは,ス ズタケ,ア ズマザサ, ミヤギザサ,ア ズマネザサの 4

種であった。これらのササ類は,ス ズタケがモミ林,ア ズマザサとアズマネザサがア

カマツ林, ミヤギザサがコナラ林及びアカマツ林に見られる。実際,ア ズマネザサ及

びアパマザサは,マ ツ型森林と結び付 く林木の優占種であるとされている (薄井

1961)。 しかし,竜の口側のモミ林下にアズマネザサが出現するが,その出現場所は

昔の道跡に限られ,ア ズマザサ, ミヤギザサ,ア ズマネザサの 3種は,その森林の植

生に関わらず林縁に広がっている。

ところで,ス ズメヶは地上部の節にたくさんの芽をもち,地下部には極く小数の芽

しか持たないために,刈払いに対して弱いことが知られている (薄井 1961)。 一方 ,

アズマネザサは,細い葉を枝に束状につけることによって,夏の強烈な日射で葉温が

極端に高まることを防いでいる。そのため,ア ズマネザサは日向を好み,林冠がうっ
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閉すると衰退する (薄井 1961)。 これらの事を考えると, これらの 4種のササは ,

直接に高木層の植生を反映した分布を示すというよりも,む しろその場所の植生の歴

史的な背景を反映した分布を示 しているように思える。すなわち,ス ズタケはより人

手が入っていない場所,ア ズマザサ, ミヤギザサは人手の入った場所,ア ズマネザサ

は最も撹乱された場所をそれぞれ占めていると考えられる。

林床の様相も,ス ズタケと他の 3種の間で大きく異なる。アズマザサ,ミ ヤギザサ ,

アズマネザサは,林縁や路傍では非常に密に秤を林立させるが,林内ではごく疎らに

生育する。そのため,林内ではこれらのササ類と共に様々な植物 (例えばアキノキリ

ンソウ,オャリハグマ,キ ッコウハグマ, ミヤマウズラなど)が草本層を形成する。
これに対し,ス ズタケは林内で,非常に密に秤を出して繁茂するため,生育状態のよ

い場所ではほとんど他の草本がみられない。

以上の事をまとめると,安定した林 (園内ではモミ林)ではスズタケが優占するが ,

撹乱に弱いため,人手が入ると,撹乱に強い他の種,すなわち,ア ズマザサ, ミヤギ

ザサ,ア ズマネザサに取って替わられる。これら 3種のササ類は, 日向では生育が旺

盛であるが,林の発達と共に衰退していく。そして,そのまま人手が加えられない状

態が続けば,やがて,ス ズタケが侵入し,森林は密なスズタケの低木層を林床に持つ

ようになる。これら4種の間には,以上のような関係があると考えられる。

3)オ オクマザサとスズタケのすみわけについて

上記 4種に次いで園内で広くみられたのがオオクマザサであるが,こ のササもアズ

マザサ, ミヤギザサ,ア ズマネザサと同様にアカマツ林やコナラ林の林床に生育して

いた。しかし,青葉山上部の比較的平坦な場所にしかみられなかった点で,地形にか

かわらず林縁に広くみられ撹乱に強い 3種とは分布パターンが異なる。

ところで,ミ ヤコザサ類とスズタケ類は共に太平洋側のササ型林床の要素であるが ,

耐寒性や生活型の違いによる生育地の分化が,広 く東北日本において見られるという。

ミヤコザサ類は地表付近と地下部の節からしか分枝せず,地下茎が深い。スズタヶ類

は上部の節から分枝 し, より浅い位置を地下茎が走る。このため, ミヤコザサ類はス

ズタケ類よりも耐寒性に優れるが,土壌の厚い定水度的環境の場所に生育が限られ ,

傾斜の急な斜面のような土壌の薄い変水度的環境には生育できず,こ のような場所に

スズタケが生育するとされる (薄井 1961)。
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オオクマザサは非常にミヤコザサと類似した植物で,生活型も同じである。薄井が

ミヤコザサ類とスズタケ類の間に示した関係が,オオクマザサとスズタケの間にもよ

くあてはまるようである。オオクマザサが生育していた青棄山上部の地域は,土壌の

厚い定水度的な環境を持つと考えられる。オオクマザサが極 く狭い地域しか占有して

いないのは,こ のササの生育に適した,山頂付近,あ るいは,平野部の平坦な場所の

大部分が開発されて工学部や文系のキャンパスとな り,残 った場所も他の人為的な圧

力に強いササ類,すなわちアズマザサ, ミヤギザサ,ア ズマネザサに取って替わられ

てしまったためと考えられる。特に,現在工学部キャンパスとなっている場所には ,

オオクマザサが林床を占有する林があった可能性が強い。一方,青棄山の斜面の大部

分は,東北大学理学部附属植物園として開発されずに残ったために,ス ズタケはォォ

クマザサはど開発の影響を受けずに済んだようである。

なお,ス ズタケはミヤコザサより耐寒性において劣 り,日光においては冬季季節風

を避け得る風下側の地にその生育地が限られるとされる (薄井 1961)。 スズタケは

今回の調査地域では広く分布し,特に冬季季節風を避け得るような場所にその生育が

限られた りはしなかった。冬季の寒さが日光よりも厳 しくない今回の調査地では,冬

季季節風を受けるかどうかは分布を決定する制限要因とはならず,む しろ土因的・水

因的環境のほうが制限要因として重要性が大きいと考えられる。
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タ ンポポ類 の分布

仙台城址自然環境調査域内に128箇所の方形区を任意に設置 し (図 10),方形区内に

成育するタンポポの種類,成育状態,地形環境,光環境,植生環境を調査した。方形

区の形状は調査地点の環境に応 じて正方形あるいは長方形としたが,面積は10rにな

るようにした。タンポポの成育状態については,極めて多い=方形区内に500個体以

上 (十 ++十 ),多い=方形区内に500～200個体 (+十 +),普通 =方形区内に200～ 50

個体 (+十 ),少ない=方形区内に50個体以下 (+)お よび生育無 し (記号無し)の 5

段階の評価を下した。

光環境は裸地や草原などのように日光が直接当たる調査地は陽 (O),モ ミ林など

の森林の林床のように,鬱閉された場所あるいは建物の北側などの調査地は陰 (。 ),
コナラ林などの落葉広葉樹林の林床などは半日陰 (◎)の 3段階に評価した。植生環

境は相観的な区分とした。

調査結果は表 1に示した。これによると植生環境では,草原ではタンポポ類の生育

が認められたが,モ ミ林,ア カマツ林, コナラ林の林床では,ほ とんどの場合タンポ

ポ類の生育は認められなかった。これらの森林でも道路に接する場所では,タ ンポポ

類の生育が認められる場所があった (調査地点16,17,26な ど)。 オニグル ミ林,並

木,公園の樹林ではタンポポ類の生育が認められた。

光環境では, 日光の当たらない日陰では,調査地点12,16お よび54をのぞいては ,

タンポポ類の生育は認められなかった。半日陰の場所ではコナラ,ア カマツ林などの

二次林の林仄では,タ ンポポ類の生育は認められなかったが,オ ニグルミの林床には

エブタンポポ,セ イヨウタンポポが生育していた。日光の良く当たる草原では,いず

れの地点でもタンポポ類の生育が認められた。特にセイヨウタンポポの生育が良好で

あった。アカミタンポポは調査地点14,29,61,63,70の 5カ所のみに生育が認めら

れた。しかし,その生育状態は少ないものが多かった。ウスギタンポポは調査地点27,

30,34,36,42,95,101の 7地点であった。そして,調査地点36お よび101以外では ,

生育状態は少なかった。

表 1を もとに,エ ブタンポポ (図 H),ウ スギタンポポ (図 12),セイヨウタンポポ

(図 13)お よびアカミタンポポ (図 14)の分布をそれぞれの調査地点ごとに示した。
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仙台城址およびその周辺地域の植物

表 1 タンポポ類の分布状態

NO メッシュ番号 地域名 地形環境  光環境 植生環境 ユゾタンポポ ウスギタンポポ セイヨウタンポポ アカミタンポポ

２２

２‐

１９

‐７

‐６

‐７

‐７

‐５

‐４

‐３

‐３

‐４

‐５

‐３

‐４

‐７

２０

２‐

２３

２３

２３

２０

２０

２０

２４

２４

２４

２３

２２

２３

２３

２２

２３

２３

２３

２４

２４

２４

２３

２３

２２

２２

２‐

２０

１９

２‐

２２

２０

Ｖ

ｌ９

‐９

‐８

‐５

‐４

‐５

‐７

‐７

‐８

‐９

２‐

２０

２‐

２０

２４

２４

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｆ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

Ｎ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｏ

Ｏ

Ｎ

Ｍ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｉ

Ｉ

Ｈ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｇ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｇ

Ｆ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｊ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｌ

Ｍ

Ｋ

Ｋ

Ｍ

Ｋ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

３７

８８

３９

４０

４‐

４２

４３

４４

４５

４６

Ｔ

４８

４９

５０

５‐

５２

５３

５４

５５

５６

５７

開

５９

６０

６‐

６２

６３

６４

６５

K  土手斜面  。
K  歩道上土壊  O
K  上手斜面  ◎
K  空き地平坦 0
K  空き地平坦 0
K  土手斜面  。
K  平坦    O
B  斜面    。
B  路肩平地  0
B  路肩犬走 り 0
B  空き地平地 0
B  建物犬走 り ●
B  平地    0
T  平地    ◎
B  路月平地  。
B  平地    ●
B  路肩斜面  。
B  路肩平地  ◎
C  路肩平地  ◎
C  空き地斜面 。
C  斜面    0
B  切 り通 し斜 0
T  道路法面斜 ◎
T  路肩平地  0
T  平地    ◎
C  平地    ◎
C  平地    0
B  平地    ◎
C  平地    0
C  斜面    。
C  路肩斜面  ◎
B  平地    0
C  平地    0
C  平地    0
C  斜面    ◎
C  斜面    ◎

草原

草原

革原

車原

草原

草原

草原

草原

草原

草原

草原

草原

草原

草原

草原

モミ林

低木林
モミ林

落秦樹林

草原
モ ミ林

草原

低木林

斬

混交林

混交林

草原

落美樹林

草原

草原

オエグル ミ林

草原

草原

草原

落秦闘林

落葉樹林

草原

草原

オニグル ミ林

草原

草原

草原

草原

オニグル ミ林

草原

草原

シロヤナギ林

草原

草原

草原
モミ林

草原

草原

アカマツ林

草原

草原

草原

草原

モ ミ林
ヨナラ林

草原

草原

革原

車原

スギ林

C  平地
K  平地
K  平地
K  平地
K  平地
K  平地
K  平地
K  斜面
K  平地

◎

◎

K  土手斜面  。
K  平地
K  平地
K  平地
B  平地
B  斜面
B  尾根平地  0
B  平地
B  平地

◎

B  路肩平地  0
B  平地    0
B  谷底平地  0
B  谷底平地  0
B  斜面
B  平地    ◎
B  平地    0
B  土手斜面  0
B  平地    0
C  路肩平地  0
C  平地    。
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仙台城址およびその周辺地域の植物

NO メッシェ番号 地域名 地形環境  光環境 植生環境 エブタンポポ ウスギタンポポ セイヨウタンポポ アカミタンポポ

２６

２６

２５

２６

２８

２７

２７

２７

２６

２６

２４

２６

２５

２４

２３

‐８

‐８

‐８

２０

２‐

２‐

２３

２３

２３

２５

２４

２５

２４

２４

２‐

２０

２２

‐６

‐８

‐６

２０

１９

‐６

‐７

‐８

‐６

‐７

２０

２‐

１８

２２

‐６

‐９

‐９

２０

２．

１８

２０

１４

‐５

‐６

Ｗ

‐８

‐９

‐７

‐８

２４

２５

Ｌ

Ｍ

Ｐ

Ｏ

Ｐ

Ｍ

Ｋ

Ｈ

Ｉ

Ｇ

Ｈ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｇ

Ｈ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｉ

Ｋ

Ｉ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｍ

Ｍ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｏ

０

０

０

６６

６７

６８

６９

７０

７‐

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８‐

８２

８３

８４

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９‐

９２

９３

９４

９５

９６

９７

９８

９９

‐Ｏ

Ю

Ю

‐０

１０

１０

‐０

‐０

‐０

‐０

■

‐ｌ

Ｈ

Ｈ

ｎ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ｌ２

‐２

‐２

‐２

‐２

‐２

‐２

‐２

‐２

K  道路法面  。
K  斜面    ◎
T  斜面    ◎
K  平地    0
T  平地    0
K  平地    ◎
K  路肩平地  O
K  空き地平地 O
K  空き地平地 0
K  路肩平地  0
C  平地    ◎
K  平地    0
K  平地    ◎
K  土手斜面  。
K  谷底平地  ◎
K  平地    0
K  平地    0
K  平地    ◎
K  平地    。
K  平地    0
K  平地    0
K  土手斜面  。
K  平地    ◎
K  平地    O
K  遊歩道平地 0
K  遊歩道平地 0
K  平地    0
K  平地    ◎
K  平地    0
K  平地    0
B  平地    ◎
B  斜面    ●
B  尾根斜面  ●
B  斜面    ◎
B  斜面    ◎
B  斜面中部  ●
B  平地    0
B  尾根    ●
B  斜面下部  ●
B  斜面下部  ●
B  斜面中部  ●
B  斜面中部  ●
B  斜面中部  ●
B  斜面中部  ●
B  斜面中部  ●
B  斜面下部  ●
B  崩壊地平地  0
B  斜面上部  ●
B  斜面中部  ●
B  斜面上部  ●
B  斜面上部  ●
B  斜面中部  ●
B  斜面中部   ●
B  斜面中部  ●
B  斜面中部   ●
B  斜面中部  ◎
B  斜面中部  ●
B  斜面中部  ●
B  尾根    ◎
B  尾根    ◎
B  尾根    ●
C  斜面中部  ◎
C  尾根    ◎

ソメイヨン/並木 十+

革原
スギ林

低木林

草原

車原

オニグル ミ林

草原

車原

草原

草原

草原

草原

草原

草原

メタセヨイア林

草原

革原

草原

畑

落葉樹林

草原

草原

樹木園

モ ミ林

モ ミ林
ヨナラ林
ヨナラ林

スギ林

草原

モ ミ林

モ ミ林
モ ミ林
モ ミ林

モミ林
モミ林
モミ林
モミ林

モミ林

低木林

モ ミ林

モ ミ林

モミ林

モ ミ林
モミ林
モミ林

モミ林
ヨナラ林

アカマツ林
モミ林

モ ミ林

アカマツ林

アカマツ林
モ ミ林

アカシデ林

アカンデ林

亭原

草原

草原

オニグル ミ林

草原

車原

メタセ tIイ ア並木  +
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図11 エゾタンポポの分布

仙台城址およびその周辺地域の植物

。生育を確認した調査区, ○生育を確認できなかった調査区

図12 ウスギタンポポの分布 。生育を確認した調査区,O生育を確認できなかった調査区
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仙台城址およびその周辺地域の植物

図13 セイヨウタンポポの分布 。生育を確認した調査区10生育を確認できなかった調査区

図14 アカミタンポポの分布 。生育を確認した調査区,O生育を確認できなかった調査区
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仙台城址およびその周辺地域の植物

ま  と め

調査域内の森林では暖地性のモミをはじめアカガン,シ ラカシ等の常緑高木が広 く

分布している。一方,温帯林の代表的な優占種であるブナは尾根や南斜面の比較的狭

い範囲に限られている。またブナより暖地に生育するイヌブナの方がここでは広く分

布している。この地域は暖温帯から冷温帯への移行帯と考えられるものの,暖帯的な

要素がやや優勢であることが分かる。

植物園内のササ類は 7種 2変種を確認できたが,それらは分布の境界を除けばほと

んど混生しておらず,環境に対応して棲み分けていることが分かった。これらの中で

太平洋側の冷温帯落葉広葉樹林を特徴づけるスズタケが主にモミ林内でよく見られ ,

またオオクマザサが青葉山上部の比較的平坦な場所のアカマツ林やコナラ林の林床で

生育していた。オオクマザサは大平洋側に分布が限られる。一方, これに対し日本海

側に分布するチンマザサはごく僅かに見られただけだった。ササ類の分布でもこの地

域は太平洋型であるといえる。

川内・追廻地区及び本丸・三の丸地区を除けばこの地域は自然の景観がよく保たれ

ている。しかし道路や建物の建設及び崖崩れ等による大きな環境変化が時折あったた

め,分布や植生の変化も若千見られた。アカマツは全域にわたって分布しているが ,

森林の優占種となっているのは青葉山の尾根と 1号道路の法面である。モミ林やコナ

ラ林では丈の低い若木か実生であることが多い。また裸地では芽生えが旺盛にでてい

る。アカマツは崩壊や道路建設によってできた裸地に侵入してその圧盛な成長によっ

てたちまちアカマツ林を作る。 1号道路法面のアカマツ林は道路建設後に生長してで

きた極めて高密度な森林である。

植物園内ではアズマザサ,ア ズマネザサがアカマツ林で, ミヤギザサがコナラ林及

びアカマツ林でよく見られた。しかし森林のがイプにかかわらずこの 3種は林縁に広

がつており,ま た林内でも廃道に沿って残っていることがあった。 しかしこのような

ところでも,森林の回復に伴いこれらのササ類は退行し,こ れに替わってスズタケが

入 り,ほ とんどスズタケからなる高密度の低木層を形成するようになる。アズマザサ ,

アズマネザサ, ミヤギザサは植物園を取 り囲む 1号道路などの道路や大学キャンパス

によって分断された植物園内の森林の林縁でより多く見られた。これに対して園内の
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仙台城址およびその周辺地域の植物

中心部ではスズタケが旺盛な生育をしているところが多い。スズタヶの分布は植物園

の高い自然度をかな りよく反映していると判断される。また,タ ンポポ類や ミミナグ

サ類の調査では植物園の中心部ではほとんどこれらの植物が分布していないことが分

かった。園内を観察路が縦横に走っているにもかかわらずタンポポ類や ミミナグサ類

が侵入していないことは,こ の観察路が森林の維持に大きな影響を及ぼしていないこ

との一例と考えられる。

また,タ ンポポ類とミミナグサ類の調査では調査地域全体としては帰化種が在来種

より広い分布をしていることが分かった。これらの帰化種は特に都市化の進んでいる

川内・追廻地区で在来種を陵駕していた。しかし,と くに ミミナグサ類では植物園や

竜の日渓谷など森林の良く残っている地域の周囲の車地や道端などで,両者が共存し

ている場合が多かった。このことはこれらの地域が川内・追廻地区とくらべてより自

然度の高いことの反映かも知れない。
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Ⅲ.仙 台城址 。東北大学植物園を中心とする
地 域 の 植 物 季 節

菊 池 多 賀 夫
*

は じめに

ある地域の植物相,あるいは植生の特性を理解するための視点のひとつに,植物季

節がある。

温帯地域では,春を迎えて植物の葉が一斉に展開し,花が咲き,秋には果実が散布

され,葉が落ちるというように,四季の展開が顕著である。そうした植物季節も,も

とはといえば個々の種の季節的推移が造り上げているわけで,種 としてみても,互い

に同調的に推移する一面をもっていることは事実である。しかし,同時にそれぞれに

大なり小なりの独自性を認めることができるのも事実で,その観点からはなしろ,個

々の種の植物季節はまことに多様であると言うべきである。仙台城をとりまく自然の

特性の把握をめざす本調査において,本報は,個別の種の植物季節の把握をふまえ,

種ごとの植物季節的特性を類型的に記載したものである。

調査地域 と方法

植物の開花 。結実は個体の成熟,生育地の条件などに左右され,そのうえ豊作年と

不作年もあるので,単年度,特定地点での植物季節学的調査では適当な観察固体が得

られないことが多い。そのため本調査では,東】ヒ大学理学部附属植物園を中心とした

仙台城跡およびその周辺地域に,青葉山丘陵西端の佐保山と仙台市太白区富田地域を

調査地域に加え,検討資料には,1989年の調査で得られたものの他,1988年,1987年

の資料も加えた。附属植物園は自然林(モ ミ林)と半自然林にほぼ被われ(Sugawara 1969),

佐保山には自然林 (モ ミ・イヌブナ林)が よく発達している (吉岡 1952,菅原

1973)。 両者の植生は基本的に同質とみてよい。太白区富田は居住区・農地域で,こ

こでは主として,人里植物と仙台地方の自然分布種の植栽個体を補助的に調査した。

上記調査地に可能な限り多種にわたって調査個林を見いだし,各年とも, 3月初旬

キ
東北大学理学部生物学教室
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から調査をはじめて6月 までは概ね半月ごと,それ以後は年があけて 1月 まで約 1カ

月ごとに葉,花,果実の状況を記録した。調査個体は種について基本的には特定の 1

個体とし,可能な限り他個体とも比較して付近の同一種の一般的植物季節の把握につ

とめた。記録から年間の植物季節的推移を通観し,開葉,開花,種子・果実の散布 ,

落葉の 4項目についてそれぞれの時期を半月単位で決定した。Kkuchi(1976),菊 池

(1983)に よる観察では植物季節の年毎の変異は10日から極端な条件下では 1カ 月に

近いことがあり,少数年での調査ではこの程度の粗さで検討するのがむしろ現実的と

判断される。開葉と開花については開始期,果実散布と落葉については終了期とした。

植物季節の推移

I開  葉
棄の展開開始期を種数頻度分布として図1に示した。これによると3月後半から4

月前半にかけて草本の開葉から始まり, 4月 後半,高木の開葉も加わってピークに達

し,以後急激に減少して 5月末まででほぼ全種の開葉が終わるという経過をたどる。

60

た三  40

蓑文  20

0

図 1 開葉時期の種数頻度分布.黒は内数で高木種

この間, 3月 後半から5月 後半までが葉の展開からみた春といえる。ただ, 4月 後半

に開葉を始めた高木は, 5月 には林冠の葉層をほぼ完成する。森林の環境を考慮した

場合,林床に十分の光がとどく4月 と,林冠層が完成する 5月 には大きな差を認める
べきであろう。度数分布の傾向から春を前後に区分することはできないが,こ こを境

に前半を早春,後半を晩春と呼べば,カ タクリ,キ クザキイナゲ,マルバダケブキな
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どの多年生草本は早春のまだ朔るい林床に開葉する代表的な種である。晩春に葉を出

す木本にはアカメガシワ,タ ラノキ,イ イギリ,カ ラスザンショウなどがあり,ク ズ,

フジなどもこの時期となる。

上記の開葉のほかに, ヒメオドリコソウ,サイハイランのように 8月 後半から11月

前半にかけての秋に葉を開くものがある。

2落  葉

図 2は開葉時期を横軸,落葉時期を縦軸とした座標に種をプロットしたものである。

図に種数は表現されていないが,11月下旬に落葉する種は102種にも達してお り,こ

の時期を中心に,多 くの種の落葉が秋に集中しているのは朔かである。しかしそれ以

前,夏の内に落葉するものがある一方,年を越して春になって,すなわち新しい葉が

出たところで落葉するものもある。夏に落葉するものには開葉時期との関連でみると

2つのグループがある。一つは前年の秋に葉をだしたものが年を越して夏に落葉する

もので,ヒ メオドリコソウ,ハルジョオン,サイハイランなどがその例である (図 2

の 1)。 これに対して当年の早春に葉を出したものが夏までには落葉するものがあり,

1

9     10    11    12     1     2     3     4     5     6

開 葉 月

図 2 開葉時期 (横軸)と落葉時期 (縦軸)に対する分布.図中の数字については本文

これらはきわめて短い活動期間をもつことになる (図 2の 2)。 その例はカタクリ,

マルバダケブキ,ム ラサキケマンなどである。落葉を新しい葉が出る次年の春まで持

ち越すもの,その意味では常緑植物に準じた葉の植物季節をもつものにはヒカゲスゲ,

セリバオウレン,キ ッコウハグマなどの草本植物がある (図 2の 3)。

落

葉
　
月

3感
)

●

●

寺綿 t
2t〕

)
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3開  花

開花時期の種数頻度分布を図 3に示す。春に集中的な開花が見られるが,そのなか

でも,早春には相対的に草本の開花が多く,晩春には圧倒的に木本の開花が多いとい

う違いがある。ヒメオドリコンウ,ハルジョオン,カ タクリ,シ ロヤナギ,キブン,

30

准雹  20

数  lo

0
34567891011

月

図 3 開花時期の種数頻度分布.黒は内数で草本種

′、ンノキ,カ スミザクラなどは早春開花種の例,晩春開花種の例としてはヒメシャガ,

オニグルミ,タ ニウツギ,ナツハゼ,ノ イバラなどがある。図 4は開花時期 (横軸)

と開花時期から開葉時期を差し引いた期間 (縦軸)に対して種ごとにプロットしたも

のである。縦軸は葉が開いた後花が咲くまでの栄養的な期間を意味しているが,おお

かたの種の開葉は春に一斉におきるので,当然両軸の関係は傾斜が 1の直線関係とな

る。この関係を早春までたどるとマイナスの栄養期間を示す種があらわれる。開葉に

先行して花が咲く種で,活動の物質的うらづけは前年からの貯蔵に頼るほかないこと

になり,その点晩春以降に開花する種とは物質経済の上で,大きな相違がある。上に

早春の開花種としてあげた種のうちシロヤナギ,キ ブシ,ハ ンノキがこのような種の

例で,こ のような種の開花も晩春から早春を区別する目安の一つとなる。

6月から7月前半にかけての梅雨期,あるいは初夏には開花種数は減少するが7月

後半になるとやや増加の傾向を示す。盛夏におけるこの開花種数の増加は草本植物の

開花に依るところが大きい。初夏に開花する種の例はホタルブクロ,ガマズミ, ドク

ダミ, リョウブ,ム ラサキシキブなど,盛夏開花種の例はヤブカンブウ,タ ラノキ,

ホツツジ,ヤマジノホトトギス,カ ノツメソウ, ツクシハギなどである。

―-128-―



仙台城址およびその周辺地域の植物

8  
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.  8  8
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図4 開花時期と開葉後開花までの期間との関係.マイナスに位置する種は葉に先だって開花する種を示す

9月 に入ると木本の開花はほとんど見られなくなり,ほぼ草本のみとなる。この時

期を開花からみた秋の目安とみることができる。この時期に開花する種の例はヨシア

ブラ,セ ンダイ トウヒレン,キバナアキギリ,タ マブキ,キ ッコウハグマなどである。

4 果実・種子の散布

早くも春 (晩春)の うちに,果実 。種子の散布が見られる。当然早春に開花する種

で,カ タクリ,シ ロヤナギ,ヤ マナランなどが例である。夏になると,数はかならず

しも多くはないが,多肉質の果実 (ベ リー)の散布がみられる。散布種数は夏の終わ

りに向かって減少の傾向を示すが秋に入って急激に増加し,H月 ,12月 に散布最盛期

月

図う 果実・種子の散布時期の種数頻度分布.黒は内数でべリータイプの果実をつける種
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を迎える。しかし,ベ リーに限っていえば, 9月 と10月 にピークがある。夏に散布す

る種の例はヒメオドリコンウ,カ スミザクラ,ヤマグワ,セ リバオウレン等,秋に散

布する例はサイハイラン,キ ブシ,ミ ツバアケビ,ブナ,ウ メモドキその他多数ある。

植物季節型の類型

これまでの検討から開葉,落葉,開花,散布の 4項 目についてそれぞれ次のような

季節区分が可能となった。開花以外に春と夏の細分はしていない。

開葉 :春 ,秋。

落葉 :春,秋,夏。

開花 :早春,晩春,初夏,盛夏,秋。

散布 :春 ,夏,秋。

表 1 植物季節型の区分

開 葉 落 葉 開 花
果実・種子
の散布 代 表 例

前年の秋 夏 早春 夏 ヒメオ ドリコソウ

晩春 秋 サイアヽイラン

春 夏 (一部春) 早春 春 カタ ク リ

夏 ヤマブキ ソウ

秋 早春 (開葉に先行) 春 シロヤナギ

秋 ンヽノキ

早春 夏 カス ミザ クラ

秋 ブ ナ

晩春 夏 ヤマグワ

秋 ミズキ

初夏 秋 ドクダ ミ

盛夏 秋 タラノキ

秋 秋 シラヤマギ ク

次年の春 早春 (開葉に先行) 夏 セ リバオウレン

晩春 秋 エビネ

夏 秋 ナツノ方ムラソウ

秋 秋 キッコウハグマ
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これらを組み合わせると,単純に計算して90の類型が可能であるが,表 1に示すよ

うな手順によって類型すると,実際に認められたのは17型であった。それぞれを仮に

代表的な種の名称で呼ぶと次のようである。

1)ヒ メオ ドリコソウ型 秋に葉を開き,年を越して早春に開花,夏には枯れる。

散布も夏。越年草。人里植物さらには帰化植物の可能性がある。すくなくとも当調査

の対象となったものはそうであった。

2)サイハイラン型 1)に似るが開花は晩春,散布は秋。生育地は林内で明らか

に違っている。

3)カ タクリ型 早春に葉をひらき開花して晩春には種子を散布する。葉も晩春か

ら初夏には枯れてしまう。すべて多年生草本植物。きわめて短い活動期間と長い休眠

期間を持つもので,一般に早春季植物として知られている。

4)ヤマブキソウ型 3)に準じるが散布が夏にずれ込む。多年生草本植物。

5)シ ロヤナギ型 早春,葉の展開に先だって開花する。果実はきわめて短期間に

成熟し,春のうちに種子が散布される。落葉は秋。主として木本,ま れに草本。

6)ハ ンノキ型 5)に似るが果実の成熟はおそく,秋に散布。

7)カ スミザクラ型 早春,葉におくれるか同時に開花する。果実の成熟は比較的

早く,夏には散布される。ベリーが多い。秋に落葉。

8)ブナ型  7)と 似た経過をたどるが果実の成熟はおそく,散布は秋になる。

9)ヤマグフ型 晩春に開花,夏には散布される。葉は春展開,秋落葉。

10)ミ ズキ型 晩春に開花し,散布は秋になる。春開葉,秋落葉。

H)ド クダミ型 春開葉,初夏に開花。散布は落葉と共に秋になる。

12)タ ラノキ型 春開棄,盛夏に開花。散布は秋,落葉も秋。

13)シ ラヤマギク型 秋に開花し,秋の終わ りまでには種子は成熟し,散布される。

主として草本植物。葉は春に展開,秋に落葉。

14)セ リ′ミォゥレン型 春に開いた葉は年を越 し,翌年春に新しい葉が出た後で構

れる。その意味で常緑性に準じるが,翌春の葉は普通傷みが激しく,常緑性の葉の機

能を十分に果たしているとは考えにくい。早春に開花,夏に散布。

15)エ ビネ型 葉の経過は14)に準じる。晩春に開花,秋に散布。

16)ナ ツノタムランウ型 葉は14)に準じるが,夏に開花,秋に散布。
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17)キ ッヨウハグマ型 葉は14)に準じるが,秋に開花,秋に散布。
これらの区分に従って,当調査で開葉,開花,散布,落葉の時期を把握し,これま

での解析の資料とした全種を表 2に示した。なお本報では常緑植物は取 り上げられて

いない。比較するには余りにも少数に過ぎたことと落葉期を把握することが難しく,

資料として不完全だったことによるが,表 2には少数の常緑植物と腐生殖物の知見も

示されている。

表 2 植物季節型ごとに示した調査種とそれぞれの開葉,落葉,開花,果実・種子散布時期
時期は半月ごとの月で示されており,例えば, 6は 6月 後半を6.5は 7月前半をさす。
マイナスは前年にさかのぼった月をあらわし,た とえば,-3は 10月前半をしめし,12
をこえる数は次年へのずれ込みをあらわす

植物季節型の区分および種名   開葉月 落棄月 開花月   散布月

I 秋開葉―(越冬)一夏落棄型
A.早 春開花―夏散布型…ヒメオ ドリコンウ型
タチイヌノフグリ       ー1.5
ヒメオ ドリコソウ        ー3
ヤエムグラ             ー2
オニタビラコ            ー4
ハルジョォン          ー4
B.晩 春開花―秋散布型……サイハイラン型
サイハイラン               ー4
1.春 開葉型
A 夏落葉―早春開花型
1.晩春散布型………カタクリ型
カタクリ               3
キクザキイチゲ          3
2 夏散布型……ヤマブキソウ型
ツルカノコツウ          3.5
ムラサキケマン           3
コンロンソウ          3
ヒメフタバラン          3.5
ヤマブキソウ            3
マルノミダヶブキ           3
B.秋 落葉型
1 早春開花型 (開葉に先行)
a.晩 春散布型………シPヤ ナギ型

フキ                   3.5
ヤマナラツ             4
ンロヤナギ             4
バッコヤナギ            4
ハルニレ               4
キツネヤナギ            4
b.秋 散布型…… ハンノキ型

キブッ

ツノハンノミミ

アサ ダ
ハンノキ

ヤマハ ンノキ

12           3.5

11      3.5
11      3.5
11      3.5
11      3.5
12          3.5

11

11

11

11

12

10

11

12

12

12
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植物季節型の区分および種名 開葉月 落棄月 開花月 散布月

2.早 春開花型 (開葉が先行するか同時 )
a.夏 散布型…カス ミザクラ型

マキ ノス ミレ           3.5
アズマヒガン           3.5
ヤマウグイスカグラ         3.5
ナガハシス ミレ          3.5
タガネ ツウ             3.5
モ ミジイチゴ           3.5
ヒ トリシズカ            3.5
トリガタハンショウヅル       35
ウワミズザ クラ               3.5
カス ミザ クラ            4
b.秋 散布型…… ブナ型

ミツノミァヶビ            3.5
オオバ クロモジ           4
ズ ミ                     3.5
イ ヌブナ               4
ナナカマ ド            3.5
クサ ノオウ            3.5
ブナ                 4
トウゴクミツバ ツツジ        4
チ ゴユ リ              4
イヌシデ               4
イタヤカエデ             4
ヤマブキ              4
ハ ウチ ワカエデ           4
ケヤキ               45
ヒゴクサ               3.5
3 晩春開花型
a.夏 散布型…… ヤマグワ型

ヒメシャガ
ニガイチゴ

ヤマグワ

ヒメコウブ

b.秋 散布型………ミズキ型
カザグルマ

サ ンショウ

ツ リノミナ

コゴメウツギ
ハナイカダ

ヤブデマ リ

ザイフ リボク

ホ ウチ ャクソウ

カマツカ

オニグル ミ

ミズキ
ニツキギ

タニウツギ

ヤグルマツウ

ミヤマナルコユ リ

マルバアオダモ

コハ ウチ ワカエデ

ミヤマガマズ ミ

12

10

11

12

11

12

10

11

10

11

12

11

11

11

11

13

11

11

11

11

11

12

12

11

13

11

12

11

11

11

11

11

11

11

11

11

10

10

11

11

11

10.5

11

10

11

11

11

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4.5

4.5

4.5

4.5

5

4.5

4.5

5

5

5

4.5

4

4

4.5

5

4.5

5

6

6

6

6.5

6.5

7.5

7.5

8

8

9

9

10

10

11

11

11

11

11

12

12

12

12

12

13

7

7

7

8

8.5

9

9

9

9

9

9

10

10

10

10

10.5

4

4

4.5

4.5

3

3.5

3.5

3.5

4

4

4

3.5

4

4

4

3.5

4

4

3.5

4

4

4
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植物季節型の区分および種名 開葉月 落葉月 開花月 散布月

サラサ ドウダン

ナツハゼ

ツクハネ

オオモ ミジ

ウリハダカエデ

キ リ

ホウズキ

オ トコヨウデメ

ノイバ ラ

フジ

ホタルブクロ

アオハダ

クマノ ミズキ

ソ′ミナ

ガマズ ミ

エゴノキ

ンラキ

クリ

スス ビ トハギ
コバギボウシ

エ ゾアジサイ

ドクダ ミ

ツユ クサ

オカ トラノオ
ハエ ドクソウ
マタタビ

ウメモ ドキ

ミツノミ

ムラサキツキブ

リョウブ

ネジキ

イイギ リ

ヤブカンゾウ

ヤブレガサ

アカメガシワ

クルマユ リ

メ歩カラコウ

アフブキ

タラノキ

4

4

4

45
4.5

b

3.5

3.5

3.5

4.5

3

3.5

5

4

3

4

4.5

11

11

11

11

11

10

11

11

12

11

7.5

11

11

10

11

11

11

11

10.5

10

11

11

10.5

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11.5

11

11

11

11

11

11

11

12

12

11

11

12

6

6

6.5

7

5.5

5.5

5.5

6.5

7.5

7

6.5

6

7.5

6.5

6

6.5

6

5.5

5.5

6.5

5.5

5.5

6

6

7

7.5

7

7

6.5

7

7.5

8

8

8

7.5

8

7

7

7

8

7

12

12

12

12

12

12

13

13

14

14

7.5

9

9

9.5

10

10

10

10

10.5

11

11

11

11

11

11

11

11

12

12

12

12

12

13

13

9

9

9.5

10

10

10

11

11

11

11

11

12

12

12

12

12

4.初夏開花―秋散布型―ドクダミ型
3.5

4

4.5

3.5

4

4

4.5

4.5

4

3

3.5

3.5

4

4

4

4

4.5

3.5

4

4

4

4.5

ヤマウルシ             4
ヤブムラサキ            4
5.盛 夏開花―秋散布型…… タラノキ型

カラハナ ソウ            3.5
ナガバ ノコウヤボ ウキ       3.5
ホツソジ              4
ミズ ヒキ             4
ヤマジノホ トトギス         4
カノツメソウ           3.5
ウマノミツバ            3.5
ノ リウツギ              4
オクモ ミジハ グマ           4
バイカツツジ            4
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仙台城址およびその周泌地域の植物

植物季節型の区分および種名 開葉月 落葉月 開花月 散布月

ススキ

カラスザ ンシ ョウ

ヌルデ

テンニンソウ

ツクシハギ
″ヽ リギ リ

イタ ドリ

クズ

オオバ コ

エビネ

アズマナルコ

ミヤマシラスゲ

ョッ′ミムグラ

ナ ツノ方ムラ ソウ

アイノミッゥ

キ ッコウハグマ

腐生植物

ギンリョウソウ

シャクジ ョウソウ

常緑植物
アオキ

ヤブツバキ

ヤブラン

ヒメヤブラン

シロダモ

アカマツ

ヤブコウジ

オモ ト

オオバジャノヒゲ

ジャノヒゲ

4

4.5

4

3.5

4.5

4

4

5

4

4

3

3.5

3.5

3.5

4

4

3

3.5

3.5

4

12

12

11

11

11

10

11

11

10

11

11

11

11

11

11

11

11

11

12

11

14

16

16

16

18

17.5

16

16

16

14

16

16

16

8

9

8.5

9

9.5

9

9

8.5

8.5

8.5

9

8.5

9

9

3

3

3

3.5

3

5

4.5

4

4

5.5

7

7.5

10

5

7

4

3

7.5

7.5

10.5

5

7

6

7

8.5

12

12

12.5

13

13

14

14

14

10

10

11

11

11

11

11

11

12

12

12

12

6

6.5

6.5

6.5

6.5

10.5

11

12

14

10

10

14

12

8

9

19.5

9.5

13

16

16

23

17.5

11

16

16

6.秋開花一秋散布型……シラヤマギク型
ツルニンジン

コンアブラ

イヌヨモギ

センダイ トウヒレン

オオバ ショウマ

キバナアキギ リ

ミブツ′ミ

ヨ シ

タマブキ
シラヤマギク

アキノキリンソウ

オヤリハグマ

C.次 年春落葉型

アズマスゲ

ヒカゲスゲ

ミヤマカンス ゲ

セ ン トウソウ

セ リ′ミォ ゥ lノ ン

1.早春開花―夏散布型………セリ′ミオウレン型

2 晩春開花―秋散布型…… エビネ型

3.5

3.5

4.5

3.5

4

4.5

4.5

3.5

3.5

3.5

3.5

4

3 夏開花―秋散布型…… ナツノタムラソウ型

4.秋開花―秋散布型…… キッコウハグマ型

5

6
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Ⅳ.仙 台城址およびその周辺地域の植生

内 藤 俊 彦
*・

持 田 幸 良
**

は じめ に

仙台城址とその周辺地域は青葉山丘陵の東端に位置し,広瀬川の川末の海抜20mか

ら青葉山の山頂 144.4mを最高点とする地域で,地形的には,大きく三つに分けられ

る。広瀬川に接した東側部分は平坦な河岸段丘となっており,こ れに続 く西側の北側

部分は一段高い平坦地であ り,こ の平坦地の南側は比高約70mの丘陵地となっている。

この地域の藩政時代の土地利用は,前者の平坦地には、三の九および重臣の武家屋敷

とされており、後者の平坦地は二の丸として,仙台城主の居城として利用されていた。

高台の部分は東側は本丸に利用され,西側は御裏林として,仙台城の防御のために,

樹木の伐採は禁止され,人々の出入 りは厳重に禁止されていた。この御裏林を除いて

は,本地域は1600年に仙台城築城が開始されて以来,人為の影響を強 く受けている。

御裏林は東北大学理学部附属青葉山植物園として受け継がれ,1960年に東北大学理

学部附属植物園となった。1972年には国の天然記念物「青棄山」に指定され,今 日に

至っている。

植物群落の類型

植物園内の植物群落については,すでに Suga、vara(1969)に よって調査されてい

る。この結果,モ ミーイヌブナースズタケ群落,モ ミーアオキーヤブコウジ群落,モ

ミーコナラークリ群落, コナラークリーヤマツツジ群落,ア カマツーコナラースエコ

ザサ群落,ア カシデ群落,ス ギ植林の 7群落が区分されている。

今回の調査では,Sugawara(1969)の 調査域より広い地域について調査した。 そ
の結果,表 1に示すような植物群落を認めた。即ち,モ ミーイヌブナースズタケ群落 ,

*東
北大学理学部附属植物園
十*東
北大学理学部附属八甲田山植物実験所
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表 1.

A:ヨ シ群落
B:ヨ ンーカサスゲ群落
Ciミ ブツバ群落
D:ス スキ群落
E「 シロヤナギ群落

仙 台 城

仙台城址およびその周辺地域の植物

F

G
H
I

J

址 域 の 植 物 群 落 の 種 組 成

オニグルミーアズマネザサ群落     K:ス ギ植林
アカマツーコナラースエコザサ群落
コナラークリーヤマツツジ群落
モミーイヌブナースズタケ群落
モミーヤブムラサキーキッコウハグマ群落
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仙台城址およびその周辺地域の植物
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‖   .   .   .   .   .   ・   .   .   .   ●   ●  |12 ,.   .   .   .   .  4.   .   ,  1.2 ,,2  .  , 2 ,.2 ,,  ,.2  ,

S . . . . . . . . . ・  ・ ・  ・  ・  ● ● ● ● ● 4,2 . . . |. . . . .
‖ . . . . . . . . . ● 

・● ● ● . Ⅲ. . ・ . . . ,・  . . . |. . . ・
‖ . . . . . . . . . 2,34. . . . ・ ・ ・  ・  ・ ・ 1, 子. . |. |. ,. . .
S . . . . . . . . ・ ・ や・ |・  ・ . .|. . . . . .1・ 2. .|. . . .
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‖ . . . . . . . . . ●

'| 
● ● .|. . . . . . .|. .|.|. .|. ・

門   .   .   .   .   .   ●   ●   ●   ●   ●  ◆●   ●   ●  |.   .   .   .   .   ・  1・ 2 1.2  .  1.   .   .   .   .   .

珈
　
伊

殉朔
　
朋
」

―-139-―



仙台城址およびその周辺地域の植物
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S . . . . . . . . .|| ● ● ● |. . . . . .|. , , , ,4・  . . ・
‖ . . . . . . . . . ● ● ● ● | ● ● ●
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● ● ● ● ● ● ● ● ●2.2. . . . . ● ● ● ● ● ● ● ● ● |・  . . .
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階層

H . . . . . . . . ・  | ●
H . . . . . . . . . ● ●
H . . . . ・ . . . . ● ● ● ● ● | ● ●
H. . . . . . . . .・ ・  ・  ・  ・  . . . . .
出 . . . . . . . . .3.

円 . . . . . ● ● ・  ・ ・
S . . . . . . . . . ● ● ● ● ● ・  ・  ・  ・・ ・・・

 ・  ・

H . . . . . . . . . .
Tl . . .. . . . . ● ● ● ● ● ・ ・ ・ ・ ・ ・
T2. . . . . ● ● ● ● ・ ・ ・  ・ ・ ・  ● ● ● ●
S . . . . . . . . . ● ● ● ● ● ●
‖ . . . ・ . . . . . ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
‖ 。 . . . . . . . . ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
T2. . . . . ● ● ●・● . . . . . ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ・ ・  ・  ・

S . . . . . . . . .・ ● ● ● ● . . . . . ● ● ● ● ● ・  ・  ・ ・  ・
Tl . . . ・ . . . . ● ● ● ● ● ● ● | ● 1 0 1● 1 ' , ・ . . ・ ・  ・
T2. . . . . ● ● ● ● 1.1. . . . . ・ . . ● 1'1●  . . . . . ・ ・
門 . . . . . ● ● ● ● ● | ● ●Ⅲ● . . . . . ● ● ● ● ●・● ● ・ ・
H 。 . . . . . . . . ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●・ .|. 、 . .
‖ . . . . . . . . . ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ・・ .|. . . .
S . . . . . 。 . . . ● ● ● ● ● ● ● ● ● ・  ・  ・  ・  ・・ . . . . .
‖ . . . . . . . . . ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ・  ● ● 4. .

H 。 . . . . . . . . ● ● ● ● ● ● ● ・● 1.2 . .
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‖ . . . . . . . . . ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● |●
‖ 。 . . . . . . . . ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● |●
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モミーヤブムラサキーキッコウハグマ群落, コナラー クリーヤマツツジ群落,ア カマ

ツー コナラースエコザサ群落,ア カンデ群落, シロヤナギ群落,オ ニグル ミーアズマ

ネザサ群落,ス ギ植林,ス スキ群落, シバ群落, ヨジ群落, ヨシーカサスゲ群落, ミ

ブソバ群落の13群落と樹園地の14型に区別 した。

1.モ ミーイヌブナースズタケ群落

モミーイヌブナースズタケ群落は,種組成的にはモミーヤブムラサキーキッコウハ

グマ群落と類似しているが,イ ヌブナ, コハウチワカエデ,シ ラカシ,ウ スノキを合

むことで区別された。この群落の高木層は樹高30m,胸高直径約90c mに達するモ ミ

を主体とし,イ ヌブナ,コ ナラ,カ スミザクラ, ウリハダカエデ,イ イギリなどから

なっていた。亜高木層はアカガシ, シロダモ, シラカシ,イ ヌブナ,モ ミ, コハウチ

ワカエデなどからなり,常緑広葉樹と落葉広葉樹が混生していた。モミの優占度は極

めて低いものであった。低木層はスズタケ,ア オキ,イ ヌツゲ,マ ンサク, ウメモ ド

キなど構成種が少ないことが特徴であった。これはスズタケの優占度が極めて高いこ

とが原因であろう。草本草にはヤブコウジ, ヒメカンスゲ,ア オスゲ,セ リバオウレ

ン,チ ゴユリ,ウ スノキなどが生育し,モ ミの稚樹も僅かではあるが生育していた。

この群落は Sugawara(1969)お よび菅原 (1978)の モミーイヌブナースズタケ群

落に相当するものである。吉岡 (1952)は モミーイ ヌブナーアズマネザサ群落を宮城

県の丘陵地の気候的極相林としているが,菅原 (1978)は この群落を植物園域の気候

的極相林であると報告している。この群落は仙台城l■自然環境調査地域の丘陵地の斜

面中部から尾根にかけて成立する森林であると考えられる。

2,モ ミーヤブムラサキーキッコウハゲマ群落

モミーヤブムラサキーキッコウハグマ群落は,日U述のモミーイヌブナースズタケ群

落とはヤブムラサキ,ネ パミモチ,キ ッコウハグマ, コチヂ ミザサ,バ イカツツジ,

タチツボスミレ,ヒ メヤブランなどが生育 していることによって,区別することがで

きた。この群落も前述のモミーイヌブナースパポケ群落と同様に高木層は 25‐ 30mの

樹高をもち,胸高直径 50 90cmの モミが優占していた。そのほかにはイイギリ, ミズ

キ,イ ヌシデ,ケ ヤキなどが混生し,イ ヌブナを欠いているのが特徴であった。亜高

木層はアカシデ,ウ リハダカエデ, コシアブラ,タ カノツメ,シ ラキなど落葉広葉樹

が多くみられるが,シ ロダモ,ア カガシなどの常緑広葉樹の出現や優占度が低いこと
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も特徴であった。低木層はアオキ,バイカツツジ,ヤ ブムラサキ,ア ブラツツジ,イ

ヌツゲなどが見られた。また,ス ズタケの比較的多 く生育している場所もあった。草

本層はチゴユリ,ヤ ブコウジ,ォ ォバジャノヒゲ,キ ッコウハグマ, コチヂミザサ ,

タチツボスミレ, ヒメヤブランなどが生育していた。

この群落は イヌブナが 出現せず,ア オキ,ヤ ブコゥジが優占する ことが多 く,

Sugawara(1969)お よび菅原 (1978)がモミーアオキーヤブコウジ群落として区分

した群落に相当するものと考えた。 Sugawara(1969)お よび菅原 (1978)では,ア

オキ,ャ ブコゥジを群落区分に用いているが,今回の調査では,ア オキ,ヤ ブコウジ

ともにモミーイヌブナースズタケ群落にも出現しているので,群落の区分種としては

ヤブムラサキ,キ ッコウハグマを取 り上げた。

3.コ ナラークリーヤマツツジ群落

コナラークリーヤマツツジ群落は,高木層には樹高20m,胸高直径 20 30clllの コナ

ラが優占し,カ スミザクラ,ク リ,ア カンデ, コシアブラ,ウ リハダカエデなどから

なる落葉広葉樹林であった。亜高木層はマンサク,ア オハダ, コシアブラ, ウワミズ

ザクラなどからなり,時にイヌブナ,モ ミなどを含んでいた。低木層はヤマツツジ,

スズタケ,モ ミ,ア オキ,′ミィヵッッジなどからなっていた。草本層はヤマツツジ,

アオキ,イ ヌツゲ,チ ゴユリ,タ チツボスミレ,オ クモミジハグマ, ウスノキ, ツク

バネンウなどが生育していた。この群落では時にモ ミが高優占度で出現していること

が特徴的であ り,ま た,イ ヌブナが出現している林分が認められることも特徴であっ

た。

この群落は宮城県内の丘陵地の二次林として一般的なものである。モミーイヌブナ

ースズタケ群落やモミーヤブムラサキーキッコウハグマ群落が伐採などの人為的撹乱

を受けて成立したものである。

4.アカマツーヨナラースエコザサ群落

アカマツー コナラースエコザサ群落は樹高18m,胸高直径約40clllの アカマツが高木

層で優占し, コシアブラ,ウ リハダカエデ,ホォノキ, ミズキなどが混生していた。

亜高木層はモミ,タ カノツメ,コ ナラ,ハ ウチワカエデ,シ ラキ,カ スミザクラ,ヤ

マウルシなどが生育していた。低木層にはスズタケ,ス エコザサが優占していた。そ

の他の構成種としては,モ ミ,ツ クバネ,イ ヌツゲ,ヤ ブムラサキ,ア オキ,ヤマツ
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ツジ, コゴメウツギなどがあった。草本層はヤマツツジ,スエコザサ,アキノキリン

ソウ, ヒメシャガ, ヒメヤブラン,タ ガネソウ,シ ュンラン,チ ゴユリ,タ チツボス

ミレなどが出現していた。また,時にセンダイザサが比較的高い優占度で出現するこ

とがあった。

この群落も前述のコナラークリーヤマツツジ群落と同様に人為的な撹乱を受けた後

に成立したものであり,土壌が浅く乾燥 し易い尾根や斜面上部に発達する。

5,ア カシデ群落

アカシデ群落ではアカンデとアカマツが高さ20mほ どの高木層を形成するが,ア カ

シデが優占し, コナラ,ヤ マモミジなどを混生していた。亜高木層はアカシデ,ヤ マ

モミジ,タ カノツメ,ヤ マウルシなどからなっていた。低木層はスズグケが優占し,

ヤマツツジ,バ イカツツジ, トウゴクミツバツツジ,ホ ツツジなどツツジ科の植物が

比較的高頻度で出現した。草本層はウスノキ, ヒメヤブランなどが出現するが,植被

率は低かった。

この群落は岸壁など急崖と斜面との変換点付近および急な露岩地などに成立 してい

る。

6.シ ロヤナギ群落

シロヤナギ群落は樹高 16m,胸高直径約 50clllの シロヤナギが高木層を形成 してい

た。これにオニグルミ,ユ ウキンダレが混生していた。亜高木層はオニグルミ,ニ ワ

トコ,エ ノキなどからなっていた。低木層はアズマザサ,ア パマネザサが優占し,イ

タドリがわずかに混生していた。草本層はコハコベ,カ モガヤ,ヤ ブタビラコなど数

種が出現していた。

この群落は河辺の氾濫原に成立している群落である。

7.オニグルミーアズマネザサ群落

オニグル ミーアズマネザサ群落は樹高 16m,胸高直径約 30clllの オニグルミが高木

層で優占し,亜高木層はミズキ,ケ ヤキなど小数の樹木からなっていた。低木層はア

ズマネザサが優占し,オ ニグルミ,イ タヤカエデ,エ ノキ,サ ンショウなどが出現し

た。草本層はオオバジャノヒゲ,チヂ ミザサ,カ キ ドオン,ラ ショウモンカズラ, ツ

ユクサなどからなっていた。

8,スギ植林
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スギ植林は高木層が樹高28mに達し,胸高直径は約60clllであるスギが優占し,イ イ

ギリが僅かに混生していた。亜高木層はシロダモ,ア ワブキ,ィ タャヵエデなどが優

占度少なく出現した。低木層はアオキが優占し,サ ワフタギが僅かに見られた。草本

層はヤブヨウジ, ミブシダ,ア ォキ,サヵゲイノデ,テ ンニンソウ,キバナアキギリ,

ジュウモンジシダ, ウワバ ミソウなど陰地で湿った場所を好む植物が多く出現してい

た。この群落にはモミ, コナラ,ア カマツなどを含む,ス ギの生育の悪い林分も認め

られた。

9.ス スキ群落

ススキ群落は草高 1.5mで,ス スキが優占し, ヨモギ,ゲ ンノショウコ,コ ウブリ

ナ, ヒメジョオンが出現し,蔓植物のツルマメが高優占度で出現した。このススキ群

落は東北地方の山地帯によく発達するいわゆるススキ草原とはことなり,ノ ハナショ

ウブ,ヤ マハギ,ノ ギラン,ア キタブキなどを含んでいない。かつて住宅地として利

用していた場所が放棄された後に成立した群落であ り,人為の境乱が強いところであ

る。

10.シ バ群落

シバ群落はシバが優占し,シ ロツメクサ,ス ズメノヒエ,カ タバ ミ,ム ラサキサギ

ゴケ,オオチ ドメ,チチコグサなどからなっていた。この群落は刈取 りや踏みつけな

どの人為の影響を強く受けていた。そのために群落高は10clllに満たないものであった。

11.ヨ シ群落

ヨシ群落は群落高3.5mで植被率100%,ヨ シの単純群落であった。

12.ヨ シーカサスゲ群落

ヨシーカサスゲ群落は2.5mの草本層第一層にヨンが優占し,その植被率は100%を

示 していた。その下層に草本層第二層が草高80clllで成立 しており,こ の層を構成する

植物はカサスゲ, ミズ′ミショゥ, ミブンバの 3種であった。この群落を構成している

ミズバショウは,植物園の湿生植物実験池に植栽された ミズバショウの流水によって

運ばれた種子から発生した個体である。

13.ミ ゾソバ群落

ミブソバ群落は 卜1.2mの群落高を持つ草本層単層の群落であり, ミズバショウが

優占し, ミブソ′ヽ,タ ネツケ′ミナ,ヒ メヘビイチゴ,ア シボソ,キ ツネノボタン,セ
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りなど,湿った場所に生育する植物から構成されていた。この群落を構成するミズバ

ショウも前述したヨシーカサスゲ群落を構成していた ミズバショウと同様に,植物園

の湿生植物実験池に植栽されたミズバショウに由来するものである。

14.樹園地

樹園地は植物群落とは言い難い樹木の植栽地であり,メ タセコイアの並木,サ クラ

類の並木,緑地公園のように種々雑多な樹木や草本植物が植えられている場所と定義

した。ここにはハクモクレン,メ タセコイアやソメイヨンノをはじめとする種々のサ

クラ類, コウヤマキ, トチノキ, ツバキ類など多 くの樹木が植栽されていた。

現存植生 の分布

仙台城址およびその周辺地域について,14型の植物群落を区別し,これらの群落の

分布状況を,現存植生図として図化した (附図)。

モミーイヌブナースズタケ群落は,天然記念物「青葉山」地域の北側部分,竜の日

渓谷側および竜の口渓谷の支流である万助沢の斜面などに分布し,調査地域内で広い

面積を占めていた。

コナラー クリーヤマツツジ群落は,天然記念物「青葉山」地域の中央を貫通してい

る市道とモミーイヌブナースズタケ群落との間に帯状に分布していた。アカマツー コ

ナラースエコザサ群落は調査地の中央部の尾根に沿って,帯状の分布を示した。アカ

シデ群落は竜の口渓谷の谷壁に沿って幅狭い分布をしていた。シロヤナギ群落は調査

地の東端に位置する広瀬川の河辺に,細長 く帯状の分布をしていた。オニグルミーア

ズマネザサ群落は,残飯沢に沿って帯状の分布をしていた。

スギ植林は天守台 (仙台城本九)を中心とした部分と天然記念物「青葉山」のカタ

クリ道と中の坂にまたがる地域に分布していた。

ススキ群落はかつての住宅跡地に分布していた。シバ群落は植物園の見晴らし台 ,

前庭,東北大学文科系学部,教養部,官城県スポーツセンターなどの建物の周辺など

に分布していた。ヨシ群落,ヨ シーカサスゲ群落およびミブツバ群落は,二の九跡の

中島池跡 (植物園内を流下する本沢の下流部)に認められた。樹園地は青棄山公園 ,

文科系学部,教養部,官城県立仙台第二高等学校などの公園や建築物の周辺に見られ

た。
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V.仙台城址およびその周辺地域の地形
と植生の立地

田村俊和
*・

宮城豊彦
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小岩直人
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三浦 修
***・

菊池多賀夫
器*

は じめに

仙台城址およびその周辺地域について,水および土壌物質の現在進行中の移動をも

含む “地表面の動態"を空間的にとらえ,さ らに植生の立地としての地形を考察する

ため,微地形スケールの地形・植生の調査を行った。まず,対象地域のほぼ全域にわ

たって,地形学的背景を把握するため,主 として空中写真判読による地形分類 。図化

を行い,さ らに植物園内の 2か所において,簡易測量を含む,よ り詳細な微地形 。表

層物質などの観察を行った。一方微地形単位ごとの植生調査を行こない,模式的な一

小流域で,高木個体の分布と1973年から1989年までの16年間における生長量を,微地

形単位との関連で検討した。

仙台城址および竜の口峡谷―帯の微地形

縮尺約8,000分 の1の空中写真 (1975年撮影)を判読し,一部現地調査で補って,

縮尺2,500分の 1地形図を基図とする調査地域の微地形スケールの地形学図 (図 1)

を作成した。微地形分類は主として田村 (1987)に従い,現地の状況にあわせて一部

修正した。

稜線部には,中期更新世の河成堆積物 (青葉山層 ,中川ほか,1960)の堆積面 (青

葉山面)に起源をもつ,頂部緩斜面が広がっている。青葉山面は 4面に細分されるが

(た とえば中田ほか,1976),そのうち青葉山正面 (青葉山ゴルフ場など,海抜175m

内外),同 Ⅲ面 (東北大学工学部や理学部附属植物園見晴台など,海抜150m内外),

およびⅣ面 (植物園内北側の支稜線上や青葉城天守台など,海抜120m内外)が,図
*東
北大学理学部地理学教室

**東
北学院大学文学部地理学教室

***東北大学理学部附属八甲田山植物実験所
****東北大学理学部生物学教室
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図 1 仙台城址およびその周辺地域の地形 (主として微地形スケールの地形学図)

[斜面]
1 頂部 (緩)斜面, 2 谷壁緩斜面 (一部段丘状), 3 上部谷壁斜面, 4 谷頭凹地 ,

5 下部谷壁斜面 (きわめて狭い谷底面,水路を含む), 6 下部谷壁斜面の新期崩壊部 ,
7 麓部斜面, 8 地すべ り地, 9 表層崩壊地 .
[人工地形 ]
10 人工平坦化地 (A:自 然地形の特徴が残っているもの,Ar:自 然地形の特徴がほと
んど失われているもの).

[河成段丘面]
■ 青葉山正面,12 青葉山Ⅲ面,13 青葉山Ⅳ面,14 Tc I面,15 Te I'面 ,

16 Te― Ⅱ面
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1の範囲に分布する (Ⅳ面を構成する礫層は,あ るいは後期更新世のものかもしれな

い )。

これら河成堆積面起源の地形は,本来かなり平坦であったと考えられるが,その後火

山灰に厚く覆われ,また寒冷期を含む長い間の削剥も受けているので,緩斜面化し,

さらに,植物園内などを除けば,いろいろな程度に人工改変を受けている (図 1の

A)。 しかし,原面のおおよその形態や高度の特徴は保たれているとみら淑′る。堆積

面起源の頂部緩斜面の延長上には被覆火山灰層がほとんど削剥されてしまった頂部緩

斜面があり,さ らにその先の多少やせた尾根の上に頂部斜面がある。前者は普通10°

以下の傾斜をもつが,後者の傾斜はときに20° を越す。頂部斜面の下方に接して上部

谷壁斜面および谷頭凹地があり,さ らにその下方に明瞭な遷急線を隔てて下部谷壁斜

面が位置して谷底面となるが,その地形や土壌の詳細は次項に記載する。ただ,こ こ

では,東西に伸びる主稜線をはさんで,北向き斜面が長く, したがってそこに支谷の

発達がよいことを指摘しておく。竜の回の支谷もはとんどが南から流入するものであ

り,工学部から天守台の頂部緩斜面群を開析する谷も,ほ とんどが北側 (川内側)へ

流れる。これは,基岩である鮮新世の仙台層群が,こ の地域では一般に北東に緩く傾

斜していることに関連したものであろう。

竜の日峡谷の両側には,いずれも小規模ながら, 3段の河成段丘面が認められる。

これら (高位から順に,Te I面 ,Te I'面,Te I面 とする)は,いずれも,“古

竜の口川"が現在の合流点付近で広瀬川に争奪される前,瑞鳳殿の南の風隙地形を通

って愛宕橋付近で広瀬川に合流していた当時の河床として形成されたものである。

Te正 面は,峡谷上流部で海抜110m内外,八木山橋付近で90～ 100m程度の高度をも

つ。これに連続する,瑞鳳殿南方の旧流路 (風隙)出 口付近にある段丘堆積物中の木

片が,25,605+2,015/-1,610y.BP(TH 094)と いう年代を示す (中田ほか,1976)。

この面は広瀬川の仙台上町段丘に対比される。八木山橋南にあるこの面の背後には,

削剥成の緩斜面が広がる。T← I'面は,八木山橋下流右岸で82m,天守台南東方で81

m程度の高度をもつもので,従来はTe正 面と混同されていた。T併正面は狭いなが

らも比較的よく連続し,工学部南側で約100m,万助沢合流点付近で90m,八木山橋

付近で75m内外の高度をとる。これは仙台下町段丘に対比される。一般に丘陵地の開

析谷の側面は遷急線によって上部谷壁斜面と下部谷壁斜面とに分けられるが (た とえ
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ば田村・阿子島,1986),竜 の口峡谷ではTe I面背後およびそれより高位の段丘崖

が上部谷壁斜面に相当し,Te―正面の下方が下部谷壁斜面にあたる。このような上部

・下部谷壁斜面と竜の口の段丘面との関係から,次項で扱 う植物園内なども含め,丘

陵斜面の各種微地形単位の形成年代が推測できる。すなわち,上部谷壁斜面や谷頭凹

地の原形は後期更新世 (と くにその後半,つ まり数万年前から 1万年前頃まで)に形

成され,それに対して下部谷壁斜面は完新世 (約 1万年以降)に発達 したものであろ

う。

竜の口峡谷の下部谷壁斜面は,さ らに上下に三分され,その下部,すなわち最も急

な峡谷壁は,下部谷壁斜面のうちでもとくに表層崩壊が激しい部分に相当する。ここ

は,一般に50° 以上 (と きに90° )の傾斜と30～ 50mの比高をもち,基岩の岩質の違い

が壁面の傾斜や微細な形態によく表れている。なお,天守台南側と瑞鳳殿北側には ,

やや深部にすべ り面をもつと思われる地すべ り状の斜面が認められる。

東北大学植物園内における微地形観察

図 1に位置を示した 2か所において,斜面の形状や土壌 ,表層物質の状態を詳しく

観察し,同時に斜面測量器TRS 20を用いて簡易測量を実施した。その結果を図 2～

4に示す。

1 北側小流域

図21,歩2は園内北西部の “最上古街道跡"の主稜線 (東西に伸びる)の北側に

位置する小支谷の流域の平面図および断面図である。この小流域は,最高点と最低点

との比高が約20mなのに対して,水平距離が約140mと 小さく,急斜面が卓越してい

る。以下,斜面区分図 (Morphological map,図 21)お よびそれを基に区分した微

地形単位 (図歩2に記入)に従って,断面図 (図 3)を適宜参照しつつ,記載を進め

る。

頂部斜面の中心部は数度～ 12° 程度の傾斜をもつ。そこの上壌は20～ 30ctll程度の厚

さをもち,乾いていて,その下位に風化礫が散在している。頂部斜面の縁辺部 (上部

谷壁斜面への移行部)では,傾斜が20° をやや上回るようになるが,土壌の厚さはあ

まり変わらない。上部谷壁斜面は,大半の断面で最大斜面が30° を多少上回る程度に

までなるが,土壌はなしろ頂部斜面よりやや厚くなる部分さえあり,降雨直後あるい
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図 21 植物園最上台地区の斜面区分図 (MorphO10gical map).
位置は図 1に示す
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は積雪時以外は,ふつう乾いている。ただし,上部谷壁斜面でも,谷頭凹地の背後の,

平面形が凹の最も奥よった部分 (谷頭急斜面)のみは,局部的に45° を越える,下部

谷壁斜面並みの傾斜をもち,土壌がきわめて薄い。しかし,そこでも基岩が露出する

ことはなく,厚さ数cmのA層がある。

この小流域の谷頭凹地は,流域全体が急傾斜であるためか,丘陵地一般の谷頭凹地

に比べて大きな傾斜 (20° 内外)を もつ。しかし土壌は比較的厚く,A層 (10cm以下),

B層 ,C層あわせて80～ 90cmに達する。B～C層中には,基岩の岩片が多い部分があり,

また埋没A層が認められることもあって,こ の谷頭凹地の上壌が主として崩積成であ

ることを示す。土壌断面の下部 (基岩の直上)は ,降雨後かなり日数を経ても湿って

いる。谷頭凹地の下流端 (水路の上端)は顕著な遷急線となっているが,その上側の

谷頭凹地底に,ま れに水が滲みだし,流れるような,ご く浅いリルがある。

谷頭凹地下端の崖 (水路上端の遷急線)は ,50° 近い傾斜と2m程度の比高をもつ。

その一部に湿った部分があり,そ こから水路が始まる。水路底は,平時でもかな り湿

っていて, しばしば水溜 りがあ り,不連続ながら,水流がみられることも多い。水路

の幅は lm以下で,その上端から十数 m下 り,右岸からの水路と合流するあた りから

下流には,渇水期を除きほば恒常的に水流がみられるようになる。こ少なると,水路

底には, しばしば基岩が露出した急流部が出現するようになる。

水路の両側には,長 さ,比高とも10m以下の下部谷壁斜面が位置する。下部谷壁斜

面の上端および下端は,それぞれ,遷急線,遷緩線で境される。この谷の各横断面で

の下部谷壁斜面の最急斜部は,ぶつう85° を越え, しばしば47° Vこ達する。そのような

急斜部でも,厚さ10clll程度の土壌をもつことが多く,その上壌はしばしば湿っていて,

また基岩との境界線が明瞭 (不連続)である。この湿った薄い土壌が基岩の上を滑 り

落ちると,そ こに基岩の露出した部分が生じる。平面形がやや凹の部分では,基岩の

風化層があって,土層がやや厚くなる。そのような所には,と きに,こ の小流域 とし

てはやや大型 (と 言っても,せいぜい深さ数十clll,土量数m3)の表層崩壊が発生 して

いる。

水路上流端から80mほ ど下ると,水路の両脇に幅 3～ 4mの谷底面が,連続的に出

現するようになる。谷底面をつくっているのは,厚 さ lm以下の,わずかに礫を含む

粘土質堆積物で,両側の下部谷壁斜面からの崩落物,お よびそれが水流で多少運搬さ
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図4 植物園竜の口地区の斜面区分図と地形学図 (右下)
位置は図 1に示す。凡例は図2と 同じ.ただし分水界は図示していない
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図5 植物園の竜の回地区の地形断面  断面測線は図 4に示す. i

れた物質から成り,常時きわめて湿っている。

2 南側上部谷壁斜面上の浅い凹地
図 4, 5は,植物園見晴台南側 (非公開地区)の ,竜の口峡谷左岸上部の小支谷の

平面図および断面図である。平面形は直線状,断面形はわずかに凸状の,全般にきわ

めて平滑な上部谷壁斜面に,わずかに凹型の,浅い谷頭凹地状の地形が刻み込まれて

いるが,40mほ ど下ると,その凹みも不明瞭になる。土壌は全般に厚く,降雨時など

を除き,乾いている。平面形,断面形の凹みが不粥瞭になった地点からさらに30mあ

まり下った上部谷壁斜面の途中に,平時でも水が滲みだしている地点があり,そ こか

ら斜面下方に,図 1で崖錐と分類した微地形単位に向かって,きわめて浅く細いリル

が連なっている。
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微地 形 と植物群 落

地表はさまざまな特性をもった部分に分化しており,微地形単位 (図22参照)は ,

そのように分化した各部分を類型的に把握 したものにはかならない。ここでは微地形

の分化を,立地の分化としてとらえ,それらがモミ林の部分的差異にどのように作用

しているかを検討した。

東北大学理学部附属植物園の北部,最上台から北に向かって展開する斜面にはモミ

林が比較的一様に拡がっている。この地域で微地形単位を区分し,個 々の単位ごとに

調査区を設定して種ごとの被度の評価を中心とする植生調査を実施した。被度の評価

は,調査面積に対する葉群の被覆面積の割合を,10%刻みの10段階で評価 した。調査

区は,微地形単位の形状にしたがってこれをはみ出さないように不定形にとり,かつ ,

おおよそ1004fの面積を越えるように設定した。一部では,一つの微地形単位がこの

面積を満たすほどの広が りがないことがあり,その際は,少なくとも504fの面積は越

えるようにとった。

微地形単位の区分はこれまでの記述にそっているが,谷壁斜面のうち,谷地形の最

奥部 に位置す る部分は谷頭急斜面 として独立の単位 とした。 この微地形 は

Tamura(1969)に よって認められ,後に,地形分類の一般化のためには しいて区別

する必要がないとして削除されたものであるが (田村 1974), 植生の立地 としては

特異性が指摘されている (三浦・菊地 1978)。

得られた資料は,DCA序列法によって解析 した。この方法は,環境の傾斜に従っ

て調査地点と出現種との間に一定の傾向があるとき,ま ず出現傾向に従って種を重み

づけし,重みづけされた構成種の集計から調査地点を重みづけし,重みづけされた調

査地点を種の出現地点について集計することにより摩たたび種の重みづけをする, と

いうように調査地点と出現種の傾向性を相互に補正することを繰 り返して,最終的に

正しい序列を双方について第 1軸以降複数の序列を得る。図 6は,調査地点に関する

最初の 2つの序列を座標軸にとり,微地形単位ごとの出現領域をみたものである。こ

れによると第 2軸については特に傾向は見いだせないが,第 1軸について,頂部斜面

。上部谷壁斜面,谷頭急斜面・谷頭凹地,お よび下部谷壁斜面が 3つのグループをな

して,こ の順序に並ぶ別々の領域を占めている。このことは,頂部斜面と上部谷壁斜
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図 6 DCA第 1および第 2軸に対する調査地点の分布
● :頂部斜面,○ :上部谷壁斜面,▲ :谷頭急斜面,△ :谷頭凹地, 日:下部谷壁斜面 .

面,谷頭凹地と谷頭急斜面との間には立地としての相違は認めがたく, 5型に区分し

て把握された微地形単位は,植物の立地としてみると3グループにまとめられること

を意味している。

頂部斜面は,谷地形の頂端部 (谷頭部)を とりまく馬蹄形の尾根の部分で,上部谷

壁斜面はその下部につながる部分である。この両者がひとまとまりの立地を形成して

いるが,上部谷壁斜面のうちの特定の一部というべき谷頭急斜面はこれらとは切瞭に

区分され,谷頭凹地とともに別の立地としてのまとまりを形成している。さらに下部

谷壁斜面が,ま た別の立地をなしている。

表 1は調査林分の組成表である。この表では,林分 (横 )と種 (縦)はそれぞれの

DCA第 1軸のスコアに従って配列されている。

DCAの方法からして,立地の相違は,それぞれの立地から抽出された植物群落の

組成的相違と表裏の関係にあるはずである。その点は,DC▲ のスコアが小さいもの

から大きいものへと順次,頂部斜面 。上部谷壁斜面にのみ見られるものから全体に出

現するものにかわり,最大のスコアをもつ種は下谷壁斜面に結びつくというように,

一連の傾向を示して配列されているところに表れている。頂部斜面と上部谷壁斜面に

結びつく種にはモミをはじめイヌブナ,ア カマツなどが高木層に見られる。そしてこ

れは,他の 2つの立地には久けており, コハウチフカエデ,マ ンサク,シ ラキ,夕 力
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表 1 調査林分の種組成 表中の数字は10段階で示した被度パーセント.林分,種ともにDCA第 1軸のス

コアにしたがって配列されている。Tu:高木層,Tl:亜高木層, S:低木層,H:草本層.CS:頂部

斜面,USS:上部谷壁斜面,HMW:谷壁急斜面,HH:谷頭凹地,LSS:下部谷壁斜面.出現 1回の種

は省略 .

地点番号 14 20

微地形   CS CS
DCA値  0 29

種    名     階層 DCA値

12

CS

42

10

CS

58

19

USS

62

13

CS

74

11

USS

79

２２

ＵＳＳ

８７
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■H

147
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臣H

189
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5

lH

〕25

9
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!41

16

1 ヽIW

,33

８

」Ｓ

　

３５

25

LSS

〕93

7

LSS

アカマツ      Tu
ヨハウチワカエデ  Tl
バイカツツジ    S
キッョウハグマ    H
マンサク      Tl
シラキ       TI
ウゴツク́ ネ`ウツギ  H
タカノンメ      Tl
モミ           Tu
ツルアジサイ    Tu
アォ′ヽダ      TI
ウフミズザクラ   Tl
イスブナ       Tu
ネズミモチ      S
ヒサカキ      S
アラカシ      S
ヤブコウジ     H
ナラインダ     H
ウメモドキ     S
チゴユリ       H
ユズリハ      S
ヨンアブラ      Tl
オヤリハグマ     H
ミツパアケビ    S
シャノヒゲ     H
スズタヶ       S
シPダモ       Tl
ヒメカンスゲ    H
モミジイチゴ    H
ハリガネフラビ    H
アカガシ      ■
ハウチフカエデ   TI
イスツゲ     S
アカンデ       TI
シラカシ      S
アオキ        S
アフブキ       Tl
ニフトコ     H
オクモミジハグマ   H
タチツボスミレ   H
オオモミジ      TI
ミブシダ       H
イイギリ      Tu
ミヤマカンスゲ    H
イタヤカエデ    Tl
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ノツメ,ア オハダなどの亜高木層の種 も同様に頂部斜面 と上部谷壁斜面に出現 して他

の立地に欠けている。一方,谷頭凹地 と谷頭急斜面では,後者の一部にみられるイイ

ギ リのほかには高木層の種がな く,亜高木層にしてもコシアブラ,ア カガシ,ハ ウチ

フカエデ,ア フブキなど,頂部斜面 ,上部谷壁斜面 とも共通の種が少量出現するにす

ぎない。おなじように両者に共通な種にヤブコウジ,チ ゴュ リ,ス ズタケ, ヒメカン

スゲ,ハ リガネフラビ,イ ヌツゲ,ア オキなどをあげることができる。これらのうち,

さらに下部谷壁斜面にもまたがる全体に共通な種はイヌツゲ,ア オキ,ア フブキなど,

ごく少数にすぎない。ただし下部谷壁斜面には高木層にイイギリが見られるほか, ミ

ヤマカンスゲ, ミブシダなど,こ の立地を中心として出現している種がある。

このようにモミ林は頂部斜面と上部谷壁斜面を立地として成立し,谷頭急斜面と谷

頭凹地では高木層が欠け,亜高木層もまばらとなる。モミ林にみられる種の多くのも

のがこの立地には欠落するが,こ の立地にみられる種はほぼすべてモミ林にみられる。

谷頭急斜面,谷頭凹地に出現する種で頂部斜面,上部谷壁斜面にないものはほとんど

なく, しいてあげれば ミヤマカンスゲ,イ イギリ, ミブンダなどであるが,こ れらは

下部谷壁斜面に出現して,その立地への結び付きがむしろ強い。

そのように,谷頭急斜面と谷頭凹地の植物群落は,頂部斜面,上部谷壁斜面に成立

するモミ林との共通性を保ちながら単純化した性格を示 している。これに対 して下部

谷壁斜面にはモミ林の構成要素はほとんど見られず, ミヤマカンスゲ,イ イギリ, ミ

ブシダなど,特にこの立地に結びつく種がある点からみて,他の微地形単位に対する

立地としての相違は明瞭である。

微地形 とモ ミおよび落葉広葉樹の分布 と生長量

竜の口渓谷左岸上部の斜面は相対的に起伏が緩やかで,低起伏丘陵地形が典型的に

発達する (図 4,図 5参照)。 この斜面をモミと落葉広葉樹の混交林が覆っている。
モミと落葉広葉樹は不規則に混ざり合い生育しているものではない。前節ではこれを

群落調査の手法によって明らかにした。ここでは,高木個体の実際の分布と生育地の

対応を検討し,両者の立地上の棲み分けの状態を把握した。その手法はほば南北に走

る 1つの谷頭部を横断する幅 6ないし7mの帯状区 5本を設け,各微地形区に優占す

る木本個体の分布を調査した。1989年秋期に胸高直径10伽以上の個体を調査対象とし
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図 7-1 青葉城址・植物園竜ノロ渓谷左岸の容頭にみられるモミ林の植生断面,1973年～1980年間の樹木

肥大生長量

地形断面の位置は図 4を参照.断面 1:B―B′ ,断面 2:C― C′ .

断面調査帯状区の幅は 6～ 7m.測定個体は1989年秋季に胸高直径10clll以上のもの.破線個体は
1973年～1989年間に枯死したもの (1964年 ～1973年間に枯死した個体を含む).白丸は1973年の樹

冠頂部の位置.黒丸は1989年の樹冠頂部の位置
種名記号 ;A:そ ミ,Q!コ ナラ,F:イ ヌブナ,As:コ ハウチワカエデ,Ac:ウ リハダカエデ,
Amiイ タヤカエデ, C:ア カンデ,Mo:ホ オノキ,Pv:カ スミザクラ,Pg:ウ ワミズザクラ,CC:
ミズキ,Mm:ア ワブキ,E:タ カノツメ.

00G
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図 7-2 青葉城址 。植物園竜ノロ渓谷左岸の谷頭にみられるモミ林の植生断面,1973年～1989年
間の樹木肥大生長量
地形断面の位置は図 4を参照.断面 3:C,Dの中間,断面 4:D― D′ .他は図作1を参照 .

た。樹冠の大きさは測定していないので,図 7と して示した断面図は模式的な表現で

ある。また,図には1973年当時の各個体の樹高と,1973年から1989年までの16年間の

肥大生長量も示した。

各帯状区における樹木の分布の特徴をみる。断面 1は谷頭部最奥部に設定した。モ

営
0   4m
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図 7-3 青葉城址・植物園竜ノロ渓谷左岸の谷頭にみられるモミ林の植生断面,1973年～
1989年間の樹木肥大生長量
地形断面の位置は図 4を参照 断面 5:D,断面下方 14m.他は図71を参照 .

ミの高木の 3個体は断面西側の頂部斜面から谷壁斜面の上部にある。断面中央にもモ

ミの高木個体がみられるが,これは実際には帯状区の】ヒ端に位置し,立地はやはり谷

壁斜面の上部である。東側の頂部斜面から谷壁斜面では落葉広葉樹が優占する。頂部

斜面でコナラの個体が優占していることも図から読み取ることができる。また,コ ナ

ラ以外の種の新生個体 (1989年に胸高直径10cln以上になった個体をここでは新生個体

と呼ぶ)も東側の頂部斜面に多い。谷壁斜面下部から谷頭凹地にかけては個体密度の

低下するところになっている。モミと落葉広葉樹種間の肥大生長量には明瞭な差は認

められない。むしろ,同種個体間の差が著しい。

断面 2では,モ ミの大径の高木 2個体がやはり西側頂部斜面に,東側谷壁斜面に 1

個体が出現する。この帯状区に優占するものは落葉広葉樹である。ヨナラは東側頂部

斜面に優占するが,他種はほぼ一様に分布する。肥大生長量を種間でみると,カ スミ

ザクラの生長量がやや大きいことがわかる。生長量の場所的な差はない。

モミの高木大径個体の立地が頂部斜面にあることは断面 3でも同じである。谷頭凹

地にあるモミの個体は1973年以降1989年の間に枯死した。1973年測定時の個体サイズ

は,高さ16m直径43clllの中型木であった。落棄樹ではウリハダカエデの個体がやや優

占する。
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頂部斜面と谷頭凹地の起伏差が小さい断面 4はモミの優占する帯状区である。とこ

ろが,図示のように,谷頭凹地の個体は1973年以降1989年までに 3個体が枯死し,1964

年から1973年の間に 1個体が枯死している。枯死個体は直径が81cmの大径のものと55

cmほ どの中径のものである。この帯状区ではこのように枯死個体が相対的に多いと

同時に新生個体も4個体を教える。新生個体はいずれも枯死個体の樹冠部ではなく,

頂部斜面に発生している。この帯状区一帯は直径10cm以下のモミの若齢個体の頻度

が高いことも日立つことである。断面 5の特徴はモミの高木個体がみられないことで

ある。モミ新生 3個体はやは りいずれも頂部斜面に発生している。この帯状区には各

種の落葉樹が高密度で生育している。それらの肥大生長量も他の帯状区に比べて小さ

モヽ。

各断面の特徴を通して言えることは以下のことである。モミの立地の主体は頂部斜

面である。谷壁斜面や谷頭凹地でもモミは発芽し生長するが, これらは相対的に若齢

のステージに枯死する。モ ミほど明瞭な対応関係はみられないが,起伏の大きな断面

1・ 2・ 3でみるかぎリコナラの立地も頂部斜面とみてよい。肥大生長量には各種間

や立地での特徴がみられない。落葉樹の中ではカスミザクラの月巴大生長量がやや大き

い。この地域におけるモミ。落葉樹混交林の樹冠層頂部の高さは1973年当時10数mで ,

頂部斜面のモミ樹冠層の一部がやや突出していた。

図 8は ,調査区内での1964年以降のモミの生長量の変化を示したものである。落葉

樹は,1964年の標識が脱落したものもあるが,多 くは当時いまだ直径10cm以下の個

体が多数を占めていた。この図から,両生長量が見掛け上1973年を境に対照的な変化

をしていることを読み取ることができる。つまり,仲長生長量のグラフは凹形で,肥

大生長量のグラフは凸形である。もっとも,ほば直線的に生長する個体もある。これ

は,1973年以降落葉樹の樹冠層の上方への伸びに対応して,モ ミも葉層を上方へ伸ば

した結果と考えれば説明がつく。このことは,落葉樹個体に接するモミ個体の1973年

以降の伸長生長量が,相対的に大きいことからも裏付けられる。

ま と め

仙台城址・青葉山地域を対象に微地形スケールの地形調査および植生調査を行い,

地表の微地形的分化が,立地として,モ ミ林の部分的差異にどのように有効に作用し
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肥大生長

1970  1973

図8 植生断面調査帯状区内モミの伸長及び肥大生長量の推移
点線は1973年～1989年間に枯死した個体

ているかを検討した。

モミ林,すなわちモミを主とする高木層をそなえ,イ ヌブナ,ア カマツ, コハウチ

ワカエデ,マ ンサク,シ ラキ,タ カノツメ,アオハダ,コ シアブラ,ハ ウチワカエデ,

アワブキなどを伴い,林床にチゴユリ,ス ズタケ, ヒメカンスゲ,ハ リガネフラビ,

イヌノゲ,ア オキなどをもつ森林群落は,頂部斜面と上部谷壁斜面を立地として成立

している。谷頭急斜面と谷頭凹地ではこれらのモミ林構成要素の多くのものが欠け,

さらに高木層が形成されないという点で立地としての粥らかな違いがある。そのよう

に立体構造としても組成としても単純となりながら,谷頭急斜面と谷頭凹地の植物群

落は,頂部斜面と上部谷壁斜面のモミ林の組成の一部をもって構成されるものである

ことも事実である。

これに対して下部谷壁斜面の立地としての特異性は朔かである。ここにはモミ林構

1咀

導
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成要素はほとんどなく,イ イギリ, ミブシダ,オ クノカンスゲ等, この立地に特に結

び付く種が認められる。

立地として見たときの微地形単位のこのような違いは,地形的には,各微地形単位

の特徴として各地の丘陵地での調査から指摘されていたが,本調査からも確認された。

とくに,上部谷壁斜面と下部谷壁斜面との対照が,さ らに明瞭になった。

この地域の北側 (例えば最上台地区の地形の項に記載し,図 2～ 3に示した地区)

では,全般に急傾斜で,形態だけからは上部・下部谷壁斜面の区別が多少つけがたい

ところであるが,土壌の厚さ,(降雨時など以外の)乾湿の度合,基岩 との接 し方な

どに注意しながら,遷急線を追跡すると,両者の違いは明瞭で,下部谷壁斜面におけ

る地表の不安定性が,さ らに強調される。

上部谷壁斜面のうち,谷頭凹地最奥部の背後 (谷頭急斜面)は,おそらくその傾斜

の大きさと凹型平面形とのせいで,下部谷壁斜面によく似た機能をもつ。植生の立地

としては谷頭凹地との類似にとどまり,下部谷壁斜面との一体性までは認められない。

頂部斜面を一方の極とし,下部谷壁斜面を他方の極とする環境傾度の上で見たとき,

上部谷壁斜面からはなれてむしろ下部谷壁斜面に接近する立地として今後検討を進め

るべきであろう。

竜の口地図の地形の項に記載し,図 5, 6に示したような,緩傾斜の上部谷壁斜面

には,た とえ谷頭凹地 (状の地形)の背後であっても谷頭急斜面のような部分は出現

せず,やや乾性の上壌の厚い安定した地表が続く。この上部谷壁斜面に生育する樹木

について,16年の期間をはさんで毎木調査をおこなった資料を比較検討 したところ,

そこではモミが安定に生長していることがわかった。これに対して, この地形にかこ

まれた谷頭凹地では,あ らたな個体の出現と成長,そ して若齢時の構死を繰返すとい

う差が認められた。上部・下部谷壁斜面を含む各微地形単位は,それぞれが空間に占

める相対的位置や構成物質の制約を受けつつ,おそらく地形発達史上で分化したもの

であ り (例えば田村,1987,田村・阿子島,1986),そ れは本報告の考察でも裏付け

られたが,現在進行中の地表プロセスにおいても,上記のように明瞭に分化している。

これは,立地としては,群落の組成,群落の立体構成,構成個体の成長,生活史等の

違いとなって反映されている。
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Ⅵ。東北大学理学部附属植物園内樹木の樹齢

遠 田   宏
*

はじめに

一般的にいって,樹齢は単にその樹木の年齢を示すばか りではなく,その樹木にま

つわる過去における諸々のことを物語ってくれる場合が多い。人工植栽樹であれば ,

すでに植栽記録も失われた遠い過去の出来事を知る一助ともな り得るし,ま た自然林

での樹木であれば,樹齢とともに測定可能な生育パターンを併せ考察することにより,

その森林の成立過程を過去にさかのばって推定することも可能である。ここでは 1)

藩政時代に人工的に植栽されたといわれながら,その由来や植栽年代も不明な二の九

の杉並木を構成するスギの樹齢と, 2)藩政時代から御裏林として保護されてきた植

物園自然林の主要構成樹種であるモミとアカマツの樹齢,お よび生育パターンから現

在の自然林成立の過程を推定する。

仙台城址二の丸の杉並木

園内の残月亭付近より植物園本館うらの山裾をとおり,附属図書館わきに至る約

500メ ートルにほぼ一列に並ぶ老杉の並木がある (図 1)。 この並木は藩政時代に二の

九の外廓に沿って植えられたものといわれており,スギの数は現在およそ60本である。

胸高直径 (DBH)は 41～ 150 clllと かなりの巾があり,すべて同一年代に植えられた

ものとは思えないが,DBH 80 clllを こすものが25本 (90 cm以 上は20本 ,100 cm以上

は12本)も含まれる老杉の並木である。

1965年 ,落雷によりその 1本 (DBH 97 clll)が 折れ,伐採処理後,材は資料とし

て植物園に保存された。この保存材を用い,樹齢測定を行ったところ,地上高30clllで

の樹齢は330年であった。他のスギについての樹齢は不明であるが,人工的な植栽で

あることからおよそ DBH 90cm以上のものは同齢である可能性は高く,1990年現在 ,

樹齢は354年となる。現在より354年前,即ち1636年 (寛永13年 )は伊達政宗逝去の年

キ
東北大学理学部附属植物園
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蒙古の碑

0

。 生 存 木
● 腐朽根株

Z◆

100m

図 1 二の丸の杉並木配置図

であり,翌 1637年には政宗の廟,霊屋の瑞鳳殿が,続いて1638年～ 9年に二の九が上

棟されている。現在,瑞鳳殿参道の両側には当時植えられたスギが鬱蒼たる並木とな

っているが,二の九の杉並木はこれと前後して植えられたものと思われ,す くなくと

も二の九杉並木のうち大径木のものは,瑞鳳殿参道のものと,苗の出所,育苗も同じ

兄弟木である可能性は大きい。

植物園自然林

1. モ  ミ

植物園内のモミ林を構成する主役は DBH 40～ 70 clllの中径木のモミであり,それ

以上のものは直径が増すにつれ数は減少し,最大のものは DBH 144 clllの一本である。

これらのモミの樹齢および過去における生育パターンを知るため,倒木や枯木から得

た材の横断面,および生長錐によって採取した材コアを用いて年輪解析を行った。表

1に 9本のモミについての樹齢と平均年輪巾の測定結果を示したが,こ の表の測定樹
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仙台城址およびその周辺地域の植物

二の丸のスギの材横断面
1965年 ,落雷により折損したもの 植物園展示室にて撮影

齢はそれぞれの測定位置 (地上高20～ 50 cm)でのものであり,発芽後の真の樹齢は

幼首時代にこの高さに達するまでに要した年数を加える必要がある。モミの場合その

年数は個体によりおよそ 3～ 20年の差がある。この点を考慮すると表 1に示したよう

に推定される真の樹齢は,中径木ではHO～ 125年が多く, 2本が140～160年,DBH

122clllの 大径木は215～225年 となる。園内最大のモミ (DBH 144 clll,地上高30 clllで

の直径は154 clll)の樹齢は測定不能であるが,表 1に記した 9本のモミの平均年輪巾

(2.6 1nlll)か ら推定すれば,地上高30 clllで296年 ,同様に DBH 122 cmの大径木の年

輪巾 (2.75 tlull)洵 らヽの推定では280年 となり,真の樹齢はおよそ300年 となる。しか

し,こ のモミの現実の平均年輸巾は 2～ 3 xwllの 由でのフレが考えられるので,樹齢

は320± 60年と推定するのが妥当であろう。

図 2にはモミの生育パターンとして,過去における年間生育量 (年輪巾)の変遷を

6例について示した。この図でわかるように,測定樹齢140年前後の 2例と207年の 1

例は初期生長が数十年にわたって低い。これは適度に欝蔽された自然林林床での幼稚
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DBH:58 6 cm
h :40 cI

e t 20 1tul

アカマツ DBH:67
h :50伽
e:0

アカマツ DBH:53
h i55 cu

e i 3 dun

DBH:67 5 cD
h :40 cm

材断面測定

DBH:570伽
h :40 cm

e :15田n

モミ DBH:55 0 cm
h i30 cm

材断面測定

モ ミ DBH:78 3 cl
れ : 20 cIE

材断面測定

モ ミ DBH:56 6 cI
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材断面測定

モミ DBH「 124 0 ca
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材断面測定

,40
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(19'0)
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図 2 アカマツとモミにおける年輪巾の経年変化
h:測定位置 (地上高),e:材中心より生長錐コアまでの距離 (ずれ), ↓:材幹中心の推定位置
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仙台城址およびその周辺地域の植物

樹の示す生育パターンであり,こ れら3本のモミは自然林での天然更新によるものと

推定される。一方,測定樹齢HO年前後のモミにおける初期生長はいずれもかなり良

好であり,欝蔽された林床でのパターンとは異なっている。これに関し注目すべきこ

とは,測定樹齢140年前後の 2例のいずれにおいても,約 115年前から好生長に転じて

いることである。これはこの 2本のモミをとりまく周辺の環境条件 (おそらくは光条

件)が急激に好転したことを意味しているが,こ れが同時に多量のモミ稚樹を林床に

侵入させ,かつ好生長をうながしたとすれば,樹齢HO～ 125年の中径木が多いことや ,

その初期生長の良好なことが理解できる。

2. アカマツ

園内ではモミ同様 DBH 40～ 70 cmク ラスが最も多数をしめるが,こ のクラスの 3

例につき生長錐によってコアを採取し年輸解析を行った。その結果, 3本 とも真の樹

齢はH5～ 120年 と推定された (表 1)。 資料数は少なく更に調査する必要はあるが ,

このクラスのアカマツの樹齢はモミ同様に110～ 125年に集中する可能性は高い。園内

最大のアカマツは DBH 105 clllの ものであるが,こ の樹齢は上記 3例の平均年輪巾 (2.

63 1nll)ん らヽ推定すれば200年 となるが,モ ミ同様にフレを考慮すれば,220± 40年 と

推定するのが妥当であろう。図 2に上記 3例の生育パターンを示したが,いずれも初

表 1 モミおよびアカマツの樹齢と平均年輪巾
(測定樹齢,真の樹齢は1989年現在に統一した)

DBH
(clll)

測定年 測定位置
(地上高伽)

測定樹齢 真の樹齢
(推定)

平均年輪巾
(Inlll)

モ ミ

1.       450
2.       47.1

3.       530
4.       55,0

5.       57.0
6.       67.5

7.       56.6

8.       78.0
9.       1220

アカマツ

1989

1989

1985

1987

1985

1961

1975

1975

1988

109

110

101

112

111

105

143

135

207

115-125
115-125
110-120
115-125
115⌒ヤ125

110^フ 120

150⌒V160

1411-7150

215^ヤ 225

115-120
115-120
115-V120

2.34

2.13

261
2.50

2.79

3,78

221
2.92

275
Avg 2.60

271
2.45

2,74

Avg 2.63
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期生育はかなり良好である。アカマツは光の要求度の高い植物であ り,一般的に林床

の暗い自然林への侵入は困難であ り,も し侵入したとしても良好な生育は望めない。

園内でみられる樹齢のそろった, しかも初期生育の良好なアカマツの存在は,HO～

120年前にアカマツの侵入を許 し,かつ良好な生育を保証する程度に森林が疎開した

可能性を示唆している。

ま とめ

二の丸の杉並木を構成するスギは,その全部ではないが,樹齢354年 (1990年現在 )

で仙台城址内では最も古い樹木と思われる。この並木が政宗の廟,瑞鳳殿参道の杉並

木と同年代の植栽であることから,両所のスギは兄弟木である可能性を示唆したが ,

出所等も不明であり,こ の点については別の立場からの考証を得たい。

園内の自然林ではモミの320± 60年,ア カマツの220± 40年を筆頭として藩政時代か

らのモミとアカマツが残存し,現在の植物園モミ林の景観に重要な役割をはたしてい

る。一般的にいって,自然林においては天然更新の結果,樹齢250～800年をこえる樹

木はめずらしく,こ のモ ミ林においても築城以来の390年間に天然更新は常に行われ

ていたに違いなく,それは樹齢 140～ 160年 ,215～225年の 3本のモミの初期生育パメー

ンにも現れている。 しか し,園内の多数をしめるDBH 40～ 70 cmの モ ミとアカマツ

の樹齢が110～ 125年に集中する傾向をしめしていることは,こ の時期にモミとアカマ

ツが林床に侵入したことを示唆しており,林床環境が変化したと考えられる。とくに

光の要求度の高いアカマツの侵入と,その後数十年続く良好な初期生育はかなりの程

度森林が疎開したことを推定させる。このことは樹齢 140～ 160年のモ ミの 2例がH5

年前に急激に良好な生育に転 じていることからも窺える。

二の九杉並木の胸高直径の測定および配置図の作製は東北大学理学部附属植物園技

官 斉藤 清,佐藤良雄,大友敬雄,森 弘,八島光雄の諸氏によってなされたものであ

る。記して感謝の意を表する。
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Ⅶ。東北大学理学部附属植物園の
モ ミ林の動態

遠田 宏
*・

持田幸良
料.平吹喜彦

***

は じめ に

自然林においては,時間の経過とともに常に新旧個体の交代がおこなわれており,

森林内での種組成や各々の種のしめる割合なども変わってゆき,やがては安定し成熟

したいわゆる極相林となる。植物園のモミ林は極相林の様相を呈している地域がある

反面,末だ極相に達せず遷移の途中と思われる地域も部分的には存在する。ここでは

これら遷移の途中と思われるK,△ 2両地区での最近の25年間にわたるモミ林構成種

の変化を紹介し,その動態を報告する。図 1にK,A2両調査地区を示した。

K,A2両地区については1964年 と1973年にすでに毎木調査が行われてお り,今回

行った1989年 の調査をくわえ 3回の調査結果から25年にわたる森林の動態を検討 し

た。但し,こ の 3回の毎木調査は森林を構成する高木層および亜高木層に属する胸高

直径 (DBH)10clll以 上のものに限られており, したがってそれ以下の低木層および草

木層を含んだ森林全体の動態は調査していない。調査法は 3回 とも通常の毎木調査法

に従い,DBH 10clll以 上のすべての樹木につき,胸高 (地上高 120 clll)で の幹周囲長

を ミリ単位で測定し,円周率で除して直径を算出した。 3回の調査結果を表 1および

2に樹種ごとの胸高直径階別出現数として示した。胸高直径階は10clll亥 Jみ としたが ,

DBH lo～ 19。 9clllの ものについては,若齢樹の動態をより正確に知るため 5 clll刻みに

三分した。この表をもとに算出した単位面積 (血)当 りの本数をモミ,ア カマツ,ス

ギその他に分けて表 3に示し,ま た基底面積の変化を表 4に示すと同時に,胸高直径

階別の変化も図 2お よび 3に示した。

*東
北大学理学部附属植物園

**東
北大学理学部附属八甲田山植物実験所

***宮城教育大学教育学部
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＼

低

法・文 。経・教育学部

＼ 植物日本館

予～、_ヽ r
□

工学部
青葉城址

竜の回渓谷

0       1oo      200H

図 1調 査 地 区

K地区 (面積 2.98 hα )

この地区は市道 (工学部・天主台線)か ら竜の口渓谷の縁辺部にかけての南斜面で

ある。表 1に見られるように,こ の地区では森林全体として,'64年から'73年の10年

間に急激な樹木数の増加があり,総数590本から1868本へと3倍以上にもなっている。

この増加は'89年にいたるその後の16年間にも認められるが,そのスピードは落ち'73

年の1.2倍にとどまっている。その内容をみると,'64年から'73年にかけての増加は(当

然ではあるが)DBH 10～ 19,9cmの若木の4.5倍にも達する増加が原因となっている

が,'89年にはこのクラスの若木は減少に転じており,増加のピークは過ぎたことがわ

かる。基底面積の変化をみても (図 2,表 4),こ のクラスの面積は'73年には急激に

増加し,森林内でしめる割合も急増するが,'89年には減少に転じている。

Ｒ

９
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表 1 胸高直径階別出現数 K地区 上段 :1964年 ,中段 :1973年,下段 :1989年

DBH clll 10-115～ 120～ 130-140-150～ 160～ 170-180～ 190-100～ 計 1増減

1 モ ミ

2 アカマツ
一　

一

3 コナラ

11

1

4 アカシデ

1

5 カス ミザクラ

6 ウリハダカエデ

3    2

7 クリ 71    8
51   33
8   12

83
86    3
27  -59

8 イタヤカエデ
４

一

9 ハ ンノキ 10

32    22
7  --25

10ホオノキ 1

9

ブ ナ11

17
-5

12コ シアブラ
18

-7

13 ヌルデ

1

5
-10

14ミ ズキ

15タ カノツメ 2    2
9          1
13   12

16ウ フミズザクラ
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DBH clll 10～ 15～ 20～130～140～ 150～ 160～170～ 180～190～ L00～ 計 1増減

17イ ヌツゲ

18ザイフ リボク 1

1     0
0 -1

イヌブナ

'73年 と'89年に出現

上段 ギ73年
下段 :'89年

２３４２７‐２一‐１一‐３一１中一‐‐一‐２

20 ハ リ■デリ

21マ ンサ ク

22フ ジ

23ネ ジキ

24ア カガシ

25ハ ウチワカエデ '64年と'89年に出現

上段 :'64年
下段 :'89年

４

２〇

一

‐

‐

一

１

４

一

１

５

26ケ ヤマハ ンノキ

27ウ ラジロノキ
3

1

4

28ア ワブキ

ヤマハンノキ
ヤマモ ミジ

'64年のみ出現

ワ
　
　
　
　

ク

″
ウノレシ
翔
”
拶
『

カ
マ
イ

コ
イ
ナ

ア
ヤ
イ
リ
ザ
ヤ

'73年のみ出現

37ア オハダ
38コ ハ ウチ ワカエデ
39イ ヌンデ
40ア オダモ
41ミ ズナラ
42メ グス リノキ
43ア ズキナシ
44チ ドリノキ
45ネ ムノキ
46ウ ラジロガシ
47イ ロハモ ミジ

'89年のみ出現

計  (1964)
(1973)
(1989)

合 337
1568

1554

590
1868  1278
2239   371
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枯木・倒木
損傷木

計 55   12    5    3   10    6    3

仙台城址およびその周辺地域の植物

付表 モミの枯・倒木及び損傷木の出現数 ('89)

｀ヽ  ＼

10～  20～   30～  40～  SO～  60～   70～   80～

DBH(Cm)

図 2 K地区における基底面積の推移
(胸高直径階別)

樹種別にみると'73年の急激な若木の増加は主としてコナラ,ア カシデ,カ スミザ

クラ,ウ リハダカエデ等々の二次林構成樹によるものであるが,これらの二次林構成

要素は'89年には大幅に DBH 19.9cIIl以 下の若木を減少させている。特にクリやハン

ノキの減少は著しい。この反面,イ ヌブナ,ア オハダ,ハ ウチフカエデ, コハウチワ

カエデ等二次林要素以外のものが増加していることが注目される。

二次林要素の代表ともされるアカマツは,こ の地区では'64年当時市道沿いにベル

ト状のアカマツ林として発達したものであり,表 1にあるDBH 29,9clll以 下の若木

ω
〓
さ
Ｅ

“`ヽ ＼
｀
ヽ 
｀
＼
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表2 胸高直径階別出現数 A2地区 上段 :1964年 ,中段 :1973年 ,下段 :1989年

DBH clll 10´や 15-20-130-40´～50-160-70-80-90-1100～ 1110-1120～ 計 1増減

1 モ ミ
3
-22

2 アカマツ
1

3 スギ 2

1

30
33    3
27  -6

4 コシアブラ

5 コナラ
1

6 クリ 4   8        1

1    1

-6
-5

7 アカシデ

8 カス ミザ クラ
14   3
10  17

5
62   57
56  -6

9 イイギ リ
７

一

10ミ ズキ

11イ ヌブナ

12ア カガシ

13ア ラカシ
1

l

l

l

14タ カノツメ

15ホ オノキ

16コ ハウチワカエデ
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DBH clll 15-120-130^ヤ 140^Ψ150-160^ヤ 170^ヤ180-190-1 100^Ψ 1 110-1 120- 計 1増減

17イ タヤカエデ

18ア ワブキ

19ウ ワミズザクラ

20カ ヤ 1

1

21ハ リギ リ

22ア オハダ

'73年と'89年に出現

上段 ギ73年

下段 ギ89年

19        1
40    5

15    5   9
16   10

３ ‐

２

一

２ ‐

‐

一

２ ‐

６ ２ ５

一

３

１

1 1

2   5

23ウ リハダカエデ ２

一

24カ ラスザンショウ 4     4
2 -2

25ハ ンノキ 3     3
1 -2

26イ ヌシデ

27 (マルタミ)ァ ォダモ 3     3
1 -2

28ミ ズナラ 4     4
3 -1

29イ ヌツゲ 8     8
3 -5

30ク マノミズキ

31シ ロダモ

32ア サダ

'64年と'73年に出現

キ陸::':年

１

一

１

２ ‐

一

１

４

一

１

‐０

一

‐

‐

0
1

1

33オ ニグル ミ

34ア カメガンフ
3

1

4

35ヌ ルデ 1

11   10

36キ ハダ
0

1

1

37ア ズキナシ 1         '64年 と'89年に出現
4

仙台城址およびその周辺地域の植物
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DBH clll 10～115^ 30-140 100^▼1 110ハΨ1 120- 計 1増減

38ウ ラジ Fノ キ 1      上段 :'64年
1  1 1        下段 :'89年

39ヤ マウルシ
40ザイフリボク
41ヒ ノキ
42シ ラカシ

'73年のみ出現

43シ ラキ
44ノ リウツギ
45ハ ウチ ワカエデ
46フ ジ
47ブナ
48マ ンサ ク

'89年のみ出現

合 計  (1964)
(1973)
(1989)

仙台城址およびその周辺地域の植物

付表 モミの枯木 。例木及び損傷木の出現数 ('89)

表3 単位面積 (ha)当 りの本数

枯木 倒木
損傷木

2

1

8  11   6

1   4   2

3

1

2 3

1

35

10

計 1 1   6  15  19   8 6 2 4

K 地 区 A2地 区

DBH clll 10- 20- 30- 計 10～ 20- 30- 計

′
64

モ    ミ     '73
'89

アカマ ツ
15,0
13.4
14.6

'64

ス  ギ   '73
'89

0
13
04

そ の 他
78,8
487.6
468.5

124
22.8
143.9

1.3
0,7
18.1

92.5
510.5
630.0

26.0
184.9
318.1

'64

合  計   '73
'89

■3.0
526.2
521.5

197.9
626.8
751.3

32.8
190,0
322.5
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仙台城址およびその周辺地域の植物

はすべてこれに合まれ,それ以外のこの地区ではアカマツの若木はなく,すべて30～

90cmの大・中径木である。このベル ト状に発達 したアカマツ林は'73年時にはすでに

衰退が目立ち,'89年時においては残存木はあるもののアカマツ林とは言いがたい。モ

ミについて見るとDBH 30clll以上の大・中径木が最も多 く,ア カマツとともに高木層

を形成 しているが,その数は20clll以上で血 当 り50本前後であり (表 3),決 して多 く

はないが,基底面積の変化をみると (図 2), これらの大・中径木は順調に生育を続

けていることがわかる。

注目すべきことは DBH lo～ 19.9clllの モミの若木が,二次林構成樹の場合とは反対

に,現在 ('89年)においても依然として増加し続けていることである。表には記さ

れていないが ,DBH 10clll以 下のモ ミの幼 ・稚樹 も林床には多数生育 してお り

sapling bankと しての機能は充分に高いと思われる。この地区では高木層を形成 し

ている大・中径木のモミはその数も少なく,決 してよく発達したモミ林とは言いがた

いが,発達しつつあるモミ林としての活性は夢F常に高いといえる。ただ,亜高木層に

あるモ ミの若木は,多数をしめる二次林構成樹との競合状態にあり,倒れていく二次

林構成樹も多数ある反面,それによって幹折れなどの損傷を受けるモミも多く,表 1

の付表「モ ミの結・倒木,損傷木の出現数」にあるように損傷率はかな り高 く,

DBH lo～ 19。 9clllク ラスでは151本のうち63本 (41,7%)にもおよんでいる。二次林

要素がつぎつぎに倒れモミにとって変わる過程での当然の現象でもあろう。また, こ

の付表に見られるDBH 40clll前後に集中する損傷木の多くは,風・雪による幹折れが

圧倒的に多く,こ の地域ではモミが大径木になるには DBH 40clllク ラスを通過する際

に一つの関門が存在することを示唆している。

表4 基底面積 (席/ha)
( )は DBH lo～ 19 9clllの しめる割合

K 地 区 A2 地  区

13.2(15.0%)
23.7(39.1%)
32.6(28.2%)

20.5(2.8%)
30。 3(110%)
37.5(151%)
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仙台城址およびその周辺地域の植物

A2地区 (面積 2.53 hα )

この地区は植物園本館裏から園内の遊歩道 “最上道"に至る北斜面である。表 2に

見られるようにこの地区はモミの大 。中径木が多く,ア カマツやスギの大・中径木と

共に高木層を形成しているが,その密度はこの三者の合計が上記K地区の約70本/ha

に対し約100本/11oである (表 3)。 この高木層の下で'64年当時は DBH 20clll台 の樹

木はもとより,DBH 19。 9cm以下の若木も樹種に関係なくきわめて少なかったことが

表 2, 3か らわかる。特にモミのDBH lo～ 19,9cmの若木は現在に至るまでほとんど

なく,南斜面のK地区とは対照的である。
'73年時には DBH 10～ 19,9clllの若木は全体として急激に増加し,それは'89年時ま

でも続いているが,その密度はK地区に比べかなり低く,'73年時ではK地区の36%,'

89年時では60%にすぎない。それは表 4や図 3に示した基底面積をみても,三回にわ

たるいずれの調査時においても,DBH 10～ 19,9clllク ラスのしめる割合はK地区にく

らべてかなり低いことにも現われている。'73年時における若木の増加は二次林構成要

素であるコナラ,ア カンデ,カ スミザクラ, コシアブラ,イ イギリ等々の増加による

ものであることはK地区と同様であるが,'89年時にはK地区でみられたコナラ等の主

たる二次林要素の大幅な減少はここではみられない。しかし, クリ,カ スミザクラ,

イイギリなど数種のものが減少に転じていることは,二次林要素の増加がほばピーク

に達した感をあたえる。一方,イ ヌブナやハウチワカエデ, コハウチワカエデ等極相

林に混沿して見られる樹種の増加はK地区同様目立っている。基底面積もK地区同様

かなりのスピードで増加しているが,その内容はK地区とは異なって,若木のしめる

割合は少なく,大半は大・中径木の生育によるものである (表 4,図 3)。 この地区

の森林は亜高木層に比較的密度の低い二次林要素をかかえながらもモミの大・中径木

を中心に成熟の度をくわえていると見ることができる。K地区では見られなかったア

ラカシ,シラカシ, シロダモ等の暖帯性常緑広葉樹がこの地区で増加してきているこ

とは森林の成熟度の違いとみることもできる。DBH 40clll前後のモミに枯・倒木の多

いことはK地区と事情は同じであり,森林成熟過程の一断面であろう。
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戸
′″

′″
ｓ
〓
添

Ｅ

′7
ル

10～  20～  30～  40～  50～  60～  70～  80～  90～  100～  110～  120～

DBH(Cm)

図 3 A2地区における基底面積の推移
(胸高直径階別)

ま と め

K,A2両地区の森林にはかなりの違いがみとめられるが,主なものを要約すれば

1)モ ミを中心とする高木層の密度がK地区では低く,A2地区では高いこと, 2)

モミの幼・稚樹や若木はK地区では高い密度で生育しつつあるが,A2地区ではほと

んど見当たらないこと, 3)'64年以降急激に増加した二次林構成樹の密度はK地区の

ほうが圧倒的に高いこと, 4)暖帯性の常緑広葉樹がK地区では見当たらないこと,

などである。一方,両地区に共通する重要な共通点は,密度の違いはあるが,二次林

構成樹が'64年以降急増することである。この急増は肥大成長速度などから推定すれ

ば,これらの樹種が'64年に先立つ数十年前に一斉に (または短期間内に)こ の地区

に侵入したこと (あるいは萌芽として生育し始めたこと)を想像させる。サンプル数

は少ないが,年輸解析では DBH 30clllの ウリハダカエデでは地上高40clllでの樹齢は38

年 ('89年現在),DBH 28.5clllの カスミザクラでは地上高40clllで37年 ,DBH 37.5clll

のアカマツでは地上高30clllで 42年であり,その侵入は1945年の終戦前後であった可能

性はある。この時期ある程度の森林の疎開があり,林床が明るくなったとしても,ア

４＼ヽ
＼〉中一
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カマツの侵入を許すほど明るいものではなかったことは確かであろうし,また,両地

区ともに藩政時代から明治初期にかけてのモミ,ア カマツ,ス ギは残されており,そ

れが大・中径木となって現在のモミ林としての景観を形成している。ただ,と くに

A2地区では,高木層のかなりの成熟と幼・稚樹や若木の欠落にみられるような,一

見モミ極相林またはそれに近い様相を呈しながらも亜高木層は二次林的であるなど,

いわば二重性格ともいえる森林となっている。K地区でのモミ林は,林床にモミの幼

・稚樹や若木を豊富に持ち,且つその生育もよく,活性の高い発達しつつあるモミ林

として,将来モミの美林となることは充分に期待できるが,現在は亜高木層が圧倒的

に二次林要素によって占められており,む しろその性格が強い。しかし,二次林要素

はすでに減少に転じており,かわりにイヌブナなどの極相林に混治する樹種が増加し

てきていることは,K地区の亜高木層は今後かなりのスピードで変化してゆくことを

予想させる。

1964年及び1973年における毎木調査は,東北大学理学部附属植物園技官斉藤清 ,

佐藤良雄,大友敬雄,森 弘,八島光雄の諸氏の協力のもとに行われたものである。

ここに厚く感謝の意を表する。
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広大

Ⅷ.仙台城址およびその周辺地域の植物調査の概要

好
*

1989年 4月 から1990年 2月 まで仙台城llLお よびその周辺地域 (竜の口渓谷を含む)

に生育する植物について分類学および生態学的な調査が行われた。まず,植物相とし

てコケ植物,シ ダ植物,種子植物の種類が調査された。コケ植物は63科 194種類,高

等植物は121科789種類 (ン ダ植物47,種子植物742種類)が確認され,新 しい所産植

物目録が作られた。この中で,特記すべきことはラン科のヒメノヤガラが東北大学理

学部附属植物園内に生育することである (図版 I)。 ヒメノヤガラは日本固有種の 1

つで,九州から岩手県まで各地で極く稀に偶然に発見されてきたが,同園では毎年発

見され,同園はこの種の日本における唯―の確実な生育地である。また,我が国にお

いて保護を必要とする種とされているサクランウ,タ コノアシ,ヒ メシャガ (図版Ⅲ),

コバノヒルムシPが本地域内に野生している。仙台付近ではヒメシャガはかなり普通

に分布する一方,サ クラソウはかつては多かったが,近年は非常に少なくなっている。

分布上も貴重な種が特に植物園内に見られた。たとえば, コケ植物のヒダゴケ,キ ヨ

スミイ トゴケ,ア カツボミゴケ, ヒメケビラゴケ, クマノチョウジゴケ,種子植物で

はモミ (図版工),カ ヤ,ア カガシ,ア ラカン, シラカシ, ウラジロガシ,ア カメガ

シワ,カ ラスザンショウ,メ グスリノキ,カ ジカエデ, トウゴクミツバツツジ (図版

Ⅲ),ヤ ブムラサキ,オ トコヨウブメ,ヤ ブデマリ,ナ ガバノコウヤボウキなどは本

地域を分布の北限あるいは北限に近いとする種類であ り, このような分布をする種が

比較的多数発見された。また,ウ ゴツクパネウツギ,オ クモミジハグマ,オ オカニコ

ウモリ, ヒロハテンナンショウなどの日本海側地域に主として分布する種類がみられ

た。これらの事実は植物園が特に自然環境に富んだ場所であることを示している。

植物園内にササ類は 7種 2変種もの多数が生育していることが粥らかにされた。そ

の分布状態が詳しく調査され,分布図が作成された。過去に人為的な影響を多く受け

た場所と影響の少なかったか全くなかった場所がササ類の種類の分布状態から推定さ

れた。また,モ ミ,ア カマツ,ブナ,ア ラカシ, ミミナグサ,オ ランダミミナグサな

*東
北大学理学部生物学教室
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ど12種 とタンポポ類 4種の調査地域内における分布が明らかにされた。この結果をみ

ると植物園内は人為的な影響の少ない環境が長期間にわたって良く保たれてきたこと

が判る。近年,仙台市衡では外来植物 (帰化植物)が種類数,個体数とも次第に増加

している。本地域は仙台市の中心街近くにありながら,外来植物が市街地に比べて相

当に少ない。特に,植物園では日本在来の種類に対する外来植物の種類の割合が低い。

植物群落は14型が識別され,その分布状態が植生図にまとめられた。人為的な改変

の少ない場所では自然植生としてモミーイヌブナースズタケ群落が広い面積を占めて

いる。この調査地域を含む地域で,植生を代表する落葉性の植物156種類について植

物季節をみると,多 くの種類は春に開葉し,早春 (36種類),晩春 (32種類),初夏 (24

種類),盛夏 (25種類)に開花して,秋に落葉する型であることが判る。

植物園内で微地形スケールの地形調査及び植生調査が行われた。微地形の分化が,

モミ林の成立に立地として密接に関係することが16年間の期間をはさんで行われた調

査の結果明らかになった。モミ林は頂部斜面と上部谷壁斜面を立地として成立する。

植物園内に現存する最も古い樹木の樹齢は1990年現在でスギ354年 ,モ ミ320± 60年 ,

アカマツ220± 40年 と推定された。最古のスギは二の丸の杉並木のもので,瑞鳳殿参

道の杉並木とほゞ同じ時代に植えられた可能性も示唆された。また,モ ミとアカマツ

の最古の樹齢から,今 日の植物園の景観は藩政時代からの樹木によって形成されてい

ることが明らかとなった。すなわち,御裏林の景観が残っていた。一方ダ園内の調査

地ではモミとアカマツは樹令110～ 125年の個体が多かった。これらの樹木は粥治初期

の頃から生育を始めたものと推定され,当時この地域の森林は現在のように林床が被

われておらず,やや疎開していたのではないかと推定された。園内 2ヶ 所で25年間の

モミ林の動態が調べられた。胸高直径10clll以上の樹木のべ4697本が測定された。この

結果,植物園内竜の口側の南斜面の調査区でみると,現在の森林は将来モミ林への変

化が予測された。最上道の北斜面は現在はモミ極相林であるが,二次林的森林への遷

移の可能性がみられた。これらのモミ林の調査区では1945年頃に森林の疎開がある程

度あったことが推察された。しかし,その後の植生の発達の程度に違いがみられ,今

日の植物園内のモミ林の多様性が形成されたと推測された。

以上の点から仙台城に関連した植物的な自然環境についてまとめると次のとおりで

ある。仙台城l■Lお よび周辺地域 (竜の口渓谷を含む)は 1600年以来の長い年月の間に
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様々の程度に人為的な改変が加えられてきたため,仙台城の1存在tた当時の植物的自

然環境は今日ほとんど残され|ていないが,仙台城の御裏林は東北大学理学部附属植物

園内に少なくともその大部1分が基本的に残されている。ま|た,竜の日峡谷の植物的環

境は今日でも人為的な
.改
変の跡が少なく,自然状態がかな―うよく保たれているとなる.

ことができる。





仙台城址およびその周辺地域の動物

緒   言
I.仙 台城址・青葉山地域の哺乳類
Ⅱ.仙 台城址・青葉山地域の小型哺乳類
Ⅲ. 仙台城址・青葉山地域の小動物  (両生類・爬虫類・甲殻類)
Ⅳ.仙 台城址 。青葉山地域の魚類
VH仙 台城址およびその周辺地域の鳥類
Ⅵ.仙 台市青葉山における鳥散布植物の出現
Ⅶ.仙 台城址およびその周辺地域の昆虫類



仙台城址およびその周辺地域の動物

加 藤 陸奥雄
*

仙台市青葉山地域は旧市衡地の西側を半円状に囲む丘陵地で,貴重な自然環境を維

持していることから,既に仙台市により保存緑地に指定され,その保全がはかられて

いる。その地域は仙台城址,仙台城の天然の堀といわれる竜の日渓谷,北側の亀岡 。

山屋敷地区および三居沢の地区にまたがっており,封ヒ側は峡谷の様相をもつ離山地区 ,

西側は郷六更に金剛沢・佐保山地域へと続いている。

今回の仙台城跡自然環境総合調査の調査地域はこの青葉山保存緑地地域の中核をな

すべき地域である。この地域は藩政時代につづき第二師団司令部がおかれ,戦後はし

ばらくアメリカ軍駐留地となったが,その撤退後旧本丸,二の丸の後背地である御裏

林は東北大学理学部附属植物園となり,やがてモミ林を主とする自然林は天然記念物

「青葉山」として国指定文化財となった。つゞいて二の九地区は東北大学キャンパス

に,三の九地区には仙台市博物館の建設を見た。このように,こ の地域は迂余曲折に

富む経緯をたどってきたが戦後各地でみられるような乱開発をまぬかれ,現在に至る

まで良好な自然環境を維持しつゞけていることは幸いなことである。

この地域の自然環境は市街地に隣接してはいるがその価値は極めて高く,地質学上 ,

植物学生,動物学生からみて,旧市街地を囲む丘陵地域を象徴するものとして貴重な

ものというべきであり,仙台城構築の上でも大きな役割を担った意義は深い。

この地域の自然環境はこの地域の活用形態のこともあって一様ではない。仙台市の

公園地域となっている追廻地区は東側は広瀬川右岸で,西側は五色沼につゞく長沼で

三の丸と界している住宅地域となっている。二の丸地区は東北大学キャンパスをなし

自然の様相はうすい。自然の様相を濃く残しているのは本丸につゞく御裏林すなわち

*仙
台市青葉区八幡 3173(東 北大学名誉教授)

口
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仙台城址およびその周辺地域の動物

東北大学植物園と竜の日渓谷である。 I

この地域の自然環境は学術的にも貴重なものではあるが,その動物相,動物分布に

ついての調査は必ずしも多くはない。巧ヽ笠原昌及び調査員の一人である竹丸勝朗によ

る鳥類の調査,同 じく調査員である高橋雄―による昆虫類の調査があ り,ま た青葉山

保存緑地調査報告書 (1979)における小野泰正による概説があるに止まっている。

竜の口渓谷は広瀬川と合流するに当ってその左岸は本丸東側の断崖となり,右岸は

その懸崖を経ヶ峯まで続け,チ ョウゲンボウの営巣が見られるが,その源流地域がゴ

ルフ場更には住宅地へと接続していることから,その水量の維持と流水汚染に少なか

らぬ懸念がある。御裏林一帯は豊富な生物相をもっているが, これにつゞく丘陵地帯

の開発と共に自然丘陵としての連続性を失って孤立化の様相を呈しつゝあるが,こ れ

が動物相とその分布にどのような影響をもつか 注ゞ目される。

今回の調査では,それぞれの地区の特性を摩まえ,上にのべた周辺の開発との関連

に留意しながら,従来の調査との比較を行うことにも注意を排った。

動物調査報告は次の 7項 目に分けて行ったが,調査を行うに当 り協力を惜しまれな

かった多くの方々に心からの謝意を表したい。

I.小山均・高橋修 :仙台城址・青葉山地域の哺乳類

■.小山均・高橋修 :仙台城lIL。 青葉山地域の小型哺乳類

Ⅲ.高取知男

Ⅳ.高取知男

V.竹丸勝朗

Ⅵ.小南陽亮

Ml.高橋雄一

仙台城址・青葉山地域の小動物 (両生類・爬虫類・甲殻類)

仙台城址・青葉山地域の魚類

仙台城llLおよびその周辺地域の鳥類

高槻成紀 :仙台市青葉山における鳥散布植物の出現

仙台城址および周辺地域の昆虫類
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I.仙台城址・青葉山地域の哺乳類

Jヽ 山 均
*・

高 橋 修
*

は じめに

青葉山地域の哺乳類については,小野 (1979)の調査があり,ホ ンシュウモモンガ,

ニッコウムササビなどのように注目される種を含む哺乳類が残存して生息しており,

青葉山地域を動物の生息域として貴重な地域であるとしている。

今回の実施した哺乳類の調査では,別項の「小型哺乳類」調査を主としたこともあ

り,ま た,夜間活動性のものが多いため行動中の個体を直接目撃する機会も少ない等,

動物相を把握するには十分な状況ではなかった。しかし,調査期間中に直接あるいは

フィールドサイン等により確認した哺乳類もいくつかあり,こ こでは,これらについ

て報告する。

資料については東北大学理学部附属植物園 (以下,植物園と略す)に負うところが

多い。また,鳥類調査担当の竹丸勝朗氏からは,植物園および竜の口渓谷等での資料

の提供があった (図 1)。

哺乳類相 と分布

食虫目 INSECTIVORA
モグラ科 TALPIDAE

ホンシュウヒミズ

1/ro伊た逸口s ttfpaげ es honJο盟ね THOMAS

・1989年 9月 29日 10月 7日 の間に植物園内に設置した墜落缶で, 3頭を捕獲した。

・1989年 5月 7日 ,植物園カタクリ坂で死体 1頭を確認した (竹丸私信)。

アズマモグラ

Vogera vogLrra TEMMINCK

。1989年 12月 ,植物園正門付近にいくつものモグラ塚がみられた。

キ 官城野野生動物研究会 (仙台市青葉区小田原 5-2望 7)

―…195-一



仙台城l■およびその周辺地域の動物

鹸B奪董鑽% 城県美術燃

内 トンネル

導

獅
―

・
１１
１
…
リ

べ騨
キこ| 靱

響
総

く

冷 谷� i:とをぶ

図1 哺乳類の目撃地点.斜線部は足跡があった地域.

翼手 目 CHIROPTERA

ヒナコウモ リ科 VESPERTILIONIDAE
ヒナ コウモ リ

yespertilio superans THOMAS
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仙台城址およびその周辺地域の動物

・1989年H月 1日 ,植物園研究棟前にうずくまっていた61頭が,遠田宏氏により採

集された。本種は本州中部以北に分布し,古川市における捕獲記録があり, しばしば

人家内で越冬すると言う (今泉,1960)。

捕獲されたヒナコウモリの測定値 (Inlll)は次の通りであった。

体重   全長  頭1同長  尾長   後足   耳長 耳末 (前線)前腕長  下腿長

13.Og     102 0     65 6      36.4    9,0× 4,0    15,0       5.0       48.0      18,0

ニホ ンヤマ ヨウモ リ

N/cttFys Fasf9pterus a,「 fator THOMAS

,1989年 11月 6日 ,仙台市青葉区川内地区で保護された 61頭が,1990年 1月 8日 現

在八木山動物公園で保護飼育されている。左前腕骨が骨折している。前腕の長さ58.5

111111。

げっ歯目 RODENTIA

リス科 SCIURIDAE
ニホンリス

SO口rys Fis TEMMINCK

・1989年 8月 29日 ,追廻の市緑地課苗圃跡地で 1頭 目撃,同年 12月 16日 植物園内で 1

頭 目撃 した (「小型哺乳類調査」調査地点 L付近 )。

・1989年 5月 28日 ,青葉城駐車場入口付近で 1頭 目撃, 8月 19日 ,追廻の苗圃跡付近

で 1頭を目撃 した (竹丸私信 )。

ニッコウムササ ビ

Pettuttstt Fe口cogen/s nfたたο盟た THOMAS

・1989年 9月 26,27,29,30日 の日没後に,声を確認した り,あるいは滑空中の個体

を植物園内で日撃した。日撃したのはいずれも植物園正門に面したモ ミ林であるが ,

声は展示館上部斜面林内と沢道砂防堤付近で記録した。

ネズミ科 MURIDAE
ホンドハケネズミ

И crOι口s monteberrF mo MILNE―EDWARDS
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仙台城址およびその周辺地域の動物

ホンドアカネズ ミ

Apοごemus spettοsus s.TEMMINCK

ホンドヒメネズ ミ

Apο Jem口s argen掩口sa.TEMMINCK

食肉目 CARNIVORA

イヌ科 CANIDAE
ホンドタスキ

N/ctere口健s proc/onα♂es ttv蛍てこ口s TEMMINCK
。1989年 9月 26,30日 の日没後,植物園内外で日撃した。日撃回数は 5回。場所は植

物園正門前の芝生がほとんどで,植物園外では大学構内道路のロータリー付近で 1回

ある。成獣 1,幼獣 2頭が同時に現われた (9月 30日 )以外は,成獣が単独で現われ

ている。正門の芝生では採餌行動をしているのが頻繁に観察された。また,本種 も利

用していると考えられるけもの道が中島池跡のススキ草地に縦横に走っていた。

・1989年 5月 7日 ,植物園中央コース入日付近でタヌキの臭気あり。 8月 16日 ,東北

大学工学部付近で幼獣 2頭 目撃, 9月 3日 ,同工学部付近で幼獣死体 1頭 (交通事故

死),12月 23日 ,竜の口沢内でタヌキの足跡を確認した (竹丸私信)。

ホンドキツネ

7vFpes yvFpes Japonfca GRAY

・1989年 5月 7日 ,植物園見晴台付近で 1頭を目撃した (竹丸私信)。

イタチ科 MUSTELIDAE
ホンドイタチ

VLISteraゴbittca比証ゴ TEMWIINCK

・1989年 12月 16日 ,植物園望洋台から見晴台に至る工学部沿いの園路上,送電線の下

付近の 2カ所で糞を確認した。

・1989年 12月 23日 ,竜の口沢内でタヌキの足跡とともにイタチの足跡を確認した (竹

丸私信)。

ジャコウネコ科 VIVERRIDAE
ハ クビシン

P雪口ma力ryatt HAMILTONSMITH

・1988年 8月 ,竜の口渓谷に架かる八木山橋の右岸側のたもとで, 6成獣 1頭の死体

が拾得され,仙台市科学館に届けられた。この個体は,現在は剥製標本として仙台市
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仙台城址およびその周辺地域の動物 .

片平市民センターで展示されている。

。東北大学理学部関係者より,最近植物園内で行動中のハクビシンを目撃したとの情

報が寄せられた。

今回の調査で出現した哺乳類は, 6科11種類である。このほかの種類について,青

葉山保存緑地調査報告書 (小野,1979)には青葉山地域にすむ哺乳類として,次の種

類があげてある。

リス科 SCIURIDAE
ホンシュウモモ ンガ

Pterom/s fmοmonga TEMMINCK

イタチ科 MUSTELIDAE

ホン ドテン

批協rtes meFampws mo WAGNER

また, トウホクノウサギについては,調査報告書当時において激減しているが,青

葉山地域から八木山地域にかけて,なお残存していると述べている。

ウサギ科 LEPORIDAE
トウホクノウサギ

Lep口s brach/vr口 s angvsととfJens HOLLISTER

引 用 文 献

小泉吉典.1960。 原色日本哺乳類図鑑.保育社 .

小野泰正.1979,青葉山保存緑地報告書.青葉山保存緑地調査臨時専門委員会 .
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Ⅱ.仙台城址・青葉山地域の小型哺乳類

Jヽ 山 均
*・

高 橋 修
*

は じめ (こ

青葉山地域に生息する哺乳類は,小野 (1979)の調査があるが,ネズミ類には触れ

ていない。近隣丘陵地のネズミ類の調査は,太白山およびその周辺で行なわれたもの

があり,ホ ンシュウヒミズ, トウホクャチネズミ,ホ ンドアカネパミ,ホ ンドヒメネ

ズミが記録され,ア ズマモグラの生息も確かなものと推定されている (小野,1985,

小林,1989)。

ここでは青葉山地域の東北大学理学部附属植物園を中心に,1989年 8月 から12月 に

かけて行ったネズミ類の捕獲調査の結果を報告する。

なお,調査に関しては,根室市教育委員会学芸員,近藤憲久氏に多くの御教示をい

ただいた。記して謝意を表する。

調査地と調査方法

1 調査地

調査は東北大学理学部附属植物園 (以下植物園と略)を中心に行ない,隣接する中

島池跡や住宅地跡のススキ草地,青葉山の山裾になる青葉山公園内の旧仙台市緑地課

苗圃跡でも実施した。

植物園は,モ ミー イヌブナ林,モ ミー コナラ林, コナラー クリ林が比較的まとま

った広が りをもって分布し,尾根筋にはアカマツー コナラ林が,ま た,一部にはス

ギ造林地もみられる (Sugawara,1969)。 林床は全体に空いていて落葉枝の堆積が多

いが,モ ミ林では部分的に少ない所もあった。尾根斜面の傾斜は全般に急なところが

多い。

十
宮城野野生動物研究会  (仙台市青葉区小田原 5-2-47)
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仙台城址およびその周辺地域の動物

2 調査方法

ネズミ類の捕獲にはシャーマンライブトラップを,食虫類は墜落缶 (直径10～12.5

clllの塩ビ管長さ25clll以上で切断したもの,及び牛乳の 12紙パック)を使用した。 ト

ラップイよオー トミールを餌にし,墜落缶では餌を用いなかった。

トラップは植物園の園路に沿って約100m毎に 5～20個を集中的に配置する方法 (フ

ナ掛け地点A～ Z, フナ間隔 5m)と ,主な林分毎に20個のフナを格子状に配列 (10

表 1  青葉山地域 小型哺乳類捕獲結果 (1989.8.23～ 107,12.7～ 19)

調査日 ワナかけ地点 ワナ数 ホンシュウヒミズ ホンドハタネズミ ホンドアカネズく ホンドとメネズミ 計

3/23,24

24, 25

26, 27

28, 29

9/26, 27

27, 28

28, 29

29, 30

9/30,10/1

12/9,10

9(A～ I)

5(」 ～N)

4(0～ R)

3(追A～ C)

2(S12)

3(T・ UW)

3(UVW)

1(W)

1(X)

2(Y Z)

45

41

40

42

20

43

42

25

15

10

l

5

4

3

3

1

3

2

3

2

計 l

12/7,8

9, 10

H,12

12,13

13, 14

15, 16

16, 17

18, 19

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅲ

Ｖ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

20

20

20

20

20

20

20

20

2

計 8 2

合計 1

缶

　

”

落

２９

墜

”
3(Pl_31 15 3 3
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●アカネズミ捕獲地点

0ヒ メネズミ 〃

。百夕奈奏ミ}〃
ミ無 捕 獲

8～ 10月 (一部12月 )
わなかけ

012月わなかけ

“―
墜落缶

図 1 植物園の植生とワナかけ地点
植生図は Sugawara(1969)を 一部改変
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仙台城址およびその周辺地域の動物

mお き5列 4個)した地点を 2点ずつとる方法で,それぞれ一晩のフナ掛けを行なっ

た。また,墜落缶は十分に準備できなかったことから, 3～ 8個 (3地点 Pl,2,3)

を 4～ 8日 間放置して食虫類の捕獲を試みた。調査日, ワナ数等を表 1に,植生とワ

ナ掛け地点等を図 1にそれぞれ示した。

捕獲したネズミ類,食虫類は標本として採集したものを除き,可能な場合は外部測

定と性別,外部性徴の程度を記録して放逐したが,測定をせずに放逐した個体も多い。

外部性徴の程度は, 6ではこう丸の脹らみを外見上判別できるものを (+),判別で

きないものを (― ), ?では乳頭の突出が認められるものを (+),認められないもの

を (― )と した。

調査結果および考察

1 種類相と分布

表 1に示したように, 4種80頭のネズミ類,食虫類を捕獲した。今回調査した地域

ではアカネズミ,ヒ メネズミが多く,ハタネズミは 1頭を捕獲したのみであった。ヒ

ミズは環境からいって少なからず生息していると思われるが,使用した墜落缶数が少

なく,調査地点も限られていることから,生息を確認できたにとどまった。

○ホ ンシ ュ ウ ヒ ミズ   隣 o「ichus協ゎοttcS hOnJonる THOMAS

コナラー クリ林に埋め込んだ墜落缶 (P2)で 3頭を捕獲した。 Pl,3では捕獲で

きなかったが, これは調査する側の経験不足,準備不足が大きな原因と思われる。

P2では 5mお きに 4個埋め込んだうちの 1つで 3頭を捕獲しているので,比較的普

通に生息しているものと推定される。

捕獲した 3頭のうち共食いでばろばろになった 1頭を除く2頭の測定値 (単位lmll)

を示す。いずれも6で,外部性徴の程度 (以下外部性徴と略す)は (十 )であった。

測定値 (Inlll)

標本番号  性   体重
891003       6       15 0g

891004       6       18 0g

Oホ ン ドハタネズ ミ

全長

1120

1150

頭胴長

86 0

89 0

尾長

26 0

26 0

後足  前足長×巾  耳長
14 0   10 0× 5 5    5 0

140   90× 65  50

И croどys monど ebeFrF 阿 .
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仙台城址およびその周辺地域の動物

地点Uで 61頭が捕獲されたことは興味深い。外部性徴は (+)。 本種は草原性の

ネズ ミ (田中,1967)であり,調査した地域には本種が生息するような環境はきわめ

て少ない。地点Uは住宅地跡のススキ草地と植物園の境をなす土手の斜面で,草刈 り

が行なわれていて草丈は短く,土手下端は湿地になっている。後述するように,中島

池跡や住宅跡のススキ草地にはアカネズミが分布してお り,今回の調査では他にハタ

ネズミはまったく捕れていない事からも,分布上は劣勢な種と考えられる。

測定値

標本番号

89928

輪
　
性

６

体重

36 0g

全長

140,0

尾長

37.0

耳長

12.0

頭胴長

103.0

後足長

18 0

Oホ ンドアカネズミ  Apοごemys speJο sus s.TEMMINCK

30頭を捕獲した。10月 までのフナ掛けで捕獲した24頭では 61698頭で外部性徴が

(+)の ものは全1294頭 ,(― )の ものが 64?4頭 であった。妊娠中と認められ

た個体が 2頭,胎盤跡があった個体が 1頭あった。

ヒメネズミが植物園内一園に分布していると見られるのに対して,本種は偏った分

布を示 しているとも考えられる (図 1)。 ワナ掛け地点A～ Zの うち植物園内のそれ

はすべて園路に沿っているが,本種を捕獲 したのは最上道沿いの J,L,M, Sl,

沢沿いにフナを配置したX,お よび見晴坂上部のW,見晴台林縁部の0,Pの 7地点

およびSt,Iであった。ほとんどは 8～ 20ワ ナに 1夜 1頭の捕獲だったが,見晴台の

林縁部,地点 Pでは10ワ ナに 1夜 4頭 とかな り高率で捕獲された。

また,疎林帯の地点Tでは 5フ ナに 1夜 4頭 と極めて高率で捕獲され,ス スキ草地

の地点V,Y, Zで の捕獲数も12ワ ナに 1夜 3頭, 5ワ ナに 1夜 2頭で捕獲率は高か

った。疎林帯の追廻の仙台市緑地課苗圃 (追 A～ C)でもアカネズミのみの捕獲だっ

たこと,St.Iで も本種の捕獲地点は園路に近いスパタケ群落内と開けた切るい谷側

だったことの他,こ れらの地点に共通した条件として,地表が植被によって完全に覆

われているという特徴が認められた。

しかし,一方では同じような条件にある環境に, 7ワ ナを配置したSt.Ⅳ では本種

が捕れなかったことを考えると,分布に偏 りがあることが推定される。すなわち林縁
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仙台城址およびその周辺地域の動物

部のマントが発達 した部分や下草が密生 した明るい林 ,林地に接 した管理されていな

い植被の密な草地に, ヒメネズ ミよりも多 く分布 していると思われ,植物園内全域に

分布しているとは考えられない。

測定値 (Inlll)上段 :平均 ,

試料数

8

性    体重
6 3 9 5     38,8g

31.2g

^マ49.4g

下段 :範囲

全長  頭月同長
204.8      103.0

193.0      95.0

フ～215 Cl   -112.0

尾長   後足長   耳長
101 8      24 2      15 4

92 0      23.0      13 0

^ヤ 115 0     ′ヽフ28.0    ^ヤ 16.5

○ホンドヒメネズミ  Apοごc阿口s argenιevs a,TEMMINCK

46頭の捕獲があ り,最も捕獲数が多かった。10月 までの調査で捕獲 した25頭のうち,

性別のチェックをした22頭では 614♀ 8頭であ り,外部性徴 (十 )は 6290,(― )

は合1298頭であった。同じ期間に捕獲したアカネズミと比べると (十 )を示した個

体が少なく,剥皮 した 49は繁殖には未参加の個体であったことは両種の繁殖期の違

いを示していると思われる。

本種はほとんどすべての環境で捕獲されているが,ア カネズミのように特定のワナ

掛け地点で集中的ともいえる捕獲例はない。また,ア カネズミが比較的多く捕獲され

た疎林帯の環境 (T追 ― A～ C)では捕獲がなく,ス スキ草地等では木立やアズマ

ネザサ群落の近傍で若干捕獲されている (U,V,Y)。 これらのことから,本種は

植物園内に広 く分布しているが,生息域はほぼ林内に限られていると考えられる。

測定値 (Imll)上段 :平均,下段 :範囲

試料数   性    体重   全長  頭胴長  尾長  後足長  耳長
13      6 7 9 6     12.Og     160.7      76.7       84,0       18.5      12 9

10.Og     146 0      71.0       70.5       16.0      11 5

～15,Og   ′ヽヤ190.0    ′ヽ彰92.0    ^ャ 99,0    -20 11    -14.0

2 林内のアカネズミとヒメネズミの捕獲状況

今回の調査は,生息するネズミ類の種類を調査するのが主目的であるので, 8～ 10

月に実施したワナ掛けでは,少数のフナを集中的に配置するや りかたで多くの場所で

資料を得るようにした。このため,使用ワナ数のばらつきが大きくなったが,のベフ

ナ数が50を越えたモミー イヌブナ林,コ ナラー クリ林および植物園内の林地 (地点

T,U,V,Y, Zは 除く)の合計についてアカネズミ, ヒメネズミの捕獲率の指標
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仙台城址およびその周辺地域の動物

として100TNを求めた。これは捕獲数を100フ ナ, 1夜当た りの数値に換算した値で

あり, ワナ掛けの条件等が大きく違っていなければ,生息数の多少を把握できる。

モミー イヌブナ林 (75ワ ナ), コナラー クリ林 (HOワ ナ),林地合計 (226フ ナ)

のそれぞれ100TNはアカネズミでは,6,7,5.5,5.3頭 となって大きな差はなかった。

ヒメネズミでは14,7,8。 2,10.2頭となって,モ ミー イヌブナ林でやや多い荻値であ

った。林地ではヒメネズミがアカネズミより多 く捕らえられた。

12月 には, 8-10月 期にフナ掛けをしなかった園路から離れた林内のようすを知

ること,植生別の資料を客観的に提えるために,植物園では比較的まとまった面積を

占めているモミー イヌブナ林,モ ミー コナラ林, コナラー クリ林,ア カマツー コ

ナラ林の 4植生について,20ワ ナ,10mお きに格子状に配列した地点を 2点ずつとる

調査を実施した。

その結果, ヒメネズミは全地点で出現したが,ア カネズミはSt.Iのみに出現した。

これは 8-10月期の調査で得られたアカネズ ミの分布と一致している (表 2)。 表 2

には捕獲数を 2地点の合計値から求めた100TNで示した。アカネズミはモミー イヌ

ブナ林に5,0頭出現しているがヒメネズミの半数である。ヒメネズミは10.0～ 15.0頭

と10頭台で出現し,モ ミ林ではやや少なく,ア カマツー コナラ林で最も多かったが ,

その差は大きなものではないと思われる。

表2 植生別捕獲率 (頭 /100ワ ナ 夜)

植生 アカネズミ  ヒメネズミ

モミー イヌブナ林

モミー コナラ林

コナラー クリ林

アカマツー コナラ林

I ・Ⅱ

ME,Mll

Ⅲ・Ⅳ

V・ Ⅵ

5.0

0

0

0

10.0

10.0

12.5

15.0

3.考  察

以上,ネズミ類の調査結果について述べてきたが,植物園内ではヒメネズミがほぼ

全域にわたって分布し,生息数も多かった。アカネズミは,林の周辺部を中心に,一

部は林内にも分布しているが,林地についていえばアカネズミの生息数はヒメネズミ
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より多くはなかった。しかし,林地以外 (植物園周辺の草地等)についてみれば,ア

カネズミとヒメネズミの関係は逆転しているように思われる。これ以外のネズミ類は ,

極めて劣勢であるとみてよいであろう。

今回は地点調査が冬になってしまったが,ネ ズミ類の行動が活発な春から秋にかけ

て,さ らにネズミ類の活動に合わせて繁殖前,繁殖期,繁殖後等通年にわたって調査

を実施することにより,生息状況をより明らかにすることができると思われる。また ,

食虫類については十分に調査することができなかったが今後十分な調査が必要であ

る。

今回直接には確認できなかったものにアズマモグラがある。植物園正門付近の芝生

にはモグラ塚がいくつも作られていた (12月 )こ とからみて,本種の生息は明らかで

ある。この他,確認できなかったが生息すると思われる食虫類に,ホ ンシュウジネズ

ミがある。本種は捕獲が困難であり,こ のような調査では視認されにくい。
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Ⅲ 仙台城址・青葉山地域の小動物
(両生類・爬虫類・甲殻類 )

高 取 知 男
*

青葉山地域は,市街地の中心に残された自然の豊かな緑地であり,小動物の貴重な

生息地になっている。仙台城llL・ 青葉山地域の動物調査の一環として,両生類・爬虫

類・甲殻類などの小動物類の生息調査を実施した。

調査地 と調査方法

調査地は仙台城llL。 青葉山地域特に東北大学理学部附属植物園 (以下「植物園」と

言う。)お よびその南側に接する竜の口峡谷などである。

調査地の東側には広瀬川があらて,小動物類の良好な生息地ではあるが今回の調査

では,あえて広瀬川を調査地の範囲には含めなかった。

調査地の範囲はあまり広くなく,ま た特定の地点や特定の種を除いては,調査対象

の小動物の生息密度は概して高くない。そのため,今回の調査では,動物を担当する

各調査員の目撃した記録を集めることとし,特定の調査は行なわなかった。

調査結果

今回の調査で出現したのは,両生類 5科 7種類,爬虫類 2科 3種類,甲殻類 4科 4

種類である。

種ごとの出現状況は,次のとおりである (図 1,表 1)。

○トウホクサンショウウオ

小野 (1979)は ,注 目すべき動物の生息例の一つとして, トウホクサンショウウオ

をあげている。

今回の調査では,春季に植物園内の水路で卵塊が目撃されたはか,竜の口峡谷で幼

生が発見されている。植物園内の水路は水量は少ないが,毎年 トウホクサンショウウ

* 
仙台市科学館
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添嘗ζ曇鍾聟猪
:二 /か ,11;～え文倉
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窟
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図 1 小動物の出現状況
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オが産卵し,ヘイケボタルが繁殖するなど小動物のミニ・サンクチュアリになってい

る。

竜の日峡谷は,水生の小動物類の生息は稀れである。夏季に 2度,幼生各 1個体を

確認したが,いずれも峡谷上部の沢から落下した個体と思われる。水質などの状況か

ら,現在の峡谷内では本種の繁殖は考えにくい。

○アズマヒキガエル

調査では,植物園内で小型の数個体を確認した。本種は人里や丘陵地で普通にみら

れ,今回の調査地も竜の口渓谷を除いては,本来の生息地に含まれると思われる。

青葉城llLの本九付近でも, しばしば見られると言 う。

Oニ ホンアマガエル

調査では,竜の口沢下流の仙台市の苗圃跡周辺で数個体を確認 した。

普通種。

○ニホンアカガエル

調査では,植物園内と長沼で確認した。

普通種。

Oタ ゴガエ ァレ

調査では,植物園内の観察路の傍で盛んに鳴いているのが見られた。タゴガエルは

やや山地性のカエルで水が地面からしみ出るような場所で,石の下や穴の中で鳴いて

いるのを気付 く事が多い。植物園内のような自然度の高い場所を除いては,市衡地で

の生息は珍しい。

Oツ チガエル

調査では,竜の日渓谷で数個体確認された。

ツチガエルは水辺に依存して生活しており,広瀬川に多い。

○カジカガエル

調査では,竜の口渓谷で確認された。

現在の渓谷の環境は,カ ジカガエルの本来の生息場所とは言いにくいが,初夏の頃

に竜の日沢の水質が良い年は,広瀬川からカジカガエルが侵入し,あるいは産卵する

こともあり得ると思われる。

広瀬川では,上流から下流までの全流程にわたって,本種が生息している。
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表 1 小動物の出現状況

場 所 理学部附属植物園 長沼 竜の口峡谷

地 点 A B C D E F G H I

月 日 5/286/7 7/30 /2912/ 10/10 7/26 S638/23 5/28

① トウホクサンショウウオ ○卵塊 ○幼生 ○幼生

②アズマヒキガエル ○

③ニホンアマガエル

①ニホンアカガエル ○ ○

⑤タゴガエル ○  ○

⑥ツチガエル

⑦カジカガエル O ○

0カ ナヘビ ○

②アオダイショウ ○

0ヤマカガシ

ロスジエビ

ロヌカエビ 〇  〇

団アメリカザ リガニ ○

ロモクズガニ ○

場 所 竜の日峡谷

地 点 K L M N O

月 日 6/47/29 7/29 7/26 7/26

① トウホクサンショウウオ

②アズマヒキガエル

③ ニホ ンアマガエル ○

④二本ンアカガエル ○

③タゴガエル

③ツチガエル ○ ○ ○

⑦ カジカガエル ○

0カ ナヘビ ○ O ○

0ア オダイショウ ○ ○

0ヤマカガシ O

ロスジエビ ○

図ヌカエビ

団アメリカザ リガニ

ロモクズガニ ○ O

備考 :種名に附した

○は両生類
0は爬虫類
□は甲殻類
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Oカ ナヘ ビ

調査では,植物園や竜の日渓谷で確認された。

人里や丘陵地に普通であり,青棄山公園や住宅の付近でもしばしば見かける。

Oア ォダイショウ

調査では,植物園や竜の日渓谷で確認された。

人里や丘陵地に普通にみられるヘビであり,広瀬川の河川敷や中州で繁殖するもの

も多い。

Oヤマカガシ

調査では,仙台市の苗圃跡付近で 1個体を確認 した。

河川敷や丘陵地に普通にみられるヘビであり,調査地周辺は,本種の本来の生息地

に含まれる環境である。

○スジエビ

竜の日の広瀬川への合流部付近で確認 したが,広瀬川から侵入 した個体と思われる。

本種は竜の口渓谷には,ふだんは生息しない。

河川の中流～下流,小川,池・沼などに普通で,広瀬川にも生息するが, ヌカエご

より少ない。

○ヌカエビ

長沼に生息 している。

河川の中流～下流,小川,池・沼などに普通に見られる。広瀬川では植物の根が張

り出した淀みなどに多い。

○アメ リカザ リガニ

長沼に生息している。生息密度は高く,小学生たちのザリガニ釣 り場として有名で

ある。

本種は小川,池・沼などに多く生息している。広瀬川では,下流部で僅かに見られ

る。

○モ クズガニ

調査では,竜の日渓谷で確認され,峡谷のかなり上部まで分布している。

本種は河川の中流～下流,小川などに生息し,かなり大型のカニである。広瀬川で

は,熊ケ根付近まで遡上する。竜の日渓谷で本種がしばしば確認されており,貧相な
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峡谷内の水生動物の中では代表的な種である。

ま と め

調査では両生類 5科 7種類,爬虫類 2科 3種類,甲殻類 4科 4種類が出現した (表

2)。

両生類と爬虫類は,概ね人里から丘陵地にかけて見られる種であるが, トウホクサ

ンショウウオやタゴガエルのように,丘陵地から山地にかけて生息する種も含まれて

いて,植物園の自然環境の良好さをものがたっている。今回は組織的な調査を実施し

ていないので,出現種は限られた範囲で終わっているが,以前にこの地域で見かけた

ものとしては次の種があげられる。

○クサガメ (イ ンガメ科 )

しばしば長沼で見られる。人為的に放たれたもの。

Oト カゲ (ト カゲ科)

普通種。

Oタ カチホヘビ (へ ご科 )

植物園でときおり見つかる。地中生活をするヘビで人目につきにくい。そのため珍

しいヘビであるとされてきたが,仙台付近でも青葉山,向山一帯,高館山などでタカ

チホヘビが確認されているので,本種は実際には丘陵地にかなり生息するものと思わ

れる。

Oシマヘビ (ヘ ビ科)

普通種。

出現種のうち, トウホクサンショウウオは環境庁指定の指標種で,貴重な動物であ

る。植物園は本種の良好な生息地になっていると推定される。青葉山一帯は,以前か

らトウホクサンショウウオの生息が知られるが,植物園のほか,現在も青葉山市有林

に本種が生息し,青葉山に続く鈎取休養林や太白山自然環境保全地域内の水系にも生

息地がある。これらの緑地帯は,市街地の中に囲まれた形であり,その自然度をはか

る指標の一つとして, トウホクサンショウウオなどの生息環境は貴重である。

甲殻類は,竜の口渓谷や長沼で 4種類が出現したが,いずれも普通種である。調査
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表 2 青葉山地域の小動物 (両生類・爬虫類・甲殻類)
☆ :調査では出現しなかったが生育情報あり

《両生類》

サンショウウオ科

①トウホクサンショウウオ    Fr7″ο″熔 ′ゲθル″,婉
ヒキガエル科

②アズマヒキガエル       Bゆ 物力″ροη力体

アマガエル科

③ニホンアマガエル       駒肋クん0%9,ブ妙οηゲ骸
アカガエル科

④ニホンアカガエル       R,筋 カタ勁励
⑤タゴガエル          R,筋 れ∞ゲゑ∞ゲ

⑥ツチガエル         励協 彩節 ,

アオガエル科

⑦カジカガエル         R力 ,ψクカο筋 すゆ ″ゲ勤S

《爬虫類》

インガメ科

トカゲ科

カナヘビ科

ヘビ科

《甲殻類》

テナガエ ビ科

ヌマエ ビ科

☆クサガメ

☆ トカゲ

0カ ナヘビ

☆タカチホヘビ

0アオダイショウ

☆シマヘビ

0ヤ マカガシ

ロスジエビ

ロヌカエビ

ロアメリカザリガニ

ロモクズガニ

Cカカοtts″ιι密″

β%物θθ盗 力河s磁力励s

駒 ν 狗 物 クS力 じ秒
'約

η οゲ

'公

4θ励′力熔 ψ力αJiS

f駒少ル ιriO,ιψtt。紹

β妙 力ια筋
'″

υ鷲彗 カ

物ヽカカ 顆 %,顆 ηα

捻と印 οη rP2Jrr効 ,ο〃 フ)2%α虎″S

乃紹物 ω婢 %,SS,ゲ″ 約υれ

つα財励,解sθ肋力″

助 oc力ι″ブ妙ο″ガ笏

アメリカザリガニ科

イフガニ科
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地内の水系で甲殻類の生息環境として適しているのは,長沼だけであるが, しイドしば

沼の改修が行なわれておリー,水質も概して悪いなどで,アメリカザ)ガiが優占して

ヤヽる。

引 用 女 献

小野泰正,1979‐ 青葉山保存緑地報告書!青葉山保存緑地調査臨時専門委員会i
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Ⅳ 仙台城址・青葉山地域の魚類

高 取 知 男
*

仙台城址・青葉山地域の動物調査の一環として,こ の地域内の水域および竜の口渓

谷 (竜の口沢)を対象に魚類の生息調査を実施した。

調査方法は手網やトラップによる採捕調査で,調査日は1989年 7月 27・ 28日 および

11月 30日 である。

1 調査結果

調査地の水系のうち魚類が採捕できたのは,長沼と竜の口沢 (広瀬川合流点付近)

である。

出現魚種はつぎの通りである。

<長 沼 >

コイ科

①モツゴ

②ギンブナ

※キンギョ

④コイ (色鯉)

ハゼ科

⑤ヨンノボリ

<竜の口沢 (広瀬川合流点付近)>

ドジ ョウ科

⑥ドジョウ

2.考  察

③ゲンゴロウブナ (ヘラブナ) G顕岱す熔 協滋万

Psι
"冴
θИttιο印 ά孵り

働 %αsstts炒うι肋 肋η邸あ

"

Cαr鶴カパ sp.

⑫ク万切%S ttψカ

Rカゲ%θpうゲ%sう %ヶηηι2ぉ

か行照%物熔 α夕2酔ウιι
'磁

π力励s

調査で出現したのは,キ ンギョを除いて 3科 6種類である。調査地内の水系のうち,

植物園内の沢・池,五色沼からは魚類は出現しなかった。竜の口渓谷も,最下流の広

*仙台市科学館
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瀬川合流点付近を除いては,通常は魚類は生息しない。竜の口渓谷のみなもと付近で

は,以前は高密度にホトケドジョウが生息したと言う。現在は,渓谷の上流で水質の

悪化が顕著で,ホ トケドジョウは絶えたと推定される。

調査地内で通常魚類が生息するのは,唯一長沼である。しかし,長沼も改修や池ざ

らえを経過しており,現在見られる魚類は人為的に移入されたものである。大型のカ

ムルチーなども以前は長沼で見られたが,現在も生き残っているかは確認できなかっ

た。

調査地内の水系はいずれも広瀬川に流れ込むが,竜の口沢を含め広瀬川と魚類の行

き来ができない構造になっており,魚類の分布からは,広瀬川とは隔絶された水系で

ある。
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V  仙台城址およびその周辺地域の鳥類

竹 丸 勝 朗
*

は じめに

本調査は仙台城llLお よびその周辺地域の自然環境の現況を総合的に把握するための

調査の一環として行われたものである。

鳥類の生息状況については,多 くの鳥類が生息していることは知られているが周年

通して調査されたことはあまりなく,1960年より小笠原置による東北大学理学部附属

植物園を中心とした鳥類の調査 (Ogasawara,1964)と 加藤陸奥雄がこれらの資料か

ら「仙台城一帯の鳥相」を報告 (加藤,1965)しているだけで,他にあまり見あたら

ない。今回の現況調査から一応の概要を得たので報告したい。

調査方法および調査期間

調査は1989年 5月 から1990年 1月 までの9カ 月間に毎月 1回の月例調査と補助調

査,既存の資料による資料調査等をもって実施した。

月例調査は主としてロードサイドセンサス法を行った。

調査に使用した器具としては 8～ 10倍の双眼鏡,20～ 25倍の望遠鏡,望遠レンズ付

きカメラ,数取器等を用いて日視や聴覚,時には食痕や足跡で確認したものも参考と

し,その都度種類と個体数を記録した。

季節区分は 5月 を春期,6～ 8月 を夏期,9～■月を秋期,12～ 1月 を冬期とした。

1回に要した調査時間は 2～ 3時間程度で廷べ人員は54人 100時間であった。

春期については調査期間が少なかったので四季を通しての十分な調査とは言えなか

っ た 。

*日本野鳥の会
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図 1 調査地域および調査コース
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仙台城址およびその周辺地域の動物

調査地域及び調査 コー ス

調査対象地域は仙台城l■L及びその周辺 (竜の日渓谷を含む)と なっているが,こ の

地域を東北大学のキャンパスを主とした二の九跡地域,広瀬川の一部と住宅衡に山林

が主である天主台を含めた三の九・本九跡地域,山林を主とした植物園の御裏林地域 ,

竜の口渓谷の入り口から源流までの峡谷内を主とした竜の口地域のそれぞれ異なった

環境の四地域に区分し,こ れらの地域を網羅できるように調査コースを設定した (図

1)。

なお鳥類の配列は日本鳥学会 (1974)及び新記録による追加目録と類別区分につい

ては日本野鳥の会 (1989)に よった。

鳥類の季節的区分については仙台城址周辺という狭い地域から見た場合を主とした

ため筆者の判断で行った。従って日本全体として見た場合の鳥類季節の夏鳥,冬鳥 ,

旅鳥,漂鳥,留鳥の区分とは多少異なる場合もある。

調査結果

4地域の調査結果は図 2の通 りであるが最も種類数の多い地域は御裏林 (東北大学

植物園)地域で58種類が確認された。季節別では秋期の38種であった。次に本丸・三

の九跡地域で55種類が確認され,夏期に31種 と秋期に32種であった。この地域は山地

と水辺の二つの環境を備えているため比較的多 くの鳥類を見ることができたのであ

る。二の丸跡地域は緑地が少なく東北大学のキャンパスといった環境から鳥類は少な

く最も多い冬期で20種類であった。この地域では留鳥が主として観察され,それに冬

鳥が加わった程度の鳥相であった。竜の口渓谷地域では環境としては断崖絶壁が続く

といった特殊な環境であったため鳥類が最も少ない地域で28種類が確認されただけで

あった。次にこれらの地域それぞれについて述べることとしたい。

1 仙台城二の丸跡地域の鳥類

この地域は東北大学のキャンパスで建造物があり,人や自動車等の通行量も多く植

生もまばらであることから多くの鳥類が生息できる環境でないと思われる。調査期間

中に出現した鳥類はアヒル, ドバ トを含めて452回の出現回数で33種 1,370羽 を記録す

ることができた (表 1)。 普通種として挙げられる鳥類はスパメ, ヒヨドリ,ハ シボ
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×          

一
一

×

図2 仙台城址および周辺地域の舟類の種数の季節変化

ソガラス, シジュウカラ,ハ ンブトガラス,キ ジバ ト,ム クドリ, トビ等の順になっ

ていた。 優占度は,スズメが最も高く次にカルガモ,ハ シボソガラス, ヒヨドリ,
ムクドリの順になっていた。カルガモが優占しているのは広瀬川右岸大橋付近で観察

された個体が含まれるためであった。

この地域で特筆すべきことはイワツバメの減少である。

仙台商業高等学校 (1962年建設)や宮城県スポーツセンター (1964年建設)が建設

された年の数年前後の間,仙台市中心地域のビル街はイワツバメの生息繁殖の場とし

て利用,分布を広めていた。

スポーツセンターや仙台商業高校が建設されてからは軒下等を利用し,数百個の巣

がコロニーの状態で営巣されはじめ,それまでは集団営巣場所として大橋や御霊橋が

利用されていることが知られていたが公々に放棄されていった。

東北大学が青葉山に移転 (1964)した頃から仙台商業高校やスポーツセンターのイ

ワツバメの巣も何故か利用されなくなっていった。

1975年大橋上流に市民会館が新装建設されるとビルの駐車場に集団で営巣を始め

た。

青葉山の東北大学理学部,工学部の校舎が完成して間もなくイワツバメは営巣場所

秋

節

夏

季
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種 名
出 現
個体数

現

数

出

回

種  別

優占度

種 冴J

平均数

鳥相内

出現率

ゴ

カ

ト

キ

サ ギ
モ

ガ  モ
モ

ビ

ジ

ユ リ カ モ メ

キ  ジ  ノミ  ト
ア オ ゲ ラ

ア  カ  ゲ  ラ
コ    ゲ    ラ
ッ   ′ミ   メ

イ ワ ツ バ メ

ハ ク セ キ レ イ

ヒ ヨ ド リ

ズ

ジ ョ ウ ビ タ キ

ツ   グ   ミ
ウ  グ  イ  ス
ユ   ナ   ガ
シ ジ ュ ウ カ ラ

カ シ ラ ダ カ

ア   オ   ジ
カ ワ ラ ヒ ワ

ス   ズ   メ
コ ム ク ド リ
ム  ク  ド  リ
カ   ケ   ス
オ   ナ   ガ
ハ シボ ソガ ラス

ハ シ ブ トガ ラス

ア    ヒ    ″レ
ド    バ    ト

1

6

267

7

51

6

17

30

1

1

19

13

2

11

106

7

1

1

3

13

36

9

2

15

451

1

98

1

2

136

42

4

7

1

1

18

1

23

3

3

24

1

1

14

7

2

11

54

7

1

1

3

1

26

5

1

11

125

1

23

1

1

53

25

1

2

0.1

0,4

19.5

0.5

3,7

0.4

1.2

2.2

0.1

0.1

1.4

09
0.1

0.8

7.7

0.5

0.1

0.1

02
1.2

2.6

0.7

0.1

1.1

32.9

01
7.2

0.1

0,1

99
3.1

0.3

0.5

1.0

6.0

14.8

7.0

22
2.0

5.7

13
1.0

1.0

1.4

1.9

1.0

1.0

20
1,0

10
10
1,0

16 0

14
1.8

2.0

14
36
1.0

4.3

10
2.0

2.6

1,7

4.0

35

02
0.2

4,0

02
5,1

07
0.7

5,3

02
0.2

3.1

1.5

04
2.4

H.9
1.5

0.2

0.2

0.7

0.2

5,8

11
02
2.4

27.7

02
5,1

0.2

0.2

■ 7

55
0.2

0.4

合 計 1370 100.0 100 0

仙台城址およびその周辺地域の動物

表 1 仙台城址鳥類調査 調査地 (1)二の丸跡
(19855-1990.1)

出現個体数 :調査地域内に出現した種の個体数 (羽 )

出 現 回 数 :調査地域内で種が出現した回数 (回 )

種別優 占度 :(種の出現個体数)■ (全種の出現個体数の総計)× 100(%)

種別平均数 :(種の出現個体数)■ (種の出現回数),単独でいるか群れて
いるかを表す。

鳥相内出現率 :(種の出現回数)■ (全種の出現回数の総計)× 100(%)そ
の地域で普通種であるかどうかを表す。
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として集団で利用したが営巣状態は悪 く育雛の中途で巣が損壊するのが目立った。壊

れた巣をみると巣材に原因があるように思われた。それは土が山土の赤土で壁面に接

着しにくかったのでないかと思われる。

この頃からイワツバメは減少したものと思われる。1989年 5月 30日 に工学部と理学

部の校舎の営巣状況を調査 した結果50個の古巣を数えたが,20個はスズメが利用して

おり,イ ワツ′ミメが利用しているのは確認されなかった。

日本野鳥の会宮城県支部の調査によると川内住宅地域でも1978年 と1979年まで営巣

が確認されたがその後は確認されていない (太田,1981)。

調査期間中のイワツバメは二の九跡地域では 1羽ずつ 2回の記録で,全体でも 5回

で12羽の記録でしかなく, ツバメの記録の方が多かった。以上の通 リイアツバメは滅

少の途を辿っているように思われるが,その原因は明確でない。

2 仙台城本丸・三の丸跡地域の鳥類

この地域は天守台の森林と急峻な崖面と集合住宅街,仙台市の首圃につづく広瀬川

右岸から経ケ峯の崖面,テ ニスやバレーコートのある運動競技場といった自然地域と

住宅及び運動公園地域が併合された環境の地域である。

五色沼や長沼があ り,ま た広瀬川に面していることから水辺の鳥類も多く観察する

ことができる。

調査期間中に出現した鳥類はアヒル, ドバ トを含めて613回の出現回数で55種 1,907

羽であった (表 2)。 普通種として挙げられる鳥類はヒヨドリ,ス ズメ,シ ジュウカ

ラ,カ ルガモ, トビ,ハ シボソガラス,ハ シブトガラス, コグラ, メジロ等の順にな

っていた。優占度はカルガモ,ス ズメが高く次に 卜ど, ヒヨドリ, シジュウカラ,ハ

シボソガラス,ハ ンブトガラスの順になっていた。

この地域の特徴は水辺の鳥が数多く見られることである。五色沼,長沼ではカルガ

モが留鳥として生息繁殖しており,ア ヒルも7羽生息している。この鴨たちに一市民

の方が数年前から毎朝給餌をしておりこの給餌人に対しても慣れきっている。給餌時

間には ドバ トやカラス類,ス ズメ, トビなどが集まって来るが冬期にはユリカモメも

多数集まっている。

この沼地を利用している鳥にカワセミがある。カフセミは広瀬川から苗圃付近を通

り抜け,天守台の崖にそって北上してこの長沼に入 り採餌や休息の場として利用して
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表 2 仙台城址鳥類調査 調査地 (2)本丸・三の丸跡
(19895-1990.1)

名種
出 現
個体数

現
数

出
回

別
度占

種
優

種 別
平均数

鳥相内
出現率

ギ
モ
モ
ビ
カ
ウ
ジ
ト
ウ
ス
ク
メ
ミ
ミ
ラ
ラ
メ
イ
イ
イ
リ
ズ
ス
イ
キ
ミ
メ
ス
イ
イ
斯
キ
ガ
ラ
ラ
ラ
ラ
ロ
ロ
カ
ジ
ジ
フ
フ
コ
メ
メ
リ
リ
ス
ガ
ス
ス
ト
ル

仲ガ′レガ　仲一　ジ′ミツコ峠一↓一坤″ゲ′ミ中一一ヨド　””ヨウビタグカ「ボソムックラ一″ナガガつジユゥヵジや″オロ一ヒ一　ズ“【ケナ”ル′ミヒ

ゴ

マ
カ

ト

ハ
チ
キ

キ

カ
ホ

ア
ア
ヤ
カ

ア

コ
ツ
キ

ハ
セ

ヒ
モ
カ

ミ
ジ

ツ
ヤ
ウ

メ

エ
セ
キ

エ
コ
ヒ
ヤ

ン
メ
ホ
カ

ア
ク

カ

マ
ベ

シ

ス

コ
ム
カ
オ

ハ
ハ
ド

ア

0.1
1.3
25.0
66
0.1
011

0.2
0.8
0.1
0.1

0.1
0,2
0.1
0.7
01
1.5
1.2
03
0.5
0.6
5.9
0.5
0,1
0.1
0.1

0.3
0.1
0,9
0.1
0.1
0.1
03
1.2

0.1
03
0.2
5,7
3.1

0,3
0.2
04
0.1
0.5
0.1

0.3
0.2
21.1

0,3
1.5

0.2
0.1
3.3

5。 1

5.1

30

1,0
3.6
9.0
3.1
1,0
1.0
1.0
11
1.0
1.0
1.0
3.0
1.0

1.1

1.0
1,1

3.1
1.0
13
1,2
1.5
1.1

1.0
1.0

1.0
12
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0

2.5
2.6
1.0

30.

10
1,9
2.6
1.0
1.0

1.4
1.0

1.3
2.0
1,3
1.3

5。 9

1.5
3.2
1.3
1.0
1.6

3.1
12.1

3.8

02
1.1

86
6.5

0.2
0.3

0.5
2.3

0.2
03
02
0.2
0.2
20
0.3
4.1
1.1

0.8
1.1

1.6
12.1
13
0.2
0.2

0.2
0,8
0.3
2.8

03
0.2
02
03
0.8
0.2
03
0,7
9.5
3.8

08
0.5
0.8
0.2
1.3
02
0,7
0,5
113
07
1.5
05
0,2
6.4
5.2
1.3
24

計合 1907 100 0 100.0
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いる。時には五色沼から植物園内の湿地や水生植物の池に姿を見せることもある。

ヤマセミは広瀬川右岸の柳の木を利用し休息の場としており,竜の口渓谷も繁殖の

場として利用しているが,長沼は人と接近し過ぎるため利用していないと思われる。

カワガラスは広瀬川流域で大橋を中心として上流は八幡町三滝付近から下流は米ケ

袋の縛地蔵尊付近の間で 2番程度繁殖 しているものと思われるが,竜の口渓谷の廣瀬

川への合流部付近でも記録されていることから,竜の日付近においての繁殖の可能性

も考えられる。

水辺の鳥以外としてはアオバズクやチョウゲンボウが挙げられる。

アオバズクは五色沼と追廻住宅衡との道路境の並木のクルミの木の樹洞に1985年 6

月より毎年継続して営巣しているのを確認しており,こ のクルミの木の枝が道路上に

伸び出ていたことから調査開始前の 3月 頃枝を切 り落とされ樹洞が見えるようになっ

た。そのためアオバズクが再度利用するか否か案じられたが 6月 になって姿を確認す

ることができ無事営巣と育雛に成功した。

チョウゲンボウは経ケ峯の崖面に営巣していることは1961年 4月小笠原によって発

見され (加藤,1965),その後も継続 して 2～ 3番が繁殖している。調査期間中は 1

番の繁殖を確認しただけであった。

この営巣地域より分散したと思われる個体が広瀬川下流の県立工業高校向の崖面で

観察することができる。

3 仙台城御裏林 (東北大学植物園)の鳥類

この地域は藩政時代から御裏林として保存された青葉山の中心的地域で,優れた自

然地域である。植物園内は観察路や水路を利用した池等が整備されてお り園内に生息

する動物にとっては都会のオアシス的存在となっている。

調査期間中に出現した£類は922回 の出現回数で58種 1,885羽であった (表 3)。 普

通種として挙げられる鳥類はシジュウカラ,ヒ ヨドリが最も多くハシブトガラス, コ

ゲラ,ス ズメ,ハ ンボソガラス,メ ジロ, トビ等の順になっていた。

優占度はシジュウカラが最も高く次にハシブトガラス,ヒ ヨドリ,エナガ,ス ズメ,

キクイタダキ, コグラ, トビの順になっていた。

この地域の特徴は森林性の鳥類が個体数も多 く観察された。特にシジュウカラは

191回の出現回数に453羽を数え,平均2.4羽であったことから,全域にわたって分散
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表 3 仙台城址鳥類調査 調査地 (3)御裏林 (植物園)
(1989.5-1990.1)

名種
現
数体
出
個

現
数

出

回

別
度占

種
優

種 別
平均数

鳥相内
出現率

モ

ビ

カ

ウ

リ

ジ

ト

ス

ミ

ラ

ラ

ラ

メ

メ

イ

イ

イ

イ

リ

ズ

ィ

マ

キ

キ

ミ

ミ

ラ

ミ

メ

ス

イ

イ

キ

キ

リ

ウ

ガ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ロ

ロ
カ

ロ
ジ

ワ

フ

コ

メ

メ

リ

リ

ス

ガ

ス

ス

ノレガ　一一マド　↓中一″″ゲバ一中一一持ヨド　”ゴ”ヨウビタ″ロツグ一グカ和”ンダィムシク″一″一ナガガマガゎジュゥヵジ一カ”オ一ヒ一　ズ〔〔ケナ一一

カ

ト
オ

チ
ヤ
キ
キ

ホ
カ

ア
ア

コ
ツ
イ
キ

ハ
セ
ビ

ヒ
モ
ミ

ノ
ル
ジ

ト
ク

シ
ツ
ヤ
ウ

メ
セ
キ

キ
ォ

サ

エ
コ
ヒ
ヤ

シ
ゴ

メ
ホ
カ

ミ
ァ
ヵ

マ
ベ

シ

ス

コ
ム
カ
オ

ハ
ハ

２

８

１

１

１

６

３

１

１

６

８

３

４

０

２

３

４

１

８

１

１

１

１

１

１

２

１

１

９

３０

‐

２

９８

７

１

４

３７

３０

２４

２３

５３

１

６２

‐７

５

２

７

２

２

２

８

０

７

９

０

３

９

２

‐

３３

１

１

１

‐３

６

１

１

６

８

５７

３

３

２

‐０

３

１

３３

■

１

１

１

‐０

１

１

１

１

‐９

２７

１

２

２３

７

１

３

２９

■

‐２

‐８

９‐

‐

３６

‐３

７

１

７

‐８

１

２

‐０

４２

４

４

‐５

１

３９

６５

l

l

01
31
01
01
01
08
0.4
01
01
03
04
33
02
05
01
07
02
0■

105
06
01
01
01
0.6
0.1

0.1

01
01
10
1.6

01
01
52
0.4
0.1

0.2
7.3
16
13
12
24 0

01
33
09
08
0,1

0.4
17
01
01
15
69
04
1.0

1.1

02
31
11.8

20
1.8
1.0
1.0
1,0

12
13
10
10
1.0

1.0
1.1

13
33
10
13
1.3

10
1.5

1,0
1 0
1.0

10
11
10
20
1 0

1.0

1.0

1.1

1 0

1 0

43
1 0

10
13
47
2.7
2.0
13
24
1 0
17
13
21
20
10
18
2.0
10
2.8
31
1.8

4.8
13
30
15
3.4

01
36
0.1

01
01
14
07
01
01
07
09
62
03
03
0.2
1,1

03
01
144
12
01
0.1

01
1.1

01
01
0.1

0.1

2.1

29
01
02
25
08
0.1

03
31
12
13
20
20 7

01
39
14
08
01
08
20
0.1

02
11
46
04
04
16
0,1

42
70

計合 1885 100 0 100.0
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生息している地域であった。

ハンブトガラス, ヒヨドリについてもシジュウカラ同様全域に生息していた。

近年になって目立つようになった種類にメジロ,ヤマガラがある。

ヤマガラについては古くから西部の鈎取地域から太白山周辺の落葉広葉樹林内で生

息繁殖していたが青葉山付近ではあまり観察することはなかった。

調査期間中には18回の出現回数で23羽を記録し,平均1.3羽であったことから単独

行動で夏期から秋期に多く見ることができた。

メジロについては仙台周辺では桜の開花時期や秋の移動時期に少数見られたが,見

る機会は少ない鳥であった。ところが調査期間中には36回 の出現回数で62羽 ,平均

1.7羽であったことから単独と複数の行動が観察されている。特に夏期の記録に平均 1.

9羽を数えていることから繁殖しているものと推定される。

一方1964年当時多数生息していたコムクドリはかなり減少していた。コムクドリは

樹洞,屋根,巣箱などを利用して営巣繁殖してお り,二の丸跡地域は終戦後駐留軍の

住宅地域として長く利用され,その後は公務員住宅として利用されていたが,それも

廃止となって住宅を撤去してから一層の減少となった。

植物園付近にコムクドリが以前多く見られたのは二の九跡地域の広い面積に散在し

ていた木造モルタル住宅が営巣繁殖の場として利用されていたためと思われる。

調査期間中に 4回の出現回数で 7羽 ,平均1.8羽であったことから2～ 3番程度が

生息していたものと思われる。

オオタカ,ヤ マドリ, トラツグミは留鳥として極少数稀に見ることのできる種類と

なった。ウズラ,チ ゴモズは1964年の小笠原の記録以外あまりないものと思われる。

個体数は少ないが珍しい鳥類としてノゴマ, ミヤマホオジロ等が挙げられる。夏期

の調査時にキクイタダキが餌をくわえていたのが一度観察されてお り,今後の注意を

必要とする。

何故ならキクイタダキはこれまで亜高山の針葉樹林帯で繁殖するものと言われてい

るからである。もし営巣繁殖しているとすれば貴重な記録となる。

4 竜の回渓谷の鳥類

この地域は源流を青葉山ゴルフ場及び練習場地先に発し,約 3キ ロメートル,深さ

は入口で約40メ ートル,最 も深い八木山橋付近で70メ ートルに達し大橋下流の追廻住
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宅南部の地点で広瀬川に合流する渓谷で,入口より約 2キ ロメートルまでは断崖絶壁

のV字谷でそれより上流部で谷は浅くなり,両岸は低木から高木に至る林で覆われる。

1961年に青葉山ゴルフ場が完成し,1965年には八木山動物公園が開園となった頃から

渓流の上流部に開発された建造物等やその周辺から流出した汚水により水質が悪化し

魚影が見られなくな り,水生昆虫類も少なくなった。

調査期間中に出現 した鳥類は84回の出現回数で28種 165羽であった (表 4)。 普通種

として挙げられる鳥類はシジュウカラが最も多くキセキレイ, ヒヨドリ,ア オジ,エ

ナガ等の順になっていた。

優占度はシジュウカラ,ハギマンコが最も高く次にキセキレイ,ヒ ヨドリ,エナガ,

アオジの順になっていた。

この地域の調査回数は少なかったが夏期にはキセキレイが多く見られ,秋期にはシ

ジュウカラ,冬期にはハギマシヨとシジュウカラが多く記録された。ハギマシコがこ

のような場所で観察されたことは少なく,宮城県内では海岸の岩場の多い所や広瀬川

等で冬期観察されることが多かった。

冬期にオオタカ 2羽を確認しているが越冬のため飛来しているものと思われる。カ

ヤクグリやクロジも冬期間少数のみ飛来していることも確認できた。

この渓谷内で以前チョウゲンボウとヤマセミが営巣していたが,調査期間中には確

認できなかった。しかし,植物園裏門に当たる峡谷内にヤマセミの巣穴を発見するこ

とができた。

状況から判断すると今シーズンに使用したものと推測した。また付近にカフセミの

巣穴と思われる小さな穴を見つけることができた。

チョウゲンボウは1970年代までは少なくとも三カ所で営巣していたが近年では確認

できなかった。以前営巣した植物園裏側に当たる崖面は崖の崩壊により失われており,

八木山動物公園裏の壁面にあった巣穴には入口を遮るように木の根のような物がはみ

出して使用不能の状態になっていた。

調査期間中にチョウゲンボウが繁殖に成功したのは経ケ峯の壁面での 1番だけと思

われる。

1964年当時小笠原は経ケ峯の壁面と竜の口渓谷内で 6個の巣と2～ 3の古巣を確認

していると報告している (Ogasawara,1964)。 現在の状況からすると,峡谷内での
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表 4 仙台城址鳥類調査 調査地 (4)竜ノロ渓谷
(1989.5-1990。 1)

種 名
出 現
個体数

現

数

出

回

種 別

優占度

別

数均

種

平

鳥相内

出現率

，ハ
　
ゲ

ジ

カ

ビ

カ

ジ

ト

フ

コ    ゲ   ラ
キ セ キ レ イ

ハ ク セ キ レ イ

セ グ ロセキ レイ

と ヨ ド リ

カ ヤ ク グ リ

ジ ョ ウ ビ タ キ

オ  オ ル  リ

ヤ  マ

ギ
カ　
ラ
　
ラガ

ナ

ガ

シ ジ ュ ウ カ ラ

ゴ ジ ュ ウ カ ラ

メ   ジ   ロ
カ シ ラ ダ カ

ア   オ   ジ
ク    ロ    ジ
ハ ギ マ ン コ

ベ ニ マ シ ヨ

ス  ズ   メ
カ   ケ   ス
ハ ンブ トガ ラス

0.6

18
12
0.6

0,6

12
12
9,7

1.2

12
79
0.6

0.6

1.2

48
0.6

06
25,5

06
0.6

0.6

4.2

0.6

24.2

0.6

1.8

30
24

1.0

1,0

1.0

1.0

1.0

1.0

1,0

16
2.0

1.0

1.4

1.0

1.0

1.0

2,0

1.0

1.0

2.0

1.0

1.0

1.0

1.4

1.0

40.0

1.0

1.5

1,7

1.3

1,2

3.6

2.4

1.2

1.2

24
2.4

11,9

1.2

2.4

10.7

1.2

1.2

2.4

4.8

1.2

1.2

25.0

1.2

1,2

12
6.0

1.2

1.2

12
2.4

3.6

3.6

合 計 100.0

営巣繁殖は消失する恐れがあるものと思われる。その原因の一つに凝灰岩でできてい

る壁面は時々崩壊しているために以前営巣していた岩棚や巣穴は消失しており,その

ため繁殖を阻まれていたものであるならば繁殖地として利用し易いように,人為的に

巣穴の入日に発生した障害物を除去するとか,試験的に新たな巣穴を掘ってみるとか

岩棚を作ってやることも必要であると考える。
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御裏林 (東北大学植物園)における鳥類の分布

仙台城l■およびその周辺地域の鳥類調査で最も鳥類の種類数が多く確認された地域

は御裏林 (植物園)地域であった。御裏林地域は植物園が主となることから植物園内

で記録されたカルガモ,カ ラス類, トビを除いた普通種の代表鳥類 7種類について図

3か ら分布状況を検討した結果,園内東部から東北部のモミ林, コナラ林に多く分布

している傾向が見られ,ア カマツ林内では少ない傾向があった。

これら7種類についてそれぞれの分布状況を見ると普通種の中で最も代表的なシジ

十

Ｎ

天守台
①
圏
国
硼
□
∞

道 標

モミ林

コナラ林

アカマツ林

アカシデ林

スギ林

芝 生

水飲場

工

学

部

東
北
大
学

図3 東北大学植物園と観察路
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ュウカラ (図 4)は ヨナラ林よリモミ林スギ林アカマツ林等の地域によく観察され,

四季を通して生息しており分布状況にも大きな変化はなかった。ヒヨドリ (図 5)は

シジュウカラのように観察個体は多くないが分布状況は似ており,夏期から秋期にか

けて多く観察され春期と冬期には少なかった。植物園内で繁殖しているものと思われ

る。コゲラ (図 6)はモミ林でも植物園の】ヒ部の開けた地域だけで観察された。メジ

ロ (図 7)はモミ林よリアカマツ林ヨナラ林地域に春期から夏期にかけて多く,冬期

は少なく観察された。植物園内で繁殖しているものと思われる。エナガ (図 8)はア

カマツ林ヨナラ林地域に分布しておリモミ林地域ではあまり観察されなかった。ヤマ

ガラ (図 9)はモミ林アカマツ林地域に夏期から秋期にかけ観察され,冬期は少なか

った。スズメ (図 10)は園内の林の中より周辺の建造物のある地域に生息している個

体が若千侵入する程度で夏期から秋期についてだけ観察された。

□………春
'υ

I

×………夏期

○………秋期

△………冬期

図4 シジュウカラの分布
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図 5 ヒヨドリの分布

図 6 コゲラの分布
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図 7 メジロの分布

図 8 エナガの分布
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□………春期

×………夏期

○………秋角!

△………冬期

□………奉期

×………夏期

○……… 秋期

△………冬期
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図9 ヤマガラの分布

図10 スズメの分布
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仙台城址およびその周辺地域の動物

以上それぞれ異なった環境別の鳥類の現況について述べてきたが仙台城址全体の鳥

相は次の通 りである。

調査期間中に確認された鳥類は12日 28科 7且種であったが,既存の資料で確認された

鳥類を合めると15目 36科121種 となった (表 5)。

日本産の鳥類は18目 73科555種 (図H)が記録されているが仙台城址周辺では121種

(図 12)でその21.8%が確認された。その構成種の多くはスズメロが57.0%で次にワ

シタカロ8.3%チ ドリロ6.6%ガ ンカモロ5.0%の順になっていた。

察考

ロ
ペ リ カ ン ロ

llllllコ
ウノ トリロ

圏
ガ ン カ モ ロ

圏 ワ
シ タ カ ロ

吻ツ ル ロ

熙チドリロ

ロスズメロ

ロ ミズナギドリロ

ロ
フ ク ロ ウ ロ

屋目そ の 他

13

25

52

20

21

131

188

28

3.3角 0%

圏コウノトリロ

厖多ガンカモロ

囲 ワンタカロ

&3%囲 キジロ

饉 チドリロ

llllllホ
トトギスロ

38%

&3%ロ フクロウロ

匡]キ ツツキロ

ロ
ス ズ メ ロ

□ そ
の 他

図11 日本産鳥類の各目の比率 図12 仙台城址およびその周辺の鳥類の各目の比率

以上のことから仙台城llL周辺では水辺の鳥類は15%程度で山野の鳥類が85%で構成

されており,山野の鳥類の内スズメロ,キ ツツキロの小鳥類が60%を占めていること

も判明した。

小笠原の報告 (1964)では12目 28科71種 (表 6)と なっているが,今回の調査期間

中に記録された鳥類72種 (表 7)と 比較するとウズラ, コジュウケイ,ヤ マシギ,ジ

ュウイチ, ツツドリ, コノハズク,サ ンショウクイ,チ ゴモズ, コサメビタキ,べ二
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3.

4.

2

3

4

b

カイツブリロ

カイツブ科

カイツブリ

コウノ トリロ

サギ科

ミブゴイ

ゴイサギ

ササゴイ

コサギ

ガンカモ ロ

ガンカモ科

6 オン ドリ
7 マガモ
8 カルガモ
9 コガモ
10 オナガガモ

■ ハツビロガモ
ワツタカロ

ワツタカ科

12 ハチ クマ

13 トビ

14 オオタカ

15 ツ ミ

16 ハイタカ

17 ノス リ

18 サンバ

19 クマタカ
ハヤブサ科

20 ハヤブサ

21 チ ョウゲンボウ

キジロ

キジ科

22 ウズラ

23 コジュケイ
24 ヤマ ドリ

25 キジ
ツル ロ

クイナ科

26 ヒクイナ

仙台城址およびその周辺地域の動物

表 5 仙台城址産鳥類目録

Order PODICIPEDIFORA/1ES

Famlly PODICIPITIDAE

Podiceps ruiconis

Order CICONIIFRWIES

Familb7 ARDEIDAE

Gorsakius goisagi

Nycticorax ttcticorax

Butorides striatus

Egretta garzetta

Order ANSERIFORWIES

Family ANATIDAE
Aix galeAculata

Anas platyttynchos

Anas poecdorhyncha

Anas crecca

Anas acuta

Anas clypeata

Order FALCONIFORMES
Famlly ACCIPITRIDAE

Pernis ap�orus

h/1ilvus migrans

Accipiter gentilis

Accipiter gularis

Accipiter nisus

Buteo buteo

Butastur indicus

Spizaetus nipttensis

Famlly FALCONIDAE

Falco peregrinus

Falco innunculus

Order GALLIFORWIES

Family PHASIANIDAE

Coturnix coturnix

Bambusicola thoracica

Phasianus soenllnettring五

Phasianus colchicus

Order GRUIFORMES
Famlly RALLIDAE

Porzana fusca ○

既

存

資

料

の

丸

跡

三

の

九

跡

御

裏

林

圭亀

の

日

O

O

○ ○ ○

○

○

○

O O O

○ ○ O ○ O

O ○

O

○

○

○ ○ O ○ O

○ ○ ○

○

O ○

O

O

O

O

O ○ ○

O

○

O ○

O ○ ○ ○ O
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Ⅶ チ ドリロ

チ ドリ科

27 イカルチ ドリ

28 ムナグロ

シギ科

29 キアツシギ

30 イ ンツギ

31 ヤマシギ

32 タンギ
カモメ科

33 ユ リカモメ

34 ウ ミネコ
ハ トロ

ハ ト科

キジバ ト

ホ トトギスロ

ホ トトギス科

ジュウイチ

カッコウ

ツツ ドリ

ホ トトギス

フクロウロ

フクロウ科

40 コノハバク
41 オオコノハズク

42 アオバズク
43 フクロウ

ヨがカロ

ヨタカ科

ヨタカ

アマツノミメロ

アマツハ科

アマツ′ミメ

ブッポウソウロ

カワセ ミ科

46 ヤマセ ミ

47 アカショウビン

48 カワセ ミ
キツツキ ロ

キツツキ科

アオゲラ

アカゲラ

オオアカゲラ

コグラ

スズメロ

ツタミメ科

仙台城址およびその周辺地域の動物

Order CHARADRHFORMES
Famlly CHARADRIDAE
Charadrius placidus

Pとuvials doninica

Family SCOLOPACIDAE
Tringa brevlpes

Tringa hypoleucos

Scolopax rusticola

Galhnago ganinagO

Family LARIDAE

Larus rldibundus

Larus crassirostris

Order COLUWIBIFORVIES

Family COLUMBIDAE
Streptopeha orientals

Order CUCULIFORMES
Family CUCULIDAE

Cuculus fugax

Cuculus canoms

Cuculus saturatus

Cuculus po■ ocephalus

Order STRIGIFORWIES

Family STRIGIDAE

Otus scops

Otus bakkamoena

Ninox scutdata

Str� uralensis

Order CAPRIAIIULGIFORWIES

Family CAPRIMULGIDAE
Capri=nulgus indicus

Order APODIFORMES
Famlly APODIDAE

Apus pacittcus

Order CORACHFORWIES
Famlly ALCEDINIDAE

Ceryle hgubis

Halcyon coromanda

Alcedo atthis

Order PICIFORVIES

Family PICIDAE

Picus avokera

Dendrocopos maior

Dendrocopos leucotos

Dendrocopos kizuki

Order PASSERIFORAIIES

Famlly HIRUNDINIDAE

○ ○

○

O

Ⅷ

XI

14.

�

15.

�

16.

Xh/

17.

XV
18.

49

50

51

52

O

O

O

○

○

○

○ ○ ○ ○ O

○

○ ○

○

○ O ○

○

O

○ O

○

○ ○

○ ○

○

O ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ O
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ツノミメ

イワツハ メ

セキ レイ科

キセキ レイ

ハクセキ レイ

セグロセキ レイ

ビンズイ

サ ンショウクイ科

サ ンショウクイ

ヒヨ ドリ科

とヨ ドリ

モズ科

61 チゴモズ

62 モズ

63 アカモズ

レンジ ャク科

キ レンジ ャク

ヒレンジ ャク

カワガラス科

カワガラス

ミソサザイ科

ミソサザイ

仙台城址およびその周辺地域の動物

Hirundo rustica

Delichon urbica

Famlly MOTACILLIDAE
Wlotacina cinerea

A/1otac■ la alba

Motacilla grandis

Anthus hodgsoni

Famiけ CAMPEPHAGIDAE
Pericrocotus divaricatus

Family PYCNONOTIDAE
Hypsipetes amaurotis

Family LANHDAE
Lanius tigrinus

Lanius bucephalus

Lanius cristatus

Famtty BOWIBYCILLIDAE
Bombycl■ a garrulus

Bombycilla japonica

Family CINCLIDAE

Cinclus pa■ as�

Family TROGLODYTIDAE
Troglodytes troglodytes

Family PRUNELLIDAE
Prunena rubida

Family MUSCICAPID4E

Subfamily TURDINAE

Erithacus calhope

Tarsiger cyanurus

Phoenlcurus auroreus

Saxicola torquata

h/fonticola sohtarius

Turdus dauma

Turdus cardis

Turdus chrysolaus

Turdus palhdus

Turdus naumannl

Subfamily SYLVHNAE

Cettia squameiceps

Cettia diphone

Locustella fasciolata

Acrocephalus bistrigiceps

Acrocephalus arundinaceus

Phylloscopus borenis

Phyloscopus tenenipes

Phynoscopus occipitahs

Regulus regulus

○

○

〇

○ O

〇 ○ O

○ ○

イワヒバ リ科

68 カヤクグ リ
ヒタキ科

ツグ ミ亜科

69  ノ ゴマ

70 ル リビタキ

71 ジョウビタキ

72 ノビタキ
73 イソヒヨ ドリ

74 トラツグ ミ

75 クロツグ ミ

76 アカハラ

77 シ Pハ ラ

78 ツグ ミ
ウグイス亜科

79 ヤブサメ

80 ウグイス

81 エ ブセ ンニュウ

82 コヨンキ リ

83 オオ ヨツキ リ

84 メボ ソムシクイ

85 エ ブムツクイ

86 センダイムツクイ

87 キクイタ分キ

○ ○ ○ ○

O ○ ○

〇 ○ O ○

○ ○ ○ ○ O

○ O O ○

○

○○ O ○ ○

○

○ ○ O ○

〇

○

〇 ○

〇 ○ ○ ○ ○

○

○

○ ○

○ ○

〇

○

〇 ○ ○ ○

〇 ○ ○

○ O ○ ○

○

〇

〇

○ ○ ○

○

○ ○ ○

O ○ ○
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ヒタキ亜科

88 キビタキ

89  オオ″レリ

90 コサ メビタキ
カササギヒタキ亜科

91 サ ンコウチ ョウ
エナガ科

92 エナガ
ツジュウカラ科

93 コガラ
94 ヒガラ

95 ヤマガラ

96 シジュウカラ
ゴジュウカラ科

97 ゴジュウカラ
メジロ科

98 メジロ
ホオジロ科

99 ホオジロ

100 カシラダカ

101 ミヤマホオジロ

102 ノジコ

103 アオジ

104 クロジ
ア トリ科

105 ア トリ

106 カワラヒワ

107 マヒワ

108 ベニヒワ

109 ハギマシヨ

110 オオマツコ

111 ベニマシヨ

112 ウソ

113 イカ″J/

114 シメ

ハタオ リドリ科

115 スズメ

ムク ドリ科

116 コムクドリ

117 ムク ドリ

カラス科

118 カケス

119 オナガ

120 ハツボソガラス

121 ハンブ トガラス
アヒル

ドノミト

TOTAL

仙台城址およびその周辺地域の動物

Subfamily MUSCICAPINAE
Ficedula narcissina

Cyanoptila cyanomelana

Muscicapa latirostris

Subfamily MONARCHINAE
Terpsiphone atrocaudata

Famlly AEGITHALIDAE
Aegithalos caudatus

Family PARIDAE

Parus montanus

Parus ater

Parus varms

Parus maior

Family SITTIDAE

Sitta curopaea

Familbr ZOSTEROPIDAE
Zosterops iaponica

Family EA/1BERIZIDAE

Ernberlza cloldes

Ernberiza rustica

Ernberiza elegans

Ernberitta sulphurata

Ernberiza spodocephala

Ernberiza variabilis

Family FRINGILLIDAE

Fringilla montifringilla

Carducls sinica

Carduehs spinus

Acanth偽 ユammea
Leucosticte arctoa

Carpodacus roseus

Uragus sbiricus

Pyrrhula pyrrhula

Eophona personata

Coccothraustes coccothraustes

Famlly PLOCEIDAE

Passer montanus

Family STURNIDAE

Sturnus ph■ippensis

Sturnus cineraceus

Family CORVIDAE

Garrulus glandarius

Cyanopica cyana

Corvus corone

Corvus macrorhynchos

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ O

○ ○ ○ ○ O

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

O
114

○

O
33

○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○

○ O ○ ○

○ ○ O

○ ○ ○ ○

O ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

O ○ O ○ ○

O ○

○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○

○ ○ O ○

O

○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ O ○ ○
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仙台城址およびその周辺地域の動物

表 6 仙台城一帯の鳥相 (小笠原,1964よ り)

燕 雀 ロ カラス科

Corvus levaillantii japonensis Bonaparte(Japanese Jungl∈ CrOw)ハ ンブトガラス

Corvus corone orientttis Eversman■ (Eastern Carion Crow)ハ シボソガラス

Cyanopica cyanus,aponiCa Parrot(JapaneSe Bhe WIagpic)オ ナガ

Garrulus glandarius iapOnicus Temminck and Schlegel(Japanese Jaylカ ケス

ムクドリ科

Sturnus cineraceus Temm� ck(Grey Staning)ム クドリ

Sturnia sturnia philippensis(Forster)(Red― cheeked Myna)コ ムク ドリ

キンパラ科

Passer montanus saturatus Steineger(Japanese Tree Sparrow)ス ズメ

ア トリ科

Coccothraustes coccothraustes iapOnicus Temminck and Schlegel(Japanese Hawfinch)シ メ

Eophona personata personata(Te■ llninck and Schlegel)(Japanese Grosbeak)イ カル

cmoris sinica minor(Temminck and Schlegel)(Shall Japanese Greenfinch)カ フラヒワ

Cardudis sp�us(Linnё )(siskin)マ ヒワ

Cardudis flammea flammea(Linne)(Mealy Redpoll)ペ ニヒワ

Uragus sibiricus sanguinolentus(Tenl■ linck and Schlegel)(Japanese Long― tttled Roes― Finch)ベ ニ

マシヨ

Pyrrhula pyrrhula griseiventris Latesnaye lJapanese Bdlfinch)ウ ソ

Emberiza spodocephala personata Temminck lJapanese Bunting)ア オジ

Emberi3a cioides ciopsis Bonaparte(Japanese Ⅲleadow Bunting)ホ オジロ

Emberiza mstica latifascia Portenko(Kamchatkan Rustic Bunthg)カ シラダカ

セキレイ科

�lotadna alba lugens Gloger(Japanesc Pied Wagtail)ハ クtキ レイ

Motaci■ a grandis Sharpe(Japanese Wagtail)セ グロセキレイ

Motacina cinerea caspica(S,G Gmelin)(Eastern Grey Wagt� l)キセキレイ

メジロ科

Zosterops pЛpebrosa iapOnica Temminck and Scmegel lJapaneSe white一 Eye)メ ジF

ゴジュウカラ科

Sitta curopaea hondoensis Buturhn(HondO Nuthatch)ゴ ジュウカラ

ツジュウカラ科

Pams maior minOr Temminck and Scmegel lJapanese Great― Tit)シ ジュウカラ

Parus var� s var� s Temminck and Schlegel(Varied Tit)ヤ マガラ

Parus atricapillus restrictus Hellmayr(Japanese willowiTit)コ ガラ
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仙台城址およびその周辺地域の動物

Parus ater insularis Hdlmayr(Japttlese Coal― Tit)と ガラ

Aegihalos caudatus trivttgatus(Temminck and Scmegel)(Japanese Long tttled Tit)エ ナガ

モズ科

Lanius bucephalus bucephalus Tetilninck and Schlegel(Bu■―headed Shrike)モ ズ

Lanius tigrinus Drapiez(ThiCkib■ led Shrike)チ ゴモズ

ヒヨドリ科

Hypsipetes amaurotis amaurotis(Temminck)(BrOWn― eared Bubul)ヒ ヨドリ

サンショウクイ科

Pericrocotus roseus divaricatus(Rafnes)(Ashy minivet)サ ンショウクイ

ヒタキ科

Terpsiphone atrocaudata atrocaudata(Eyton)(Japanese Paradise Flycatcher)サ ンコウチョウ

Muscicapa latirostris latirostris Rafaes(sumatran Brown Flycatcher)コ サメビタキ

Muscicapa narcissha narcissina Temminck(Narcissus Flycatcher)キ ビタキ

Muscicapa cyanomelana cyanomelana Temminck(JapaneSe Blue Flycatcher)オ オル リ ・

ウグイス科

Regulus regulus japonensis Blakiston(Japanese Coldcrest)キ クイタダキ

Phynoscopus occipitalis coronata(Temminck and Schlege)(Temminck's Crowned Willow Warbler)

センダイムツクイ

Cettia diphone cantans(Temminck and Schlegel)(Japanese Bush Warbler)ウ グイス

Urosphena squameiceps squameiceps Swinhoe(ShOrt tailed Bush Warbler)ヤ ブサメ

Acrocephalus arundinaceus orientals(Tem■ linck and Schlegel)(Eastern Great Reed Warbler)オ オ

ヨンキリ

ツグミ科

Turdus dauma toratugumi Momiyama(Golden Mountain Thrush)ト ラツグミ

Turdus cardis cardis Temminck lJapanese Grey Thrush)ク ロツグミ

Turdus naumanni eunomus Temminck(Dusky Thmsh)ツ グミ

Phoenicurus auroreus auroreus(Pallas)(Daurian Redstart)ジ ョウビタキ

Erithacus cyanurus cyanurus(Pallas)(Siberね n Blue―Tail)ル リビタキ

ミツサザイ科

Troglodytes troglodytes fumigata Temminck(Japanese Wren)ミ ンサザイ

ツハメ科

Hirundo rustica gutturalis Scopo■ (Eastern House― Swallov)ツ′ミメ

Dehchon urbica dasypus(BOnaparte)(Japanese House Martin)イ ワツ′ミメ

雨 燕 ロ アマツバメ科

Apus paciicus kurodae(Domaniewski)(Kuroda's Wnte rumped Swift)ア マツノミメ

怪 鴎 ロ ヨタカ科
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仙台城址およびその周辺地域の動物

Caprimulgus �dicus iotaka Temminck and Scmegd(Japanese Jungle Nightiar)ョ タヵ

翡 翠 ロ カワセ ミ科

Alcedo att�s bengalensis Gmelin(CommOn lndian Kingfisher)カ ワセ ミ

啄木£ロ キツツキ科

Picus awokera awokera Temm� ck(Japanese Green Woodpecker)ア オゲラ

Dendrocopos maior hOndOensis(Kuroda)(HonShu Great Spotted Woodpeckerlア カゲラ

Dendrocopos Hzuki nippon(Kurodal(HonShu Pigmy Woodpeckerlコ ゲラ

杜 需 ロ ホ トトギス科

Cuculus canoms telephonus Heine lJapanese Cuckoo)カ ッコウ

Cucuhs saturatus horsieldi lMoore(Hirnalayan or Oriental Cuckoo)ツ ツドリ

Cuculus poliocephalus pottocephahs Latham (Litde Cuckoo)ホ ト トギス

Cucuhs fugax hyperythrus Gould(Chhese Hawに ℃uckoo)ジ ュウイチ

兵 鳥 ロ フクロウ科

Otus scops iapOnicus Temminck and Schlegel(Japanese Scops Owl)コ ノハヅク

Ninox scutulata iapOnica(Temminck and Schlegel)(BrOWn Hawk Owl)ア オバヅク

S仕� uralensis hondoensis(Clark)(HOnSha Ural owl)フ クロウ

鷲 鷹 ロ ハヤブサ科

Falco thnunculus interstinctus Horsield(Japanese Kestrel)チ ョウゲンボウ

ワシケカ科

Milms mlgrans lineatus(Gray)(Black eared Kite)ト ビ

鶴 鷺 ロ サギ科

Nycticorax nycticorax nycticorax Linnё (Night Heron)ゴ イサギ

鳩 鵠 ロ ハ ト科

Streptopelia orientals ottentalis(Latharn)(EasternttTurtle― Dove)キ ジノミト

鵡  ロ シギ科

Scolopax rusticola rusticola Linne(wOOdcock)ヤ マシギ

鶉 鶏 ロ キジ科

Coturn� coturn� japonica Temminck and Schlegel lJapanese Qual)ウ ズラ

Bambusicda horacica thoracica(Temmhck)(Chinese Bamboo Pheasant)コ ジュケイ

Phasianus colchicus tohkaidi Momiyama(Green Pheasant)キ ジ

Phasianus soemmerringii scimtillans Godd(HondO copper Pheasant)ヤ マ ドリ
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仙台城址およびその周辺地域の動物

表 7 仙台城址鳥類調査

出現個体数 :調査地域内に出現した種の個体数 (羽 )

出 現 回 数 :調査地域内で種が出現した回数 (回 )
種別優 占度 :(種の出現個体数)■ (全種の出現個体数の総計)X100(%)
種別平均数 :(種の出現個体数)■ (種の出現回数),単独でいるか群れているかを表す。
鳥相内出現率 :(種の出現回数)■ (全種の出現回数の総計)X100(%)そ の地域で普通

であるかを表す。

調査期間 (1989.5-19901)

名種
出 現
個体教

出 現
回 数

種 別
優占度

別
数均

種
平

内
率
相
現
£
出

ギ

モ

モ

モ

ど

カ

カ

ウ

リ

ジ

メ

ト

ゥ

ス

ク

メ

ミ

ミ

ラ

ラ

ラ

メ

メ

イ

イ

イ

イ

リ

ズ

ス

ィ

リ

マ

キ

キ

ミ

ミ

ラ

ミ

メ

ス

イ

イ

イ

キ

キ

リ

ウ

ガ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

，

コ

カ

ロ

ジ

ジ

ワ

ワ

ヨ

ヨ

メ

メ

リ

リ

ス

ガ

ス

ス

ル

ト

サ

　

ガ

　

　

タ

タ

が

ド

　

モ

パ

ヨ
ギ

ズ

，ハ

セ

セ

ゲ

ゲ

　

　

・ハ

レ

一

っ

ズ

ド

　

ラ

ザ

グ

　

タ

］

グ

た

ハ
グ

サ

イ

″

″

″

″

タ

ル

ウ チ
ョ

ナ

ガ

ガ

ガ

”

”

ジ

ジ

や

”

オ

ロ

浄

ヒ

一

一

　

ズ

【

ド

ケ

ナ

”

”

ヒ

ミ́

ガ

　

ガ

　

　

　

ゲ

　

　

カ

　

　

ト

、ハ
ツ

　

　

　

　

グ

、ハ

ツ

キ

　

セ

　

　

　

ガ

サ

ク

ゴ

ビ

　

ッ

ッ

イ

　

ル

　

　

オ

イ

ヨ
ウ

マ
　

リ

ジ

ッ
ト

オ

マ

マ

ワ

オ

カ

　

　

ワ

セ

仲

グ ロ

ン

雲

　

ワ

ノ

ヤ

　

リ

″

ラ

ロ

ロ
　

ブ

グ

や

み

翔

【

ビ

ォ

か

　

　

　

マ

ジ
ュ

ジ
ュ
　

オ

ン

一

　

　

フ

　

ギ

ニ
　

　

ム

ク

　

　

本

”

ゴ

マ

カ

ィ

ト

オ

ハ
チ

ヤ

キ

ユ
キ

カ

ホ

ア

ア

ヤ

カ

ア

ア

コ

ノ

イ

キ

ハ

セ

ビ

ヒ

モ

カ

ミ

カ

ノ

ル

ジ

ト

ク

シ

ツ

ヤ

ウ

メ

ェ

セ

キ

キ

オ

サ

エ

コ

ヒ

ヤ

シ

ゴ

メ

ホ

カ

ミ

ア

ク

カ

マ

ハ
ペ

シ

ス

コ

ム

カ

オ

ハ

ハ

ア

ド

２

３‐

４７

７

３７

３

１

３

１

２６

‐７

５５

１

３

１

３

１

‐４

７

‐３

‐２

３９

‐２

２３

３５

‐８

１

３０

２５

１

２

１

１

１

‐４

１

２

１

８

２‐

５０

３

１

３

０３

７

３

４

８４

３２

３０

２８

４０

２

２２

２２

２８

２

２３

２

５７

４

４０

８

３２

８９

‐４

４６

３０

６

５８

６６

６‐

０４

２
８
７３
１
９９
３
１
３
１
２０
３
４５
１
３
１
１
１
‐３
７
‐３
９８
Ｗ
５
‐７
２９
‐５
１
７０
２６
１
２
１
１
１
‐３
１
１
１
７
２‐
４７
３
１
３
２５
７
３
３
３９
‐３
‐４
２３
２９６
２
６０
１８
‐６
１
‐８
２
３７
２
１
７
‐３
２３８
９
３６
２２
３
‐３‐
‐２５
‐６
‐０

計 1000 6 100 0
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種 名
出 現
個体数

現

数

出

回

種 別

優占度

種 別

平均数

鳥相内

出現率

力 ガ

ビ

キ ジ

キ  ジ  ′ミ  ト
ア マ ツ ′ミ メ

カ  ワ  セ  ミ
コ    ゲ    ラ
ツ    ノミ    メ
イ ア ツ バ メ

キ セ キ レ イ

ハ ク セ ヤ レ イ

ヒ  ヨ  ド  リ
モ ズ

ヤ  ブ  サ  メ
ウ  グ  イ  ス
メボ ンム ツ クイ

エ デ ム ツ ク イ

センダイムツクイ

キ  ビ  タ  キ
オ  オ  ル  リ

ナ

ガ

ガ

ヤ マ ガ ラ

シ ジ ュ ウ カ ラ

メ    ジ    ロ

ホ オ ジ

ア   オ   ジ
カ ワ ラ ヒ フ

マ    ヒ    ワ

ス   ズ   メ
コ ム ク ド リ

ド

カ   ケ   ス

オ   ナ   ガ
ハ シ ボ ソガ ラ ス

ハ ン ブ トガ ラ ス

ァ    と    ″レ

19

8

6

8

3

3

12

9

1

1

1

42

2

3

9

2

1

2

4

1

9

1

3

60

12

5

2

17

4

26

74

4

25

2

3

24

32

8

7

8

6

6

1

3

11

6

1

1

1

27

2

3

9

2

1

2

4

1

3

1

2

36

11

4

2

13

2

8

29

3

13

1

2

12

10

1

4.2

1.8

13
1.8

0,7

0.7

2,7

2,0

0.2

0.2

0.2

9.4

0.4

07
2.0

0.4

02
0.4

0,9

0.2

2.0

0.2

0,7

13.4

2.7

1.1

0.4

38
0.9

5.8

16.5

0,9

5,6

04
0,7

5,4

7.1

18

27
1.0

1,0

1.3

3.0

10
11
1.5

1.0

1,0

10
16
1.0

10
1.0

1.0

1.0

1.0

1,0

1,0

30
10
1.5

17
11
1.3

1.0

1.3

2.0

3,3

2.6

1.3

1.9

20
1.5

2.0

3.2

80

27
31
2.4

2.4

0,4

12
43
24
0.4

0,4

0.4

10.6

0,8

12
3.5

0.8

0.4

0.8

1.6

0.4

1.2

0,4

0.8

14.1

4.3

1,6

08
5.1

0,8

3.1

11.4

1.2

5.1

0.4

0.8

4.7

3.9

0.4

計 448 100.0 100.0

仙台城址およびその周辺地域の動物

仙台城址鳥類調査  (春期)
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仙台城址およびその周辺地域の動物

仙台城址鳥類調査  (夏期)

種 名
出 現
個体数

現

数
出

回
種 別

優占度
種 別

平均数
鳥相内
出現率

ゴ  イ サ  ギ
カ  ル  ガ  モ
ト        ビ
チ ョウゲ ンボ ウ

ヤ  マ  ド  リ
キ

キ  ジ  バ  ト
ホ ト ト ギ ス

ア オ バ ズ ク

カ  ワ  セ  ミ
ア オ ゲ ラ

ア  カ  ゲ  ラ
コ    ゲ    ラ
ツ   ノミ   メ
イ ワ ツ ノミ メ

キ セ キ レ イ
ハ ク セ キ レ イ

セ グ ロセ キ レイ

と ヨ ド リ

モ       ズ
カ フ ガ ラ ス

ク ロ ツ グ ミ

ヤ ブ サ メ

ウ グ イ ス

メボ ソム シ クイ

センダイムツクイ

キ ク イ タ ダ キ

キ ビ タ キ

オ  オ  ル  リ
サ ン コ ウチ ョウ
エ   ナ   ガ
ヒ    ガ    ラ
ヤ マ ガ ラ

ツ ジ ュ ウ カ ラ

メ    ジ    ロ
ホ オ ジ ロ

カ フ ラ ヒ ワ

ス   ズ   メ
コ ム ク ド リ

ド

カ   ケ   ス
ハ ツボ ソガ ラス

ハ ツ ブ トガ ラス

ア   ヒ  ル
ド    ′ミ     ト

２

９

４

１

１

１

７

３

１

７

２

１

４

０

１

６

１

７

９

４

１

２

７

０

１

１

２

３

２

２

４４

２

‐１

０９

７０

８

２４

０５

８

５７

１

０６

８２

２８

６０

0.1

7.7

2.2

0.1

0.1

07
1.8

02
0.1

0.5

0.1

0.1

2.9

13
0,7

1.0

0.7

0.5

9.7

0,3

0.1

0.1

1.1

13
0.1

0.1

0.1

0.2

01
0.1

29
0.1

0,7

13.6

4.6

0.5

1,6

19.8

0.5

3.7

0.1

6.9

53
1.8

39

1.0

7.0

16
1.0

1.0

1.4

1.3

1.0

1.0

1.2

1,0

1.0

1.1

2.2

28
1.6

1.2

1.4

1.6

1.3

1.0

20
1,0

1.1

1.0

1.0

10
1.0

1.0

10
3.4

1,0

1.1

18
22
11
1.6

2.8

1.6

3.2

1.0

2.1

2.0

3.5

12.0

0.3

23
2.8

01
0.1

1.1

2.8

0,4

0.1

0.8

0,3

0,1

5.3

1.2

0.5

14
1.2

0,7

13.0

0.4

0,1

0.1

2.3

2.4

0.1

0.1

0.3

04
0.3

0,3

1.8

03
14
15,3

4,3

0,9

2.0

14.9

0,7

2.4

0,1

6.8

5,7

1.1

0,7

計合 1537 738 100.0 100,0
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仙台城址およびその周辺地域の動物

仙台城址鳥類調査  (秋期)

名種
出 現
個体数

現

数
出

回
種 別
優占度

別
数均
種
平

鳥相内
出現率

マ

カ

コ

ト

オ

チ

キ

キ

カ

ヤ

カ

ア

ア

コ

ツ

キ

ハ

セ

ビ

ヒ

モ

ジ

ト

ヤ

ウ

キ

サ

エ

コ

ヒ

ヤ

ン

ゴ

メ

ホ

カ

ミ

ア

ヵ

ベ

ン

ス

コ

ム

カ

ハ

ハ

ド

ア

モ

モ

モ
ビ

カ

ウ

ジ

ト

ウ

ミ

ミ

ラ

ラ

ラ

メ
イ

イ

イ

イ

リ

ズ

キ

ミ

メ

ス
キ

ゥ

ガ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ロ

ロ
カ

ロ
ジ

フ

コ

メ

メ
リ

リ

ス

ス

ス

ト

ル

パ
　
ヾヽ
ヨ
ヒ
ヒ
ガ
ガ
　
　
レ
）
ヤ
ズ
ド
　
ン
グ
サ
イ
ツ
チョ　
　
　
ガ
リ
ウ
　
ジ
ダ
″

ラ

ラ

夕籾　ヾ
ハコセセゲゲゲ
″ミ″
‐キレ『ズド　〕″サィルウチ、ナガガガ””　ジダォ　ヒシ　　ドド　オオ

ジ

　

ラ

ホ

オ

ラ

マ
　

ズ

ク

　

ケ

ツ

ト

ハ
キ
‥キ
挙
．ッ
　
　
，ビ
ツ
ャ
ン
ワ
方
ナ
ガ
ガ
．′
≡ゥゥ
ジ
、
ラ
壮
オ
ラ
マ
　
ズ
ク
　
ケ
々
Ｌ
バ
ヒ

‘
】
ン
ヨ
　
ゥ
リ
ブ
グ
イ
コゥ
ナ
カ
カ
マ
ュ
ュジ
オ
”
封
ォ
”
一
　
ヌ
クヽ
ク
タ
約
邦

オ
ヨウ　
ジ
ッ
マ
ヮ
オ
カ
　
　
セ
郷
グロ仲
ン
ヨ
　
ヨゥラ
ブ
グ
月
ん
　
　
　
マ
ジョジョ
　
オ
シ
ヤマ
　
ワ
ニ
　
　
ム
ク

ク

／
　
　

　
　

　
　

ン゙
ジ

　

　

　

、、
ヤ
　
　
ー
　
こ
　
　
　
　
コ
　

　

　

ツ

シ

ヤ

４

‐８

７

８２

１

１

８

‐６

１

１

４

４

７

３９

‐０

３

‐５

９

１

‐８９

‐９

３

１

１

‐６

‐９

２

６２

２４

‐５

８

２７０

２

３８

４

９

２

５

‐１

１

３

３８

２

６４

２２

７３

７８

４４

‐７

0.2
20 7

0.3
4.1

0.0

00
0.4
0.8

0.0

00
0.2
02
0.3
1.9

0.5
0.1

07
0.4
0.0
9.4

09
01
00
0.0
08
0.9
0,1

31
1.2

0,7
0.4
13 4

0.1

1.9

02
0.4

0.1

0.2
05
0.0
01
16.8

0.1

32
1.1

36
8.8
2.2

0.8

1.0

■.3

7.0
2.2

10
10
1.6

1,1

10
10
1.0

1.0

1.0

1.2

50
10
1.3

1.1

1.0

1.8

10
1.0

10
1,0

1.1

3.8
20
4.8
27
2.1

1.3

25
1,0

25
1.0

1.5

2,0

1,7

1.8

10
1.0

5,0

2.0

12.8

14
16
49
8.8
4.3

06
5,4

0.1

5.6

0.1
0.1

07
2.0

0,1

0。 1

06
0.6
1.0

4.8
0.3
0,4
1.8

1.2

0.1

15,7
2.8

0,4
0.1

01
2.2
0.7

0.1

1.9

1.3

10
0,9
15.5

0,3
2.2
0.6

0.9
0,1

0.4
0,9
0,1

0.4

98
01
0.7
2.3

6.7

53
0,7

0.6

計合 2015 100,0 100.0
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名種
出 現
個体数

現
数

出

回
種 別

優占度
種 別
平均数

鳥相内
出現率

マ   ガ   モ
カ  ル  ガ  モ
ト        ビ
オ  オ  タ  カ
ハ イ ケ カ

チ ョウ ゲ ンボ ウ

キ      ジ
ユ リ カ モ メ
キ  ジ  ′ミ  ト
ア オ ゲ ラ

ア カ ゲ ラ
ヨ    ゲ    ラ
キ セ キ レ イ
ハ ク セ キ レ イ

セ グ ロセ キ レイ

ヒ ヨ ド リ

モ      ズ
ミ ツ サ ザ イ

カ ヤ ク グ リ

ノ   ゴ   マ
ル リ ビ タ キ
ジ ョ ウ ビ が キ

ン  ロ  ハ  ラ

ウ グ イ ス

キ ク イ タ ダ キ
エ   ナ   ガ
コ    ガ    ラ
ヒ    ガ    ラ
ヤ マ ガ ラ

シ ジ ュ ウ カ ラ

メ   ジ   ロ
ホ オ ジ ロ

カ シ ラ ダ カ

ア   オ   ジ
ク    ロ    ジ
カ フ ラ ヒ フ

ハ ギ マ ン コ

ベ ニ マ ツ コ

ス   ズ   メ
カ   ケ   ス
ハ シ ボ ソ ガ ラ ス

ハ シ ブ トガ ラ ス

ア    ヒ    ル

２７

９‐

１２

２

１

１

１

‐７

４

１

５

‐７

３

８

２

５０

２

２

１

１

１

‐１

１

‐０

５

８２

６９

７

‐３

６

０１

２

５

‐９

‐６

２

５

４０

７

３

７２

５

５５

７４

８

４

‐２

３‐

２

１

１

１

３

４

１

５

‐５

３

７

２

４０

２

２

１

１

１

‐０

１

９

５

‐８

‐０

３

５

５

４‐

２

３

‐０

‐３

２

３

１

６

２

３２

４

２３

３７

３

2.1

15.1

88
0,2

0.1

0.1

01
1.3

0,3

0.1

0,4

1.3

02
0.6

0.2

3,9

0.2

0.2

0.1

0.1

0。 1

0.9

0.1

0.8

04
6.5

5.4

06
1.0

0.5

8,0

0.2

0.4

15
1.3

0.2

0.4

3.2

0.6

0.2

21.5

0,4

4.3

5.8

0.6

68
15,9

3.6

1.0

1.0

1.0

1.0

57
1.0

1.0

1.0

1.1

1.0

11
1,0

1.3

1,0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.1

1.0

1.1

1.0

4.6
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仙台城址鳥類調査  (冬期)
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ヒワ, ウソ等16種が確認されていない。これらの種類を検討すると宮城県内で種 とし

て減少の傾向にあるものにウズラ, コジュウケイ,サ ンショウクイ,チ ゴモズ等があ

り,仙台城周辺の丘陵地帯の環境が著しく変化したことにより減少したものにヤマシ

ギ,ジ ュウイチ,ツ ツドリ,コ ノハズク,コ サメビタキ,ウ ソなとが挙げられる。

一方新たに記録された種類はビンズイ, ノゴマ,シ ロハラ,エ ブムンクイ,ハ ギマ

シヨの五種類であるが,ノ ゴマ,ハギマシヨを除いて数は少ないが仙台周辺でよく見

られる種類である。

加藤 (1965)に よると71種の鳥類が生息する中で燕雀類が50種に達していたと述べ

ている。今回の調査でも51種が確認されており種類数としては変化が少ないが,種と

しての出入りがそれぞれ 5種類あった。

スズメロ (燕雀類)の季節変化を見ると「最も種類数の多いのは4月 で以後次第に

減少し8月 ころ最も少なくなって晩秋になって再び増加して春に至っている。留鳥は

6種類」 (図 13)と 述べている。これはスズメロの鳥類が春期に増大する春型を示し

月

仙台城址一帯の鳥相のうちスズメロの種数の月変化.(加藤,1965)よ り図13

0
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ており,今回の調査ではスズメロ全種類を見ると春期から夏期にかけては変わりがな

く,秋期になって増加し,冬期に入って減少する秋型を示した (図 14)。

ここでは留鳥が秋期にかけて少し増加し,冬期にはやや減少する。漂鳥は冬期まで

徐々に増加していることを示している。

25

養貫   20

数  15

10

5

0

▽――― 全種類

回一―一夏 鳥
◇――― 冬 鳥
△
―
旅 鳥

◎――― 漂 鳥
0-留 鳥

図14 スズメロの種数の季節変化

小笠原 (1964)の調査では留鳥が 6種類で年間を通じて変わらなかったものが今回

の調査では19種にも増大している。留舟が20年間に 3倍強にも増えたことはその内容

を見ると漂鳥であったものが留鳥に変化したものであった (表 8)。 課鳥とは夏期山

地で生息繁殖していたものが秋期から冬期にかけ平地に越冬のため生息するP類を指

している。

これらの舟類が増えた理由として考えられることは仙台周辺の山地丘陵地帯の開発

行為による自然環境に大きな変化があったこと,残されている現在の仙台城址周辺の

自然に生息環境を求めて飛来し,その環境に依存の傾向があること,人間の生活環境

に対しての適応力を持ってきたためと思われる。

一方スズメロ以外の鳥類で留鳥であったものが観察されなくなったり,少なくなっ

ている種類にヤマドリ, コジュケイ, ウズラ等があるが, ウズラは全く観察されなく

なった種類である。
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表 8 鳥類季節と種類数
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仙台城址周辺で普通種として見られるものにカルガモ,コ ゲラ,ヒ ヨドリ,エナガ,

シジュウカラ,メ ジロ,スズメ,ム クドリ,カ ラス類, トビ等を挙げることができる。

この季節変化はスズメが秋期に減少することは水田地帯に一時的に移動するためと思

われる (図 15)。 カルガモは秋期になって増加するのは広瀬川等から五色沼や長

×一一― カルガモ

o― ―― コゲラ

◇
―

ヒヨドリ

□―――エナガ

★――――シジュウカラ

☆一一― メジロ

◎
_ス ズメ

△― ― ムクドリ

▽―――カラス

◆ 一―― トビ

図16 仙台城址鳥類の優古度の季節変化

沼に一時的に飛来するためと思われる。 トビは秋期から冬期にかけて増加するが,植

物園から竜の口周辺のモミやアカマツ等の高木に埓を求めて飛来し春の繁殖期になっ

て番となった個体はそれぞれ営巣地に分散するという行動をしている。エナガを除い

てヒヨドリ, シジュウカラ,メ ジロ等は冬期に向かって仙台城t■L周辺から他の地域に

分散移動して行くものと思われる。

以上が今回の調査から判明した概要であり今後の環境保全のあり方によっては変化

が起こり得るものと思われると

この度の調査に調査員として御協力下さった鈴木一博,,中村嘆枝,山田洋次郎 ,

山寺亮の各氏,植物園内の調査にいるいると便宜を図って下さった東北大学理学部附

属植物園の関係者の方々に謝意を表します。
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Ⅵ。 仙台市青葉山における鳥散布植物の出現

小 南 陽 亮
*・

高 槻 成 紀
*

は じめに

仙台市青葉山一帯はこの地方を代表する自然植生が残されている (吉岡,1952,

Sugawara,1969)。 このため動物も多く,鳥類相も豊富である (Ogasawara,1964,

竹丸,1990)。 これらの鳥類にとって液質または多肉質の果肉をもつ果実は主要な食

物のひとつであるが,同時にそのような果実を採食する鳥類は果実中の種子の散布媒

体となっていることが知られている。このような植物,すなわち鳥散布植物
**

(bird―disersed plants)と 鳥類との関係は共進化の一例として近年急速に研究が進み

つつあるが (van der P巧と,1969,Snow,1971,Herrera,1981,1984a,1984b,

Stiles,1980),我国ではこの分野の研究は著しく立ち遅れており,基礎的な研究が必

要とされている。このような研究は多角的な情報を必要とするため,短期間の調査で

の成果は限られたものとならざるをえないが,我々はその基礎調査として仙台城跡自

然環境総合調査の一環として仙台市青葉山における鳥散布植物の分布状態を調査し,

それらが生育環境とどのような関係を持っているかを検討して,い くつかの今後の課

題を提示することを目的とした。

**動
物散布植物には体外散布と体内散布とがあり,体内散布にはさらにドングリなどの堅果類と多肉

質または液果とがある。本研究では後者,すなわちWheelwright&JansOn(1985)の いう

bird fruitを 対象とし,これを鳥食果と仮称することにする。彼らによれば鳥食果とは (1)鳥に

よって採食されることが知られており,(2)van der Pijl(1969)の いう鳥散布植物の果実の特徴

を有するもの,すなわち, しばしば植物体の先端部に着果し,通常直径25111111以下で種子が柔らかい

果肉または果種皮につつまれ,成熟時に果肉がサヤなど (hust)で被われていないもの, と定義さ

れる。

*東北大学理学部生物学教室
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調査方法

調査区は仙台市青葉山にある東北大学理学部附属植物園内と竜の回の一部である。

この一帯は仙台地方の丘陵地帯の代表的な植生を残 してお り (吉岡,1952,

Sugawara,1969,平吹,1984,Hirabuki,1985,1988),天 然記念物にも指定されて

いる。調査区の植生はモミと広葉樹の混交林,広葉樹を主体とする林,ス スキ, ヨシ

などの草原群落,荒地などからなる。

本調査では,鳥散布植物の多寡とこれらの植生や地形なとどの関係を検討するため

に以下の調査を行った。

調査区内を東西および南】ヒ方向に50m間隔の格子に区切 り,こ れらの中から無作為

に抽出した49個の方形区において,方形区内の植生の概要 (林冠構成樹や主な下層植

生,お よび卓越する植生型)を記載 した後,出現した鳥散布植物 *を多寡に応じて次

の 3段階に区別して記録した。

1 方形区内に 1～ 2個体しかない

2 方形区内に複数生育するが個体数は少なく,散在している

3 方形区内に少なくとも数十個体が生育している,あるいは高木樹種で多量の果

実をつける個体が数個体生育している

この評価は果実を生産する大きさに達している個体 (成個体)と 実生 。稚樹とを区

別して行った。

このようにして得られたデータを次の 3つの植生型に分けた。

オープン型 :オ ープンな場所 (草原,荒地,渓谷など)が大部分を占める 7方形区

林縁型 :林縁を多く含む17方形区

広葉樹林型 :広葉樹主体の林が大部分を占める10方形区

モミ林型 :モ ミと広葉樹が混交している林が主である13方形区

そして,それぞれの植生型間で出現した鳥散布植物の種構成と多寡に違いがあるか

否かを検討した。

鳥類に関しては定量的な調査はできなかったが,こ れまでの青葉山地域における観

*前
出のvan der P巧 1(1969)に したがい,果実の大きいアケビ類,ホ オノキや堅果類であるナラ・カシ類 ,
エゴノキなどは除外した。
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察記録 (小南,1988)な どを参考にした。

調査結果 お よび考察

|.成個体の出現

調査を行った方形区内から79種の鳥散布植物の成個体が確認された。成個体の数

が多く,生産されている果実の量も多い種は,春結実種 (3～ 5月 )ではアオキ ,

夏結実種 (6～ 8月 )ではカス ミザクラ,ウ ワミズザクラ,モ ミジイナゴ,秋結実

種 (9～ 11月 )ではイヌツゲ,ム ラサキシキブ,ヤ ブムラサキ,ア オハダ, ミヤマ

ガマズミなど,冬結実種 (12～ 2月 )ではイイギリ,ヤ ブコウジであり,こ れらの

種はそれぞれの季節において鳥類の餌となる果実の代表的なものである。

一方,果実食鳥で多く観察された種は,周年生息しているヒヨドリと冬岸のツグ

ミであった。ヒヨドリではアオキ,キ ヅタ,カ スミザクラ, ミズキ,モ ミジイチゴ,

ヤマグワ,イ イギリなど,ま たツグミではガマズミ,ツ ルウメモ ドキ,ム ラサキシ

キブ,ノ イバラ,ヤマウルシなどの果実を採食するのが観察された。

調査を行った方形区内に成個体が出乳した鳥散布植物のうち,出現した方形区数

が 5以上であった41種を対象に植生型ごとに成個体の多寡を検討したところ,表 1

のような 4グループに分けられた。

1)林内一林縁種

林内一林縁種とは調査方形区のうち林縁型,広葉樹林型,モ ミ林型いずれにも出

現し,こ れらの方形区間で成個体数の多寡に特に違いがなかった種で22種があった。

このグループにはカスミザクラ,イ イギリ, ミズキのような高木,亜高木層を構成

する樹種と,ア オキ,ヤ ブコウジ,チ ゴユリのようにうっ閉した林冠下の林床でも

生育する低木や草本の l・aか , ミヤマガマズミやオ トコヨウブメなど明るい林の林仄

や小さな空所で多く生育していた種もあった。またこれらの種でも竜の口渓谷の谷

底のように撹乱の激 しい場所で少数みられることもあった。このグループでは,春

夏結実種は 4種 (18.2%)し かなく,大部分 (81.8%)は秋冬に果実が成熟するも

のであった。
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表 1 青葉山における鳥散布植物 (成個体)の出現

1:方形区内に生育 している個体は 1～ 2個体のみ。
2!方形区内に複数個体が生育 しているが,個体数は少なく散在 している。
3:方形区内に少なくとも数十個体または高木樹種で多量の果実をつける個体が複数生育 している。
* B:サ サのヤブ,C:ス ギ林 ,D:広 葉樹林 ,F:モ ミ 広葉樹混交林,Gp i大 きな空所,Cr:草 地 ,P:ア カマツ 広葉樹混交林 ,
R!荒地,St流水路のある沢,V:渓 谷の谷底

環境の概要*
■―フン万形必

Gr Cl

「 VVVVRR

区

)r B CrCr  DSSSSSDFFDE

形力豚杯 広葉樹林内方形区

PPPPP   C

モミ林内方形区
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ォープン型 林縁部型 広葉樹林/‐l モミ林型

■
果期が春夏  囲 果期が秋冬

図 1 各植生タイプにおける鳥散布植物の種構成 .
グラフ内の数字は種数

2)広葉樹林―林縁種

広葉樹林―林縁種とは比較的明るい広乗樹林型と林縁型に出現した種で, 4種あ

った。これら4種は広葉樹林でもうっ閉した林冠下やモミ林では少なかった。また

4種とも秋冬に成熟する種であった。

3)林縁種

林縁種とは林縁型で多かった種で, 9種がこれに属した。これらは主に林縁で生

育していた種であるが,林内でも空所では生育していることがあった。このグルー

プでは春夏が果期である種が 2種 (28.6%),秋冬が果期である種が 5種 (71.4%)

であり,林内一林縁種と同様秋冬に果実をつける種が多かった。

4)林縁―オープン種

林縁一オープン種とは林縁型とオープン型で多く,林内でも空所などの明るい場

所に見られた種で, 8種がこれに該当した。これらのうちモミジイチゴ,キ ブシ,

ニフトコが多く,多量に果実をつけている個体が目立った。これらの種でも林縁種

と同様に林内の明るい場所で少数生育していることがあった。このグループでは春

夏が果期である種が 5種 (62.5%),秋冬が果期である種は 3種 (37.5%)と ,春

夏結実の種が多いのが特徴的であった。
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Thompson&Willson(1979)は アメリカ,イ リノイ州のカエデ林で鳥の量と植

物の結実状態との関係を調査し,果期から夏型,秋型,冬型を区別して,秋型の結

実が鳥の渡 りと同調していることを見いだした。またStiles(1980)は結実パターン,

種子サイズ,成分などをもとに植物を 4群に分けて,鳥類による採食との関係を論

じた。今回の調査では結実の季節性に関して充分な検討は行われなかったが,こ の

ような結実特性にもとづいて植物を類型して鳥散布との関係を見直すことにより,

鳥類と種子散布に関する新たな知見が得られる可能性が示唆された。

林内一林縁の種数が多いことから,鳥類の餌となる果実が林内,林縁部を問わず

広く存在することが示された。しかしこれらの種が生産する果実の量が林縁部と林

内とで異なる可能性があるため, このことからただちに餌となる果実が森林全体に

均―に存在しているとは言えない。

林縁型の方形区にはいずれのグループの種も少なからず出現しており,林縁型に

出現した種の数が他の植生型と比べて多い傾向があった (表 2)。 このように林縁

部には生育環境の異なる種が重複して出現するため林内やひらけた場所に比べて鳥

類の餌となる果実が多様であった。このことから鳥類の餌となる果実は均―には存

在しているのではなく,む しろ林縁部では林内と比べて果実の量が多いと考えられ ,

実際の観察と一致するものであった。一方ひらけた場所に高頻度で出現する種は少

なく,林縁部や林内と比べて全種数もやや少なかった (表 2)。

表 2 各植生型における鳥散布植物の種数

ケ形区蓼 平均値 ± S,D. 最大 最4 有意差
*

成個体

オープン型

林縁部型

広葉樹林型

モミ林型

実生・稚樹

オープン型

林縁部型

広葉樹林型

モミ型

7

17

10

13

7

17

10

13

914± 8.01
1935± 5.13

1411± 2.69

1131± 329

271± 2.76
7.65± 427
867± 422
892± 3.45

7

15

14

15

*シ ンボルが異なると有意差あり (p<005,WilCox)

以上の結果から青葉山では広葉樹林やモミ林の林縁部で鳥散布植物が多いこと,
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表 3 青葉山における鳥散布植物 (実生,稚樹)の出現

1:方形区内に生育 している個体は 1～ 2個体のみ。
2:方形区内に複数個体が生育 しているが,個体数は少なく散在 している。
3:方形区内に少なくとも数十個体または高木樹種で多量の果実をつける個体が複数生育している。
* B:サ サのヤブ,C:ス ギ林 ,D:広 葉樹林,F:モ ミ 広秦樹混交林 ,Gp:大 きな空所,Gr:草地 ,P:ア カマツ 広葉樹混交林 ,

R:荒地,S:流水路のある沢,V:渓 谷の谷底

環境の概要
*

十―プン方形区

Cr C

rVVVVRR

林 縁 方 形 区

I B CrCr  DSSSSSDFFDD

広葉樹林内方形区

PPPPP   C

そミ林内方形区

れP

種 数 1110266 03725127537791254121 11013513125 5 1 7 5134106583699111
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ひらけた場所や竜の口渓谷の谷底のよ少な不安定な環境の場所では秋冬に餌とな

る果実が少ない傾向のあることが明らかになった。

2,実生 。稚樹の出現

植生型に対する実生・稚樹の分布の偏 りは成個体の場合と比べると顕著でなかっ

た (表 3)。 実生・稚樹では出現頻度が低いために分布の傾向が把握できなかった

種が少なくなかったが,い くつかの種では明らかに成個体のそれと異なる傾向を示

した。例えばガマズミ,キ ヅタなどでは成個体は明らかに林縁部に偏って生育して

いたが,実生・稚樹は広棄樹林やモ ミ林内にも広 く分布 していた (図 2a, b)。

またモミジイナゴの場合,成個体は林縁部からひらけた場所にかけて多かったが (表

1,図 2c),実生 。稚樹はそのような場所には少なく,逆に林内にもかなり見ら

れた (表 2,図 2c)。 スペインで同じキイナゴ属の買筋う2s%J%わチ物Sを調べた

JOrdanO(1982)に よると,こ の種は林内と川辺とで結実状態に著しい違いがあ り,

鳥による採食は本種の大きさや生育地,そ して結実季節と関連していたという。

一方,出現種数についても成個体では林内型 (H～ 14種 )よ りも林縁型 (19.4種 )

で多くなる傾向があったが (表 2),実生 。稚樹では林縁型 (7.7種)と林内型 (8

～ 9種)と の間とで違いがなく,む しろ林内型で種数が多い傾向があった (表 2)。

このように多くの種で実生 。稚樹は成個体の場合のような林縁部と林内での顕著な

違いはなかった。このことは,い くつかの種では種子はさまざまな生育地に広 く散

布されるため,実生・稚樹は森林全体に広 く分布するが,その後の生育過程で違い

が生 じ,林縁部や空所など光条件の良い場所では果実を生産するまでに成長する個

体があるということを示唆する。

このように£散布植物のいくつかの種は明らかに林縁的な環境を好んで生育して

いる。同時に鳥のハビタット利用もこれに対応している可能性がある。Thomp‐

son&Willson(1978)|ま アメリカのイリノイナ‖の林でビ将塩%%s sι知力ηα, Pめん脇

εα α物″磁%α,巧施 υ効 力αの 3種の果実を,実験的に空所,林縁,林内に置い

て鳥による持ち去り量を調べ,いずれの種でも前二者では林内よりも早く持ち去ら

れることを示した。また,ツ グミ, ヒヨドリなどは明らかに林縁部でよく発見され

ており,彼 らのハビタット利用が鳥散布植物の分布と関連している可能性がある。

また種子の供給源がない場所にも実生・稚樹が生育していることと鳥類が種子を運
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吻 成個体 剛 実生・稚樹

図2-a カマズミの成個体と実生・稚樹の出現

オープン型  林縁部型   広葉

賜 成個体 圏 実生・稚樹

図2-b キヅタの成個体と実生。稚樹の出現

オープン型   林縁部型    広葉樹林型  モミ林型

賜 成個体 圏 実生・稚樹

図2-c モミジイチゴの成個体と実生・稚樹の出現
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んでいることとが関連 している可能性もあ り,こ れらの点を明らかにすることが今

後の課題として残された。

ま と め

仙台市青葉山において鳥散布植物の出現状態を調査した。

(1)50× 50uFの方形区49個を,優占する植生型によって 4つのタイプ (オープン型

7個,林縁型17個 ,広葉樹林型10個 ,モ ミ林型13個)に分け,それらの方形区

において鳥散布植物の多寡を 3段階 (少ない,普通,多い)に分けて記録した。

(2)79種の鳥散布植物が確認されたが,こ のうちアオキ,カ スミザクラ,ウ ワミズ

ザクラ,モ ミジイチゴ,イ ヌツゲ,ム ラサキツキブ,ヤ ブムラサキ,アオハダ,

ミヤマガマパミ,イ イギリ,ヤ ブコウジなどは特に果実量が多かった。

(3)主要な鳥散布植物41種を出現植生型に応じて次の 4群に分けた。

①林内一林縁種 :ア オキ,イ ヌツゲ,ム ラサキツキブ,ヤ ブムラサキ,ア オハ

ダ,ミ ヤマガマズミ,カ スミザクラ,チ ゴユリ,タ カノツメ,ヤ ブコウジなど22

種。大部分 (81.8%)は秋冬結実。

②広葉樹林―林縁種 :オオバクロモジ,サンショウ,サルトリイ′ミラ,ツ ルリ

ン ドウの 4種。

③林縁種 :ガマズミ,シ ロダモ,ヤ ブデマリなど9種。71.4%が秋冬結実。

④林縁―オープン種 :モ ミジイチゴ,ノ ブドウ,ニガイチゴ,タ ラノキ,キ ブ

ンなど8種。秋冬結実種は少なく,62.5%は春夏結実種。

(4)実生・稚樹の出現は成個体に比べて植生型との対応が不粥瞭であった。これは

種子散布は広く行われるが,その後の生育過程で量的な濃淡が生じるためと推

察した。
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Ⅷ.仙台城址及びその周辺地域の昆虫類

高 橋 雄 一
*

は じめに

昆虫類の調査は,宮城昆虫同好会会員の協力を得て,1989年 5月 中旬より11月 まで,

鱗翅目の喋類および蜻蛉日 (ト ンボ類)を中心に昆虫類全般について行った。

協力者はつぎの通りである。

高 橋 義 寛

斎 藤 勝 男

武 田 格 正

庄 司   大

児 玉 雅 一

なおこの地城での昆虫類についてのまとまった調査は,昭和49年に筆者が植物園で

行った蝶,お よびトンボ類の調査 (高橋,1986)だけのようである。

調査方法について

調査は1989年 5月 14日から11月 4日 までの間に行なわれた。また調査地がかなり広

範囲であるため,お よそ 3つの地域に分けて行った。すなわち東北大学理学部付属植

物園,竜の口峡谷下流域,東北大学記念講堂周辺である。

ネットによる採集の他,確実なものについては目撃も資料として扱った。

なお, 7月 22日 には竜の口峡谷下流で, 8月 12日 には植物園でライトトラップ採集

を行った。また,■月4日 には竜の日峡谷の水生昆虫についても調査した。

*仙
台市東四郎丸小学校
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仙台城址およびその周辺地域の動物

二(け IJ

調査地域および調査地点
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仙台城址およびその周辺地域の動物

調査結 果

今回の調査では 8目 51科 189種が確認された。

鱗 翅 目  蝶 7科46種

蛾 7科29種

蜻 蛉 目   7科 28種

半 翅 目   10科 19種

直 翅 目  3科 6種

鞘 翅 目   14科 56種

そ の 他

3日    3科 3種

なお竜の口渓谷の水生昆虫については別に述べる。

1.蝶 類

宮城県内には 8科 H7種の蝶類 (亀井・小野,1971)の 生息が報告されているが ,

今回の調査で確認された種は 7科46種で県内に生息する種の 2分の 1弱にあたる。

地域毎にみると植物園では 7科42種,竜の口渓谷では 6科36種,記念講堂周辺では

6科 19種であった。 (表 1, 2, 3, 4)

植物園では仙台付近を生息の北限としているセセリチョウ科のホンバセセリが確認さ

れた。また雑木林に生息するシジミチョウ科のウラクロシジミ,オオミドリシジミ,

タテハチョウ科のスミナガンが確認された。

筆者が1973年に行った調査で確認されず,今回の調査で確認できた種はヤセリチョ

ウ科のホンバセセリ,テ ングチョウ科のテングチョウ,ケ テハチョウ科のゴマダラチ

ョウ,ジ ャノメチョウ科のオオヒカゲなどである。

テングチョウ,ゴマダラチョウの 2種はともにエノキを幼虫期の餌としていること

から,植物園やその周辺でのエノキの分布や生育に関係があるものと思われる。また

オオヒカゲは園内を流れる沢が,沢沿いの上砂の崩壊で中ほどに広い湿地ができたこ

とと関係があると考えられる。オオヒカゲは幼虫期には湿地に生えるカサスゲを餌と

している。

植物園内は喋の生息環境 として必ず しも良いとはいえないようで,園内にある遊歩
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種 名 5月 6月 7月 8月 9月 10月 H月 計

1)セセリチョウ科
①ダイミョウセセリ

②スジグロチャ′ミネセセリ

③ヒメキマダラセセリ

④コチャバネセセリ

⑤オオチャバネセセリ

⑥イチモンジセセリ

⑦ホツバセセリ

2)ア ゲハチョウ科
③アオスジアゲハ

⑨ アゲハ

⑩ キアゲハ

① クロアゲハ

⑫ カラスアゲハ

3)シ ロチ ョウ科
⑬ モ ンシ ロチ ョウ

⑭スジグロシFチ ョウ

⑮キチ ョウ

⑮モンキチョウ

4)ツ ジミチョウ科
⑫ウラクロシジミ

⑬オオ ミドリツジミ

⑩ベニシジミ

⑩ツハメンジミ

②ゴイツシジミ

⑪ヤマ トツジミ

⑫ルリツジミ

5)テ ングチョウ科
④テングチョウ

6)タ テハチョウ科
②イチモンジチ ョウ

⑮コミスジ

⑮オオ ミスジ

⑫ キタテハ

⑮ンータテハ

⑮アカタテハ

⑩ルリタテハ

①コムラサキ

⑫スミナガン
①ゴマダラチョウ
7)ジャノメチョウ科
⑭ ヒメウラナ ミジ ャノメ

⑮ コジ ャノメ

⑭ヒメジャノメ
⑦ジャノメチョウ
⑪ヒカゲチョウ
⑩クロヒカゲ
⑩オオヒカゲ
④キマダラヒカゲ

ユ

1

幼3

6

1

1

2

1

6

1

3

9

1

l

6

4

1

5

1

1

1

2

1

1

3

1

11

10

6

7

11

6

11

17

1

1

2

幼 2

5

３

９

３

Ｈ

３

７

４

１０

３

　

　

１２

１

6

4

2

11

9

1

幼 1

4

1

6

1

4

1

1

2

1

2

1

1

1

幼 1

1

8

1

5

7

5

10

1

5

2

1

5

4

14

31

9

2

幼3

34

17

3

19

15

1

１

２９

１

２

３

１

１

２

４

１

　

１６

１

３

９

４

２４

４

９

仙台城址およびその周辺地域の動物

表 1 植物園で採集 (目撃)さ れた蝶の種類と個体数 . 幼 :幼虫
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仙台城址およびその周辺地域の動物

表 2 竜の口峡谷で採集 (目撃)された蝶の種類と個体数

種 名 5月 6月 7月 8月 9月 10月 H月 計

1)セセ リチョウ科
① ミヤマセセリ

②ダイ くョウセセリ

③スジグロチャバネセセリ

④ ヨキマダラセセリ

⑤ コチャバネセセリ

⑥ォォチャ′ミネセセリ

⑦イチモンジセセリ

2)ア ゲハチョウ科
③アオスジアゲハ

③アゲハ

⑩ クロアゲハ

⑪ カラスアゲハ

⑫ オナ ガアゲハ

3)シ ロチ ョウ科
⑬スジグロシロチョウ

⑭キチ ョウ

4)シ ジミチョウ科
⑮ウラクロシジミ

⑮オオ ミドリツジミ

⑫ トラフシジミ

⑬ベニツジミ

⑩ツノミメシジミ

⑩ゴイツシジミ

②ヤマ トツジミ

⑫ル リツジミ

5)タ テハチョウ科
④ウラギンスジヒョウモン

②イチモンジチョウ

⑮コミスジ

⑮キタテハ

② シー方テハ

② アカタテハ

②ルリタテハ

⑩コムラサキ

6)ジ ャノメチョウ科
⑪ヒメウラナミジャノメ

⑫ヒメジャノメ

⑬コジャノメ

⑭ヒカゲチョウ

⑮クロとカゲ

⑮キマダラとカゲ

2

1

1

1

l

5

I

3

1

ユ

1

8

8

4

1

3

8

2

2

l

l

12

1

1

1

1

3

14

1

2

1

6

1

1

1

1

2

3

2

2

4

3

6

4

5

2

1

1

2

2

3

1

1

2

3

4

1

1

2

1

2

2

1

2

2

14

5

3

3

1

7

10

1

17

7

1

1

2

2

7

3

6

20

1

10

11

11

3

1

2

1

6

4

3

4

10

15

―-271-―



仙台城址およびその周辺地域の動物

表 3 記念講堂周辺で採集 (目撃)さ れた蝶の種類と個体数

種 名 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 計

1)セセリチョウ科
①コチャノミネセセリ

②オオチャバネセセリ

③イチモンジセセリ

2)ア ゲハチョウ科
④ アオスジアゲハ

⑤アゲハ

⑥カラスアゲハ

3)シ ロチョウ科
⑦モンツロチ ョウ

③スジグロシロチョウ

③モンキチョウ

⑩キチョウ

4)シ ジミチョウ科
⑪ベニシジミ

⑫ツバメシジミ

⑬ヤマ トシジミ

⑭ル リシジ ミ

5)タ テハチ ョウ科
⑮コミスジ

⑮キタテハ

6)ジ ャノメチョウ科
⑫ヒメウラナミジャノメ

⑬ ヒメジ ャノメ

⑩ヒカゲチョウ

l

1

1

1

2

1

1

1

3

2

1

l

3

2

ユ

2

l

2

4

4

８

８

１０

７

3

1

道を歩いて蝶に出会えるのは稀である。ただ特によく喋の観察される場所が 3カ所あ

り, 1つは植物園正面入日付近,池やロックガーデンのあるあた り,それに沢の中流

部に開けた沢沿いの湿地,園西北部にある工学部キャンパスに接する苗圃である。い

ずれも林縁で明るく開けた場所である。

亀の日峡谷では,シ ジミチョウ科のウラクロシジミ,オオミドリシジミ,タ テハチ

ョウ科のアカタテハ, コムラサキが注目される程度である。また竜の日渓谷の追廻か

らの入口付近は,崖地や雑木林に接する粥るく開けた場所になっていて,ア ゲハチョ

ウ科の蝶をはじめ,多 くの蝶が観察された。

記念講堂周辺はごく一般的な種が確認されただけで,個体数もあまり多くはなく,

注目すべきものは観察されなかった。
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名種 植物園 竜のロ 記念講堂

グロチ ャバネセセ リ
キマダラセセ リ

チャハネセセリ

ジグロシ Pチ ョウ

ギンスジヒョウモン

ノメチョウ科
ウラナ ミジャノメ

ャノメ

ジャノメ

ノメチ ョウ

ヒカゲ

ゲチ ョウ

とカゲ

ダラヒカゲ

リチョウ科
マセセ リ
ミョウセセ ツ

マダラセセリ
ャバネセセ リ

モンジセセ リ
セセリ
チヽ ョウ科
スジアゲ

ア ゲ

スアゲハ

ガアゲハ

Pチ ョウ科
ンシロチ ョウ

ンキチ ョウ
チ ョウ

ジミチョウ科
クロツジミ
ミドリツジ ミ
フ ツ シ ミ

ン ジ

メシジ ミ

ンシジ ミ

トシジ ミ
シジ ミ

グチョウ科
グチ ョウ
チョウ科

モンジチ ョウ
ス ジ

ス ジ

タ テ

タ テ

タテハ

ラサキ

ナガシ

ダラチ ョウ

01～ 9個体
◎10～ 19個体
◎20個体以上

ゲ

ア

政予林穆鶉十弟務仲ホソノガ，アゲノク窮蒻汐沖学彩拶４”ウオけ一溝イＦ〃ルを万
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ル

コ
ス
ゴ

ε
ヒ

コ
ヒ
ジ
ク

ヒ
オ
キ

ハイＦ〃ルを万”伊↓オォ！サ々
カルオ， 一ジャ

Ｈ
激
斯
や
騨
コキ
コチ減
仕
ρ
乃
力
〃
，
知
”
ル
ヵ
）が
″
予
冶
”
清
レ
ベニツノミ】
ヤマ
″レリオ
″
万
”
行
ぶ
清
彬
シ．カ
アレリ
ュ
衆
｝
ジ．Ｂ
コジ
騨
ジャ舛
］
減
教

、ミ

メ

ノ

ヒ

〓

〓

メ

イ

オ

　

一ノ

一ノ

ニ

タ

ノ

メ

　

■

ン

■

１

　

ゞ
…
フ

ー

′

り

〓

「

ア

　

一ラ

　

▼
フ
／

モ

ン

Ｊ

こヽ

′

ノ

ー

ラ

〓

　

モ

〓

そ

Ｅ

レ

ー

ン

〓

Ｄ
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③
③
め
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
９
⑮
⑫
⑬
⑩
Ｏ
⑩
②
⑫
②
②
⑮
⑮
②
働
②
Ｏ
⑮
⑩
①
⑫
⑭
⑦
①
⑮
⑫
⑬
⑩
つ
⑩
①
⑫
⑬
④
④
④
⑦

○

○

○

ｏ

ｏ

◎

ｏ

　

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

◎

ｏ
◎
ｏ
③

○

○

◎
◎
ｏ
◎
◎

O

ｏ

◎

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

　

◎

○

○

○

◎

ｏ

ｏ

ｏ

O
O
O

ｏ

◎

ｏ

ｏ

O
O

ｏ

◎

ｏ

◎

一
　

〇

　

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

◎

ｏ

◎

◎

　

◎

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

○

O
O

◎
ｏ
　
◎

○

○

○

○

○

○

O
O
O
○

ｏ

ｏ

　

◎

ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ
　

　

Ｏ

○

仙台城址およびその周辺地域の動物

表4 調査区別に確認した蝶
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仙台城址およびその周辺地域の動物

2.東北大学植物園内の蝶生息状況の変化

筆者は1974年に植物園内に生息する蝶についての調査を行っているが,今回 (1989)

の調査結果との比較等について考察してみたい (表 5)。

表 5 1974年 に確認した蝶と今回確認した蝶

名種 1989 1974 名種 1989 1974

1)セ セ リチ ョウ科
ミヤマセセ リ

ダイ ミョウセセ リ

アオバセセ リ

スジグロチ ャ′くネセセ リ

ヒメキマダラセセ リ

キマダラセセ リ

コチャバネセセ ツ

ミヤマチ ャノミネセセ リ

ォォチャ′ミネセセ リ

イチモンジセセ リ

ホツバセセ リ

2)ア ゲハチ ョウ科
アオスジアゲハ

アゲハ

キアゲハ

クロアゲハ

カラスアゲハ

3)シ ロチ ョウ科
ツマキチ ョウ

モンシロチ ョウ

スジグロシロチ ョウ

モンキチ ョウ

キチ ョウ

4)シ ジ ミチ ョウ科
ミズイロオナガシジ ミ

ウラクロシジ ミ

オオ ミドリツジ ミ

トラフシジ ミ

ベニシジ ミ

ツハ メツジ ミ

コツノミメ

ゴイシジ ミ

O

O

O

ｏ

◎

ｏ

ｏ

◎

ｏ

◎

○

O

O
O

◎

○

○

○

◎

◎

○

○

○

○

○

◎

◎

○

◎

◎

○

○

O

ｏ

◎

◎

ｏ

◎

◎

◎

ｏ

ｏ
◎

◎

ｏ

ｏ

ヤマ トツジ ミ

ル リツジ ミ

5)テ ングチ ョウ科
テングチ ョウ

6)タ テハチ ョウ科
ウラギンスジヒョウモ ン

ウラギ ツヒョウモン

イチモンジチ ョウ

アサマイチモンジ

コミスジ

オオ ミスジ

キタテハ

ツータテハ

アカタテハ

ル リタテハ

コムラサキ

ス ミナガシ

ゴマダラチ ョウ

7)ジ ャノメチ ョウ科
ヒメジャノメ

コジャノメ

ヒメジャノメ

ジャノメチ ョウ

クロヒカゲ

ヒカゲチ ョウ

オオヒカゲ

キマダラヒカゲ

01～ 9個体
◎10～ 19個体

◎20個体以上

○

○

O

◎

◎

◎

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

◎

○

○

O

◎

○

O

O

◎

◎

Ｏ

◎

③

　

ｏ

◎

◎

ｏ

O

○

○

○

○

O

種類数では1974年が 6科41種 ,今回が 7科42種で種類数の上ではあまり変わらない。
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科毎にみてみると,セ セリチョウ科で前回確認されていて今回確認されなかった種

はミヤマセセリ,アオバセセリ,キ マダラセセリ, ミヤマチャバネセセリである。逆

に新たに確認されたのはホソバセセリである。

アゲハチョウ科では新たにキアゲハ,ク ロアゲハが確認された。

シロチョウ科では今回ツマキチョウが確認されず,新たに確認された種はない。

シジミチョウ科で前回確認されて今回確認されなかったのは ミズイロオナガシジ

ミ, トラフシジミ, コツバメシジミである。新たに確認された種はない。

テングチョウ科のテングチョウは新たに確認された種である。

タテハチョウ科で今回確認されなかった種はウラギンヒョウモン,アサマイチモン

ジで,新たに確認された種はウラギンスジヒョウモン,イ チモンジチョウ,オ オミス

ジ,ア カタテハ,ス ミナガシ,ゴマダラチョウである。

ジャノメチョウ科ではコジャノメ,オ オヒカゲが新たに確認された。

今回の調査で確認されなかったセセリチョウ科の ミヤマセセリ,ア オバセセリ,キ

マダラセセリ, ミヤマチャバネセセリ,シジミチョウ科の トラフツジミ, コツバメシ

ジミは,雑木林でも疎林や雑木林の林縁の明るく開けた場所を好む種である。また同

じように今回確認できなかったシPチ ョウ科のツマキチョウは,丘陵地周辺の田園的

環境の地に生息する種である。

これに対し新たに確認されたセセリチョウ科のホソバセセリは,前記のセセリチョ

ウとは違い,同 じ雑木林の林縁でもやや薄暗いところを好む傾向がある。またジャノ

メチョウ科のコジャノメやオオヒカゲも雑木林でも薄暗いところを好む傾向がある。

以上のことから前回の調査時に比べ,植物園が全体として朔るく開けた場所が更に

少なくなり,現 るく開けた環境の地を好む蝶達にとっては,好ましい環境ではなくな

ってきていると言えよう。

特記しておくべき過去の記録として下記のようなものがある。

1) シジミチョウ科 ウラキンシジミ

植 物 園 1975,6,30 16 林 恵治

2)シ ジミチョウ科 アカシジミ

植 物 園 1975,6,26 261♀
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3) タテハチョウ科 オオムラサキ

川  内 1975,2,18 3 ex(幼 虫)

4) ジャノメチョウ科  ツマジロウラジャノメ

八木山橋 1958,6,13 1♀  梅津 晋

3.蛾 類

蛾は 8科28種が確認された。そのほとんどは 7月 22日 の竜の口渓谷でのライ トトラ

ップ採集,及び 8月 12日植物園で行ったライ トトラップ採集によるものである。

イラガ科 1種,メ イガ科 5種 , シャクガ科10種 ,イ カリモンガ科 1種 ,カ イコガ科

1種, ドクガ科 2種,ヤ ガ科 6種,ス ズメガ科 2種の 8科28種である。どの種も一般

的な種である。

このうちイカリモンガ科のイカリモンガは日中活動し, しかも花に吸蜜に訪れる種

として知られている。成虫越冬するため 4月 頃にも観察される種である。

ヤガ科のカギバ トモエは幼虫で確認した。この種は幼虫期ネムノキの葉を食べ,終

令幼虫は食樹の根元近 くにお りて休む性質があり,植物園内のネムノキで観察された。

スズメガ科の 2種はやや大型の種で,モ モスズメは幼虫期バラ科の木本植物を餌とし,

ハネナガブドウスズメはヤブガラシやノブドウを餌としている普通種である。

4.ト ンボ類

トンボ類は 7科28種が確認された。県内には12科88種の生息が報告されているので ,

その 3分の 1強 ということになる。この地域にある池沼が小規模であることや植物園

内を流れる沢;竜の口峡谷がともに トンボ類の幼虫の生息地としては,流れとして単

純であることなどから,生息する種の数が少ないものとおもわれる。 (表 6)

植物園内と竜の日峡谷に分けて考えてみたい。

植物園には小さいながら沢があり, しかもこの水が流れ込む池がある。そのため流

水に幼虫が生息する トンボ類と池など止水に幼虫が生息するトンボ類とが生息する。

まず池に流入する沢水の温度が低いためか寒地性のエブイ トトンボ,オ ゼイ トトン

ボが生息する。またクロスジギンヤンマ,ル リボシヤンマ,オオル リボシヤンマも観

察された。またハラビロトンボやオオシオカラトンボの生息も注目される。
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表 6 植物園と竜の日峡谷で確認した トンボの種類と個体数

種 名
植 物 園 竜 の 口 峡 谷

6月 7月 8月 9月 10月 6月 7月 8月 9月 10月

1)イ トトンボ科
①キイ トンボ

②エデイ トトンボ

③オゼイ トトンボ

2)ア オイ トトンボ科
④オツネントンボ

⑤ホソミオツネントンボ

⑥アオイ トトンボ

⑦オオアオイ トトンボ

3)カ フトンボ科
③アオハダトンボ

③ ミヤマカワトンボ

⑩カワトンボ

4)サ ナエ トンボ科
①ヤマサナエ

⑫ホンサナエ

⑬ダビドサナエ

5)オ ニヤンマ科
⑭オニヤンマ

6)ヤ ンマ科
⑮クロスジギンヤンマ

⑮ルリボシヤンマ

⑫オオルリボシヤンマ

⑬ミルンヤンマ

7)ト ンボ科
⑩ハラビロトンボ

⑩シオカラトンボ

②シオヤトンボ

⑫オオシオカラトンボ

④ ミヤマアカネ

②ナツアカネ

⑮アキアカネ

⑮マイコアカネ

②マユタテアカネ

②ノシメトンボ

1

2

4

l

1

ユ

2

2

1

l

7

4

1

4

1

2

1

1

6

ll

8

8

1

2

1

2

4

1

11

7

1

1

2

8

1

5

2

7

1

1

7

1

2

2

2

2

2

1

2

7

16

18

16

18

1

5

1

1

3

2

1

4

6

4

6

1

3

2

7

3

10

3

1

3

2

l

5

2

l

2

2

7

12

9

11

12
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この他 トンボ科の種の多くは移動してくるものもいると思われるが,マイコアカネ,

マユタテアカネなど幼虫期に園内の池や湿地で生活しているものも多いと思われる。

流水性の種としてはカフトンボ,オ ニヤンマ, ミルンヤンマなどが観察された。な

おミルンヤンマは水の汚れの手旨標種とされる種である。

竜の口渓谷では幼虫期を流水域で生活する種が観察されている。カフトンボ科のミ

ヤマカフトンボ,ア オハダトンボ,カ フトンボ,サナエ トンボ科のヤマサナエ,ダ ビ

ドサナエ,ヤ ンマ科の ミルンヤンマなどである。渓谷の規模からみて, どの種もたい

へん個体数が少ない。これはこの渓谷の川底が岩盤からできているところが多く,川

の流れとしての変化に乏しいためと考えられる。すなわちこの渓谷がV字谷で,川 と

しての瀬や淵の発達が悪く,水生昆虫類の生息に適していないためと考えられる。

5.鞘翅目

鞘翅目は14科 56種確認された。一般の人々によく知られた種も多いが,そのわ りに

は県内での分布や生息状況のわかっていないものが多い。

特徴のある種,注 目すべき種について述べる。

ハンミョウ科のハンミョウは竜の口峡谷にたいへん多い。この種は通常 5月 から 6

月にかけてと, 9月 から10月 にかけての時期に観察されることの多い種であるが,竜

の口渓谷では 5月 から10月 まで調査に出向けば必ず観察されるという状況であった。

この種は昆虫の活動期には継続的に観察されること,個体数が多いことは他の地域で

はみられないひとつの特長である。

マガタマハンミョウは安定 した森林の林床を生活地とする種で,植物園で確認され

た。この種は学術参考林になっている鈎取山国有林にも生息するが,雑木林でも長期

にわたって人手の加わっていない林では観察されている (信夫,1969)。

オサムシ科ではいわゆるオサムシ類が 4種確認された。糖蜜による トラップ採集に

よって採集した種で,植物園,竜の口渓谷の両地域で, クロナガオサムシ, コクロナ

ガオサムシ, トウホククロオサムシ*,マ イマイカブリの 4種がそれぞれ確認された。

どの種も仙台ではごく一般的な種である。仙台市に隣接する利府町や富谷町などには ,

*ト ウホククロオサムシ Carabus albrechti tohokuensis ISHIKAWAは 従来 ヒメオサムシ

ApotomOpterus iapniCus MOTSCHULSKYと 呼ばれていた種であるが,地方的変果が大きく,

東北地方に棲息するものをクロオサムシ Carabus albrechti MORAWITZの 亜種 として独立させ

て呼がようになった。
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ホソアカガネオサムシ,ア キタクロナガオサムシが生息するが,こ の 2種の生息は確

認できなかった。

オサムシ科のなかでも小型のゴミムシ類は11種 ,いずれも一般種でライ トトラップ

で採集された。その多くは水辺を好む種であった。

シデムシ科は 4種,オサムシ類とともに森の掃除屋的存在の昆虫で,いずれも一般

種でオオヒラタシデムシ, ヨツボシモンシデムンは特に個体数が多かった。

6.半翅目

半翅目はH科 19種が確認された。いずれも普通種である。

このうちマツモムシ科, ミズムシ科の昆虫は水中で生活,ア メンボ科の昆虫は水面

上で生活している。確認された種はいずれも普通種である。

カメムシ科のアカスジキンカメムシはたいへん美しい種として知られているが成虫

への脱皮直後の 2個体を植物園で採集した。

セミ科は 6種確認したが,いずれも当地域での一般種である。ただ今回の調査で県

内に生息するセミの中で最小種であるチッチゼミは確認できなかった。

7,その他の昆虫類

直翅目は 3科 6種,長翅目,脈翅目,毛翅目は各 1科 1種ずつ確認 した。いずれも

普通種である。

3.竜の口渓谷の水生昆虫

竜の日渓谷の水生昆虫については11月 4日調査を行った。地図上に示 した 4地点で,

径30clllの 日の細かい水網を使い,10回程度ずつ採集を行った。

これまで行ってきた同規模,あ るいは竜の日渓谷より小規模の谷川での調査結果に

比べ,種類数,個体数ともにきわめて少なかった。

これは竜の口渓谷が深いV字谷で,瀬や淵がたいへん少なく,丘陵地の谷川とは違

った山岳地帯の谷川の形態をもっているためと考えられる。つまり川床が岩盤になっ

ているところがおおく,砂れきの堆積しているところが少なく,更に砂れきが堆積し

ても降雨があるたびに流された りするなど,堆積物の移動が多いためではないかと思

われる。

採集された水生昆虫のなかでは,小型のクロカワグラ科の幼虫が多い。この科の昆

虫の成虫は,一般に山岳地帯でセッケイムシと呼ばれている昆虫である。
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仙台城址及びその周辺地域の昆虫 目録

1 鱗翅目

(1)セセリチョウ科 Hesperiidae

ミヤマセセ リ Erynnis montanus BREMER

竜の口 5/14・・26

ダイミョウセセリ Daimio tethys MЁNЁTRIЁS

植物園 5/14, 16 6/4, 2619 8/18, 2629
竜の口 5/14,16
スジグロチャノミネセセ リ Thymehcus leoninus BUTLER

植物園 8/8, 16
竜の口 7/16, 16 7/22, 16
ヒメキマダラセセ リ Ochlodes ochracea rikuchina BUTLER

植物園 7/16, 3629
コキマダラセセ リ Ocmodes venata herculea BUTLER

竜の口 7/16,26
コチャバネセセ リ Thoressa varia WEURRAY

植物園 6/4, 2619 6/H, 2619 8/18, l ex
竜の口 5/14, 26 6/H,10ex 6/24, 2 ex

記念講 6/11, 19 8/18, 16
オオチャバネセセ リ Polytremis pelhcida MURRAY

植物園 8/3, 16 9/8, 2619 9/24, 16
竜の口 9/24,5 ex

記念講 9/8, 2 ex 9/24, 2 ex

イナモンジセセ リ Parnara guttata BREMER et GREY

植物園 9/15, 8 ex 9/24, 2 ex

竜の口 9/15,2ex 10//8,l ex

記念講 9/15, l ex 9/24, 3 ex

ホソノミセセ ッ Isoteinon lamprospilus C.et R.FELDER

植物園 8/24, 16
(2)ア ゲハチョウ科 Papllionidae

アオスジアゲハ Graph�m sarpedon nipponum FRUHSTORFER

植物園 6/H, 1619 8/3, 16 8/18, l ex 9/15, 16
竜の口 6/24, l ex 8/24, 16 9/8, l ex

記念講 6/24, l ex

アゲハ Papllio xuthus LINNAEUS
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植物園 3/3, 19 9/8, 16
竜の口 5/27, 16 8/24, 16
記念講 9/8, 16
キアゲハ Papllio machaon hippocrates C.et R.FELDER

植物園 8/18, 19
クロアゲハ Papilio protenor demetrius CRAMER

植物園 8/3, 26 8/24, 16 9/8, 16 9/15, 16
竜の口 5/14, 16 6/11, 26 7/29, 19 8/24, 26
9/3,19

カラスアゲハ Papilio bianor dehaanii C.et R.FELDER

植物園 6/4, 16 8/3, 5629 8/18, 2619 8/24,
26

竜の口 6/24, 2629 7/29, 16 8/24,2619 9/3,
26

記念講 6/4, 16 8/24, 19
(3)ン ロチ ョウ科 Pieridae

モンシロチ ョウ Pieris rapae crucivora BOISDUVAL

植物園 8/8, 16 9/15, 1629
記念講 7/29, 1619 9/15, 16 9/24, 16
スジグロンロチ ョウ Pieris melete MENETRIES

植物園 5/14, 1619 8/8, 3649 8/24, 2629
竜の口 5/14, 26 5/27, 2619 7/16,4629 7/29,
4629

記念講 5/14, 2619 7/16, 2619 8/24, 1629
モンキチ ョウ Colias erate poliographus MOTOSHULSKY

植物園 5/14, 16 8/18, 4629 9/24, 16 10/8, 16
記念講 5/14, 16 8/18, 1619 9/15, 161♀
キヮとョウ Eurema hecabe mandarina DE L'ORZA

植物園 7/16, 261♀  8/3, 2619 8/18, 5629 9/8,
8 6 2 9    9///24,  2 6   10///8,  4 6 2 9

竜の口 7/16, 16 11/4, 4629
記念講 7/16, 16 9/24, 2619 9/24, 2629

(4)シジミチョウ科 Lycae�dae

ウラクロツジミ Iratsume orsedice EUTLER

植物園 6/26, 26
竜の口 6/24,16
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オオ ミドリツジミ Favonius orientalis MURRAY

植物園 5/3,幼虫3 ex
トラフシジ ミ Rapala arata BREMER

竜の口 5/14, 16 7/22, 16
ベニツジミ Lycaena phlacas daimio SEITS

植物園 5/28, 6 ex 6/4, 2 ex 7/16, 9 ex 8/18, 7 ex 9/15,

6ex 10///22,  4 ex

竜の日 7/16,lex 10///14,l ex

記念講 6/4, 2 ex 7/16, 3 ex 9/15, 3 ex

ツバメシジミ Everes argiades he■ otia A/1ENETRIES

植物園 7/16, 16 8/18, 3619 8/24, 562♀  9/15,
361910/8,16

竜の口 5/27, 261♀  8/24, 26 9/8, 26
記念講 6/4, 16 8/24, 26 9/15, 3629
ゴインシジ ミ Taraka hamada DRUCE

植物園 9/8, l ex 9/15, lex 10/22, l ex

竜の口 6//24,lex 10/14,2 ex

ヤマトンジミZizeeria maha argia MЁNЁTRIЁS

植物園 8/3, 16 8/18, 3629 9/8, 7639 9/24,
16 10/14, 16 10/22, 16

竜の口 7/16,2619 10///14,2619

記念講 7/16, 2619 9/8, 16 9/24, 2629 10/14,
26

ル リンジ ミ Celastrina argiolus ladonides DE L'ORZA

植物園 5/14, 16 6/26, 2619 8/24,H6
竜の口 5/14, 16 7/16,106 7/29, 3619 8/24,
1619 9/3,2619

記念講 5/14, 16 6/26, 16 8/24, 3629
(5)テ ングチョウ科 Libyheidae

テングチョウ Libythea cchis FUESSLY

植物園 10/22, l ex

(6)ケ テハチ ョウ科 Nymph'attdae

ウラギンスジヒョウモン Argyonome laodice iaponiCa MЁ NЁTRIЁS

竜の口 7/22,16
イチモンジチ ョウ Ladoga camina iapOniCa MENETRIES

植物園 6/26, 16
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竜の口 6/11, 1619 6/26, 4629 7/16, 26
コミスジ Neptis sappho intel■ledia PRYER

植物園 6/4, 26 7/16, 16 8/3, 3619 8/18, 46
29 8/24, 463♀  9/8, 161♀  9/15, 3649

竜の口 5/27, 26 6/11, 563♀  7/16, 16

記念講 6/11, 16 7/16, 26
オオ ミスジ Neptis al�na kaempferi DE L'ORZA

植物園 8/3, 16
キタテハ Polygonia c aureum LINNAEUE

植物園 10/22, 2 ex

記念講 10/14, l ex

シータテハ Polygonia c― abum hamigera BUTLER

植物園 8/24, l ex 9/24, lex 10/8, l ex

竜の口 7/16, lex 10/14, 2 ex

アカタテハ VaneSsa indica HERBST

植物園 10/22, l ex

ルリタテハ Kaniska canace no司 aponicum VON SIEBOLD

植物園 10/8, l ex

竜の口 10/14,2 ex

コムラサキ Apatura ilia substituta BUTLER

植物園 8/18, 26
竜の口 8/3,16
ス ミナガシ Dichorragia nesimachus nesiotes FRUHSTORFER

植物園 6/4, l ex 8/18,幼 虫2 ex 9/8,幼虫l ex
ゴマダラチョウ Hestina iaponiCa c,et R,FELDER

植物園 10//22,幼虫 l ex

(7)ジ ャノメチョウ科 Satyridae

ヒメウラナミジャノメ Ypthima argus BUTLER

植物園 6/H, 4629 8/18, 3629 9/3, 2629 10//8,
16

竜の口 6/24, 3619 9/3, 26
記念講 6/24, 2619 8/18, 16 8/24, 16
コジャノメ WIycalesis francisca perdiccas HEWITSON

植物園 6/4, 16
竜の口 8/24,2619
とメジャノメ Myc』esis gotama fulginia FRUHSTORFER
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竜の口 8/3, 26 8/24, 26
記念講 8/18, 16
ジャノメチ ョウ VIinois dryas bipunctatus MOTSCHLSKY

植物園 8/3, 56 8/18, 2629
クロヒカゲ Lethe diana BUTLER

植物園 6/4, 26 7/16, 4629 8/18, 19 8///24, 76
3 ♀   9///15,  3 6 2 9

竜の口 6/11, 36 7/16, 16 8/24, 4629
ヒカゲチ ョウ Lethe sicelis HEWITSON

植物園 6/4, 16 8///24, 2619
竜の口 6/11, 16 7/22, 16 9/3, 1619
記念講 8/18, 16 8/24, 1619
オオヒカゲ Ninguta sdrenckii menalcas FRUHSTORFER

植物園 8/3, 16 8/18, 26 9/8, 19
キマダラヒカゲ Neope goschkevitschii MENETRIESキ

植物園 6/4, 16 6/11, 16 3/18, 4639
竜の日 6/11, 4619 6/24, 2619 8/24, 3619 9/3,
1629

(8)イ ラガ科 HeleOgeneidae

イラガ Cnidocampa navescens WALKER

竜の日 7/22,16
(9)メ イガ科 Pyralidac

ヒトスジオオメイガ Schoenobius lneatus BUTLER

竜の口 7/22, l ex

ヨスジノメイガ Pagyda quinquelineata HERING

竜の口 7/22, 2 ex

オオキノメイガ Botyodes pttncipalis LEECH

竜の口 7/22,16
ウスヒメトガリノメイガ Anania fuscoverbascalis WIUTUURA

竜の口 7//22, 16

キスジツトガ Crambus nlgrlpunctellus LEECH

竜の日 7//22, l ex

(10)シ ャクガ科 Geometridae

オオナミシャク C』labraxas maculata SWINHOE

*キマダラヒカゲ Neope goschkevitschii MENETRIESは ヤマキマダラヒカゲとサ トキマダラヒ
カゲに分けられているが同定に問題があり,今回は 1種として扱った。
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植物園 8/12, 16
ヒメマダラエダシャク Calosp工os sylvata ttimai INOUE

植物園 8/12, 16
フタテンオエダシャク Semiohisa defixaria VALKER

植物園 8/12, l ex

オオ トビスジエダシャク Ectropis excenens BuTLER

植物園 8/12,16
ウスジロエダシャク Ecteopis obiqua WARREN

竜の口 7/22, 16
キマダラツバメエダシャク Thinopteryx crocoptera striolata BUTLER

植物園 8/12, 19
ゴマフキエダシャク Angerona nigrisparsa BUTLER

竜の口 7/22, l ex

ミスジツマキ リエダシャク Zethenia rufescentaria rufescentaria MOTSCHULSKY

植物園 8/12, 16
ツマキ リエダシャク Endropiodes indictinaria indictinaria BREWIER

植物園 8/12, 2 ex

ツマ トビンロエダンャク Spilopera debilis BUTLER

植物園 8/12, 16
(H)イ カリモンガ科 Canidulidae

イカリ=〔 ンカドPterodecta felderi BREⅢ IER

植物園 10/8, 3 ex

(12)カ イコガ科 Bombycidae

クワゴ Bombyx mandarina lMOORE

竜の口 7/22, l ex

(13)ド クガ科 Lymantrldei

スカン ドクガ Arctornis kumatai INOUE

竜の口 7/22, l ex

マイマイガ Lymantria dispar iapOnica MOTSCHULSKY

竜の口 7/22, 16

(14)ヤ ガ科 Noctuidae

モンキヤガ Diarsia dewitzi GRAESER

植物園 8/12, l ex

ンロモンヤガ Amathes c一nigmm LINNE

植物園 8/12, l ex

カラスヨ トウ Amphipyra livida cor� na MOTSCHULSKY
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竜の日 7/22,26
オオウスズマカラスヨトウ Amphipyra erebina BUTLER

植物園 8/12, l ex

カギ′ミトモエ Enmonodia vespert』 io FABRICIUS

植物園 8//24,幼虫 2 ex

ウスグロアツ′ミzanClognatha fumosa BUTLER

竜の口 7/22,16
(15)ススメガ科 Sphingidac

モモスズメ Marumba gaschke�tschii echephron BOISDUVAL

植物園 8/12, l ex
ハネナガブ ドウスズメ Acosmeηx naga M00RE

竜の口 7/22,l ex

2 靖蛉目

(1)イ トトンボ科 Agrionidae

キイ トトンボ Ceriagrion melanurum SELYS

植物園 8/18, 16
エデイ トトンボ AgriOn lanceolatum SELYS

植物園 6/H, 26
オゼイ トトンボ Agrion terue ASAHINA

植物園 7/16, 3619 8/3, 262♀
(2)ア オイ トトンボ科 Lestidae

オツネントンボ Sympecna paedisca BRAUER

植物園 9/24, 16
ホソミオツネントンボ Ceylondestes gracilis peregrlnus RIS

植物園 6/H, 3619 7/16, 19
アオイ トトンボ Lestes sponsa HANSEMANN

植物園 10///22, 29

オオアオイ トトンボ Lestes temporalis SELYS

植物園 8/18, 16 9/8, 16 9///24, 19 10/22, 3619
(3)カ フトンボ科 Ca10plerigidae

アオハダトンボ Ca10pteryx virgo japo�ca SELYS

竜の口 7/16,16
ミヤマカフトンボ C』opteryx cornelia SELYS

竜の口 7/22,261♀
カフトンボ Mnais stttgata SELYS                    ｀
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植物園 6/11, 16
竜の口 6/H, 16 6/24, 16

(4)サナエ トンボ科 Gomphidae

ヤマサナエ Gomphus melaenops SELYS

竜の口 6/11,16
ホンサナエ Gomphus postoculais SELYS

植物園 6/11, 16
ダビドサナエ Davidius nanus SELYS

竜の口 6/H, 26 6/24, 1629
(5)オ ニヤンマ科 COrdulegasteridae

オニヤンマ Anotogaster sieboldii SELYS

植物園 7/16, 16 8/3, 16 8/18, 36 9/8, 26
竜の口 7/22,26

(6)ヤ ンマ科 Aeschnidae

クロスジギンヤンマ Anax nigrofasciatus nigrofasciatus OGUMA

植物園 6/24, 16
ルソボシヤンマAeschna juncea LINNE

植物園 8/18, 16 9/8, 16
オオル リボシヤンマ Aeschna nigroユ ava MARTIN

植物園 8/18, 26
ミルソヤンマ Planaechna rnilnei SELYS

植物園 9/8, 16 9/24, 16
竜の口 9/24,16

(7)ト ンボ科 Libelmidae

ハラビロトンボ Lyriottmis pachygastra SELYS

竜の口 7/16,26
シオカラトンボ Orthetrum』 bistymm speciosum UHLER

植物園 6/26, 26
竜の口 6/24, 16 7/16, 16
ツオヤ トンボ Orthetrum iaponiCum iaponicum UHLER

植物園 6/4, 16 6/24, 16
オオシオカラトンボ Orthetrum triangulare melania SELYS

植物園 8/3, 16
ミヤマアカネ Sympetrum pedwemontanuin elatum SELYS

植物園 8/3, 16 10/8, 16
ナツアカネ Sympetrum darwinianum SELYS
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植物園 8/3, 16 8/18, 4619 9/8, 2619
竜の口 3/18, 3619 9/8, 2619
記念講 8/3, 16 8/18, 1619
アキアカネ Sympetmm frequens SELYS

植物園 9/24, 3629 1o/15, 2629 1o///22, 3629 10///27, 16

19

竜の日 9/24, 1619 10/8, 2639 10/22, 2639
記念講 9/24, 26 1o///15, 162♀  10//27, 3629
マイコアカネ Sympetrum kunchkeli SELYS

植物園 8/3, 2639 8/24, 462♀  lo///15, 2629 1o///27, 26
19

竜の口 8/3, 2619 8/24, 2619 10///15, 26 10///27, 16

記念講 8/3, 1619 10/15, 1629 1o/27, 2629
マユタテアカネ Sympetrum eroticum eroticum SELYS

植物園 8/18, 5639 9/8, 4629 9/24, 16 10///15, 19
竜の口 8/3, 16 8/18, 2619 9/8, 2629 9/24, 261♀
記念講 8/18, 26 9/8, 1619 9/24, 16
ノンメ トンボ Sympet=um infuscatum SELYS

植物園 7/16, 361♀  7/22, 2619 8/3, 3649 8/18, 16
9/8,2619

竜の回 7/22, 1629 8/3, 2629 8/18, 1619 9/8, 26
1♀

記念講 7/16, 16 7/22, 2619 8/3, 1619 8/18, 2619
9///8,  2 6 2 9

3 鞘翅目
(1)ハ ンミョウ科 Cicindelidae
ハンミョウ Cicindela chinensis japo� ca THUNBERG

竜の口 5/14, 5 ex, 5/27,12ex 6/11, 8 ex 6/24, 6

ex  7///16, 6ex  7///29, 9 ex  8///24, 8 ex  9///3, 13ex 10///14,

3 ex

マガタマハンミョウ Cicindela ovipennis LEWIS

植物園  8//24, 2 ex

(2)オサムシ科 Carabidae

クロナガオサムシ Carabus prOcerulus CHAUDOIR

植物園 8//24, 1619 10/8, 16
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コクロナガオサムン Carabus exilis BATES

竜の口 9/8,3649
植物園 8/24, 2629 10/8, 362♀
トウホククロオサムシ Carabis albrechti tohokuensis ISHIKAWA

竜の口 9/8,5649
植物園 8/24, 463♀  10//8, 3639
マイマイカブリ Damaster blaptoides KOLLAR

竜の口 9/8,2619
植物園 8/24, 16 10/8, 261♀
フタボツチビゴミムシ Lasiotrechus discus(FABRICIUS)

竜の口 7/22,2 ex
ヨツモンコミズギフゴミムシ TaChyura laetiica(BATES)

竜の口 7/22,2 ex
ヨツボシミパギフゴミムシ Bembidion mora、vitzi CSIKI

竜の口 7/22,l ex
エチゴアオミズギワゴミムン Bembidiott echigonum HABU et BABA

竜の口 7//22, l ex

ウスモンミズギワゴミムツ Bembidion cnemidotum BATES

竜の口 7/22, l ex

オオル リミズギワゴミムツ Bembidion amaurum BATES

竜の口 7/22,l ex
クロオビコミズギワゴミムツ Paratachys fasciatus(MOTSCHULSKY)

竜の口 7/22,l ex
ヒメゴミムン Anisodactylus tricuspidatus MORAWITZ

竜の口 7/22,16
ケゴモクムン Harpalus �car�s HAROLD

竜の口 7/22,16
アカアシマルガタゴモクムシ Harpalus inctulus BATES

竜の口 7/22,19
オオア トボシアオゴミムシ Cmaenius micans(FABRICIUS)

竜の口 7/22,1♀

(3)ンデムツ科 Silphidae

オオヒラケンデムツ Euslpha iaponiCa MOTSCHULSKY

植物園 8/24, 5ex 10/8, 3 ex

クロシデムシ Nicrophorus concolor KRAATZ

植物園 8/24, 2ex 10/8, l ex
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コツボツモンンデムシ Nicrophorus quadripunctatus KRAATZ

竜の口 9/8,3 ex
植物園 8/24, 5ex 10/8, 4 ex
コクロンデムシ Ptomascopus morio KRAATZ

植物園 8/24, 3ex 10//8, 2 ex

(4)ク フガタムシ科 Lucanidac

ミヤマクワガタ Lucanus maculifemoratus h/10TSCHULSKY

植物園 8/8, 16
コクワガタ 出Iacrodorcas rectus MOTSCHULSKY

竜の口 7/22,19
植物園 8/8, 16 8/12, 19

(5)コ ガネムン科 Scarabaeidae

アカビロウ ドコガネ Maladera castanea(ARROW)

竜の口 7/22,l ex

植物園 8/12, 2 ex
マメコガネ Popinia iapOnica NEWMANN

植物園 8/8, 2629
ドウガネブイブイ Anomala cuprea HOPE

竜の口 7/22,2 ex
ヒメコガネ Anomala rufocuprea MOTSCHULSKY

竜の口 7/22,26
植物園 8/3, 1629 8/8, 262
サクラコガネ Anomala dainiana HAROLD

竜の口 7/22,l ex
セマダラコガネ Blitopertha orientalis(WATERHOUSE)

竜の日 7/22, l ex                ,
オオヒラタハナムグリ Charitovalgus fumosus LEWIS

植物園 8/8, 26
ハナムグリ Euceto� a p�fera MOTSCHULSKY

植物園 5/14, l ex
コアオハナムグリ Oxyceto�a iuCunda FALDERMANN

植物園 5/14, l ex

竜の口 5/27,l ex
ヒゲナガビロウ ドコガネ Senca bOOpS WATERHOUSE

竜の口 7/22,16
(6)コ メツキムシ科 Elateridac
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サ ビキコリ Agrypnus binodulus(MOTSCHULSKY)

植物園 10/8, l ex

クロツヤクシコメツキ Melanotus annosus CANDEZE

竜の口 7/22,l ex
メダカツヤノヽダコメツキ Athous iactatus(LEWIN)

竜の口 7/22, l ex

オオハナコメツキ Dicronychus nohus(CANDEZE)

竜の口 7/22,l ex
クチブ トコメツキ Silesis musculus CANDEZE

竜の口 7/22, l ex

(7)ハ ムシ科 Chrysomelidae

ヨモギハムシ Chrysolina avichalcea(MANNERHEIM)

植物園 10/8, 19
竜の口 5/28,l ex

イタ ドリハムシ Ganelucida nigromaculata BALY

竜の口 5/14,3619 5//27,261♀
アザ ミカミナ リハムン Altica cirsicola OHNO

植物園 5/28, 8 ex

イチモンジカメノコハムツ Thlaspida bramosa BoHEMAN

植物園 5/28, l ex

キノミラル リクビホソハムン Lema concinnipennis BALY

植物園 5/28, l ex

(8)ジ ヨウカイボン科 Cantharidae

ミヤマクビボンジョウカイ Ppdabms lictor�s LEWIS

植物園 5/28, l ex

ヒメキンイロジョウカイ Themus midas KIESENヽ lrETTER

植物園 5/28, 2 ex

ジョウカイボン Athmus suturelluas MOTSCHULSKY

植物園 5/28, l ex

ヒメジョウカイ Rhagonycha japonica KIESENWETTER

植物園 5/28, l ex

(9)ベ ニボタル科 Lycidac

クツヒゲベニボタル MaCrOlycusユ abellatus MOTSCHULSKY

植物園 5//28, l ex

(10)ホ タル科 Lampyridae

オバホタル Lucidina bipladiata MOTSCHULSKY
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竜の口 7/22,l ex
クロマ ドボタル Lychnuris fumosa(GORHAM)

植物園 7/16, l ex

(11)ハ ムツダマン科

アオハムンダマン Arthromacra viridssima LEWIS

植物園 5/28, 3 ex

ナガハムシダマツ Nemostira rufobrunnea MARSEUL

竜の口 7/22, l ex

(12)テ ントウムシ科 Coccinellidae

テン トウムシ Harmonia axyridis(PALIAS)

植物園 5/14, 2 ex

キイロテントウ 11leis koebelei TIMBERIAKE

植物園 5//28,18ex

(13)カ ミキリムシ科 Cerambycidae

ヒメハナカミキリ Pidonia mutata BATES

植物園 5/28, 2619
ニンフハナカ ミキ リ Parastrangalis nymphula(BATES)

植物園 6/26, 8 ex

アカハナカ ミキ リ Corymbia succedanea(LEWIS)

植物園 8/8, 4 ex

4 半翅目

(1)マルカメムシ科 Plalaspidae
マルカメムン CoptOsoma punctissimum MONTANDON

竜の口 10/14,10ex

(2)カ メムツ科 Pentatomidac

アカスジキンカメムツ POeCilocoris lewisi DISTANT

植物園 6/H, 2 ex
シロヘ リカメムシ Aenaria lewisi SCOTT

植物園 7/16, l ex

ナガメ Eurrydema mgosum MOTSCHULSKY

竜の回 5/27, 1619
(3)ア メンボ科 Gerridac

シマアメンボ Mettocoris histrio B.WHITE

竜の日 10/14, 5 ex

(4)マ ツモムシ科 Notonectidae
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マツモムシ Notonecta triguttata MOTSCHULSKY

植物園 1/5, 5 ex

(5)ミ ズムン科 Cor�idae

コミズムシ Sigara subslriala UHLER

植物園 8/12, l ex

ミヤケ ミズムツ Sigara miyakei MATSUMURA

植物園 8/12, l ex

(6)コ ガンラアワフキ科 Tomaspididae

コガンラアフフキ Eoscarta assim� s UHLER

竜の口 7/22,3 ex

(7)ア ワフキムシ科 CercOpidae

ンロオビアフフキ Aphrophora intermedis UHLER

植物園 8/12,ex
(3)オ オヨコバイ科 Tettigellidae

ツマグロオオヨコバイ Bothrogonia ferruginea FABRICIUS

植物園 5/27, 3 ex

(9)カ ンム リヨコバイ Onieua leucOcephalae

ッロズォォョコバィ Oniella leucocephla MATSUMURA

竜の口 7/22, l ex

(10)ミ ミズク科 Ledttdac

ミミズク Ledra auditura WALKER

竜の口 7/22, l ex

(H)セ ミ科 Cicadidae

ニイニイゼミ Platypleura kaempferi FABRICIUS

植物園 7/16, 26 8/3, 76
アブラゼ ミ Graptposaltria nigrofuscata MOTSCHULSKY

植物園 8/18, 36 9/3, 26 9/8, 36
ミンミンゼ ミ OnCOlympana maculaticollis �IOTSCHULSKY

植物園 8/18, 26 8/24, 26 9/3, 36
エ ゾゼ ミ Tibicen iapOnicus KATO

植物園 8/18, 16 8/24, 26
ヒグランTanna japonensis DISTANT

植物園 7/16, 2 ex 8/3, 66
ツクツクボウン Meimuna opttifera WALKER

植物園 8/3, 36 8/18, 561♀  8//24, 26 9/8, 56
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5 直翅目

(1)バ ッタ幕,Locustidae
コバネイナゴOxya japonica WILLEMSE

植物園 9/17, 2619
ハネナガイナゴ Oxya velox FABRICIUS

植物園 9/24, 1♀

オンブ′ミッケ Atradomorpha bedユi BOLIVAR

植物園 9/17, 1619
(2)ヒ ンバ ッタ科 Tetrigidae

ハネナガヒンバ ッタ Paratettix histricus STAL

植物園 8/12, l ex

(3)キ リギリス科 Tettigoniidae

アングロツユムン Phaneraptera nigro antennata BRUNNER VON WATTENWYL

植物園 10/8, 161♀
ササキリ Conocephalus melas de HAAN

植物園 9//24, 29

6 長翅目

(1)シ リアゲムン科 PanOrpidac

シリアグ Panorpa Japonica THUNBERG

植物園 5/23, l ex

7 脈翅目

(1)ヒ ロバカゲロウ科 Osmylidae

ヒロバカゲロウ Eososmylus harmandinus NAVAS

植物園 8/12, 2 ex

8 毛翅目

(1)ト ビケラ科 Phryganeidae

ムラサキ トビケラ Neuronia regina VICLACHLAN

9 竜の口渓谷の水生昆虫 11月 4日調査
A地点  オオヤマカワグラ Oyamia gibba KLAPALEK lex

ガガンボ亜科 Tipulidae sp 4 ex

B地点  ヒメオオヤマカワグラ Oyamia seminigra KLAPALEK l ex
クロカワグラ科 Capniidae sp 2 ex
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ムラサキ トビケラ Eubasilssa reglna MCLACHIAN l ex

ヒメダンゴロウ幼虫 Rhantus pdverosus(STEPHENS)l ex

ガガンボ亜科 Tipulidae sp l ex

C剤勢ミ   クロカフイガライ斗 Capn� dae sp 14ex

ヒゲナガトビケラ科 LeptoceFidae Sp l ex

ヒメゲンゴロウ 劇能ntus pulv∝osus(STEPHENS)2 ex

エゾヒメデンゴロウ Rhantus yessoensis SEARP l ex

D地点   クロカフグラ科 Capn� dae sp 2 ex
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図版 Ⅱ

カギパ トモエの幼虫

東北大学理学部附属植物園のネムノキの幹て
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竜の口漠谷にたいへん多い.
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仙 台城址及 びその周辺地域の地質図

仙台城址およびその周辺地域の現存植生








